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辺
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鏡
か
ら
み
た
沖
ノ
島
祭
祀
の
展
開

岩 

本 

　 

崇

は
じ
め
に

玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
絶
海
の
孤
島
で
あ
る
沖
ノ
島
で
は
、
じ
つ
に
多
数
の
銅
鏡
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
主
た
る
も
の
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
が
、
ほ
か
に

も
沖
ノ
島
か
ら
の
出
土
が
伝
え
ら
れ
る
鏡
や
出
土
の
推
定
さ
れ
る
鏡
が
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る

（
１
）

。
発
掘
調
査
に
よ
る
出
土
資
料
を
中
心
と
し
て
、
沖
ノ
島
で
の
出
土
を
ほ

ぼ
確
実
視
で
き
る
鏡
は
七
六
面
に
の
ぼ
る
。
そ
の
う
ち
漢
鏡
の
可
能
性
の
あ
る
例
が
一

面
（
２
）

、
三
国
西
晋
鏡
一
二
面
（
う
ち
三
角
縁
神
獣
鏡
九
面
）、
同
型
鏡
群
二
面
、
倭
鏡

四
六
面
、
隋
唐
鏡
二
面
、
詳
細
不
明
（
破
片
の
た
め
）
一
三
面
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
と
は
別
に
沖
ノ
島
の
出
土
と
伝
わ
る
、
あ
る
い
は
出
土
の
推
定
さ
れ
る
鏡
が
一
一

面
あ
り
、
総
数
八
七
面
も
の
存
在
を
推
定
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
沖
ノ
島
の
な
か
で
も
充
実
し
た
資
料
群
で
あ
る
古
墳
時
代
銅
鏡
に
着
目

し
、
そ
の
鏡
群
構
成
の
通
時
的
検
討
を
出
発
点
に
沖
ノ
島
祭
祀
の
展
開
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
。
ま
た
、
鏡
群
の
様
相
を
古
墳
出
土
鏡
と
比
較
し
、
沖
ノ
島
祭
祀
と
在
地
勢

力
の
動
向
を
つ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祭
祀
の
主
体
を
担
っ
た
集
団
の
把
握
を

試
み
、
祭
祀
に
た
い
す
る
王
権
の
関
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
る
。

一
　
沖
ノ
島
の
鏡

沖
ノ
島
の
鏡
に
つ
い
て
は
、
一
連
の
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
な
が
ら
も
な
お
不

明
な
点
が
多
か
っ
た
が
、
重
住
真
貴
子
・
水
野
敏
典
・
森
下
章
司
の
悉
皆
的
な
調

査
・
検
討
に
よ
っ
て
そ
の
全
体
像
が
お
お
よ
そ
把
握
さ
れ
た
（
重
住
・
水
野
・
森
下

二
〇
一
〇
）。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
沖
ノ
島
の
出
土
と
推
定
さ
れ
る
資
料
の
探
索
が

な
さ
れ
る
な
ど
（
花
田
一
九
九
九
・
二
〇
一
二
）、
着
実
に
資
料
整
備
が
す
す
め
ら
れ
て

き
た
。
さ
ら
に
は
、
資
料
の
基
礎
的
整
備
を
ふ
ま
え
て
、
下
垣
仁
志
が
沖
ノ
島
出
土
鏡

の
総
括
的
な
評
価
を
お
こ
な
っ
た
（
下
垣
二
〇
一
八
）。
こ
の
よ
う
に
沖
ノ
島
の
鏡
に

つ
い
て
は
資
料
の
蓄
積
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
検
討
が
一
定
程
度
す
す
め
ら
れ
た
現
状
に

あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
必
ず
し
も
論
点
が
だ
し
つ
く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

こ
で
以
下
で
は
、
先
行
研
究
を
ト
レ
ー
ス
す
る
部
分
も
少
な
く
な
い
が
、
あ
ら
た
め
て

出
土
鏡
を
俯
瞰
す
る
と
こ
ろ
か
ら
検
討
を
は
じ
め
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
動
向
を
把
握
す
る

た
め
の
基
礎
的
な
材
料
を
整
理
す
る
。
ま
ず
は
検
討
の
俎
上
に
の
せ
る
沖
ノ
島
の
鏡
の

一
覧
を
掲
げ
た
う
え
で
（
表
１
）、
資
料
が
豊
富
な
倭
鏡
と
三
角
縁
神
獣
鏡
に
つ
い
て

そ
の
特
徴
を
確
認
す
る
。
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出土地点 鏡式・系列 直径（cm） 位置づけ 備　考

4 号遺跡（御金蔵）

外区片（4-1-1） 破片 後期倭鏡新段階
外区片（4-1-3） 破片 後期倭鏡新段階新相
珠文鏡充塡系（4-1-4） 破片 後期倭鏡
外区片（4-1-5） 破片 後期倭鏡新段階新相
瑞祥文鏡（4-1-2） 14 ～ 15 後期隋唐式鏡

4 号遺跡（御金蔵）［伝］

三角縁波文帯三神三獣鏡（伝 -3） 21.6 舶載第５段階 花田 2012 で推定 18 号遺跡
旋回式獣像鏡系（伝 -8-3） 12.2 後期倭鏡新段階古相
乳脚文鏡蕨手文系 11.2 後期倭鏡新段階新相
乳脚文鏡Ω字文系（伝 -8-2） 9.2 後期倭鏡新段階新相
乳脚文鏡蕨手文系（伝 -8-1） 8.9 後期倭鏡新段階新相

7 号遺跡

珠文鏡充塡系（7-1-2） 9.2 後期倭鏡新段階新相
盤龍鏡（7-3-1） 破片 同型鏡群 （8-2-3）と同型
外区片（7-3-a） 破片 後期倭鏡新段階新相
外区片（7-3-2） 破片 ―
素文鏡 ?（7-3-2・b） 破片 ―

８号遺跡
乳脚文鏡蕨手文系（8-2-1） 復 10.3 後期倭鏡新段階新相
方格規矩鏡渦文系（8-2-2） 14.1 前期倭鏡新段階新相
盤龍鏡（8-2-3） 11.6 同型鏡群 （7-3-1）と同型

15 号遺跡 神像鏡系（15-1） 9.2 前期倭鏡中段階

16 号遺跡

「仿製」三角縁唐草文帯三神三獣鏡（16-1） 20.6 「仿製」第４段階 （18-2）と同型
方格 T 字文鏡（16-2-1） 9.1 華北系鏡群第７段階

内行花文鏡Ⅲ系（16-2-2） 6.9 前期倭鏡中～新段階
素文鏡系（16-2-3） 2.8 ～ 3.0 前期倭鏡 ?

17 号遺跡

八鳳鏡（17-1） 22.1 西晋鏡（280 ～ 300 年ごろ）
方格規矩鏡獣文系（17-2） 27.1 前期倭鏡中段階
方格規矩鏡獣文系（17-3） 26.1 前期倭鏡中段階
方格規矩鏡獣文系（17-4） 22.1 前期倭鏡中段階
方格規矩鏡渦文系（17-5） 21.5 前期倭鏡新段階
方格規矩鏡鳥文系（17-6） 16.6 前期倭鏡中段階
方格規矩鏡獣文系（17-7） 17.8 前期倭鏡中段階
内行花文鏡Ⅱ系（17-8） 18.7 前期倭鏡中段階
内行花文鏡Ⅰ系（17-9） 17.6 前期倭鏡古段階
内行花文鏡Ⅲ系（17-10） 17.0 前期倭鏡新段階

「仿製」三角縁唐草文帯三神三獣鏡（17-11） 24.3 「仿製」第１段階
「仿製」三角縁唐草文帯三神三獣鏡（17-12） 21.6 「仿製」第５段階
「仿製」三角縁獣文帯三神三獣鏡（17-13） 20.0 「仿製」第５段階
鼉龍鏡双胴系（17-14） 12.9 前期倭鏡新段階新相
鼉龍鏡省略系（17-15） 23.7 前期倭鏡新段階
分離式神獣鏡 A 系（17-16） 16.7 前期倭鏡新段階新相
斜縁獣像鏡系（17-17） 10.0 前期倭鏡古段階
画象鏡系（17-18） 22.0 前期倭鏡新段階
斜縁神獣鏡 A 系（17-19） 16.4 前期倭鏡新段階
方格 T 字文鏡（17-20） 18.0 華北系鏡群第７段階
斜縁獣像鏡系（17-21） 15.0 前期倭鏡古段階

18 号遺跡

三角縁・天・王・日・月・獣文帯二神二獣鏡（18-1） 22.1 舶載第２段階
「仿製」三角縁唐草文帯三神三獣鏡（18-2） 20.6 「仿製」第４段階 （16-1）と同型
「仿製」三角縁獣文帯三神三獣鏡（18-3） 23.4 「仿製」第４段階
「仿製」三角縁獣文帯三神三獣鏡（18-4） 21.1 「仿製」第３段階
獣像鏡 A 系？（18-5-1） 破片 前期倭鏡中段階
三角縁神獣鏡？（18-5-2） 破片 ―
八鳳鏡（18-5-3） 破片 西晋鏡（280 ～ 300 年ごろ）
方格規矩四神鏡（18-5-4） 18.0 漢鏡５期 ? 漢鏡ではなく同型鏡群とする見方もあり
鈕片（18-5-5） 破片 ―
破片（18-5-6・伝 -7-2） 破片 ―

18 号遺跡［推定］

「仿製」三角縁獣文帯二神三獣鏡（伝 -7-4） 破片 「仿製」第５段階 （伝 -6-1）と同型
「仿製」三角縁獣文帯三神三獣鏡（伝 -5） 22.1 「仿製」第３段階
方格規矩鏡四神文系（伝 --4） 25.3 前期倭鏡中段階
三角縁神獣鏡（内区片・外区片） 破片 ―
内行花文鏡Ⅲ系 10.0 前期倭鏡中段階
捩文鏡羽文系 7.9 前期倭鏡中段階
素文鏡系（21-2-2） 3.5 ～ 3.9 ―

19 号遺跡 内行花文鏡Ⅱ系（19-1） 24.8 前期倭鏡中段階
破片 破片 ―

21 号遺跡

浮彫式獣帯鏡（21-1-1・21-2-a） 17.6 同型鏡群
浮彫式獣帯鏡（社外品） 17.6 同型鏡群 錆の特徴から推定
乳脚文鏡Ω字文系（21-1-2・21-1-b・21-2-b） 11.7 後期倭鏡新段階新相
捩文鏡獣毛文系（21-1-3） 13.0 前期倭鏡古段階
破片（21-1-c） 破片 ―
破片（21-2-c） 破片 ―
破片（21-2-1） 破片 ―
不明（21-1-14） 破片 ―
素文鏡系（21-2-2） 2.2 ―
鳥頭四獣鏡 B 系（伝 -7-1） 12.1 中期倭鏡 錆の特徴から推定
渦文鏡 B 系（伝 -7-3） 8.5 中期倭鏡 付着する土から推定

23 号遺跡 珠文鏡列状系（23-1） 6.0 前期倭鏡

沖ノ島［伝］

珠文鏡充塡系（伝 -9-1） 復 9.0 後期倭鏡新段階新相
双頭龍文鏡（伝 -6-2） 9.1 西晋鏡
乳脚文鏡系 6.1 後期倭鏡
乳脚文鏡系 ― 後期倭鏡

沖ノ島［推定］ 「仿製」三角縁獣文帯二神三獣鏡（伝 -6-1） 20.8 「仿製」第５段階 （伝 -7-4）と同型
斜縁神獣鏡 B 系 14.1 中期倭鏡

宮地嶽付近古墳［伝］（沖ノ島遺跡［推定］）

八鳳鏡（18-5-3） 約 18 西晋鏡（280 ～ 300 年ごろ） 花田 1999 で推定 18 号遺跡
方格規矩鏡獣文系 約 14 前期倭鏡中段階 花田 1999 で推定 18 号遺跡
画文帯同向式神獣鏡 20.7 同型鏡群 花田 1999 で推定 21 号遺跡
画象鏡系（17-18） 18.2 前期倭鏡中段階 花田 1999 で推定 21 号遺跡

宮地嶽神社境内［伝］（沖ノ島遺跡 ?） 内行花文鏡Ⅱ系 20.5 前期倭鏡中段階 花田 1999 で推定沖ノ島
〔凡例〕鏡式名・系列名のあとの括弧内表記は重住・水野・森下 2010 の番号。

表１　沖ノ島の鏡
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（
一
）
沖
ノ
島
の
倭
鏡

鏡
か
ら
沖
ノ
島
祭
祀
の
動
向
に
迫
る
に
は
、
出
土
鏡
の
主
体
を
な
し
、
か
つ
遺
跡
各

号
か
ら
比
較
的
ま
ん
べ
ん
な
く
確
認
さ
れ
る
倭
鏡
の
年
代
を
参
照
す
る
の
が
有
効
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
議
論
の
基
盤
を
整
備
す
る
た
め
に
も
、
遺
跡
各
号
か
ら
出
土
し
た
倭
鏡

の
時
期

（
３
）

を
整
理
し
た
（
表
２
）。

全
体
の
傾
向　

沖
ノ
島
で
は
一
〇
ヶ
所
も
の
遺
跡

各
号
で
古
墳
時
代
倭
鏡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
は
倭
鏡
の
年
代
と
い
う
点
か
ら
、
大
ま
か
に
三
つ

の
様
相
（
様
相
①
～
③
）
と
し
て
把
握
で
き
る
。
様

相
①
は
前
期
倭
鏡
の
大
型
鏡
を
主
体
と
す
る
鏡
群
構

成
で
あ
り
、
一
七
号
遺
跡
が
典
型
的
で
あ
る
。
様
相

②
は
後
期
倭
鏡
新
段
階
を
主
体
と
す
る
鏡
群
構
成
で

あ
り
、
七
号
遺
跡
を
指
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
様
相
③
は
前
期
倭
鏡
・
中
期
倭
鏡
・
後
期
倭

鏡
新
段
階
に
ば
ら
つ
く
鏡
群
構
成
で
あ
り
、
二
一
号

遺
跡
が
該
当
す
る
。

様
相
①　

前
期
倭
鏡
を
主
体
と
し
、
古
段
階
・
中

段
階
・
新
段
階
に
ま
た
が
る
鏡
群
構
成
を
示
す
。
数

量
的
に
は
古
段
階
、
新
段
階
、
中
段
階
の
順
に
多
く

な
り
、
と
り
わ
け
中
段
階
の
大
型
鏡
五
面
、
新
段
階

の
大
型
鏡
三
面
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る

（
４
）

。

ま
た
、
様
相
①
に
み
る
鏡
式
の
特
徴
に
方
格
規
矩

鏡
系
や
内
行
花
文
鏡
系
が
ま
と
ま
っ
て
確
認
さ
れ
る
点
が
あ
り
（
図
１
）、
こ
の
こ
と

は
中
段
階
に
多
い
方
格
規
矩
鏡
系
や
内
行
花
文
鏡
系
の
大
型
鏡
が
目
立
つ
点
と
関
連
す

る
と
考
え
て
よ
い
。
い
わ
ば
大
型
鏡
指
向
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
必
然
的
に
そ
れ
が
多
い

中
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
れ
ら
資
料
の
占
め
る
割
合
が
高
い
の
で
あ
る
。
沖
ノ
島

表２　沖ノ島の倭鏡

出土地点 鏡式・系列 直径
（cm）

前期倭鏡 中期
倭鏡

後期倭鏡
古段階 中段階 新段階 古段階 新・古 新・新

4 号遺跡
（御金蔵）

外区片（4-1-1） 破片 ●
外区片（4-1-3） 破片 ● 4 式
珠文鏡充塡系（4-1-4） 破片 ●
外区片（4-1-5） 破片 ● 4 式

4 号遺跡［伝］
（御金蔵）

旋回式獣像鏡系（伝 -8-3） 12.2 ● 2 式
乳脚文鏡蕨手文系 11.2 ● 4 式
乳脚文鏡Ω字文系（伝 -8-2） 9.2 ● 3 式
乳脚文鏡蕨手文系（伝 -8-1） 8.9 ● 4 式

7 号遺跡
珠文鏡充塡系（7-1-2） 9.2 ● 4 式
外区片（7-3-a） 破片 ●
素文鏡系 ?（7-3-2・b） 破片

8 号遺跡 乳脚文鏡蕨手文系（8-2-1） 復 10.3 ● 4 式
方格規矩鏡渦文系（8-2-2） 14.1 ◯新相

15 号遺跡 神像鏡系（15-1） 9.2 ◯

16 号遺跡 内行花文鏡Ⅲ系（16-2-2） 6.9 ◯
素文鏡系（16-2-3） 2.8～3.0 ◯

17 号遺跡

方格規矩鏡獣文系（17-2） 27.1 ◯
方格規矩鏡獣文系（17-3） 26.1 ◯
方格規矩鏡獣文系（17-4） 22.1 ◯
方格規矩鏡渦文系（17-5） 21.5 ◯
方格規矩鏡鳥文系（17-6） 16.6 ◯
方格規矩鏡獣文系（17-7） 17.8 ◯
内行花文鏡Ⅱ系（17-8） 18.7 ◯
内行花文鏡Ⅰ系（17-9） 17.6 ◯
内行花文鏡Ⅲ系（17-10） 17.0 ◯
鼉龍鏡双胴系（17-14） 12.9 ◯新相
鼉龍鏡省略系（17-15） 23.7 ◯
分離式神獣鏡 A 系（17-16） 16.7 ◯新相
斜縁獣像鏡系（17-17） 10.0 ◯
画象鏡系（17-18） 22.0 ◯
斜縁神獣鏡 A 系（17-19） 16.4 ◯
斜縁獣像鏡系（17-21） 15.0 ◯

18 号遺跡 獣像鏡 A 系？（18-5-1） 破片 ◯

18 号遺跡
［推定］

方格規矩鏡四神文系（伝 --4） 25.3 ◯
内行花文鏡Ⅲ系 10.0 ◯
捩文鏡羽文系 7.9 ◯
素文鏡系（21-2-2） 3.5～3.9 ―

19 号遺跡 内行花文鏡Ⅱ系（19-1） 24.8 ◯

21 号遺跡

乳脚文鏡Ω字文系
（21-1-2・21-1-b・21-2-b） 11.7 ● 4 式

捩文鏡獣毛文系（21-1-3） 13.0 ◯
鳥頭四獣鏡 B 系（伝 -7-1） 12.1 ◯
渦文鏡 B 系（伝 -7-3） 8.5 ◯

23 号遺跡 珠文鏡列状系（23-1） 6.0 ◯
〔凡例〕鏡式名・系列名のあとの括弧内は重住・水野・森下 2010 の番号。倭鏡の区分は本文註（３）を参照のこと。
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に
み
る
こ
の
大
型
鏡
指
向
は
様
相
①
に
顕
著

で
あ
り
、
三
角
縁
神
獣
鏡
と
セ
ッ
ト
を
な
す

傾
向
を
示
す
こ
と
と
も
整
合
す
る
。
な
お
、

様
相
①
は
大
型
鏡
を
指
向
す
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
中
型
鏡
さ
ら
に
は
小
型
鏡
に
お

よ
ぶ
多
彩
な
鏡
を
構
成
に
含
む
点
も
特
徴
的

と
い
え
よ
う
。

で
は
、
様
相
①
の
倭
鏡
に
み
る
時
期
幅
の

存
在
に
つ
い
て
は
い
か
に
理
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
か
（e.g.

下
垣
二
〇
二
二
：
一
〇
四
―

一
一
二
）。
一
つ
は
、
複
数
回
の
「
奉
献
」

行
為
の
累
積
に
よ
っ
て
古
段
階
か
ら
新
段
階

に
至
る
ま
で
の
鏡
群
構
成
が
形
成
さ
れ
た
と

す
る
理
解
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ま
一
つ
が
、

古
段
階
か
ら
新
段
階
ま
で
の
鏡
群
が
一
括
し

て
限
ら
れ
た
時
期
に
「
奉
献
」
さ
れ
た
結
果

と
み
る
理
解
で
あ
る
（
原
田
一
九
六
一
ａ
：

二
五
、
岡
崎
一
九
七
九
ａ
な
ど
）。
そ
こ
で

こ
の
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
複
数
時
期
の

倭
鏡
が
み
ら
れ
る
一
七
号
遺
跡
の
出
土
状
況

を
確
認
す
る
（
原
田
一
九
六
一
ａ
：
一
二
―

二
七
）。
以
下
に
ま
ず
、
報
告
書
に
み
え
る

図１　17 号遺跡（様相①）にみる方格規矩鏡系・内行花文鏡系倭鏡の卓越〔縮尺不同〕
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注
目
す
べ
き
点
を
列
挙
す
る
。

・
五
号
鏡
（
八
鳳
鏡
：
一
七
―
一
）
以
外
の
二
〇
面
が
鏡
面
を
上
に
し
て
重
な
り
を
も
っ
て

集
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

・
方
格
規
矩
鏡
系
の
な
か
で
も
最
大
径
の
七
号
鏡
（
一
七
―
二
）
が
最
上
部
か
ら
、
最
下
部

か
ら
も
方
格
規
矩
鏡
系
が
出
土
し
た
こ
と
。

・
方
格
規
矩
鏡
系
、
内
行
花
文
鏡
系
、
三
角
縁
神
獣
鏡
は
、
同
一
鏡
式
が
近
接
し
て
出
土
し

た
こ
と
。

・
刀
剣
が
二
〇
・
二
一
号
鏡
の
上
面
に
配
置
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
状
況
で
出
土
し
、
原
位
置

か
ら
大
き
な
移
動
が
想
定
さ
れ
な
い
こ
と
。

・
車
輪
石
が
鏡
と
鏡
の
間
に
配
置
さ
れ
、
か
つ
一
三
号
鏡
上
の
二
号
車
輪
石
が
破
損
し
て
い

た
も
の
の
ほ
ぼ
原
位
置
を
と
ど
め
る
状
態
で
出
土
し
た
こ
と
。

く
わ
え
て
、
倭
鏡
の
時
期
と
出
土
状
況
の
対
応
を
み
る
と
（
図
２
）、
最
下
部
の
二
〇
号
鏡

（
一
七
―
一
五
）
な
ら
び
に
二
一
号
鏡
（
一
七
―
五
）
は
、
い
ず
れ
も
前
期
倭
鏡
新
段
階
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、時
期
的
に
古
相
を
示
す
三
面
の
出
土
位
置
を
み
る
と
、九
号
鏡
（
一
七

―
一
七
）
は
比
較
的
上
部
か
ら
、
一
五
号
鏡
（
一
七
―
九
）
は
中
位
か
ら
、
六
号
鏡
（
一
七
―

一
七
）
は
下
位
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
時
期
的
に
も
っ
と
も
新
相
を
示
す
一
四
号
鏡
（
一
七
―

一
四
）
は
中
位
か
ら
、三
号
鏡
（
一
七
―
一
六
）
も
中
位
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
七
号
遺
跡
で
は
鏡
の
新
古
と
出
土
位
置
に
は
相
関
関
係
が
み
と
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
出
土
状
況
と
倭
鏡
の
時
期
の
つ
き
あ
わ
せ
か
ら
は
、
一
七
号
遺
跡
で
は
限
ら
れ
た
時

期
に
鏡
が
一
括
し
て
集
積
さ
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
倭
鏡
の
構
成
か

ら
そ
の
集
積
行
為
が
な
さ
れ
た
時
期
は
鏡
群
の
最
新
相
を
示
す
前
期
倭
鏡
新
段
階
新
相
以
降
と

な
り
、
古
墳
時
代
の
相
対
編
年

（
５
）

に
お
い
て
は
中
期
前
葉
古
相
（
広
域
編
年
Ⅵ
期
）
に
比
定

図２　沖ノ島 17 号遺跡における鏡の出土状況〔鏡は縮尺不同〕
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で
き
る
（
岩
本
二
〇
二
〇
ａ
・
二
〇
二
二
）。

様
相
②　

後
期
倭
鏡
で
も
新
段
階
の
鏡
を
主
体
と
し
、小
型
鏡
以
下
を
中
心
と
す
る
。

時
期
的
に
は
後
期
倭
鏡
新
段
階
で
も
新
相
の
例
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
（
図
３
）。

後
期
倭
鏡
新
段
階
古
相
は
古
墳
時
代
中
期
後
葉
新
相
（
Ⅺ
期
）
か
ら
、
後
期
倭
鏡
新
段

階
新
相
は
後
期
前
葉
古
相
（
Ⅻ
期
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
古
墳
へ
の
副
葬
が
は
じ
ま
る
。

様
相
②
に
お
い
て
は
、
後
期
倭
鏡
新
段
階
で
も
最
新
相
を
示
す
例
が
主
体
を
占
め
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
後
期
中
葉
新
相
以
降
（

≒

陶
邑
Ｔ
Ｋ
一
〇
型
式
新
相
段
階
）
に
副
葬
さ

れ
は
じ
め
、
中
心
的
な
副
葬
時
期
は
後
期
後
葉
（

≒

陶
邑
Ｔ
Ｋ
四
三
型
式
段
階
）
に
あ

る
（
岩
本
二
〇
二
三
ａ
）。
そ
の
ほ
か
の
器
物
の
年
代
や
出
土
状
況
か
ら
遺
跡
各
号
に

お
け
る
「
奉
献
」
行
為
が
複
数
回
に
お
よ
ぶ
の
か
、
一
回
に
限
定
さ
れ
る
も
の
な
の
か

を
明
確
に
は
し
が
た
い
が

（
６
）

、
倭
鏡
の
構
成
に
お
い
て
は
後
期
後
葉
を
中
心
と
し
た

時
期
に
「
奉
献
」
行
為
の
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
み
と
め
う
る
。

様
相
③　

前
期
倭
鏡
・
中
期
倭
鏡
・
後
期
倭
鏡
新
段
階
の
鏡
が
併
存
す
る
（
図
４
）。

様
相
①
と
様
相
②
の
要
素
を
み
い
だ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
遺
跡
各
号
で
は
確
認

で
き
な
い
中
期
倭
鏡
の
存
在
が
ひ
と
き
わ
注
目
さ
れ
る
。
中
期
倭
鏡
は
伝
資
料
に
さ
ら

に
一
面
あ
り
、
総
数
が
三
面
と
少
な
い
な
が
ら
も
そ
の
時
期
に
あ
た
る
「
奉
献
」
行
為

が
沖
ノ
島
で
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

様
相
③
は
段
階
的
か
つ
長
期
に
お
よ
ぶ
倭
鏡
の
構
成
で
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

古
墳
出
土
鏡
で
は
異
な
る
時
期
の
鏡
が
同
時
に
副
葬
さ
れ
る
例
は
少
な
く
な
い
が
、

様
相
③
の
よ
う
に
段
階
的
か
つ
こ
れ
ほ
ど
長
期
に
お
よ
ぶ
鏡
群
が
一
括
副
葬
さ
れ
る
例

は
ほ
か
に
現
状
で
は
み
あ
た
ら
な
い
。し
た
が
っ
て
、様
相
③
は
前
期
倭
鏡
、中
期
倭
鏡
、

後
期
倭
鏡
新
段
階
新
相
の
三
つ
の
時
期
の
累
積
と
評
価
し
う
る
余
地
が
あ
り
、
単
一
時

図３　様相②の後期倭鏡新段階鏡群〔縮尺不同〕
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期
の
「
奉
献
」
行
為
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、

三
つ
の
時
期
は
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
把
握
で
き
る
。
ま
ず
前
期
倭
鏡
段

階
は
、
様
相
①
と
の
関
係
か
ら
古
墳
時
代
中
期
前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
に
比
定

し
う
る
。
そ
し
て
中
期
倭
鏡
段
階
は
、
中
期
倭
鏡
が
古
墳
に
お
い
て
は
中
期

前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
に
副
葬
が
は
じ
ま
り
、
中
期
中
葉
新
相
（
Ⅸ
期
）
ご
ろ

ま
で
は
副
葬
例
が
一
定
数
は
目
立
つ
こ
と
か
ら
（e.g.

岩
本
二
〇
二
二
）、
こ

の
時
期
幅
で
と
ら
え
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
期
倭
鏡
新
段
階

新
相
の
段
階
は
、
様
相
②
で
も
述
べ
た
よ
う
に
後
期
後
葉
（

≒

Ｔ
Ｋ
四
三
型

式
段
階
）
を
中
心
と
し
た
時
期
を
想
定
で
き
る
。

な
お
、
様
相
③
に
は
二
一
号
遺
跡
が
該
当
し
、
そ
の
形
成
年
代
を
限
ら
れ

た
時
期
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
定
説
的
な
見
方
（
松
本
一
九
七
九
）
と
、
あ
る

程
度
の
時
間
幅
に
お
い
て
な
さ
れ
た
複
数
回
の
「
奉
献
」
行
為
の
累
積
と
す

る
見
方
（
花
田
二
〇
一
二
：
三
九
、e.g.

篠
原
二
〇
一
一
）
と
が
あ
る

（
７
）

。

鏡
の
構
成
を
み
る
か
ぎ
り
は
、
二
一
号
遺
跡
の
形
成
は
後
者
の
見
解
の
よ
う

に
複
数
時
期
に
お
よ
ぶ
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

（
二
）
沖
ノ
島
の
三
角
縁
神
獣
鏡

沖
ノ
島
で
は
特
徴
的
な
三
角
縁
神
獣
鏡
の
出
土
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
は
東

ア
ジ
ア
史
的
な
観
点
か
ら
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
時
期
を
と
ら
え
る
う
え
で
き

わ
め
て
重
要
な
知
見
を
も
た
ら
す
。
論
点
の
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
倭
鏡

の
様
相
①
の
評
価
と
も
密
接
に
か
か
わ
る
の
で
あ
ら
た
め
て
と
り
あ
げ
て
お

こ
う
（
表
３
）。

図４　様相③にみる前期倭鏡・中期倭鏡・後期倭鏡の併存〔縮尺 1:2〕
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終
焉
段
階
鏡
群
の
量
的
出

土　
　

沖
ノ
島
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
三
角
縁
神
獣
鏡
の
最
大
の
特
色

は
、「
仿
製
」
三
角
縁
神
獣
鏡
の

第
四
・
五
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
終
焉
段
階
鏡
群
の

存
在
に
つ
き
る
（
図
５
）（
岩
本

二
〇
〇
五
・
二
〇
二
〇
ａ
）。
こ
の

終
焉
段
階
鏡
群
を
出
土
し
た
古
墳

は
、
伝
出
土
を
含
め
る
と
近
畿
地

方
の
縁
辺
部
を
中
心
に
一
二
基
が

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、

ほ
か
の
中
国
鏡
や
倭
鏡
と
の
共
伴

例
は
み
と
め
ら
れ
る
も
の
の
、
三

角
縁
神
獣
鏡
は
一
面
の
み
の
副
葬

に
と
ど
ま
る
傾
向
を
示
す
。
ま
た
、

終
焉
段
階
の
三
角
縁
神
獣
鏡
の
総

数
は
三
七
面
を
数
え

（
８
）

、
沖
ノ
島

遺
跡
で
は
そ
の
う
ち
の
七
面
、
じ

つ
に
全
体
の
約
一
九
％
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
沖

ノ
島
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
三
角
縁

神
獣
鏡
は
総
数
一
三
面
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
三
・
八
％
が
終
焉
段
階
鏡
群
と
な
る
が
、

三
角
縁
神
獣
鏡
全
体
に
占
め
る
終
焉
段
階
鏡
群
の
割
合
は
六
・
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ

れ
ら
の
数
量
的
な
デ
ー
タ
か
ら
も
、
沖
ノ
島
遺
跡
に
お
け
る
三
角
縁
神
獣
鏡
の
終
焉
段

階
鏡
群
の
量
的
出
土
は
き
わ
め
て
特
徴
的
か
つ
特
異
な
現
象
な
の
で
あ
る
。

こ
の
三
角
縁
神
獣
鏡
に
み
る
終
焉
段
階
鏡
群
へ
の
偏
在
は
、
沖
ノ
島
で
三
角

縁
神
獣
鏡
が
お
も
に
確
認
さ
れ
た
Ｉ
号
巨
岩
周
辺
の
一
六
・
一
七
・
一
八
号
遺
跡

の
形
成
時
期
と
不
可
分
で
は
な
い
。
一
六
号
遺
跡
で
二
四
九
鏡
の
一
面
、
一
七

号
遺
跡
で
二
四
四
・
二
五
三
鏡
の
二
面
、
一
八
号
遺
跡
（
推
定
品
を
含
む
）
で

二
四
〇
・
二
四
九
・
二
五
五
鏡
の
三
面
が
集
中
的
に
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
「
奉

献
」
行
為
の
ピ
ー
ク
が
み
と
め
ら
れ
る
。
終
焉
段
階
鏡
群
は
古
墳
時
代
中
期
前
葉
古
相

（
Ⅵ
期
）
に
古
墳
へ
の
副
葬
時
期
を
想
定
で
き
、
そ
の
暦
年
代
は
鏡
の
製
作
年
代
な
ら

び
に
馬
具
の
製
作
年
代
と
韓
半
島
南
部
地
域
と
の
併
行
関
係
の
整
理
に
よ
っ
て
四
世
紀

第
４
四
半
期
ご
ろ
と
推
定
で
き
る
（
岩
本
二
〇
二
〇
ａ
）。
こ
こ
で
は
、
三
角
縁
神
獣

鏡
の
終
焉
段
階
鏡
群
が
出
土
し
た
Ｉ
号
巨
岩
周
辺
の
一
六
・
一
七
・
一
八
号
遺
跡
の
形
成

ピ
ー
ク
が
古
墳
編
年
上
の
中
期
前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
暦
年
代
が
四

世
紀
第
４
四
半
期
ご
ろ
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

終
焉
段
階
に
先
行
す
る
三
角
縁
神
獣
鏡
の
評
価　
　

沖
ノ
島
遺
跡
に
お
い
て
は
終
焉

段
階
の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
量
的
に
出
土
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
よ
り
古
相
を
示
す
三
角
縁

神
獣
鏡
も
少
数
な
が
ら
確
認
で
き
る
（
図
６
）。
そ
れ
で
は
、
終
焉
段
階
に
先
行
す
る

三
角
縁
神
獣
鏡
に
つ
い
て
は
い
か
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
の
倭
鏡
の
項
で

も
同
様
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
が
、
終
焉
段
階
鏡
群
に
先
行
す
る
三
角
縁
神
獣
鏡
を
根

拠
に
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
時
期
が
遡
上
す
る
可
能
性
が
な
い
の
か
を
こ
こ
で
も
確
認
し

出土地点 鏡番号 鏡式・系列 直径
（cm） 配置 系統 鏡群 位置づけ

4 号遺跡（御金蔵）［伝］ 124 三角縁波文帯三神三獣鏡（伝 -3） 21.6 K1 表現⑪ 舶載 K2 群 舶載第５段階
16 号遺跡 249 「仿製」三角縁唐草文帯三神三獣鏡（16-1） 20.6 K1 系統Ⅲ「仿製」I 群 「仿製」第４段階

17 号遺跡
204 「仿製」三角縁唐草文帯三神三獣鏡（17-11） 24.3 K2 系統Ⅰ「仿製」D1 群「仿製」第１段階
244 「仿製」三角縁唐草文帯三神三獣鏡（17-12） 21.6 K1 系統Ⅲ「仿製」J 群 「仿製」第５段階
253 「仿製」三角縁獣文帯三神三獣鏡（17-13） 20.0 K1 変 系統Ⅲ「仿製」J 群 「仿製」第５段階

18 号遺跡

91 三角縁・天・王・日・月・獣文帯二神二獣鏡（18-1） 22.1 J1 表現⑤ 舶載 F2 群 舶載第２段階
不明 外区片・内区片（18-5-2） 破片 ― ― ― ―
237 「仿製」三角縁獣文帯三神三獣鏡（18-4） 21.1 K1 系統Ⅱ「仿製」G 群 「仿製」第３段階
240 「仿製」三角縁獣文帯三神三獣鏡（18-3） 23.4 K1 系統Ⅲ「仿製」I 群 「仿製」第４段階
249 「仿製」三角縁唐草文帯三神三獣鏡（18-2） 20.6 K1 系統Ⅲ「仿製」I 群 「仿製」第４段階

18 号遺跡［推定］ 214 「仿製」三角縁獣文帯三神三獣鏡（伝 -5） 22.1 K2 系統Ⅰ「仿製」E 群 「仿製」第３段階
255 「仿製」三角縁獣文帯二神三獣鏡（伝 -7-4） 破片 K1 変 系統Ⅲ「仿製」J 群 「仿製」第５段階

沖ノ島［推定］ 255 「仿製」三角縁獣文帯二神三獣鏡（伝 -6-1） 20.8 K1 変 系統Ⅲ「仿製」J 群 「仿製」第５段階
〔凡例〕鏡番号は三角縁神獣鏡目録の番号（岩本 2020b）。配置は神獣像配置分類（小林 1971）。系統は神獣像表現の異同を記し、舶載鏡については岸本直文による
分類（岸本 1989）、「仿製」鏡は筆者分類（岩本 2003）に依拠する。鏡群および位置づけは筆者分類と時期比定を記す（岩本 2020a）。トーンは終焉段階鏡群。

表３　沖ノ島の三角縁神獣鏡
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図５　三角縁神獣鏡における終焉段階鏡群の卓越〔縮尺不同〕
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て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
七
号
遺
跡
で
は
、
終
焉
段
階
鏡
群
の
二
面
（
二
四
四
・
二
五
三
鏡
）

と
と
も
に
「
仿
製
」
第
一
段
階
の
二
四
四
鏡
が
重
ね
ら
れ
て
出
土
し
て

い
る
（
原
田
一
九
六
一
ａ
：
一
九
）。
こ
の
出
土
状
況
か
ら
は
、
一
括

し
て
三
角
縁
神
獣
鏡
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

Ｉ
号
巨
岩
周
辺
の
遺
跡
各
号
の
形
成
ピ
ー
ク
と
み
ら
れ
る
中
期
前
葉
古

相
（
Ⅵ
期
）
の
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
「
仿
製
」
第
一
段
階
の
例
は
、
奈

良
県
佐
味
田
宝
塚
古
墳
や
岡
山
県
鶴
山
丸
山
古
墳
に
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
古
墳
副
葬
鏡
が
倭
鏡
の
構
成
に
お
い
て
も
一
七
号
遺
跡
と
共
通
性
を

指
摘
で
き
る
点
は
示
唆
的
で
あ
る
（e.g.

辻
田
二
〇
〇
七
：
三
三
四
―

三
三
七
・
二
〇
一
九
：
二
四
六
―
二
五
四
、
下
垣
二
〇
一
八
）。
以
上
の

状
況
か
ら
、
時
期
幅
の
あ
る
三
角
縁
神
獣
鏡
が
一
括
「
奉
献
」
さ
れ
た

可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
考
え
る
。

一
八
号
遺
跡
で
は
、
沖
ノ
島
で
も
も
っ
と
も
古
相
の
三
角
縁
神
獣
鏡

が
出
土
し
て
い
る
。
舶
載
第
二
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
九
一
鏡
で
あ

る
。
ま
た
、
終
焉
段
階
鏡
群
よ
り
わ
ず
か
に
先
行
す
る
例
と
し
て
「
仿

製
」
第
三
段
階
の
二
三
七
鏡
が
あ
る
。
ま
ず
、
舶
載
第
二
段
階
の
鏡
は

出
土
例
全
体
の
二
三
％
が
「
伝
世
」

（
９
）

例
で
あ
り
、
Ｉ
号
巨
岩
周
辺

の
遺
跡
各
号
の
形
成
ピ
ー
ク
と
み
ら
れ
る
中
期
前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
と

同
時
期
の
古
墳
か
ら
も
二
〇
面
近
く
が
出
土
し
て
い
る
。ま
た
、「
仿
製
」

第
三
段
階
の
例
は
前
期
後
半
新
相
（
Ⅴ
期
）
に
副
葬
が
開
始
す
る
の
で
、

中
期
前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
で
の
沖
ノ
島
へ
の
「
奉
献
」
は
短
期
間
の
保

図６　終焉段階に先行する三角縁神獣鏡〔縮尺不同〕
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有
で
も
生
じ
う
る
。
一
八
号
遺
跡
で
は
九
一
鏡
と
終
焉
段
階
鏡
群
を
含
め
た
四
面
の
鏡

が
岩
下
に
列
状
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
の
証
言
が
残
さ
れ
て
お
り
（
原
田
一
九
六
一

ｂ
）、限
ら
れ
た
時
期
の
「
奉
献
」
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
出
土
状
況
が
明
ら
か
な
例
は
限
ら
れ
る
が
、
沖
ノ
島
出
土
の
三
角

縁
神
獣
鏡
に
は
短
期
と
は
い
い
が
た
い
時
期
差
が
あ
り
な
が
ら
も
、そ
れ
ら
が
「
奉
献
」

さ
れ
た
時
期
は
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
沖
ノ
島

祭
祀
の
上
限
は
や
は
り
古
墳
編
年
上
の
中
期
前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
に
あ
り
、
四
世
紀
第

４
四
半
期
の
な
か
で
理
解
し
う
る
こ
と
を
追
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

二
　
鏡
か
ら
み
た
沖
ノ
島
遺
跡
の
動
向

先
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
鏡
か
ら
み
た
沖
ノ
島
祭
祀
の
動
向
を
整
理
す
る
。
同

様
の
試
み
は
す
で
に
下
垣
仁
志
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
（
下
垣
二
〇
一
八
）、

筆
者
の
理
解
と
は
若
干
の
違
い
も
あ
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
先
行
研
究
の
多
く
も

含
め
る
と
、
細
か
な
部
分
で
そ
れ
ぞ
れ
に
認
識
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
諸

見
解
を
相
対
化
さ
せ
つ
つ
記
述
を
す
す
め
よ
う
。

沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
〔
第
一
期
：
成
立
期
〕　

い
さ
さ
か
迂
遠
な
検
討
に
よ
っ
て
追

認
し
た
よ
う
に
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
は
一
七
・
一
八
号
遺
跡
の
形
成
段
階
と
み
て
よ

い
。
し
か
し
、
そ
の
古
墳
時
代
に
お
け
る
相
対
編
年
上
の
位
置
づ
け
に
は
こ
れ
ま
で
も

論
者
に
よ
っ
て
微
妙
な
認
識
の
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
第
二
次
調
査
の
報
告
で

は
、
例
示
さ
れ
た
諸
古
墳
と
の
関
係
か
ら
一
七
号
遺
跡
を
古
墳
時
代
前
期
後
半
新
相

（
Ⅴ
期
）
ご
ろ
に
位
置
づ
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
原
田
一
九
六
一
ａ
）。
ま
た
、
第
三

次
調
査
の
報
告
段
階
で
は
、「
仿
製
」
三
角
縁
神
獣
鏡
・
大
型
倭
鏡
・
腕
輪
形
石
製
品

な
ど
か
ら
大
ま
か
に
前
期
後
半
に
比
定
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
（
岡

崎
一
九
七
九
ｂ
）。
と
こ
ろ
が
、
近
年
に
三
角
縁
神
獣
鏡
お
よ
び
古
墳
の
編
年
研
究
が

進
展
し
た
結
果
、
鏡
群
構
成
や
遺
物
組
成
か
ら
一
七
・
一
八
号
遺
跡
の
形
成
時
期
は
帯

金
式
甲
冑
の
出
現
時
期
と
重
な
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
大
賀

二
〇
〇
二
、
森
下
二
〇
〇
五
、
岩
本
二
〇
〇
五
・
二
〇
二
〇
ａ
、
白
石
二
〇
一
一
）。

こ
の
よ
う
に
、
相
対
編
年
上
の
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
近
年
の
諸
見

解
は
基
本
的
に
一
致
す
る
。
い
っ
ぽ
う
で
、
暦
年
代
に
つ
い
て
は
な
お
ず
れ
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
白
石
太
一
郎
が
四
世
紀
中
葉
か
ら
第
３
四
半
期
（
白
石
二
〇
一
一
）、

下
垣
仁
志
も
四
世
紀
第
３
四
半
期
に
沖
ノ
島
の
形
成
年
代
を
想
定
す
る
が
（
下
垣

二
〇
一
八
）、
筆
者
は
四
世
紀
第
４
四
半
期
と
み
る
（
岩
本
二
〇
二
〇
ａ
）。
四
世
紀

第
３
四
半
期
説
は
須
恵
器
の
出
現
時
期
を
一
部
の
年
輪
年
代
資
料

（
10
）

に
も
と
づ
き
四

世
紀
第
４
四
半
期
に
比
定
す
る
た
め
、
そ
れ
に
と
も
な
い
中
期
の
開
始
年
代
を
遅
く

と
も
四
世
紀
第
３
四
半
期
に
遡
上
さ
せ
る
（
白
石
二
〇
一
一
）。
し
か
し
、
前
期
後
半

古
相
（
Ⅳ
期
）
は
交
差
年
代
に
よ
っ
て
金
官
加
耶
Ⅲ
段
階

（
11
）

と
接
点
を
も
ち
（
岩
本

二
〇
一
六
）、
金
官
加
耶
Ⅲ
段
階
は
三
燕
系
の
各
種
金
工
品
か
ら
四
世
紀
第
２
四
半
期

に
比
定
で
き
る
（
沈
二
〇
一
三
・
二
〇
一
六
）。
そ
し
て
、
前
期
後
半
新
相
（
Ⅴ
期
）
が

や
は
り
交
差
年
代
に
よ
っ
て
金
官
加
耶
Ⅳ
段
階
に
ほ
ぼ
併
行
し
（
岩
本
二
〇
一
六
）、

金
官
加
耶
Ⅳ
段
階
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
馬
具
か
ら
そ
の
年
代
は
四
世
紀
第
３
四
半
期

ご
ろ
と
大
ま
か
に
推
定
し
う
る
（
諫
早
二
〇
〇
八
）。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
列
島
と
韓

半
島
南
部
と
の
併
行
関
係
を
矛
盾
な
く
把
握
で
き
、
か
つ
韓
半
島
南
部
に
お
い
て
一
定

数
の
暦
年
代
資
料
が
存
在
す
る
状
況
か
ら
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
時
期
と
な
る
中
期
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前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
を
四
世
紀
第
３
四
半
期
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

後
続
す
る
中
期
前
葉
新
相
（
Ⅶ
期
）
が
金
官
加
耶
Ⅵ
段
階
と
併
行
す
る
こ
と
は
陶
質
土

器
や
馬
具
か
ら
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
岩
本
二
〇
二
二
）、
馬
具
か
ら
そ
の

年
代
が
四
世
紀
末
を
下
る
こ
と
は
確
実
な
た
め
（
諫
早
二
〇
〇
八
）、
や
は
り
中
期
前

葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
は
四
世
紀
第
４
四
半
期
の
な
か
で
と
ら
え
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
年
代
を
四
世
紀
第
４
四
半
期
と
す
る
見
方
が
、
東
ア

ジ
ア
の
考
古
資
料
全
体
を
も
っ
と
も
整
合
的
に
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

沖
ノ
島
祭
祀
の
変
質
〔
第
二
期
：
変
質
期
〕　

複
数
面
の
中
期
倭
鏡
が
確
実
に
存
在

し
て
お
り
、
中
期
前
葉
か
ら
中
葉
（
Ⅵ
～
Ⅸ
期
）
に
「
奉
献
」
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
中
期
倭
鏡
は
前
期
倭
鏡
に
比
べ
る
と
面
数
が
圧
倒
的
に
少
な

く
（
二
一
号
遺
跡
で
二
面
）、
一
七
・
一
八
号
遺
跡
な
ど
Ｉ
号
巨
岩
周
辺
で
お
こ
な
わ
れ

た
「
奉
献
」
行
為
と
は
内
容
は
も
と
よ
り
背
景
を
も
異
に
す
る
可
能
性
が
高
い
。

い
っ
ぽ
う
で
、
七
・
八
・
二
一
号
号
遺
跡
で
は
同
型
鏡
群
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
こ
の
時
期
に
該
当
す
る
可
能
性
は
あ
る
（e.g.

小
田
二
〇
一
二
、
辻
田

二
〇
一
二
・
二
〇
一
八
）。
し
か
し
、
同
型
鏡
群
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
第
三
期

と
の
関
連
性
を
考
え
た
ほ
う
が
、
出
土
鏡
全
体
の
様
相
を
整
合
的
に
説
明
で
き
る
。

な
お
、
下
垣
仁
志
は
第
二
期
を
「
停
滞
期
」
と
し
、
鏡
を
用
い
た
祭
祀
が
細
々
で
は

あ
る
が
継
続
し
て
い
た
と
み
る
（
下
垣
二
〇
一
八
）。

沖
ノ
島
祭
祀
の
再
興
〔
第
三
期
：
再
興
期
〕　

鏡
の
「
奉
献
」
行
為
が
ふ
た
た
び
活

性
化
す
る
の
は
、
後
期
倭
鏡
新
段
階
の
時
期
で
あ
る
。
遺
跡
各
号
に
お
け
る
鏡
の
構
成

を
み
る
と
、
あ
き
ら
か
に
後
期
倭
鏡
新
段
階
の
な
か
で
も
最
新
相
の
資
料
が
多
く
、
こ

こ
に
ピ
ー
ク
が
み
と
め
ら
れ
る
。
後
期
倭
鏡
新
段
階
古
相
の
例
も
含
め
て
、
後
期
倭
鏡

新
段
階
新
相
の
時
期
に
ま
と
ま
っ
た
数
の
鏡
が
「
奉
献
」
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
同
型
鏡
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る
七
・
八
・
二
一
号
遺
跡
で
は
、
い
ず
れ
も
後
期
倭

鏡
新
段
階
新
相
の
鏡
が
出
土
し
て
お
り
、
同
型
鏡
群
と
後
期
倭
鏡
新
段
階
新
相
鏡
群
と

の
時
期
的
な
親
和
性
を
よ
み
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（cf.

小
田
二
〇
一
二
、
辻
田

二
〇
一
二
・
二
〇
一
八
）。
そ
し
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
後
期
倭
鏡
新
段
階
で
も
最
新

相
の
鏡
の
中
心
的
な
副
葬
時
期
は
後
期
後
葉
（

≒

Ｔ
Ｋ
四
三
型
式
段
階
）
に
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
鏡
か
ら
み
た
沖
ノ
島
祭
祀
の
再
興
は
古
墳
時
代
後
期
後
葉
の
事
象
と
位
置

づ
け
ら
れ
よ
う
。

小
　
結　

以
上
、
出
土
鏡
の
様
相
に
も
と
づ
き
、
鏡
か
ら
み
た
沖
ノ
島
祭
祀
の
展
開

を
大
ま
か
に
三
つ
の
時
期
と
し
て
把
握
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
見
方
は
必
ず
し
も
先
行

研
究
の
理
解
と
は
合
致
し
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
二
一
号
遺
跡
の
評
価
の
違
い
に

つ
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
評
価
は
沖
ノ
島
祭
祀
に
お
け
る
同
型
鏡
群
の
位
置
づ
け
と

も
密
接
に
か
か
わ
る
。
具
体
的
に
は
、
下
垣
仁
志
は
本
稿
の
第
三
期
に
あ
た
る
時
期

を
「
復
興
期
」
と
す
る
が
、
そ
の
時
期
を
中
期
後
葉
新
相
（
Ⅺ
期
）
と
し
、
同
型
鏡
群

の
出
現
時
期
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
（
下
垣
二
〇
一
八
）。
あ
る
い
は
、
辻
田
淳
一
郎
は

二
一
号
遺
跡
と
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
の
関
係
性
を
高
く
み
て
、
そ
の
時
期
を
お
お
よ
そ
中

期
中
葉
新
相
（
Ⅸ
期
）
と
し
、
同
型
鏡
群
の
出
現
時
期
を
も
古
く
と
ら
え
る
（
辻
田

二
〇
一
八
）。
辻
田
の
理
解
で
は
、
二
一
号
遺
跡
の
同
型
鏡
群
は
第
二
期
に
位
置
づ
け

る
こ
と
に
な
り
、そ
こ
に
も
沖
ノ
島
祭
祀
の
一
時
的
な
勃
興
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
実
態
に
迫
る
う
え
で
二
一
号
遺
跡
の
評
価
は
き
わ
め
て

重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
再
検
討
は
喫
緊
の
課
題
な
の
で
あ
る
。
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三
　
鏡
か
ら
み
た
沖
ノ
島
祭
祀
の
主
体

そ
れ
で
は
、
鏡
か
ら
み
た
沖
ノ
島
祭
祀
の
展
開
と
し
て
示
し
た
三
つ
の
時
期
の
背
景

に
迫
る
た
め
、
各
時
期
の
沖
ノ
島
祭
祀
の
主
体
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し

よ
う
。
そ
の
際
、
と
り
わ
け
宗
像
地
域
の
古
墳
の
築
造
動
態
と
の
対
比
に
も
と
づ
い
て

沖
ノ
島
祭
祀
へ
の
在
地
勢
力
の
か
か
わ
り
を
勘
案
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と

と
す
る
。

鏡
の
「
伝
世
」
と
成
立
期
祭
祀
の
主
体　

沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
の
問
題
は
、
鏡
の

「
伝
世
」
と
無
関
係
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
第
一
期
の
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
を
中

期
前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
と
す
る
な
ら
ば
、
倭
鏡
に
せ
よ
三
角
縁
神
獣
鏡
に
せ
よ
数
は
多

く
な
い
が
、「
伝
世
」
し
た
鏡
が
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
鏡
の
「
伝
世
」
に
つ
い
て

は
、
製
作
後
ス
ム
ー
ズ
に
授
受
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
的
な
あ
り
方
で
あ
る
た
め
、
各
地

の
地
域
社
会
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
す
る
理
解
が
趨
勢
を
占
め
る
（
小
林
一
九
五
五
、
森

下
一
九
九
八
・
二
〇
二
二
、下
垣
二
〇
〇
三
ｂ
・
二
〇
一
三
な
ど
）。し
か
し
裏
を
返
せ
ば
、

こ
の
理
解
は
配
布
元
で
あ
る
倭
王
権
周
辺
で
の
「
伝
世
」
を
小
さ
く
み
つ
も
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
場
合
、
第
一
期
に
お
け
る
沖
ノ
島
の
鏡
群
構
成
に
つ
い
て
は
、
古
相
を
示

す
鏡
が
地
域
社
会
で
「
伝
世
」
し
た
の
ち
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
も
た
ら
さ
れ
た
鏡
と
と

も
に
「
奉
献
」
さ
れ
た
か
、
王
権
に
よ
る
複
数
回
に
お
よ
ぶ
鏡
の
「
奉
献
」
の
累
積
と

す
る
評
価
を
下
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
見
方
が
成
り
立
ち
が
た
い
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
特
定
鏡
式
の
大
型
鏡
が
集
積
さ
れ
る
状
況
は
、
保
有

対
象
の
選
択
に
偶
然
が
つ
き
ま
と
う
地
域
社
会
で
の
「
伝
世
」
の
累
積
で
は
説
明
し
づ

ら
く
、
ま
た
新
古
の
鏡
が
一
括
し
て
配
置
さ
れ
た
出
土
状
況
は
複
数
回
の
「
奉
献
」
と

そ
ぐ
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
伝
世
」
さ
れ
た
鏡
が
第
一
期
の
沖
ノ
島

祭
祀
で
一
括
「
奉
献
」
さ
れ
る
に
は
、
倭
王
権
周
辺
で
の
恒
常
的
な
鏡
の
ス
ト
ッ
ク
形

成
を
考
慮
す
る
の
が
も
っ
と
も
無
理
が
な
い
の
で
あ
る
。

成
立
期
前
後
に
お
け
る
周
辺
古
墳
の
鏡
副
葬　

成
立
期
に
お
け
る
沖
ノ
島
祭
祀
へ
の

在
地
勢
力
の
直
接
的
な
関
与
を
積
極
的
に
は
評
価
せ
ず
、
王
権
の
主
導
に
よ
る
も
の
と

す
る
理
解
は
、
こ
の
時
期
の
北
部
九
州
に
お
け
る
大
型
鏡
の
不
在
傾
向
か
ら
導
出
さ
れ

た
（
辻
田
二
〇
〇
七
、e.g.

岡
崎
一
九
七
九
ｂ
な
ど
）。
こ
の
見
方
は
、
先
に
述
べ
た

鏡
の
「
伝
世
」
を
背
景
と
し
た
王
権
の
沖
ノ
島
祭
祀
へ
の
直
接
的
関
与
を
高
く
み
る
想

定
と
も
調
和
的
で
あ
る
。

そ
こ
で
沖
ノ
島
祭
祀
成
立
期
の
宗
像
地
域
の
古
墳
出
土
鏡
、
つ
ま
り
中
期
前
葉
古

相
（
Ⅵ
期
）
前
後
ま
で
の
例
を
確
認
し
て
み
る
と
（
表
４
）、
墳
丘
規
模
二
〇
ｍ
級
以

下
の
小
規
模
墳
で
は
径
一
〇
㎝
以
下
の
鏡
が
、
墳
丘
規
模
三
〇
ｍ
級
の
中
規
模
墳
で
は

径
一
五
㎝
未
満
の
小
型
鏡
が
副
葬
さ
れ
、
い
ず
れ
も
保
有
量
は
一
面
に
と
ど
ま
る
傾
向

を
確
認
で
き
る
（
図
７
）。
し
か
も
、
沖
ノ
島
祭
祀
成
立
期
の
宗
像
地
域
の
中
心
的
墓

域
と
な
る
津
屋
崎
古
墳
群
で
は
古
墳
の
築
造
そ
の
も
の
が
や
や
低
調
と
い
わ
ざ
る
を
得

ず
（e.g.

池
ノ
上
・
花
田
二
〇
〇
〇
、
重
藤
二
〇
一
一
・
二
〇
一
八
な
ど
）、
卓
越
し
た

規
模
を
誇
る
古
墳
の
存
在
を
確
実
視
で
き
な
い（
図
８
）。こ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
は
、

Ｉ
号
巨
岩
周
辺
の
一
七
・
一
八
号
遺
跡
出
土
鏡
の
質
・
量
に
み
る
卓
越
は
明
白
で
あ
り
、

在
地
勢
力
が
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
に
主
体
的
に
関
与
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
宗
像
地

域
の
動
向
に
お
い
て
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
は
き
わ
め
て
画
期
的
か
つ
大
規
模
な
事
象
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
そ
の
主
体
を
担
っ
た
の
は
倭
王
権
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が

ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
。
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表４　宗像地域の古墳出土鏡

図７　在地勢力の古墳出土鏡〔縮尺不同〕

所在地 古墳名 墳形（墳丘規模） 鏡式名・系列名 直径 
（cm） 鏡の位置づけ 共伴副葬品 古墳時期

宗像市

徳重本村 2 号墳 
（盛土） 前方後円墳（19） 鳥頭四獣鏡 A 系 8.2 前期倭鏡古段階 ― Ⅲ期 ?

久原Ⅲ -4 号墳 円墳（18m） 蝙蝠座内行花文鏡（破鏡） ［12.8］ 漢鏡 6 期 斧 1、刀子 1 古墳前期

稲元久保 14 号墳 円墳（14m）か 
前方後円墳（30?） 内行花文鏡（破鏡） ［復 14.7］ 漢鏡 5 期 玉類 Ⅴ・Ⅵ期ごろ

上高宮古墳 円墳（25 ～ 28） 神頭鏡系 12.1 前期倭鏡新段階

長方板革綴短甲 1、刀
剣 6 以上、銅鏃 6、鉄
鏃 40、勾玉 20、管玉
11、斧 2、刀子 4 など

Ⅵ・Ⅶ期

大井池ノ谷 3 号墳 
（第 2 主体） 円墳（15） 捩文鏡俵文系 7.7 前期倭鏡中段階 刀子 Ⅵ・Ⅶ期

田熊下平井 1 号墳 円墳（15） 捩文鏡羽文系 8.1 前期倭鏡新段階 鉄鏃、竪櫛 2 Ⅵ・Ⅶ期ごろ

福津市

渡 不明 方格 T 字文鏡 9.2 西晋鏡 ― ―
手光長畑古墳 円墳（6 ～ 18） 珠文鏡系 ? 6.4 ― ― ―

福間割畑 1 号墳 円墳（10） 分離式神獣鏡 B 系 7.3 中期倭鏡
刀 4、鉄鏃 1、鉄鋌 11、
斧 1、鑿 1、鉇 2、鏨 3、
刀子 2、鑷子 1

Ⅵ・Ⅶ期ごろ

奴山正園古墳 円墳（29 ～ 28） 双頭龍文鏡 復 10.1 西晋鏡

筒形銅器 1、滑石有孔
円板 7、各種玉類、三
角板革綴短甲 1、刀剣
68、斧 5、鎌 1、鑿 5、
鉇 3、刀子 4、鋤先 1、
針 36 以上

Ⅷ期

勝浦峯ノ畑古墳 前方後円墳（97）

細線式獣帯鏡（1 号鏡） 復約 23 同型鏡群 横矧板鋲留短甲 1、銀
装素環頭大刀 1、鹿角
装刀剣 43 以上、鉄鏃
285、輪鐙 1、壺鎧 1、冠、
銅釧、各種玉類、その
他金銅製品、土師器、
須恵器など

Ⅺ期

画文帯同向式神獣鏡（2 号鏡） 復約 21 同型鏡群
画文帯同向式神獣鏡（3 号鏡） 復約 21 同型鏡群
内行花文鏡Ⅲ系（4 号鏡） 約 9.7 前期倭鏡中段階
獣像鏡 B 系か 
鳥頭獣像鏡系（6 号鏡） 約 14.5 後期倭鏡古段階

獣像鏡 B 系（7 号鏡） 復約 14 後期倭鏡古段階
乳脚文鏡Ω字文系（8 号鏡） 約 8.5 後期倭鏡新段階古相
不明倭鏡片（その他） 不明 後期倭鏡古段階か

〔凡例〕直径の［　］は破鏡であることを示す。墳丘規模の単位は m。資料の集成に際しては下垣 2016 を参照した部分が大きい。
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た
だ
し
、
厳
密
に
は
成
立
期
の
も
の
と
い
え
る
か
が
不
明
で
あ
る
が
、
一
五
・
一
六

号
遺
跡
の
一
部
で
は
同
時
期
の
宗
像
地
域
で
副
葬
さ
れ
た
古
墳
出
土
鏡
と
近
似
す
る
サ

イ
ズ
の
小
型
鏡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
想
像
の
域
を
出
な

い
が
、
こ
れ
ら
小
型
鏡
が
在
地
勢
力
に
よ
っ
て
「
奉
献
」
さ
れ
た
可
能
性
は
少
な
か
ら

ず
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
王
権
と
在
地
勢
力
が
連
携
し
た
可
能

性
が
生
ず
る
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
に
際
し
て
の
倭
王
権
の
直
接

的
関
与
の
大
き
さ
は
揺
る
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

変
質
期
の
沖
ノ
島
祭
祀
と
そ
の
主
体　

成
立
期
に
た
い
し
て
著
し
く
鏡
の
量
・
質
が

変
化
す
る
こ
と
か
ら
、変
質
期
を
設
定
し
う
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
変
質
期
を
評
価
す
る
う
え
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
、
Ｆ
号
巨
岩

上
に
展
開
す
る
二
一
号
遺
跡
で
あ
る
。二
一
号
遺
跡
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、

石
製
品
・
滑
石
製
品
か
ら
は
中
期
前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
以
降
、
中
期
中
葉
新
相
（
Ⅸ
期
）

ご
ろ
ま
で
は
断
続
的
に
資
料
が
み
と
め
ら
れ
る
と
い
う
（
篠
原
二
〇
一
一
）。
さ
ら
に
、

清
喜
裕
二
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
有
孔
円
板
な
ど
新
た
な
祭
祀
具
の
導
入
が
共
通
す
る

点
で
、
二
一
号
遺
跡
と
奴
山
正
園
古
墳
に
関
係
が
想
定
さ
れ
る
点
に
は
注
目
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
（
清
喜
二
〇
一
八
）。
津
屋
崎
古
墳
群
で
も
新
原
・
奴
山
系
列
の
初
造
墳

に
あ
た
る
奴
山
正
園
古
墳
は
、
各
種
の
副
葬
品
か
ら
中
期
中
葉
古
相
（
Ⅷ
期
）
に
比
定

で
き
、
二
一
号
遺
跡
に
み
る
中
期
倭
鏡
と
時
期
的
に
も
整
合
的
な
あ
り
方
を
示
す
。
沖

ノ
島
で
は
伝
資
料
な
が
ら
双
頭
龍
文
鏡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
近
似
し
た
鏡
が
奴
山
正

園
古
墳
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
関
連
性
の
深
さ
を
傍
証
す
る
（
図
９
）。
在
地
勢

力
に
よ
る
沖
ノ
島
祭
祀
へ
の
直
接
的
関
与
を
こ
の
時
期
に
想
定
し
う
る
の
で
あ
る
。

く
わ
え
て
、
滑
石
製
品
の
石
材
の
一
部
が
中
期
中
葉
新
相
（
Ⅸ
期
）
ご
ろ
に
現

図８　宗像地域の古墳にみる在地勢力の動向
　　　　　　（重藤 2018 を引用）

図９　沖ノ島と奴山正園古墳の双頭龍文鏡

　　　　　　　　〔縮尺不同〕
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地
調
達
さ
れ
た
も
の
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
重
要
で
あ
る
（
篠
原

二
〇
一
一
）。
こ
の
指
摘
が
妥
当
な
ら
ば
、
奴
山
正
園
古
墳
と
の
関
係
も
含
め
て
、
第

二
期
の
変
質
期
に
沖
ノ
島
祭
祀
へ
の
在
地
首
長
の
関
与
が
発
生
し
た
と
す
る
根
拠
が
さ

ら
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
う
考
え
る
と
、
二
一
号
遺
跡
の
形
成
は
単

一
時
期
で
は
な
く
、
複
数
時
期
に
お
よ
ぶ
「
奉
献
」
行
為
の
累
積
に
よ
る
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
に
も
な
る
。

い
っ
ぽ
う
で
、
同
型
鏡
群
の
存
在
か
ら
二
一
号
遺
跡
と
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
と
の
関
連

性
が
指
摘
さ
れ
る
が
（
小
田
二
〇
一
二
、
辻
田
二
〇
一
二
・
二
〇
一
八
）、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
少
な
か
ら
ず
留
保
が
必
要
と
考
え
る
（
図
10
）。
同
型
鏡
群
と
い
う
共
通
性
だ

け
で
な
く
、
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
の
築
造
時
期
を
中
期
中
葉
新
相
（
Ⅸ
期
）
に
引
き
上
げ

る
見
方
も
二
一
号
遺
跡
と
の
関
連
を
想
定
す
る
重
要
な
根
拠
と
な
っ
て
お
り
（
辻
田

二
〇
一
八
）、
こ
れ
に
つ
い
て
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
た
し
か
に
、
勝
浦
峯
ノ
畑
古

墳
に
は
鉄
鏃
や
馬
具
に
石
室
や
埴
輪
の
時
期
よ
り
古
相
を
示
す
資
料
が
あ
る
。し
か
し
、

そ
れ
ら
を
初
葬
時
の
副
葬
品
と
限
定
し
、
古
墳
の
築
造
年
代
を
遡
上
さ
せ
る
再
報
告
の

時
期
比
定
の
手
続
き
に
は
注
意
を
要
す
る
（e.g.

池
ノ
上
・
岸
本
二
〇
一
一
）。
副
葬

鏡
の
組
み
合
わ
せ
を
み
る
と
、
複
数
面
の
同
型
鏡
群
の
ほ
か
前
期
倭
鏡
、
後
期
倭
鏡
古

段
階
、
後
期
倭
鏡
新
段
階
古
相
に
お
よ
ぶ
幅
広
い
製
品
が
あ
り
（
図
11
）、
下
限
を
示

す
後
期
倭
鏡
新
段
階
古
相
の
年
代
は
石
室
や
埴
輪
か
ら
導
出
さ
れ
る
年
代
と
一
致
す
る

（
岩
本
二
〇
二
一
）。
そ
の
時
期
は
中
期
後
葉
新
相
（
Ⅺ
期
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
勝
浦
峯

ノ
畑
古
墳
の
築
造
時
期
と
み
る
と
、
そ
れ
は
鏡
か
ら
み
た
沖
ノ
島
祭
祀
に
お
い
て
も
っ

と
も
低
調
な
時
期
に
相
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
は
鏡
以
外
の
ほ

か
の
遺
物
も
二
一
号
遺
跡
に
お
い
て
は
希
薄
で
あ
り
、
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
と
の
関
連
を

積
極
的
に
評
価
す
る
材
料
は
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

（
12
）

。

再
興
期
の
沖
ノ
島
祭
祀
と
そ
の
主
体　

変
質
期
の
あ
と
の
空
白
期
を
経
て
ふ
た
た
び

鏡
の
「
奉
献
」
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
、
後
期
後
葉
（

≒

Ｔ
Ｋ
四
三
型
式
段
階
）

で
あ
る
。
こ
の
段
階
は
、
四
・
七
・
八
号
遺
跡
と
い
っ
た
岩
陰
祭
祀
が
本
格
始
動
す
る
時

期
に
あ
た
る
（e.g.

小
田
一
九
七
九
、
佐
田
一
九
八
八
）。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
時

期
に
津
屋
崎
古
墳
群
に
お
い
て
は
い
っ
た
ん
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
首
長
墓
の
規
模
が
ふ

た
た
び
拡
大
傾
向
に
転
ず
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
須
多
田
下
ノ
口
古
墳
（
前
方
後

円
墳
八
二
ｍ
）や
在
自
剣
塚
古
墳（
前
方
後
円
墳
一
〇
二
ｍ
）が
築
造
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

沖
ノ
島
祭
祀
と
古
墳
築
造
の
画
期
が
合
致
す
る
状
況
か
ら
は
、
両
者
の
高
い
連
動
性
と

再
興
期
の
沖
ノ
島
祭
祀
に
在
地
勢
力
が
深
く
関
与
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
大
型
前
方
後
円
墳
と
の
か
か
わ
り
を
考
慮
す
れ
ば
、
再
興
期
に
同
型

鏡
群
が
倭
鏡
と
と
も
に
「
奉
献
」
さ
れ
た
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
ま
た
そ
の
場
合
、
再

興
期
に
関
与
し
た
在
地
勢
力
は
須
多
田
系
列
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
変
質
期
に
関
与

し
た
と
み
ら
れ
る
在
地
勢
力
の
新
原
・
奴
山
系
列
や
、
先
行
研
究
で
二
一
号
遺
跡
と
の

関
連
が
想
定
さ
れ
て
き
た
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
が
属
す
る
勝
浦
系
列
と
は
異
な
る
点
が
注

目
さ
れ
る

（
13
）

。
変
質
期
以
降
の
沖
ノ
島
祭
祀
の
勃
興
に
際
し
て
は
、
首
長
墓
系
譜
の

変
動
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
鏡
か
ら
は
再
興
期
の
沖
ノ
島
祭
祀
は
岩
陰
祭
祀
に
限
定
さ
れ
ず
、
岩
上
祭
祀

に
あ
た
る
二
一
号
遺
跡
に
お
い
て
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
先
行
し
た
祭
祀
を
踏
襲
す

る
よ
う
な
対
応
が
み
と
め
ら
れ
る
点
に
は
一
定
の
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。
こ
う
し

た
対
応
は
、変
質
期
以
降
に
二
一
号
遺
跡
で
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
複
数
次
に
お
よ
ぶ「
奉

献
」
行
為
に
も
通
ず
る
可
能
性
が
あ
ろ
う

（
14
）

。
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図 10　沖ノ島 21 号遺跡の同型鏡群〔縮尺不同〕

図 11　勝浦峯ノ畑古墳出土鏡〔縮尺不同〕
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四
　
沖
ノ
島
の
鏡
と
古
墳
副
葬
鏡

方
格
規
矩
鏡
と
内
行
花
文
鏡
の
卓
越　

本
稿
で
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
に
倭
王
権

の
直
接
的
関
与
を
み
と
め
う
る
こ
と
を
出
土
鏡
に
即
し
て
論
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
見
方
を
さ
ら
に
別
の
観
点
か
ら
補
強
す
る
。
一
七
号
遺
跡
で
は
方
格
規
矩
鏡
系
と

内
行
花
文
鏡
系
の
倭
鏡
が
量
的
に
ま
と
ま
り
、
そ
こ
に
大
型
鏡
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
あ
る
こ
と
は
上
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
同
様
の
構
成
は
、
古
墳
に
お
い
て

も
み
と
め
ら
れ
る
。
倭
鏡
で
あ
れ
ば
岡
山
県
鶴
山
丸
山
古
墳
や
奈
良
県
新
山
古
墳

（
15
）

、

舶
倭
の
別
を
問
わ
な
け
れ
ば
奈
良
県
大
和
天
神
山
古
墳
な
ど
が
そ
の
典
型
例
と
な
る
。

こ
の
う
ち
、
大
和
天
神
山
古
墳
で
は
副
葬
鏡
群
に
占
め
る
大
型
鏡
の
主
体
を
な
す
の
が

方
格
規
矩
鏡
と
内
行
花
文
鏡
で
あ
り
、
舶
倭
の
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
一
七
号
遺
跡
と

鏡
式
や
面
径
の
選
択
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
七
号
遺
跡
に
限
ら
ず
、
沖
ノ
島
で

大
型
の
内
行
花
文
鏡
や
方
格
規
矩
鏡
が
多
い
こ
と
は
、
鏡
に
た
い
す
る
王
権
の
意
図
的

な
選
択
の
結
果
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

沖
ノ
島
に
お
け
る
文
様
不
鮮
明
鏡　

上
記
し
た
大
和
天
神
山
古
墳
の
副
葬
鏡
群
に
顕

著
な
特
徴
と
し
て
、文
様
不
鮮
明
鏡
に
み
る
一
定
の
パ
タ
ー
ン
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
副
葬
鏡
群
の
な
か
で
も
①
内
行
花
文
鏡

（
16
）

、
あ
る
い
は
②
総
じ
て
面
径

の
小
さ
な
鏡
に
文
様
不
鮮
明
鏡
が
偏
在
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
（
図
12
―
１
～
４
）。

こ
れ
は
必
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
ほ
か
の
古
墳
出
土
鏡
に
お
い
て
も
同

様
の
傾
向
は
あ
り
、
と
く
に
②
副
葬
鏡
群
の
な
か
で
面
径
の
小
さ
な
鏡
に
文
様
不
鮮
明

を
確
認
で
き
る
例
は
散
見
さ
れ
る
（
図
12
―
７
～
９
）。
た
と
え
ば
、
三
角
縁
神
獣
鏡

出
土
古
墳
で
も
山
口
県
長
光
寺
山
古
墳
の
内
行
花
文
鏡
、宮
ノ
洲
古
墳
の
内
行
花
文
鏡
、

兵
庫
県
城
の
山
古
墳
の
斜
縁
四
獣
鏡
、
西
求
女
塚
古
墳
の
浮
彫
式
獣
帯
鏡
、
へ
ボ
ソ
塚

古
墳
の
画
文
帯
環
状
乳
神
獣
鏡
、
阿
保
親
王
塚
古
墳
の
内
行
花
文
鏡
、
大
阪
府
茶
臼
塚

古
墳
の
斜
縁
四
獣
鏡
Ａ
系
、
京
都
府
百
々
ヶ
池
古
墳
の
上
方
作
系
浮
彫
式
獣
帯
鏡
、
園

部
垣
内
古
墳
の
盤
龍
鏡
、
福
井
県
花
野
谷
一
号
墳
の
連
弧
文
銘
帯
鏡
、
山
梨
県
大
丸
山

古
墳
の
八
禽
鏡
な
ど
は
、
副
葬
鏡
群
で
も
最
小
の
鏡
に
顕
著
な
文
様
不
鮮
明
を
み
と
め

う
る
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
様
不
鮮
明
鏡
に
み
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
よ

う
な
あ
り
方
は
、
個
々
の
事
例
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
広
域
に
共
通
す
る
規
範

を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
文
様
不
鮮
明
鏡
に
み
る
傾
向
は
沖
ノ
島
遺
跡
で
も
み
い
だ
せ
る
（
図

13
）。
具
体
的
に
は
、
一
七
号
遺
跡
で
は
径
一
〇
・
〇
㎝
の
斜
縁
獣
像
鏡
系
（
一
七
―

一
七
）
が
最
小
で
あ
り
、
一
七
号
遺
跡
で
唯
一
の
文
様
不
鮮
明
鏡
で
あ
る
。
内
区
に
つ

い
て
は
顕
著
で
は
な
い
も
の
の
、
外
区
文
様
が
不
鮮
明
に
な
る
と
と
も
に
、
縁
頂
部
は

丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
ほ
か
に
も
一
五
号
遺
跡
の
神
像
鏡
系
（
一
五
―
一
）
が
径
九
・

二
㎝
、
一
六
号
遺
跡
の
内
行
花
文
鏡
Ⅲ
系
（
一
六
―
二
―
二
）
が
径
六
・
九
㎝
、
二
一

号
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
渦
文
鏡
Ｂ
系
（
伝
―
七
―
三
）
が
径
八
・
五
㎝
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
遺
跡
各
号
に
お
い
て
最
小
サ
イ
ズ
の
製
品
が
文
様
不
鮮
明
鏡
で
あ
る

（
17
）

。
こ
う

し
た
沖
ノ
島
の
文
様
不
鮮
明
鏡
に
み
る
古
墳
副
葬
鏡
と
の
共
通
性
は
、
沖
ノ
島
の
鏡
が

古
墳
副
葬
鏡
と
ま
っ
た
く
別
の
枠
組
み
で
用
意
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
可
能
性
を
う
か

が
わ
せ
る
。
ま
た
文
様
不
鮮
明
鏡
の
存
在
は
、
沖
ノ
島
の
鏡
が
成
立
期
祭
祀
に
お
い
て

も
必
ず
し
も
大
型
鏡
の
み
に
特
化
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
中
型
鏡
な
ら
び
に
小
型
鏡

を
も
鏡
群
に
含
む
点
に
お
い
て
古
墳
副
葬
鏡
と
の
同
質
性
を
示
す
も
の
と
評
価
で
き
よ

う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
文
様
不
鮮
明
鏡
が
小
型
鏡
以
下
に
と
ど
ま
る
点
は
、
す
で
に
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述
べ
た
と
お
り
、
そ
れ
ら
が
王
権
で
は
な
く
在

地
首
長
に
よ
る
沖
ノ
島
祭
祀
へ
の
関
与
を
示
し

う
る
余
地
の
あ
る
点
で
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

沖
ノ
島
祭
祀
へ
の
王
権
の
関
与
と
そ
の
変

質
　
　
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、沖
ノ
島
に
「
奉

献
」
さ
れ
た
鏡
は
基
本
的
に
は
古
墳
副
葬
鏡
と

共
通
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
結
果

を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、「
奉
献
」
に
近
接
し
た
時

期
に
王
権
が
保
有
す
る
ス
ト
ッ
ク
か
ら
抽
出
さ

れ
、
沖
ノ
島
に
鏡
が
も
ち
こ
ま
れ
た
可
能
性
が

高
い
。
い
っ
ぽ
う
で
、
古
墳
副
葬
鏡
と
同
質
性

が
あ
り
な
が
ら
も
、
終
焉
段
階
の
三
角
縁
神
獣

鏡
、
方
格
規
矩
鏡
、
内
行
花
文
鏡
の
多
さ
と
そ

れ
ら
の
大
型
鏡
が
占
め
る
割
合
の
高
さ
は
、
沖

ノ
島
祭
祀
に
お
け
る
成
立
期
の
画
期
性
を
物
語

る
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
く
り
か
え
し
述
べ
て
き

た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
七
・
一
八
号
な

ど
Ｉ
号
巨
岩
周
辺
の
遺
跡
各
号
で
「
奉
献
」
さ

れ
た
鏡
の
量
・
質
は
、
変
質
期
や
再
興
期
と
し

た
ほ
か
の
時
期
の
「
奉
献
」
と
は
一
線
を
画
す

る
内
容
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
違
い
の
背
景
に

は
沖
ノ
島
祭
祀
に
た
い
す
る
王
権
の
関
与
の
度

図 12　文様不鮮明鏡にみる傾向〔縮尺不同〕
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合
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立

は
王
権
の
直
接
的
関
与
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
王
権
の
関
与
は
時
期

を
追
っ
て
在
地
勢
力
を
介
し
た
間
接
的
な
内
容
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（e.g.

下
垣
二
〇
一
八
、cf.

小
田
二
〇
一
二
、
辻
田
二
〇
一
二
・
二
〇
一
八
）。
変
質
期

お
よ
び
再
興
期
に
あ
た
る
中
期
倭
鏡
と
後
期
倭
鏡
の
内
容
は
、
列
島
各
地
の
在
地
首
長

層
の
副
葬
鏡
と
基
本
的
に
は
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
点
か
ら
は
、
王
権
に
よ
る
強
い
介

入
を
想
定
し
に
く
い
の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
で
、
王
権
の
間
接
的
関
与
に
移
行
し
た
と
い
っ
て
も
、
変
質
期
か
ら
再
興

期
ま
で
に
は
空
白
期
間
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
間
に
は
在
地
勢
力
に
お
い
て
も
首
長
墓
系

譜
に
変
動
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
変
動
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
、
変
質
期
と
再
興

期
と
で
は
沖
ノ
島
祭
祀
へ
の
王
権
に
よ
る
間
接
的
関
与
の
背
景
が
異
な
っ
て
い
た
可
能

性
も
考
慮
で
き
る
。
再
興
期
が
沖
ノ
島
に
お
け
る
本
格
的
な
岩
陰
祭
祀
の
始
動
と
重
な

る
点
は
、
在
地
勢
力
に
み
る
有
力
集
団
の
交
替
と
い
っ
た
背
景
の
変
化
を
想
定
す
る
見

方
と
矛
盾
し
な
い
。
後
期
後
半
の
一
〇
〇
ｍ
級
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
列
島
規
模
で
も

限
定
的
で
あ
る
点
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
再
興
期
の
沖
ノ
島
祭
祀
に
関
与
し
た
と
み
ら

れ
る
宗
像
地
域
が
王
権
主
導
の
対
外
交
渉
と
地
域
経
営
の
一
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
可

能
性
は
高
い
（e.g.

土
生
田
二
〇
一
二
、
広
瀬
二
〇
一
〇

（
18
）

、
仁
木
二
〇
一
九
、
松
木

二
〇
二
二
な
ど
）。
と
す
れ
ば
、
再
興
期
の
沖
ノ
島
祭
祀
は
そ
う
し
た
王
権
の
一
拠
点

を
付
託
さ
れ
た
在
地
勢
力
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
直
轄
的
な
意
味
合
い
を
強
く
帯
び
た

王
権
の
間
接
的
な
関
与
を
想
定
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
沖
ノ
島
出
土
の
古
墳
時
代
銅
鏡
を
俯
瞰
し
て
三
つ
の
様
相
を
み
い
だ
す
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
様
相
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
沖
ノ
島
に
お

け
る
鏡
の
「
奉
献
」
を
大
き
く
三
時
期
に
整
理
し
、
各
時
期
に
お
け
る
王
権
と
在
地
勢

力
に
よ
る
沖
ノ
島
祭
祀
へ
の
関
与
に
つ
い
て
も
検
討
を
試
み
た
。

具
体
的
に
は
以
下
の
内
容
が
要
点
と
な
る
。
①
成
立
期
（
第
一
期
）
を
古
墳
時
代
中

期
前
葉
古
相
（
Ⅵ
期
）
に
比
定
し
、そ
の
暦
年
代
を
四
世
紀
第
４
四
半
期
と
し
た
こ
と
、

②
再
興
期
（
第
三
期
）
を
後
期
後
葉
（

≒

Ｔ
Ｋ
四
三
型
式
段
階
）
と
み
て
、
岩
陰
祭
祀

の
本
格
始
動
と
関
連
づ
け
た
こ
と
、③
変
質
期
（
第
二
期
）
を
中
期
前
葉
か
ら
中
葉
（
Ⅵ

～
Ⅸ
期
）
に
お
け
る
「
奉
献
」
行
為
の
累
積
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
そ
の
う
え
で
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
に
み
る
画
期
性
の
背
後
に
は
倭
王
権
の
直
接

的
関
与
を
高
く
み
つ
も
れ
る
が
、
鏡
の
質
・
量
の
変
化
か
ら
変
質
期
以
降
は
在
地
勢
力

の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
在
地
勢
力
の
首
長
墓
系
譜
に
み
る
変

動
か
ら
、
変
質
期
と
再
興
期
で
は
沖
ノ
島
祭
祀
に
た
い
す
る
在
地
勢
力
の
関
与
の
背
景

図 13　沖ノ島出土の文様不鮮明鏡
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が
異
な
る
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
に
変
質
期
以
降
に
沖
ノ
島
祭
祀
へ
の
在
地
勢
力
の
関

与
が
強
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
王
権
の
関
与
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
（
下
垣

二
〇
一
八
）、
王
権
が
在
地
勢
力
を
介
し
て
沖
ノ
島
祭
祀
に
間
接
的
に
関
与
し
た
可
能

性
を
考
慮
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
、
再
興
期
に
お
け
る
王
権
の
関
与
は
間
接

的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
小
さ
く
み
つ
も
れ
る
も
の
で
は
な
い
点
を
強
調
し
て
お
き
た

い
。以

上
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
沖
ノ
島
の
遺
跡
各
号
の
さ
ら
な
る
実
態
把
握

が
不
可
欠
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
鏡
は
も
と
よ
り
ほ
か
の
遺
物
を
含
め
て
、
時
期
差
を

認
識
で
き
る
ま
と
ま
り
が
遺
跡
各
号
に
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

ま
ず
必
要
と
な
る
。
と
く
に
、
二
一
号
遺
跡
は
沖
ノ
島
祭
祀
の
変
質
を
解
明
す
る
う
え

で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
が
、
そ
の
詳
細
が
不
明
な
点
は
検
討
を
深
め
る
う
え
で
の
障

壁
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
を
古
墳
時
代
の
な
か
で
相
対
化
さ
せ
る

に
は
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
古
墳
の
築
造
状
況
や
集
落
動
態
と
の
つ
き
あ
わ
せ
が
必
須

と
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
関
係
を
長
期
的
に
追
尾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
ノ
島
祭
祀
に

た
い
す
る
在
地
勢
力
と
倭
王
権
の
関
係
を
よ
り
詳
細
に
叙
述
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
二
〇
二
一
年
九
月
一
八
日
に
「
沖
ノ
島
の
鏡
」
と
題
し
て
お
こ
な
っ
た
公
開

講
座（『
令
和
三
年
度
世
界
遺
産「
神
宿
る
島
」宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
公
開
講
座
』

〔
於
：
世
界
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設 

海
の
道
む
な
か
た
館
〕）
の
内
容
を
基
礎
に
、
そ

の
後
の
検
討
を
く
わ
え
て
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
執
筆
に
至
る
ま
で
の
過

程
で
、
宗
像
大
社
文
化
局
の
福
嶋
真
貴
子
氏
を
は
じ
め
、
宗
像
大
社
の
み
な
さ
ま
、
福

岡
県
世
界
遺
産
室
の
岡
寺
未
幾
氏
、
宗
像
市
世
界
遺
産
課
な
ら
び
に
福
津
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課
の
み
な
さ
ま
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
と
ご
配
慮
を
頂
戴
し
た
。
末
筆
な
が

ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
島
根
大
学
）

註（
１
）
な
お
、
國
學
院
大
學
博
物
館
所
蔵
資
料
に
沖
ノ
島
遺
跡
出
土
と
伝
わ
る
内
行
花
文
鏡
系

倭
鏡
が
あ
る
。
た
だ
し
、
沖
ノ
島
出
土
鏡
に
は
赤
色
顔
料
の
付
着
が
み
ら
れ
な
い
が
（
奥

山
二
〇
一
〇
）、
國
學
院
鏡
に
は
赤
色
顔
料
が
付
着
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
沖
ノ
島
出

土
品
と
は
考
え
が
た
い
と
す
る
指
摘
を
妥
当
な
も
の
と
判
断
す
る
（
渡
辺
二
〇
二
二
）。

し
た
が
っ
て
、
國
學
院
鏡
は
本
稿
の
検
討
対
象
に
は
含
め
な
い
。

（
２
）
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
一
八
号
遺
跡
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
で
あ
る
が
、
漢
鏡
で
は
な
く

同
型
鏡
群
と
す
る
見
方
も
あ
る
（
柳
田
二
〇
一
一
、
辻
田
二
〇
一
八
）。
そ
の
根
拠
に
つ

い
て
は
い
く
つ
か
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
当
該
鏡
が
漢
鏡
で
あ
る
こ
と
を

否
定
す
る
ほ
ど
の
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
３
）
倭
鏡
の
時
期
的
な
評
価
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
三
様
式
区
分
を
基
本
と
し
つ
つ
（
岩
本

二
〇
一
七
ａ
）、
前
期
倭
鏡
に
つ
い
て
は
下
垣
仁
志
の
編
年
案
（
下
垣
二
〇
〇
三
ａ
）、
中

期
倭
鏡
と
後
期
倭
鏡
古
段
階
に
つ
い
て
は
筆
者
に
よ
る
古
墳
時
代
中
期
に
お
け
る
倭
鏡
の

変
遷
案（
岩
本
二
〇
一
七
ｂ
）、後
期
倭
鏡
新
段
階
に
つ
い
て
は
筆
者
に
よ
る
大
別
二
期（
細

別
四
期
）
区
分
案
（
岩
本
二
〇
一
八
ｂ
・
二
〇
二
三
ａ
）
に
依
拠
す
る
。
な
お
、
前
期
倭

鏡
の
時
期
細
分
は
、
下
垣
案
と
若
干
の
違
い
が
あ
る
の
で
、
注
意
さ
れ
た
い
。
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（
４
）
本
稿
で
は
、
辻
田
一
九
九
九
で
示
さ
れ
た
鏡
の
面
径
分
布
を
ふ
ま
え
て
、
二
八
㎝
以
上

を
超
大
型
鏡
、二
〇
㎝
以
上
を
大
型
鏡
、一
五
㎝
以
上
を
中
型
鏡
、一
〇
㎝
以
上
を
小
型
鏡
、

一
〇
㎝
未
満
を
超
小
型
鏡
と
す
る
。

（
５
）
以
下
、
古
墳
時
代
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
は
、
前
・
中
期
を
筆
者
の
広
域
編
年
案
（
岩

本
二
〇
一
八
・
二
〇
二
二
）
に
も
と
づ
き
、
Ⅰ
期
か
ら
Ⅺ
期
に
区
分
す
る
。
後
期
に
つ
い

て
は
後
期
前
葉
（

≒

陶
邑
Ｍ
Ｔ
一
五
型
式
段
階
）、
後
期
中
葉
（

≒

陶
邑
Ｔ
Ｋ
一
〇
型
式

段
階
）、
後
期
後
葉
（

≒

陶
邑
Ｔ
Ｋ
四
三
型
式
段
階
）、
後
期
末
葉
（

≒

陶
邑
Ｔ
Ｋ
二
〇
九

型
式
段
階
）
と
大
ま
か
に
区
分
す
る
。
な
お
、
前
・
中
期
の
集
成
編
年
な
ど
既
往
の
古
墳

編
年
と
の
対
応
関
係
は
岩
本
二
〇
二
二
掲
載
の
対
応
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
四
号
遺
跡
で
は
倭
鏡
の
ほ
か
に
瑞
祥
文
鏡
片
（
後
期
隋
唐
式
鏡
）
が
出
土
し
て
お
り
、

遺
跡
の
形
成
が
一
時
期
に
限
定
で
き
ず
、
複
数
回
の
「
奉
献
」
行
為
の
累
積
と
な
る
可
能

性
が
高
い
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
七
号
遺
跡
に
お
い
て
馬
具
に
時
期
幅

が
み
と
め
ら
れ
る
と
の
指
摘
（
桃
崎
二
〇
一
八
）
や
、
ほ
か
の
遺
物
か
ら
想
定
さ
れ
る
時

期
幅
の
存
在
に
も
通
じ
る
。
と
は
い
え
、
七
・
八
号
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
馬
具
は
後
期
中

葉
か
ら
後
半
を
主
体
と
し
て
お
り
（
桃
崎
二
〇
一
八
）、
こ
れ
は
後
期
倭
鏡
新
段
階
で
も

最
新
相
を
示
す
鏡
が
様
相
②
の
主
体
を
な
す
こ
と
と
時
期
的
に
は
整
合
す
る
。

（
７
）
な
お
、
二
一
号
遺
跡
の
構
築
過
程
に
つ
い
て
、
構
造
と
軸
の
違
い
か
ら
祭
壇
（
石
組
１
）

の
構
築
後
に
別
区
（
石
組
２
）
が
つ
く
ら
れ
た
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
（
岡
寺
二

〇
二
一
）、
そ
の
形
成
が
一
定
期
間
に
お
よ
ぶ
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

（
８
）
二
〇
二
〇
年
に
公
表
し
た
三
角
縁
神
獣
鏡
地
名
表
で
は
、
終
焉
段
階
鏡
群
の
総
数
は
三

六
面
で
あ
っ
た
（e.g.

岩
本
二
〇
二
〇
ｃ
）。
そ
の
後
、
個
人
蔵
で
は
あ
る
が
二
四
三
鏡
の

「
同
笵
鏡
」
を
一
面
あ
ら
た
に
確
認
し
た
た
め
（
岩
本
二
〇
二
三
ｂ
）、
本
稿
執
筆
時
点
の

二
〇
二
三
年
一
月
現
在
は
総
数
三
七
面
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
で
三
角
縁
神
獣
鏡

に
た
い
し
て
◯
◯
鏡
と
表
記
す
る
際
に
は
、
三
角
縁
神
獣
鏡
目
録
の
目
録
番
号
を
使
用
す

る
（e.g.

岩
本
二
〇
二
〇
ｂ
）。

（
９
）
本
稿
で
は
岩
本
二
〇
二
〇
ａ
で
の
検
討
結
果
に
も
と
づ
き
、「
伝
世
」
を
古
墳
編
年
上
で

の
三
時
期
以
上
の
ず
れ
を
も
つ
も
の
、「
長
期
保
有
」
を
二
時
期
の
ず
れ
の
も
の
と
す
る

（e.g.

森
下
一
九
九
八
）。

（
10
）
年
輪
年
代
は
そ
の
材
の
伐
採
年
代
で
あ
り
、
上
限
年
代
を
示
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
点
を

ふ
ま
え
た
暦
年
代
論
が
展
開
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
11
）
金
官
加
耶
の
時
期
区
分
は
申
二
〇
〇
〇
に
し
た
が
う
。

（
12
）
こ
こ
で
の
議
論
の
趣
旨
は
、
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
と
二
一
号
遺
跡
の
関
係
性
を
排
除
す
る

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
現
状
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
資
料
か
ら
は
両
者
の
関
係
を

積
極
的
に
評
価
し
が
た
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
た
し
か
に
、
中
期
後
葉
新
相
（
Ⅺ
期
）
に

お
け
る
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
に
は
じ
ま
る
勝
浦
系
列
の
首
長
墓
の
勃
興
の
背
景
に
は
沖
ノ
島

祭
祀
と
の
関
与
が
想
定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

状
況
証
拠
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
。

（
13
）
宗
像
地
域
の
首
長
墓
に
は
複
数
の
系
列
が
あ
る
が
、
系
列
を
こ
え
た
同
族
集
団
が
存
在

し
た
と
の
理
解
が
あ
る
（
小
嶋
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
、
池
ノ
上
二
〇
一
八
な
ど
）。
こ

の
理
解
と
本
稿
で
指
摘
し
た
首
長
墓
系
譜
の
変
動
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
変
動
は

集
団
内
で
の
構
造
変
化
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
14
）
な
お
、
先
行
す
る
祭
祀
を
踏
襲
す
る
よ
う
な
対
応
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
際
に
器

物
の
二
次
的
な
移
動
が
生
じ
た
可
能
性
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
同
じ
場
所
で「
奉

献
」
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
た
可
能
性
と
、
古
い
器
物
を
二
次
的
に
移
動
さ
せ
て
リ
ア
ル
タ
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イ
ム
に
持
ち
込
ん
だ
器
物
と
一
括
し
て
「
奉
献
」
し
た
可
能
性
は
同
程
度
と
ま
で
は
い
か

な
い
が
生
じ
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
遺
物
の
時
期
と
時
期
ご
と
の
出
土
量

を
検
討
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
し
う
る
部
分
も
あ
る
と
考
え
る
。

（
15
）
新
山
古
墳
の
場
合
は
、
い
わ
ゆ
る
直
弧
文
鏡
が
内
行
花
文
鏡
系
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
16
）
内
行
花
文
鏡
に
は
中
・
大
型
鏡
で
も
文
様
不
鮮
明
な
例
が
み
と
め
ら
れ
る
点
が
、
ほ
か

の
鏡
式
と
は
異
な
る
。
な
お
、
古
墳
副
葬
鏡
の
な
か
で
も
内
行
花
文
鏡
は
全
体
に
占
め
る

出
土
総
数
が
多
く
、
三
角
縁
神
獣
鏡
以
外
の
鏡
と
し
て
も
量
的
副
葬
例
が
散
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
保
有
に
特
別
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
内
行
花
文
鏡
に
文

様
不
鮮
明
鏡
が
目
立
つ
の
も
同
様
の
脈
絡
で
説
明
し
う
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
内
行

花
文
鏡
に
文
様
不
鮮
明
鏡
が
多
い
の
は
、
鏡
式
の
問
題
も
あ
る
が
小
型
鏡
が
多
い
点
も
少

な
か
ら
ず
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
17
）
一
六
号
遺
跡
で
最
小
の
鏡
は
厳
密
に
は
素
文
鏡
系
（
径
二
・
八
～
三
・
〇
㎝
）
で
あ
る
が
、

こ
の
鏡
は
ほ
か
の
三
面
の
鏡
と
は
異
な
っ
て
非
副
葬
傾
向
を
示
す
鏡
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
古
墳
副
葬
鏡
に
み
る
文
様
不
鮮
明
鏡
の
傾
向
の
対
象
と
は
し
が
た
い
の
で
、
除
外
し

て
検
討
す
る
。

（
18
）
た
と
え
ば
、
広
瀬
和
雄
は
壱
岐
島
で
の
古
墳
の
築
造
状
況
を
中
・
北
部
九
州
の
政
治
的

一
体
性
を
考
慮
し
て
、
後
期
後
半
に
お
け
る
対
新
羅
を
中
核
に
据
え
た
倭
の
外
交
政
策
を

反
映
し
た
動
向
と
評
価
す
る
（
広
瀬
二
〇
一
〇
）。
こ
の
見
方
を
大
型
前
方
後
円
墳
の
築

造
状
況
に
み
る
共
通
性
を
重
視
し
て
敷
衍
す
れ
ば
、
宗
像
地
域
の
在
地
勢
力
を
同
様
の
脈

絡
で
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
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」『「
宗

像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
Ⅰ
』「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産

推
進
会
議　

七
一
―
一
〇
四
頁

重
藤
輝
行　

二
〇
一
八
「
宗
像
氏
と
宗
像
の
古
墳
群
」『
世
界
の
な
か
の
沖
ノ
島
』
季
刊
考
古
学
・

別
冊
二
七　

雄
山
閣　

一
三
―
一
八
頁

篠
原
祐
一　

二
〇
一
一
「
五
世
紀
に
お
け
る
石
製
祭
具
と
沖
ノ
島
の
石
材
」『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
Ⅰ
』「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議　

三

二
九
―
三
六
七
頁

下
垣
仁
志　

二
〇
〇
三
ａ
「
古
墳
時
代
倭
製
鏡
の
編
年
」『
古
文
化
談
叢
』
第
四
九
集　

九
州
古

文
化
研
究
会　

一
九
―
五
〇
頁

下
垣
仁
志　

二
〇
〇
三
ｂ
「
古
墳
時
代
前
期
倭
製
鏡
の
流
通
」『
古
文
化
談
叢
』
第
五
〇
集
（
上
）　

九
州
古
文
化
研
究
会　

七
―
三
五
頁

下
垣
仁
志　

二
〇
一
三
「
鏡
の
保
有
と
「
首
長
墓
系
譜
」」『
立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
Ⅵ
』
和
田

晴
吾
先
生
定
年
退
職
記
念
論
集　

立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
刊
行
会　

一
八
九
―
二
〇
一
頁

下
垣
仁
志　

二
〇
一
六
『
日
本
列
島
出
土
鏡
集
成
』
同
成
社

下
垣
仁
志　

二
〇
一
八
「
沖
ノ
島
の
鏡
」『
世
界
の
な
か
の
沖
ノ
島
』
季
刊
考
古
学
・
別
冊
二
七　

雄
山
閣　

三
三
―
三
九
頁

下
垣
仁
志　

二
〇
二
二
『
鏡
の
古
墳
時
代
』
歴
史
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
五
四
七 

吉
川
弘
文
館

白
石
太
一
郎　

二
〇
一
一
「
ヤ
マ
ト
王
権
と
沖
ノ
島
祭
祀
」『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」

研
究
報
告
Ⅰ
』「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議　

一
七
三
―
一
九
五

頁
清
喜
裕
二　

二
〇
一
八
「
沖
ノ
島
の
滑
石
製
品
」『
世
界
の
な
か
の
沖
ノ
島
』
季
刊
考
古
学
・
別

冊
二
七　

雄
山
閣　

四
四
―
四
九
頁

沈　

載
龍
（
村
松
洋
介
〔
訳
〕）
二
〇
一
三 「
金
海
市
大
成
洞
八
八
号
墳
と
九
一
号
墳
の
性
格
」『
日

韓
交
渉
の
考
古
学
―
古
墳
時
代
』
第
一
回
共
同
研
究
会　
「
日
韓
交
渉
の
考
古
学
―
古
墳
時
代
」

研
究
会　

一
五
四
―
一
七
〇
頁

沈　

載
龍　

二
〇
一
六
「
金
官
加
耶
의 

外
来
系 

威
勢
品 

受
容
과 

意
味
」『
嶺
南
考
古
学
』
第
七

四
号　

嶺
南
考
古
学
会　

五
六
―
八
七
頁
（
肥
田
翔
子
・
柳
本
照
男
〔
訳
〕
二
〇
二
〇
「
金
官

加
耶
の
外
来
系
威
信
財
の
受
容
と
意
味
」『
古
文
化
談
叢
』
第
八
四
集　

九
州
古
文
化
研
究
会　

九
九
―
一
三
一
頁
）

辻
田
淳
一
郎　

一
九
九
九
「
古
墳
時
代
前
期
倣
製
鏡
の
多
様
化
と
そ
の
指
向
性
―
製
作
工
程
の
視

点
か
ら
―
」『
九
州
考
古
学
』
七
四
号　

九
州
考
古
学
会　

一
―
一
七
頁

辻
田
淳
一
郎　

二
〇
〇
七
『
鏡
と
初
期
ヤ
マ
ト
政
権
』
す
い
れ
ん
舎

辻
田
淳
一
郎　

二
〇
一
二
「
九
州
出
土
の
中
国
鏡
と
対
外
交
渉
―
同
型
鏡
群
を
中
心
に
―
」『
沖

ノ
島
祭
祀
と
九
州
諸
勢
力
の
対
外
交
渉
』
第
一
五
回
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
発
表
要
旨
・
資

料
集　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

七
五
―
八
八
頁

辻
田
淳
一
郎　

二
〇
一
八
『
同
型
鏡
と
倭
の
五
王
の
時
代
』
同
成
社

辻
田
淳
一
郎　

二
〇
一
九
『
鏡
の
古
代
史
』
角
川
選
書
六
三
〇　

角
川
書
店

豊　

元
国　

一
九
三
九
「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
境
内
御
金
蔵
発
見
の
鏡
鑑
に
就
い
て
」『
考

古
学
』
第
二
〇
巻
第
二
号　

考
古
学
会　

八
四
―
九
四
頁

仁
木　

聡　

二
〇
一
九
「
継
体
・
欽
明
朝
に
お
け
る
出
雲
の
画
期
」『『
国
家
形
成
期
の
首
長
権
と
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地
域
社
会
構
造
』
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
第
二
二
集　

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン

タ
ー　

三
〇
五
―
三
三
四
頁

花
田
勝
広　

一
九
九
九
「
沖
ノ
島
祭
祀
と
在
地
首
長
の
動
向
」『
古
代
学
研
究
』
第
一
四
八
号　

古
代
学
研
究
会　

一
―
一
三
頁

花
田
勝
広　

二
〇
一
二
「
１
．
宗
像
地
域
の
古
墳
群
と
沖
ノ
島
祭
祀
の
変
遷
」『
沖
ノ
島
祭
祀
と

九
州
諸
勢
力
の
対
外
交
渉
』
第
一
五
回
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
発
表
要
旨
・
資
料
集　

九
州

前
方
後
円
墳
研
究
会　

一
―
七
四
頁

土
生
田
純
之　

二
〇
一
二
「
８
．
墳
丘
の
特
徴
と
評
価
」『
馬
越
長
火
塚
古
墳
』
豊
橋
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
第
一
二
〇
集　

豊
橋
市
教
育
委
員
会　

三
二
九
―
三
四
一
頁

原
田
大
六　

一
九
六
一
ａ
「
第
二
章　

十
七
号
遺
跡
」『
続
沖
ノ
島　

宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
』

宗
像
神
社
復
興
期
成
会　

七
―
一
四
七
頁

原
田
大
六　

一
九
六
一
ｂ「
第
三
章　

十
八
号
遺
跡
」『
続
沖
ノ
島　

宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
』

宗
像
神
社
復
興
期
成
会　

一
四
九
―
一
六
八
頁

広
瀬
和
雄　

二
〇
一
〇
「
壱
岐
島
の
後
・
終
末
期
古
墳
の
歴
史
的
意
義　

６
・
７
世
紀
の
外
交
と

国
境
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
五
八
集　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

一
〇

七
―
一
四
〇
頁

松
木
武
彦　

二
〇
二
二
「
１
章　

山
陰
・
瀬
戸
内
・
土
佐
」『
シ
リ
ー
ズ
地
域
の
古
代
日
本　

出
雲
・

吉
備
・
伊
予
』
角
川
選
書
六
五
九　

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ　

一
九
―
五
二
頁

松
本　

肇　

一
九
七
九
「
４
．
小
結
」『
宗
像
沖
ノ
島
』
Ⅰ 

本
文　

宗
像
神
社
復
興
期
成
会　

二

三
四
―
二
三
五
頁

水
野
敏
典
・
山
田
隆
文
・
奥
山
誠
義
（
編
）
二
〇
一
〇
『
考
古
資
料
に
お
け
る
三
次
元
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
と
展
開
』
平
成
一
八
年
度
～
平
成
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研

究
（
Ａ
）（
課
題
番
号18202025

）
研
究
成
果
報
告
書　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

桃
﨑
祐
輔　

二
〇
一
八
「
沖
ノ
島
の
馬
具
」『
世
界
の
な
か
の
沖
ノ
島
』
季
刊
考
古
学
・
別
冊
二

七　

雄
山
閣　

五
五
―
六
〇
頁

森
下
章
司　

一
九
九
八
「
鏡
の
伝
世
」『
史
林
』
第
八
一
巻
第
四
号　

史
学
研
究
会　

一
―
三
四

頁
森
下
章
司　

二
〇
〇
五
「
前
期
古
墳
副
葬
品
の
組
合
せ
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
八
九
巻
第
一
号　

日
本
考
古
学
会　

一
―
三
一
頁

森
下
章
司　

二
〇
二
二
「
鏡
の
伝
世
と
集
団
」『
考
古
学
研
究
』
第
六
九
巻
第
二
号　

考
古
学
研

究
会　

一
六
―
二
七
頁

柳
田
康
雄　

二
〇
一
一
「
沖
ノ
島
出
土
銅
矛
と
青
銅
器
祭
祀
」『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

調
査
報
告
書
Ⅰ
』「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議　

三
六
九
―
三
九

六
頁

渡
辺
夏
海　

二
〇
二
二
「
館
蔵
七
弧
内
行
花
文
鏡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
岡
山
県
鶴
山
丸
山
古
墳
出

土
鏡
と
の
比
較
を
通
し
て
―
」『
國
學
院
大
學
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
八
輯　

國
學
院
大
學

博
物
館　

二
三
―
三
二
頁

※
古
墳
や
遺
跡
に
か
か
わ
る
一
次
文
献
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
割
愛
し
た
。

図
表
出
典

図
１　

水
野
・
山
田
・
奥
山
（
編
）
二
〇
一
〇
を
引
用
。

図
２　

原
田
一
九
六
一
ａ
お
よ
び
水
野
・
山
田
・
奥
山
（
編
）
二
〇
一
〇
を
引
用
。

図
３　

１
・
２
・
４
～
６
：
水
野
・
山
田
・
奥
山
（
編
）
二
〇
一
〇
を
引
用
、
３
：
豊
一
九
三
九

を
引
用
。
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図
４　

水
野
・
山
田
・
奥
山
（
編
）
二
〇
一
〇
を
引
用
。

図
５　

水
野
・
山
田
・
奥
山
（
編
）
二
〇
一
〇
を
引
用
。

図
６　

水
野
・
山
田
・
奥
山
（
編
）
二
〇
一
〇
を
引
用
。

図
７　

１
～
３
・
５
・
６
：
宗
像
市
蔵
、
４
：
宗
像
大
社
蔵
、
７
：
福
津
市
教
育
委
員
会
蔵
。

図
８　

重
藤
二
〇
一
八
を
引
用
。

図
９　

１
：
水
野
・
山
田
・
奥
山
（
編
）
二
〇
一
〇
を
引
用
、
２
：
福
津
市
教
育
委
員
会
蔵
。

図
10　

１
・
２
：
水
野
・
山
田
・
奥
山
（
編
）
二
〇
一
〇
を
引
用
、
３
：https://w
w

w
.

britishm
useum

.org/collection/object/A
_1965-0223-1

（
最
終
確
認
日
：
二
〇
二
二
年
一

二
月
二
二
日
）
を
引
用
。

図
11　

九
州
歴
史
資
料
館
蔵
。

図
12　

１
～
４
：
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
、
５
：
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
６
：
京
都
府
埋
蔵
文
化
財

調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
、
７
：
朝
来
市
教
育
委
員
会
蔵
８
：
柏
原
市
教
育
委
員
会
蔵
、
９
：
南

丹
市
立
文
化
博
物
館
蔵
。

図
13　

宗
像
大
社
蔵
。

表
１
～
３　

岩
本
作
成
。

27



28



五
世
紀
末
に
お
け
る
鉄
製
工
具
の
画
期
と
新
原
・
奴
山
古
墳
群

魚
津
　
知
克

は
じ
め
に

以
前
、
筆
者
は
、「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
と
深
い
関
連
を
も
つ
脈
絡
に
よ
り
、

海
の
近
く
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
」
を
「
海
の
古
墳
」
と
み
な
し
た
（
魚
津
二
〇
一
七
）。

そ
の
中
で
、「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
」
を
、
次
の
四
つ
に
区
分
し
た
。

（
１
）　

海
・
海
産
物
を
資
源
と
し
て
利
用
す
る
、
生
業
活
動
も
し
く
は
生
産
活
動
。

例
え
ば
、
漁
撈
や
製
塩
。

（
２
）　

海
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
人
・
も
の
・
情
報
の
や
り
と
り
。
す
な
わ
ち
、

海
上
交
通
や
海
上
交
易
。

（
３
）　

列
島
各
地
の
海
域
で
、
あ
る
い
は
列
島
を
こ
え
て
渡
海
す
る
形
で
実
行
さ
れ

る
外
交
・
軍
事
活
動
。

（
４
）　

列
島
の
範
囲
外
か
ら
列
島
各
地
へ
の
海
を
越
え
た
移
住
。

福
岡
県
福
津
市
に
所
在
す
る
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
、
ま
さ
に
こ
の
四
つ
と
深
い
関

連
を
有
し
つ
つ
、
海
に
面
す
る
地
域
首
長
墓
群
と
し
て
中
期
前
半
に
築
造
が
開
始
さ
れ

た
。
中
期
後
半
か
ら
後
期
に
至
っ
て
は
、
津
屋
崎
古
墳
群
と
し
て
さ
ら
に
大
規
模
と
な

り
、近
畿
中
央
部
政
権
と
連
携
し
つ
つ
倭
王
権
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

本
誌
、『
沖
ノ
島
研
究
』
の
題
名
が
示
す
よ
う
に
、
世
界
遺
産
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
」
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
沖
ノ
島
の
祭
祀
遺
跡
群
で
あ
る
。
倭
王

権
の
統
治
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
山
海
の
政
」（
森
田
二
〇
〇
九
）
の
根
幹
を
形
成
す

る
祭
祀
が
、古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
実
修
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
遺
跡
群
で
あ
り
、

列
島
全
体
、
ひ
い
て
は
世
界
史
的
視
野
で
理
解
す
べ
き
器
物
が
数
多
く
見
い
だ
さ
れ
る

の
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
一
方
で
、
沖
ノ
島
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
央

と
地
方
と
い
う
祭
祀
主
体
の
二
元
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
井
上
一
九
八
四
）。
そ
の

意
味
で
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
、
こ
の
世
界
遺
産
の
理
解
に
必
要
不
可
欠
な
構
成
資

産
だ
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
新
原
・
奴
山
古
墳
群
に
つ
い
て
、
考
古
資
料
を
用

い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
検
討
す
る
の
が
、
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
。
用
い
る
考
古
資
料

と
し
て
は
、
副
葬
さ
れ
た
鉄
製
農
具
・
工
具
・
漁
具
、
と
り
わ
け
鉄
製
工
具
に
焦
点
を

当
て
る
。
鉄
製
工
具
は
、
生
産
活
動
の
基
軸
と
な
る
生
産
手
段
で
あ
り
、
地
域
社
会
さ

ら
に
は
首
長
層
の
動
向
を
規
定
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。「
海
の
古
墳
」
の

築
造
に
至
っ
た
生
産
基
盤
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、
欠
か
せ
な
い
考
古
資

料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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筆
者
と
し
て
も
、
か
ね
て
よ
り
、
各
地
域
に
お
け
る
「
海
の
古
墳
」
の
築
造
契
機
を

実
証
的
に
提
示
し
て
い
く
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
概
念
構
築
ば

か
り
が
先
行
し
、具
体
的
な
資
料
分
析
は
後
回
し
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
点
を
反
省
し
、

本
稿
に
お
い
て
、
研
究
上
の
責
務
を
少
し
で
も
果
た
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
の
構
成
と
し
て
は
、
最
初
に
、
古
墳
時
代
の
鉄
製
工
具
を
対
象
と
し
た
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
、
工
具
編
成
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
か
を
概
観
す
る
。
つ
づ

い
て
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
鉄
製
工
具
編
成
の
画
期
を
示
す
。
そ
し

て
、
鉄
製
工
具
の
推
移
に
お
い
て
新
原
・
奴
山
古
墳
群
副
葬
例
が
占
め
る
位
置
を
、「
海

の
古
墳
」
と
し
て
の
性
格
も
踏
ま
え
つ
つ
考
察
す
る
。

一
、　
古
墳
時
代
鉄
製
工
具
研
究
史
に
お
け
る
工
具
編
成
の
理
解

ま
ず
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
鉄
製
工
具
様
式
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
概
観
し
て
い
き

た
い
。
よ
り
広
範
な
、
鉄
製
工
具
資
料
に
対
す
る
認
識
を
含
め
た
推
移
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
（
魚
津
二
〇
二
一
ａ
）
も
併
せ
て
参
考
に
さ
れ
た
い
。

戦
後
、
栃
木
県
那
珂
川
町
那
須
八
幡
塚
古
墳
（
三
木
・
村
井
一
九
五
七
）、
大
阪
府

和
泉
市
和
泉
黄
金
塚
古
墳
（
末
永
・
島
田
・
森
一
九
五
四
）、
岡
山
県
岡
山
市
金
蔵
山

古
墳
（
西
谷
・
鎌
木
一
九
五
九
）
に
お
い
て
埋
葬
主
体
部
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

列
島
各
地
の
首
長
墓
に
副
葬
さ
れ
た
各
種
生
産
用
具
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

新
資
料
に
立
脚
し
つ
つ
、
一
九
五
〇
年
代
末
に
は
西
谷
眞
治
の
論
考
（
西
谷 

一
九

五
九
） 

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、「
生
産
具
あ
る
い
は
建
築
や
日
常
生
活
に
必
要

な
器
物
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
道
具
」 （
前
掲
書　

五
八
頁
）
と
し
て
工
具
が
位
置
づ

け
ら
れ
、木
工
具
と
し
て
斧
、鋸
、鉇
、鑿
な
ど
が
、金
工
具
と
し
て
鎚
、鉗
、鉄
床
【
註

１
】
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
木
工
具
を
中
心
に
、
諸
型
式
の
推
移
が
簡
潔
か

つ
的
確
に
示
さ
れ
る
。
六
五
年
近
く
前
の
、
主
に
古
墳
時
代
社
会
に
お
け
る
生
産
力
を

論
じ
た
内
容
で
あ
る
が
、
現
在
の
水
準
か
ら
み
て
も
、
資
料
分
析
の
大
枠
に
は
ほ
と
ん

ど
変
更
が
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

つ
づ
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
研
究
の
大
き
な
進
展
が
み
ら
れ
た
。
大
阪
府
藤
井
寺

市
野
中
古
墳
（
北
野
編
一
九
七
六
）
や
奈
良
県
桜
井
市
メ
ス
リ
山
古
墳
（
伊
達
編
一
九

七
七
）
な
ど
で
、
多
種
多
様
な
鉄
製
工
具
副
葬
例
が
報
告
さ
れ
、
基
礎
資
料
が
充
実
し

た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
増
加
し
た
資
料
に
立
脚
し
つ
つ
、
古
瀬

清
秀
が
短
冊
形
斧
（
古
瀬
一
九
七
四
）、
鉇
（
古
瀬
一
九
七
七
）
の
研
究
を
相
次
い
で

発
表
し
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
各
種
鉄
製
工
具
の
型
式
分
類
や
編
年
が
よ
り
詳
細
に
提

示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
後
続
す
る
一
九
八
〇
～
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
個
別
品

目
研
究
が
大
き
く
進
展
し
た
。

そ
の
中
で
、
工
具
編
成
の
理
解
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
が
、
一
九
九
〇
年
代
の
初
め

に
古
瀬
清
秀
が
発
表
し
た
論
考
（
古
瀬
一
九
九
一
）
で
あ
る
。
古
墳
時
代
に
お
け
る
工

具
の
画
期
は
「
四
世
紀
後
葉
か
ら
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
」
で
あ
り
、「
大
型
製
材
用

工
具
の
出
現
と
、
鑿
・
鋸
な
ど
小
型
加
工
具
の
機
能
分
化
と
著
し
い
量
的
増
加
は
、 

工

具
全
般
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
極
め
て
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
。」（
前
掲
書　

八
八

頁
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
古
瀬
が
設
定
し
た
古
墳
時
代
工
具
の
画
期
は
こ
の
一
つ
の

み
だ
が
、
後
期
に
入
っ
て
工
具
に
「
大
い
な
る
質
的
変
容
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に

想
像
で
き
、
今
日
に
続
く
木
工
具
の
祖
型
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。」（
同　

八
九
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。
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二
〇
〇
〇
年
以
降
に
お
い
て
も
、
研
究
は
さ
ら
に
深
化
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
近

年
発
表
さ
れ
た
平
井
洸
史
に
よ
る
様
式
的
把
握
（
平
井
二
〇
二
一
）
は
、
本
稿
の
主
題

に
深
く
関
連
す
る
。
平
井
は
、
地
域
的
動
向
の
把
握
と
地
域
間
比
較
を
通
じ
た
、
工
具

生
産
・
流
通
の
解
明
を
め
ざ
す
（
前
掲
書
四
六
頁
）。
こ
こ
で
、「
造
り
」
と
い
う
製
作

技
術
上
の
概
念
を
、
平
井
は
強
調
す
る
。「
造
り
」
の
差
に
つ
い
て
は
、
着
柄
法
と
着

柄
部
形
態
と
で
認
識
す
る
（
同
四
七
頁
）。
す
な
わ
ち
、
平
井
の
立
場
は
、
工
具
の
製

作
に
あ
た
り
、
鉄
製
部
分
と
木
・
骨
角
な
ど
そ
れ
以
外
の
部
分
と
を
組
み
合
わ
せ
、
道

具
と
し
て
完
成
さ
せ
る
局
面
が
、
様
式
の
把
握
に
決
定
的
な
要
素
と
な
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
筆
者
も
、
鉄
製
農
具
・
工
具
の
研
究
史
を
示
す
中
で
、
素
材
を
こ
え
た
横
断

的
な
分
析
を
強
調
し
た
こ
と
が
あ
り
（
魚
津
二
〇
二
一
ａ
）、
道
具
の
全
体
形
状
を
重

視
す
る
平
井
論
考
の
視
点
は
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
、
高
く
評
価
さ
れ
る
。

た
だ
し
一
方
で
、
工
具
の
「
道
具
立
て
」
を
総
合
的
に
把
握
し
、
生
活
技
術
の
解
明

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
（
山
田
二
〇
一
二
）
と
い
う
、
使
用
技
術
に
立
脚
し
た
観
点
も
、

道
具
様
式
に
つ
い
て
の
考
古
学
的
分
析
に
は
欠
か
せ
な
い
。
個
々
の
道
具
に
つ
い
て
、

全
形
復
元
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
分
析
し
た
後
、
他
の
道
具
と
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ

て
使
っ
て
い
る
の
か
。
鉄
製
農
具
・
工
具
研
究
を
標
榜
し
て
き
た
筆
者
が
今
一
度
掘
り

下
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二
、　
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
鉄
製
農
具
・
工
具
の

　
　
型
式
編
成
―
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
資
料
を
中
心
に
―

古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、工
具
の
「
道
具
立
て
」
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

北
部
九
州
の
古
墳
、
な
か
で
も
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
副
葬
品
に
は
、
良
好
な
セ
ッ
ト

関
係
を
構
成
す
る
類
例
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
副
葬
例
に
つ
い

て
、
筆
者
に
よ
る
副
葬
農
具
・
工
具
様
式
案
（
魚
津
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
三
）
に
対
応

さ
せ
つ
つ
示
す
。
紙
幅
の
都
合
上
、
各
型
式
・
様
式
の
要
件
は
上
記
拙
稿
を
ご
参
照
頂

き
た
い
。
た
だ
し
、
時
期
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
小
文
字
の
ロ
ー
マ
数
字
を
使

用
し
て
い
た
が
、
不
要
に
煩
雑
で
あ
り
、
今
後
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
る
こ
と
と

す
る
。
本
稿
に
関
連
す
る
の
は
、
６
期
か
ら
10
期
で
あ
る
。
以
下
、
概
要
を
示
す
。

福
岡
県
福
岡
市
老
司
古
墳
三
号
石
室
副
葬
例
（
６
期
）（
山
口
・
吉
留
・
渡
辺
編

一
九
八
九
）

農
具
は
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
Ⅰ
群
１
型
ａ
類
（
第
１
図
１
）、
方
形
鍬
鋤
先
Ⅱ
群
１
型

ｂ
１
類
（
第
１
図
２
・
３
）、直
刃
鎌
Ⅰ
組
Ａ
型
１
類
（
第
１
図
４
・
５
）
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
は
早
い
時
期
の
副
葬
例
で
あ
る
。

工
具
は
、有
袋
斧
の
う
ち
Ⅳ
群
（
有
肩
）
が
目
立
つ
。
Ⅳ
Ａ
群
４
系
２
型
Ｅ
２
式
（
第

１
図
６
）、
Ⅳ
Ｂ
群
４
系
２
型
S
式
（
第
１
図
７
・
８
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
Ⅰ
群
（
無

肩
）
の
３
系
２
型
Ｅ
１
式
（
第
１
図
９
）
及
び
４
系
２
型
Ｅ
２
式
（
第
１
図
10
）
が
加

わ
る
。
こ
の
時
期
の
鑿
は
有
茎
鑿
（
第
１
図
11
）
が
主
体
だ
が
、
本
例
で
は
有
袋
鑿
が

目
立
つ
。
Ⅱ
群
３
系
１
型
（
第
１
図
12
・
13
）、
Ⅱ
群
４
系
１
型
（
第
１
図
14
）
で
構

成
さ
れ
る
。
刀
子
は
、
茎
刀
子
Ⅱ
群
２
型
ａ
類
（
第
１
図
17
・
20
・
21
）、
同
ｃ
類
（
第

１
図
18
・
19
）
に
加
え
、鉄
柄
刀
子
Ⅰ
群
２
型
ｂ
類
（
第
１
図
24
）
及
び
Ⅰ
群
３
型
（
第

１
図
22
・
23
）
が
加
わ
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
身
が
幅
広
の
鉇
Ⅰ
群

１
型
（
第
１
図
15
・
16
）、
破
片
で
あ
る
た
め
確
定
し
な
い
が
、
Ⅰ
群
と
考
え
ら
れ
る
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無
茎
鋸
（
第
１
図
25
・
26
）

が
共
伴
し
て
い
る
。

福
岡
県
福
津
市
奴
山
正
園
古

墳
副
葬
例
（
７
期
）（
佐
々

木
編
二
〇
一
三
）

農
具
は
、
方
形
鍬
鋤
先
Ⅱ

群
１
型
ｂ
１
類
（
第
２
図

１
）、
曲
刃
鎌
Ⅰ
組
Ｂ
型
１

類
（
第
２
図
２
）
で
構
成
さ

れ
る
。
７
期
は
、
大
阪
府
藤

井
寺
市
ア
リ
山
古
墳
（
北
野 

一
九
六
四
）、
静
岡
県
磐
田

市
堂
山
古
墳
前
方
部
埴
輪
棺

（
原
編 

一
九
九
五
）
の
よ
う

に
、
本
格
的
に
曲
刃
鎌
が
副

葬
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
が
、

該
期
の
多
く
の
類
例
は
、
先

端
付
近
で
急
速
に
湾
曲
す
る

Ａ
・
ａ
型
で
あ
り
、
Ｂ
・
ｂ

型
は
後
の
時
期
に
一
般
化
す

る
。
そ
の
点
で
、
奴
山
正
園

第１図　老司古墳３号石室副葬例（1/4）（山口・吉留・渡辺編 1989）
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古
墳
副
葬
例
は
先
進
的
だ
と
言
え
る
。

工
具
は
、
老
司
古
墳
と
同
様
に
、
有
袋
斧
に
お
い
て
Ⅳ
群
（
有
肩
）

が
認
め
ら
れ
る
が
（
第
２
図
６
・
７
）、
袋
部
よ
り
身
部
が
長
い
３
型
に

形
態
が
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
鑿
は
有
茎
鑿
Ⅰ
群
１
型
（
第
２
図

８
～
10
）、
有
袋
鑿
Ⅰ
群
４
型
１
類
（
第
２
図
11
・
12
）、
茎
刀
子
Ⅱ
群

１
型
Ａ
類
（
第
２
図
18
）、
鉇
Ⅰ
群
１
型
２
類
（
第
２
図
14
・
15
）、
針

（
第
２
図
16
・
17
）
で
構
成
さ
れ
る
。
有
袋
鑿
が
目
立
つ
点
は
、
老
司
古

墳
三
号
石
室
副
葬
例
と
共
通
す
る
。

福
岡
県
福
津
市
新
原
・
奴
山
一
号
墳
副
葬
例
（
８
期
か
ら
９
期
【
註
２
】）

（
橋
口
編
一
九
八
九
）

８
期
の
兵
庫
県
姫
路
市
姫
路
宮
山
古
墳
第
三
主
体
（
松
本
・
加
藤

一
九
七
三
）、
９
期
の
岡
山
県
笠
岡
市
長
福
寺
裏
山
一
号
（
東
塚
）
古
墳

（
鎌
木
ほ
か
一
九
六
五
）
と
い
っ
た
基
準
資
料
の
よ
う
に
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤

先
（
Ⅰ
群
１
・
２
型
）
や
細
長
あ
る
い
は
鳥
首
状
の
曲
刃
鎌
（
Ⅰ
組
Ｂ
・

Ｃ
型
、Ⅱ
組
ｂ
型
）
が
列
島
の
広
範
囲
で
副
葬
さ
れ
る
時
期
だ
が
、新
原
・

奴
山
古
墳
群
に
お
け
る
農
具
副
葬
は
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
低
調
で

あ
る
。
一
方
、
工
具
は
奴
山
一
号
墳
で
横
穴
式
石
室
羨
道
部
分
か
ら
良

好
な
セ
ッ
ト
が
出
土
し
た
（
第
３
・
４
図
）。

斧
は
、
有
袋
Ⅰ
群
（
無
肩
）
４
系
２
型
Ｓ
式
（
第
３
図
１
）・
Ⅱ
群

（
な
で
肩
）
３
系
３
型
Ｈ
式
で
あ
り
、張
り
出
し
の
強
い
有
肩
式
を
欠
く
。

鑿
は
、有
茎
鑿
Ⅰ
群
（
第
３
図
３
）
も
存
在
す
る
が
、注
目
さ
れ
る
の
は
、

第２図　奴山正園古墳副葬例（1/4）（佐々木編 2013）
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有
袋
鑿
Ⅰ
群
４
系
３
式
と
い
う
有
肩
の
有
茎
鑿
（
第
３
図
12
）
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ

る
。
同
時
に
、身
部
断
面
が
正
方
形
に
近
い
、引
き
締
ま
っ
た
形
態
の
無
肩
有
袋
鑿
（
Ⅰ

群
４
系
１
型
：
第
３
図
10
・
11
）
が
存
在
す
る
。
穿
孔
性
能
の
高
い
型
式
の
鑿
で
構
成

さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
比
較
的
身
部
が
長
い
鉤
状
鉇
（
第
５
図
７
・
８
）、
特
殊
な
形
態
の
無
茎
鋸

（
13
）、
そ
し
て
鎚
（
14
・
15
）
と
鉗
（
16
）
が
共
伴
す
る
。

福
岡
県
飯
塚
市
櫨
山
古
墳
副
葬
例
（
10
期
）（
嶋
田
一
九
九
一
）

農
具
は
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
Ⅰ
群
２
型
ｂ
類
（
第
５
図
１
）、
曲
刃
鎌
Ⅰ
組
Ｂ
型
１
類

乙
式
（
第
５
図
２
）・
Ⅱ
組
ｃ
型
２
類
（
第
５
図
６
）
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

曲
刃
鎌
Ⅱ
組
ｃ
型
は
、
身
部
が
鳥
首
状
を
呈
し
基
端
を
斜
め
に
折
り
返
す
た
め
、
柄
を

付
け
る
と
鉈
状
に
な
る
。
鳥
首
状
身
部
の
曲
刃
鎌
は
、
多
く
が
基
端
全
辺
を
折
り
返
す

た
め
身
と
直
角
に
着
柄
さ
れ
る
Ⅰ
組
Ｃ
型
な
の
で
、
本
例
は
該
期
の
特
徴
を
示
す
可
能

性
が
あ
る
。

工
具
で
は
、
鉇
Ⅲ
群

の
出
現
が
こ
の
時
期
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

本
例
で
は
、
Ⅲ
群
２
型

（
第
５
図
13
・
14
）
が

副
葬
さ
れ
て
い
る
。
斧

は
、小
ぶ
り
の
Ⅰ
群
（
無

肩
）
４
型
２
類
Ｅ
２
式

（
第
５
図
９
）
と
Ⅳ
Ａ

群
（
有
肩
）
４
系
３
型

Ｅ
２
式
（
第
５
図
８
）、

中
型
の
Ⅳ
Ａ
群
（
有
肩
）

４
系
２
型
Ｅ
２
式
（
第

５
図
７
）、
大
型
の
Ⅱ

群
（
な
で
肩
）
３
系
２

第３図　奴山１号墳副葬例（1/4）
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型
Ｅ
１
式
（
第
５
図
10
）
で
構
成
さ
れ
る
。
肩
の
張
り
具
合
（
群
別
）
が
、
法
量
の
大

小
に
対
応
す
る
類
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
有
茎
鑿
Ⅰ
群
１
型
（
第
５
図
11
・

12
）
及
び
鹿
角
装
茎
刀
子
Ⅱ
群
４
型
ａ
類
（
第
５
図
15
）
が
共
伴
し
て
い
る
。

福
岡
県
福
津
市
新
原
・
奴
山
四
四
号
墳
副
葬
例
（
11
期
か
ら
12
期
）（
池
ノ
上
編

二
〇
〇
一
）

農
具
は
出
土
し
て
い
な
い
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
12
期
以
降
の
鉄
製
農
工
具
副
葬
例

が
地
域
に
よ
っ
て
は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
魚
津
二
〇
二
三
）
点
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
横
穴
式
石
室
の
奥
室
が
盗
掘
を
受
け
て
お
り
、
本
来
の
組
成
が
一
部
欠
け
て
い
る

可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
留
意
す
べ
き
点
が
残
る
も
の
の
、
工
具
の
種
類
は
豊
富
で
あ
る
。
副

葬
数
が
比
較
的
少
数
の
斧
及
び
鑿
は
、
前
者
が
有
袋
斧
Ⅱ
群
３
系
２
型
Ｅ
２
式
（
第
６

図
１
）、後
者
は
有
茎
鑿
Ⅰ
群
１
型（
第
６
図
２
）で
あ
る
。
一
方
、鉇
の
副
葬
数
は
多
く
、

Ⅰ
群
１
型（
第
６
図
７
）、特
殊
な
Ⅰ
群
２
型（
第
６
図
４
・
５
）、Ⅱ
群【
註
３
】２
型（
第

６
図
８
）、鉤
状
鉇（
第
６
図
６
）と
い
う
幅
広
い
構
成
で
、か
つ
多
く
が
鹿
角
柄
で
あ
る
。

そ
し
て
、
茎
刀
子
Ⅲ
群
４
型
Ａ
類
（
第
６
図
10
・
11
）、
有
茎
鋸
Ⅰ
群
（
第
６
図
13
）、

第４図　奴山１号墳　副葬工具出土状況

（橋口編 1989）

第５図　櫨山古墳副葬例（1/4）（嶋田 1991）
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凹
形
大
型
刃
器
（
第
６
図
12
）
が
加
わ
る
。

ま
た
、
漁
具
と
し
て
、
筆
者
分
類
（
魚
津
二
〇
一
八
）
の
刺
突
具
Ⅱ
群
２
型
（
第
６

図
９
）
が
共
伴
す
る
。
中
期
中
頃
ま
で
の
首
長
墓
に
し
ば
し
ば
見
い
だ
せ
る
刺
突
具
の

副
葬
は
、
後
期
古
墳
に
お
い
て
は
一
挙
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
中
で
、
本
例

は
注
目
さ
れ
る
。

三
、　
鉄
製
工
具
の
画
期
と
新
原
・
奴
山
古
墳
群

こ
こ
ま
で
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
、
鉄
製
工
具
の
「
道
具
立
て
」

を
示
し
た
。
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
９
期
か
ら
10
期
、
お
お
よ
そ
五
世
紀
の
末
を

前
後
す
る
時
期
に
お
い
て
、
鉄
製
工
具
の
画
期
と
い
う
べ
き
、
型
式
構
成
の
大
き
な
変

化
が
生
じ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
【
註
４
】。
具
体
的
な
変
化
内
容
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

（
一
）
鉇
Ⅱ
群
（
短
茎
鉇
）
の

出
現ま

ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
筆
者

が
鉇
Ⅱ
群
と
す
る
、
短
茎
を
持
つ

鉇
の
出
現
で
あ
る
。
日
本
列
島
に

お
い
て
、
鉇
に
系
統
が
つ
な
が
る

鉄
製
工
具
は
、
弥
生
時
代
中
期
前

半
の
石
川
県
小
松
市
八
日
市
地
方

遺
跡
出
土
品
（
第
７
図
：
中
屋
ほ

か
二
〇
一
九
）
ま
で
遡
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
例
は
木
柄
も
完
存
し

て
お
り
、
明
確
な
グ
リ
ッ
プ
エ
ン

ド
を
有
す
る
形
態
か
ら
、
両
手
で

第６図　奴山 44 号墳副葬例（1/4）
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把
持
し
て
押
し
出
す
よ
う
に
用
い
る
動
作
が
復
元
で
き
る
。
比
較
的
硬
質
の
木
製
容
器

な
ど
の
主
に
曲
面
を
対
象
に
、
突
き
出
す
よ
う
な
動
作
で
刳
り
調
整
す
る
の
に
用
い

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
樋
上
・
田
中
・
鶴
来
二
○
一
八
）。
こ
れ
が
、
弥
生
時
代
後
期

に
入
る
と
、
筆
者
が
鉇
Ⅰ
群
と
す
る
、
長
身
の
形
態
へ
と
変
化
す
る
。
身
の
断
面
形

は
、
Ｕ
字
形
・
長
方
形
な
ど
地
域
差
を
も
っ
て
推
移
す
る
（
野
島
二
〇
〇
九
）
も
の

の
、
刃
が
柳
葉
形
と
な
る
点
は
共
通
す
る
。
両
手
で
保
持
し
つ
つ
横
方
向
に
刃
を
動
か

す
よ
う
な
使
用
動
作
に
変
化
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
田
中
謙
が
示
す
よ
う
に
、
刃

部
の
反
り
具
合
に
応
じ
て
様
々
な
木
器
加
工
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
田
中

二
〇
一
七
）。
刃
部
長
か
ら
考
え
て
、
対
象
は
小
型
か
ら
中
型
の
木
器
が
中
心
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

鉇
Ⅰ
群
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
も
継
続
し
、
多
く
の
副
葬
例
が
認
め
ら
れ

る
（
第
８
図
１
～
３
）。
身
部
は
長
さ
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
副
葬
例
（
第

１
図
16
、
第
８
図
３
）
が
、
３
期
か
ら
６
期
に
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
前
期

の
「
削
り
小
刀
」（
第
８
図
７
）
や
中
期
の
著
し
く
長
刃
の
鉇
（
第
８
図
６
）
と
い
っ

た
特
殊
な
一
群
を
除
き
、
刃
部
は
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
こ
と
は
な
い
。
著
し

く
長
身
の
類
例
で
は
、
台
を
片
手
で
握
り
、
台
か
ら
は
み
出
し
た
身
下
部
（
基
部
）
に

片
手
を
添
え
、
か
な
り
刃
先
に
力
が
か
か
る
動
作
で
仕
上
げ
調
整
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

９
期
か
ら
10
期
を
境
に
、
鉇
Ⅰ
群
の
副
葬
例
は
比
較
的
少
数
と
な
り
、
短
茎
で
幅
広

の
刃
を
持
つ
鉇
Ⅱ
群
の
副
葬
例
（
第
５
図
13
・
14
、
第
９
図
１
・
２
）
が
列
島
の
広
域

で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
つ
づ
く
11
期
か
ら
12
期
に
は
、
長
茎
か
つ
長

刃
の
鉇
Ⅲ
群
（
第
９
図
３
）
が
西
日
本
の
広
域
で
認
め
ら
れ
る
。
先
述
の
八
日
市
地
方

遺
跡
出
土
品
が
、
も
と
も
と
は
中
国
大
陸
の
「
削
刀
」
に
起
源
を
も
つ
工
具
と
し
て
日

本
列
島
に
導
入
さ
れ
た
後
、
鉇
と
い
う
種
類
自
体
が
列
島
独
自
に
発
展
す
る
。
鉇
Ⅱ
群

第７図　八日市地方遺跡出土例

（中屋ほか 2019）

第８図 ９期までの鉇副葬例 (1/4)

１石川県加賀市分校マエ山（カン山）１

号墳　２京都府宇治市宇治二子山北墳南

槨　３大阪府富田林市真名井古墳　４岡

山県岡山市神宮寺山古墳　５大阪府和泉

市和泉黄金塚古墳　６岡山県総社市随庵

古墳　７栃木県那珂川町那須八幡塚古墳
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の
出
現
は
、
日
本
列
島
内
で
の
型
式
変
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代
か
ら
の
伝
世
品
で
あ
る
正
倉
院
宝
物
例
（
帝
室
博
物
館
一
九
四
四
：
第
四
十
図
）

は
、
鉇
Ⅱ
群
の
系
譜
に
連
な
る
と
考
え
ら
れ
、
木
柄
の
長
さ
は
お
よ
そ
一
三
～
二
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
こ
こ
か
ら
、
鉇
Ⅱ
群
の
使
用
動
作
は
、
両
手
で
柄
を
保
持
し

横
方
向
に
刃
を
動
か
す
と
い
う
点
で
は
、
鉇
Ⅰ
群
の
使
用
動
作
と
同
じ
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
鉇
Ⅰ
群
で
は
貫
通
す
る
鉄
身
が
動
作
の
軸
で
あ
り
木
製
台
は
当
て

具
で
あ
る
の
に
対
し
、
鉇
Ⅱ
群
・
Ⅲ
群
で
は
木
製
柄
の
小
口
に
鉄
刃
の
茎
を
挿
入
す
る

も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
短
茎
の
鉇
Ⅱ
群
は
、
Ⅰ
群
の
よ
う
に
刃
先
に
力
を
か
け
れ

ば
、
柄
が
折
れ
て
し
ま
う
の
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
鉇
Ⅱ
群
は
、
鋭
利
に
研
が
れ
た

刃
に
よ
る
、
平
滑
か
つ
薄
い
カ
ン
ナ
調
整
を
目
指
し
た
形
態
で
あ
り
、
対
象
物
と
し
て

は
建
築
材
あ
る
い
は
船
材
【
註
５
】
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
９
期
か
ら
10
期

の
鉇
の
形
態
変
化
は
、
木
工
技
術
の
画
期
的
な
転
換
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
二
）
有
茎
鋸
の
導
入

ま
た
、
有
茎
鋸
の
導
入
も
、
９
期
か
ら
10
期
に
か
け
て
の
鉄
製
工
具
の
画
期
を
構
成

す
る
大
き
な
変
化
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

日
本
列
島
に
お
け
る
最
古
の
鋸
副
葬
例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
前
期
前
葉
（
２
期
）

の
権
現
山
五
一
号
墳
（
第
11
図
２
：
近
藤
編
一
九
九
一
）
で
あ
る
。
本
例
は
、
薄
手
の

長
方
形
鉄
板
の
両
側
を
穿
孔
し
柄
を
取
り
付
け
る
、
無
茎
鋸
で
あ
る
。
そ
の
全
形
に
つ

い
て
、
伊
藤
実
は
、「
両
端
に
木
栓
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
て
、
こ
れ
を
Ｈ
形
に
組
ん

だ
木
枠
に
装
着
し
、
鋸
身
と
は
反
対
側
に
取
り
付
け
た
縄
を
振
っ
て
鋸
身
を
緊
張
さ
せ

た
枠
付
鋸
の
よ
う
な
も
の
」
を
想
定
し
て
い
る
（
伊
藤
一
九
九
三
：
五
四
九
頁
）。

無
茎
鋸
は
、
大
ぶ
り
な
施
溝
・
枘
挽
鋸
（
全
長
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅

三
～
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
：
筆
者
分
類
Ⅰ
群
）
と
、
小
ぶ
り
な
細
工
鋸
（
全
長
一

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
幅
一
・
五
～
二
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
：
筆
者
分
類
Ⅱ
群
）
と
の

二
群
が
併
存
し
つ
つ
（
魚
津
二
〇
一
五
）、
前
期

か
ら
中
期
の
古
墳
に
副
葬
さ
れ
る
（
伊
藤
前
掲
書
、

丹
下
一
九
九
五
）。

た
だ
し
、
７
期
以
降
、
特
殊
な
形
態
を
有
す
る

鋸
が
出
現
す
る
。
７
期
も
し
く
は
８
期
に
は
、
京

都
府
南
丹
市
岸
ヶ
前
二
号
墳
埋
葬
施
設
三
に
お
い

て
、
両
歯
で
片
方
に
茎
状
突
起
を
有
す
る
形
態
の

鋸
が
副
葬
さ
れ
る
（
第
10
図
：
門
田
編
二
〇
〇
一
）。

有
茎
鋸
の
初
現
例
と
も
捉
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
茎

状
突
起
は
図
面
上
側
の
歯
に
著
し
く
偏
っ
て
い

第９図　10 期以降の

鉇副葬例 (1/4)

１奈良県二塚古墳　２群

馬県伊勢崎市恵下古墳　

３愛媛県松山市東山鳶が

森４号墳　

第 10 図 岸ヶ前２号墳副葬鋸（門田編 2001）
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る
。
後
の
有
茎
鋸
の
よ
う
に
一
方
の
み
に
柄
を
つ

け
て
前
後
に
挽
く
に
は
、
い
さ
か
か
無
理
が
あ
り
、

茎
状
突
起
も
幅
が
狭
く
不
安
定
で
あ
る
。
図
面
左

側
の
先
端
も
欠
け
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
ち

ら
に
も
茎
状
突
起
を
復
元
す
る
余
地
が
あ
り
、
身

部
に
平
行
し
て
柄
が
付
く
一
種
の
枠
付
鋸
、
も
し

く
は
両
柄
鋸
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
。
本
例
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
観
察
を
踏
ま
え
た

関
連
資
料
と
の
比
較
も
必
要
で
あ
り
、
本
稿
で
は

保
留
し
て
お
き
た
い
。

前
章
に
て
示
し
た
よ
う
に
、
つ
づ
く
８
期
か
ら

９
期
に
か
け
て
、
奴
山
一
号
墳
に
、
両
側
に
Ｌ
字

状
の
腕
部
を
有
す
る
特
殊
な
形
態
の
無
茎
鋸
（
第

３
図
13
）
が
副
葬
さ
れ
る
。
腕
が
は
ね
上
が
る
形

態
か
ら
、
枠
付
鋸
も
し
く
は
両
柄
鋸
だ
と
考
え
ら

れ
る
も
の
の
、
岸
ヶ
前
二
号
墳
例
も
含
め
、
そ
の

系
譜
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
管
見
な
が
ら
、
腕
を

有
す
る
鋸
は
朝
鮮
半
島
に
類
例
が
見
出
せ
ず
、
そ

の
点
で
は
、
鉇
同
様
に
列
島
内
で
の
形
態
変
化
の

結
果
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
す
く
な

く
と
も
、
有
腕
と
い
う
形
態
は
、
切
削
長
に
加
え

て
切
削
深
度
を
確
保
す
る
意
図
が
あ
る
の
は
間
違

第 12 図　有茎鋸の副葬例（1/4）

１福岡県飯塚市小正西古墳　２福岡県宗像市城ヶ谷２号墳　３～４福岡県宗像市大井三倉２号墳　５福

岡県宗像市朝町百田Ｂ－２号墳　６～７福岡県宗像市須恵クヒの浦古墳　８福岡県宗像市大井三倉３号

墳　９福岡県宗像市大井三倉５号墳　10 ～ 11 福岡県宗像市城ヶ谷 56 号墳　12 ～ 13 兵庫県尼崎市園田

大塚山古墳　14 奈良県生駒郡平群町烏土塚古墳

第 11 図　無茎鋸の副葬例（1/4）

１・６～７：奈良県五條市五條猫塚古墳　２：兵庫県たつの市権現山 51 号墳　３：兵庫県加古川市行

者塚古墳　４：千葉県市原市草刈１号墳　５：兵庫県篠山市ずえが谷１号墳　８～９：大阪府藤井寺市

アリ山古墳

第 12 図　有茎鋸の副葬例（1/4）

１福岡県飯塚市小正西古墳　２福岡県宗像市城ヶ谷２号墳　３～４福岡県宗像市大井三倉２号墳　５福

岡県宗像市朝町百田Ｂ－２号墳　６～７福岡県宗像市須恵クヒの浦古墳　８福岡県宗像市大井三倉３号

墳　９福岡県宗像市大井三倉５号墳　10 ～ 11 福岡県宗像市城ヶ谷 56 号墳　12 ～ 13 兵庫県尼崎市園田

大塚山古墳　14 奈良県生駒郡平群町烏土塚古墳

第 11 図　無茎鋸の副葬例（1/4）

１・６～７：奈良県五條市五條猫塚古墳　２：兵庫県たつの市権現山 51 号墳　３：兵庫県加古川市行

者塚古墳　４：千葉県市原市草刈１号墳　５：兵庫県篠山市ずえが谷１号墳　８～９：大阪府藤井寺市

アリ山古墳
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い
な
か
ろ
う
。

後
続
し
て
有
茎
鋸
の
副
葬
が
開
始
さ
れ
る
。
代
表
的
な
10
期
の
副
葬
例
と
し
て
、
福

岡
県
飯
塚
市
小
正
西
古
墳
副
葬
例
（
第
12
図
１
）
や
兵
庫
県
尼
崎
市
園
田
大
塚
山
古
墳

副
葬
例
（
第
12
図
12
・
13
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
初
期
の
類
例
は
、
斜
関
が
あ
ま
り
明
確

で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
柄
が
身
と
一
直
線
に
接
続
す
る
有
茎
鋸
の
登
場
に
よ
っ
て
、
鋸

の
切
削
深
度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
さ
ら
に
は
、
切
削
で
は
な
く
、
切
断
に
用
い
ら

れ
る
局
面
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
無
茎
鋸
か
ら
有
茎
鋸
へ
の
変
化
は
、
鉇
Ⅱ
群

の
出
現
と
同
様
に
、
こ
の
時
期
に
建
築
材
あ
る
い
は
船
材
の
精
密
な
製
材
【
註
６
】
が

大
き
な
焦
点
と
な
っ
た
結
果
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
。

さ
ら
に
、
宗
像
地
域
に
お
い
て
は
11
期
か
ら
12
期
に
お
い
て
も
、
多
く
の
有
茎
鋸
が

副
葬
さ
れ
る
。
そ
の
類
例
と
し
て
は
、
宗
像
市
須
恵
ク
ヒ
の
浦
古
墳
（
第
11
図
６
・
７
）

と
い
っ
た
地
域
首
長
墳
と
し
て
の
前
方
後
円
墳
や
、
地
域
首
長
墳
と
同
一
墓
域
の
横
穴

式
石
室
墳
で
あ
る
新
原
・
奴
山
四
四
号
墳
（
第
６
図
13
）
だ
け
で
な
く
、
城
ヶ
谷
古
墳

群
（
第
12
図
２
、
10
・
11
）
や
大
井
三
倉
古
墳
群
（
第
12
図
３
・
４
、
８
・
９
）
の
よ

う
に
、
群
集
墳
ご
と
に
複
数
が
認
め
ら
れ
る
。
阿
南
翔
悟
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

鍛
冶
・
木
工
に
関
連
す
る
工
人
集
団
と
深
く
関
連
し
つ
つ
、
宗
像
地
域
に
お
け
る
有
茎

鋸
の
副
葬
が
継
続
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
阿
南
二
〇
一
三
）。
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

の
無
茎
鋸
の
副
葬
が
首
長
墳
中
心
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、
群
集
墳
に
お
け
る
有
茎

鋸
の
継
続
副
葬
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
。

以
上
の
よ
う
に
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
副
葬
品
が
先
駆
と
な
っ
た
鋸
の
形
態
変
化
は
、

鉄
製
工
具
の
画
期
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
広
域
に
及
ぶ
手
工
業
生
産
体
制
の
編

成
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

四
、
結
論
　

　
　
　
―
新
原
・
奴
山
古
墳
群
に
お
け
る
鉄
製
工
具
副
葬
の
意
義
―

こ
れ
ま
で
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
に
お
い
て
、
良
好
な
セ
ッ
ト
関
係
を
持
つ
鉄
製
工

具
が
継
続
し
て
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
、
鉇
や
鋸

の
機
能
変
化
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
変
化
は
、
斧
や
鑿
に

お
け
る
主
要
型
式
の
変
化
に
も
連
動
し
て
お
り
、
五
世
紀
末
の
鉄
製
工
具
の
画
期
を
構

成
す
る
。
そ
の
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
、
最
後
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

比
較
対
象
と
な
る
の
が
、
７
期
か
ら
９
期
に
ほ
ぼ
収
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
、
福
岡
県

朝
倉
市
古
寺
墳
墓
群
（
橋
口
編
一
九
八
二
・
一
九
八
三
）、
池
の
上
墳
墓
群
（
橋
口
編

一
九
七
九
）（
以
下
、古
寺
・
池
の
上
墳
墓
群
と
総
称
す
る
）
の
資
料
で
あ
る
（
第
13
図
）。

古
寺
・
池
の
上
墳
墓
群
は
、
陶
質
土
器
・
初
期
須
恵
器
な
ど
、
数
多
く
の
渡
来
系
統

に
属
す
る
副
葬
品
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
著
名
で
あ
り
（
朴
天
秀
一
九
九
五
）、
そ
の

点
で
は
新
原
・
奴
山
古
墳
群
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
副
葬
さ
れ
た
鉄
製
農
具
・
工
具

の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
明
確
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

古
寺
・
池
の
上
墳
墓
群
に
お
い
て
は
、
Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
や
曲
刃
鎌
Ⅰ
組
Ｂ
・
Ｃ
型
、	

Ⅱ
組
b
型
と
い
っ
た
、
渡
来
系
統
に
属
す
る
新
式
の
鉄
製
農
具
セ
ッ
ト
の
副
葬
が
多

数
を
占
め
る
。
鉄
製
工
具
は
、
鉄
柄
付
刀
子
や
無
茎
鋸
な
ど
、
注
目
す
べ
き
副
葬
例
も

含
む
も
の
の
、
鉄
製
農
具
に
比
べ
明
ら
か
に
少
数
で
あ
る
。
一
方
、
新
原
・
奴
山
古
墳

群
で
は
、
有
袋
斧
、 

有
茎
・
有
袋
鑿
、
鉇
、
鋸
と
い
っ
た
工
具
の
セ
ッ
ト
が
主
軸
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
対
比
を
な
す
原
因
と
し
て
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
造
墓
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第 13 図　古寺・池の上墳墓群における鉄製農具・工具副葬例

1・4・15・16：古寺６号土壙墓　2・12・20・24：古寺 19 号土壙墓　3・10・11：古寺 17 号土壙墓　

5：池の上Ｄ-7　6・17：池の上Ｄ-26　7：古寺１号土壙墓　8・19・26：池の上Ｄ-4　9・21：古寺 7 号

土壙墓　13・23：古寺 14 号土壙墓　14：古寺９号土壙墓　18・22・25：池の上Ｄ-3　27：池の上 1 号

墳 4号主体
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集
団
の
階
層
の
違
い
で
あ
る
。
新
原
・
奴
山
古
墳
群
が
、
宗
像
地
域
さ
ら
に
は
よ
り
広

域
の
首
長
墓
が
主
体
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
一
方
、
古
寺
・
池
の
上
墳
墓
群

に
つ
い
て
は
、
地
域
首
長
の
傘
下
に
あ
る
渡
来
人
集
団
の
墓
域
と
の
位
置
づ
け
が
な
さ

れ
て
い
る
（
高
田
二
〇
一
四
：
一
九
五
頁
）。
両
者
の
造
墓
集
団
に
は
、
明
ら
か
に
階

層
差
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
位
集
団
が
新
式
工
具
セ
ッ
ト
を
積
極
的
に
副
葬

し
、
よ
り
下
位
の
集
団
が
新
式
農
具
セ
ッ
ト
を
積
極
的
に
副
葬
す
る
と
の
想
定
が
成
り

立
つ
。

し
か
し
、
宗
像
地
域
で
は
有
茎
鋸
の
副
葬
が
10
期
以
降
も
継
続
し
、
地
域
首
長
墓
だ

け
で
な
く
同
一
群
集
墳
で
の
集
中
副
葬
も
存
在
す
る
こ
と
を
前
章
で
示
し
た
。
仮
に
、

当
初
は
上
位
集
団
の
み
に
新
式
工
具
セ
ッ
ト
を
副
葬
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

木
工
や
造
船
に
携
わ
っ
た
工
人
集
団
の
紐
帯
を
示
す
も
の
と
し
て
急
速
に
変
容
し
て

い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
新
式
の
鉄
製
農
具
セ
ッ
ト
は
、
８
期
か
ら
９
期
に
列
島
の
広
い
範

囲
に
急
速
に
拡
散
す
る
。
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、
先
に
も
触
れ
た
、
兵
庫
県
姫
路

市
姫
路
宮
山
古
墳
第
三
主
体
（
松
本
・
加
藤
一
九
七
三
）
と
い
っ
た
地
域
首
長
墓
へ
副

葬
さ
れ
る
と
同
時
に
、
集
落
近
辺
で
の
祭
祀
遺
構
に
も
供
献
さ
れ
る
点
で
、
大
き
な
社

会
的
広
が
り
を
呈
し
て
い
る
（
魚
津
二
〇
二
一
ｂ
）。
工
具
・
農
具
の
副
葬
志
向
の
違

い
は
、
階
層
差
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
と
結
論
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
複
雑
な
様
相
を
具
体
的
に
理
解
す
る
上
で
有
益
な
の
が
、
北
陸
地
方
に
お
け
る

Ｕ
字
形
鍬
鋤
先
副
葬
の
拡
散
に
つ
い
て
の
繰
納
民
之
の
想
定
で
あ
る
。
繰
納
は
、
甲
冑

副
葬
と
も
関
連
す
る
形
で
の
、「
あ
る
程
度
規
制
さ
れ
た
流
通
構
造
」
を
見
出
し
た
（
繰

納
二
〇
二
〇　

二
三
一
頁
）。
新
式
鉄
製
農
具
セ
ッ
ト
の
副
葬
は
、
波
及
当
初
は
階
層

表
示
の
側
面
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
は
多
面
的
な
要
因
の
も
と
で
各
地
に
受
容

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
前
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
五
世
紀
末
に
お
け
る
鉄
製
工
具
編
成
の
画
期
は
、

建
築
材
あ
る
い
は
船
材
の
精
密
な
製
材
と
深
い
関
連
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
。
新
原
・

奴
山
古
墳
群
に
お
け
る
新
式
鉄
製
工
具
セ
ッ
ト
の
副
葬
は
、
ひ
と
え
に
「
海
を
舞
台
と

し
た
人
間
活
動
」
の
結
実
で
あ
っ
た
。
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間

活
動
」
の
四
つ
の
区
分
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
新
式
鉄
製
工
具
セ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
た

の
は
「
海
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
人
・
も
の
・
情
報
の
や
り
と
り
」
に
よ
る
新
技
術

の
導
入
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
技
術
導
入
は
、「
列
島
各
地
の
海
域
で
、
あ
る
い
は

列
島
を
こ
え
て
渡
海
す
る
形
で
実
行
さ
れ
る
外
交
・
軍
事
活
動
」
と
表
裏
一
体
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
、
沖
ノ
島
を
望
む
海
域
に
接
し
て
築
造
さ
れ
た
「
海
の
古
墳
」
へ
の
新
式

鉄
製
工
具
セ
ッ
ト
の
副
葬
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
五
世
紀
末
に
お
け
る
鉄
製
工
具
編
成
の
画
期
を
示
し
つ
つ
、「
海
の
古
墳
」

と
し
て
新
原
・
奴
山
古
墳
群
が
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
鉄
製
工
具
副
葬
の
側
面
か
ら
考

察
を
試
み
た
。
本
稿
が
、
そ
の
目
的
を
ど
こ
ま
で
達
成
で
き
た
か
、
い
さ
さ
か
心
許
な

い
。
北
部
九
州
以
外
の
類
例
も
踏
ま
え
た
広
い
視
野
を
持
つ
諸
賢
の
批
判
や
検
討
を
仰

ぐ
と
と
も
に
、
木
工
技
術
が
本
来
対
象
と
す
る
木
器
の
様
相
も
含
め
、
さ
ら
な
る
資
料

精
査
を
自
ら
に
課
し
て
い
き
た
い
。
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た
だ
、
本
稿
で
、
中
期
後
半
の
渡
来
系
技
術
の
定
着
過
程
で
新
式
鉄
製
農
具
セ
ッ
ト

と
新
式
工
具
セ
ッ
ト
と
の
間
に
副
葬
意
義
の
差
異
が
生
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
該
期
の
社

会
構
造
の
影
響
の
も
と
で
列
島
各
地
で
変
容
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
せ
た
。
こ
れ
は
、

後
期
古
墳
に
お
け
る
鉄
製
農
具
・
工
具
副
葬
の
地
域
性
と
い
う
課
題
（
鈴
木
二
〇
一
六
）

の
解
明
の
糸
口
に
な
る
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

新
原
・
奴
山
古
墳
群
を
は
じ
め
と
す
る
宗
像
地
域
の
副
葬
資
料
は
、
五
世
紀
末
に
お

け
る
鉄
製
工
具
の
画
期
だ
け
で
な
く
、
六
世
紀
以
降
に
お
け
る
列
島
社
会
の
編
成
過
程

を
解
明
す
る
上
で
も
重
要
な
視
座
を
与
え
る
。こ
の
指
摘
を
本
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。

註１　
（
西
谷
一
九
五
九
）
で
は
「
鉄か

な

鎚づ
ち

」「
鉄か

な

鉗は
し

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

２　

本
例
は
８
期
に
属
す
る
と
み
な
し
て
い
る
も
の
の
、
農
具
を
欠
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
時

期
幅
を
も
た
せ
て
お
き
た
い
。

３　

短
茎
鉇
よ
り
長
茎
鉇
が
後
出
す
る
の
が
確
実
と
考
え
た
の
で
、
旧
稿
の
Ⅱ
群
と
Ⅲ
群
と
を

入
れ
か
え
、
Ⅱ
群
（
短
茎
鉇
）
Ⅲ
群
（
長
茎
鉇
）
と
順
序
を
揃
え
る
。

４　

第
一
章
で
引
用
し
た
よ
う
に
、（
古
瀬
一
九
九
一
）
で
は
、「
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
前

半
に
か
け
て
」
が
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
工
具
の
画
期
と
さ
れ
る
。
本
稿
の
対
象
時
期
よ

り
前
（
４
期
か
ら
６
期
）
で
あ
り
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

５　

船
材
も
含
め
た
の
は
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
な
ど
北
部
九
州
の
該
期
の
類
例
に
、
船
材
加

工
に
必
要
な
、
穿
孔
性
能
が
比
較
的
高
い
有
袋
鑿
が
目
立
つ
た
め
で
あ
る
。

６　

有
茎
鋸
副
葬
例
の
集
中
と
造
船
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、す
で
に
的
確
な
指
摘
が
あ
る
（
白

木
二
〇
一
一
、亀
田
二
〇
一
三
）。
本
稿
で
は
、鑿
や
鉇
の
型
式
構
成
も
加
え
た
、工
具
の「
道

具
立
て
」
の
次
元
で
先
行
研
究
を
補
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

引
用
・
参
照
文
献

阿
南
翔
悟　

二
〇
一
三　
「
九
州
出
土
鋸
に
つ
い
て
」『
福
岡
大
学
考
古
学
論
集
』
２　

福
岡
大
学

考
古
学
研
究
室　

二
六
五
―
二
七
五
頁

池
ノ
上
宏
（
編
）
二
〇
〇
一
『
新
原
・
奴
山
古
墳
群
Ⅱ
』
津
屋
崎
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
七

集　

津
屋
崎
町
教
育
委
員
会

伊
藤　

実 

一
九
九
三  

「
日
本
古
代
の
鋸
」『
考
古
論
集
』
潮
見
浩
先
生
退
官
記
念
論
集 

潮
見
浩
先

生
退
官
記
念
事
業
会  

五
三
五
―
五
六
一
頁

井
上
光
貞　

一
九
八
四　
「
古
代
沖
の
島
の
祭
祀
」『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
』　

東
京
大
学
出

版
会　

二
〇
八
―
二
四
五
頁

魚
津
知
克　

二
〇
一
五　
「
五
條
猫
塚
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
鉄
製
農
工
具
の
構
成
と
要
素
」『
五
條

猫
塚
古
墳
の
研
究
』
総
括
編　

奈
良
国
立
博
物
館　

三
五
一
―
三
六
四
頁

魚
津
知
克　

二
〇
一
七　
『
海
の
古
墳
』
研
究
の
意
義
、
限
界
、
展
望
」『
史
林
』
第
一
〇
〇
巻
第

一
号　

史
学
研
究
会　

一
七
八
―
二
一
一
頁

魚
津
知
克　

二
〇
一
八　
「
漁
具
資
料
か
ら
み
る
古
墳
時
代
の
生
業
様
相
、対
外
交
渉
、統
治
理
念
」

『
日
韓
交
渉
の
考
古
学
―
古
墳
時
代
―
』
最
終
報
告
書
論
考
編　
「
日
韓
交
渉
の
考
古
学
―
古
墳

時
代
―
」
研
究
会　
「
韓
日
交
渉
の
考
古
学
―
三
国
時
代
―
」
研
究
会　

六
九
四
―
七
〇
七
頁

魚
津
知
克　

二
〇
二
〇　
「
鉄
製
農
工
具
の
分
類
と
様
式
設
定
」『
中
期
古
墳
研
究
の
現
状
と
課
題

Ⅳ
』
中
国
四
国
前
方
後
円
墳
研
究
会
第
二
三
回
研
究
集
会
発
表
要
旨
集
・
資
料
集
成　

中
国
四

国
前
方
後
円
墳
研
究
会
第
二
三
回
研
究
集
会
実
行
委
員
会　

五
一
―
六
八
頁

魚
津
知
克　

二
〇
二
一
ａ　
「
鉄
製
農
具
・
工
具
研
究
史
か
ら
み
た
古
墳
時
代
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
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チ
」『
昼
飯
の
丘
に
集
う
』
中
井
正
幸
さ
ん
還
暦
記
念
論
集 

中
井
正
幸
さ
ん
の
還
暦
を
お
祝
い

す
る
会 
三
三
―
四
二
頁

魚
津
知
克　

二
〇
二
一
ｂ「
古
墳
時
代
祭
祀
遺
構
に
お
け
る
鉄
製
農
具
供
献
の
意
義
」『
技
と
慧
眼
』　

塚
本
敏
夫
さ
ん
還
暦
記
念
論
集
事
務
局　

六
七
―
七
八
頁

魚
津
知
克　

二
〇
二
三
「
後
期
古
墳
に
お
け
る
鉄
製
農
工
具
副
葬
の
背
景
」『
高
山
流
水
』
赤
澤

徳
明
さ
ん
退
職
記
念
論
集　

赤
澤
徳
明
さ
ん
退
職
論
集
刊
行
委
員
会　

三
二
五
―
三
三
四
頁

鎌
木
義
昌
（
ほ
か
） 

一
九
六
五　

 

『
長
福
寺
裏
山
古
墳
群
』　

長
福
寺
裏
山
古
墳
群
・
関
戸
廃
寺
跡

調
査
推
進
委
員
会

亀
田
修
一　

二
〇
一
三　
「
古
代
宗
像
の
渡
来
人
」『
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
再
検
討
』「
宗
像
・
沖

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
三　
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会

議　

四
三
―
六
五
頁

北
野
耕
平　

一
九
六
四 

「
野
中
ア
リ
山
古
墳
」『
河
内
に
お
け
る
古
墳
の
調
査
』
大
阪
大
学
文
学
部

国
史
研
究
室
研
究
報
告
第
一
冊　

大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室

北
野
耕
平
（
編
）
一
九
七
六　
『
河
内
野
中
古
墳
の
研
究
』
大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
研
究

報
告
第
二
冊　

大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室

近
藤
義
郎
（
編
）
一
九
九
一　
『
権
現
山
51
号
墳
』　
『
権
現
山
51
号
墳
』
刊
行
会

佐
々
木
隆
彦
（
編
）
二
〇
一
三　
『
奴
山
正
園
古
墳
』
福
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
集　

福

津
市
教
育
委
員
会

嶋
田
光
一　

一
九
九
一
「
櫨
山
古
墳
の
再
検
討
」『
古
文
化
談
叢
』
児
島
隆
人
先
生
喜
寿
記
念
論

集　

児
島
隆
人
先
生
喜
寿
記
念
事
業
会　

五
〇
七
―
五
五
八
頁

白
木
英
敏　

二
〇
一
一
「
宗
像
海
人
集
団
の
動
向
」『
学
術
研
究
集
会　

海
の
古
墳
を
考
え
る
』　

海
の
古
墳
を
考
え
る
会　

七
九
―
八
七
頁

末
永
雅
雄
・
島
田　

曉
・
森
浩
一　

一
九
五
四　
『
和
泉
黄
金
塚
古
墳
』
日
本
考
古
学
報
告
第
五

冊　

綜
藝
舎

鈴
木
一
有　

二
〇
一
六　
「
中
原
四
号
墳
か
ら
出
土
し
た
生
産
用
具
が
提
起
す
る
間
題
」『
伝
法　

中
原
古
墳
群
』
富
士
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
五
九
集　

富
士
市
教
育
委
員
会　

二
二
一
―

二
四
八
頁 

繰
納
民
之　

二
〇
二
〇　
「
考
察
―
河
田
山
古
墳
出
土
鉄
製
品
の
様
相
―
」『
河
田
山
古
墳
群
』　

小
松
市
教
育
委
員
会　

二
一
五
―
二
三
六
頁

高
田
貫
太　

二
〇
一
四　
『
古
墳
時
代
の
日
朝
関
係
』　

吉
川
弘
文
館

伊
達
宗
泰
（
編
）
一
九
七
七　
『
メ
ス
リ
山
古
墳
』
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第

三
五
冊　

奈
良
県
教
育
委
員
会

田
中　

謙　

二
〇
一
七　
「
木
工
具
」『
モ
ノ
と
技
術
の
古
代
史
』
金
属
編　

吉
川
弘
文
館　

一
三

―
五
一
頁

丹
下
昌
之　

一
九
九
五　
「
古
代
遺
跡
出
土
鋸
の
研
究
」『
民
具
研
究
』
日
本
民
具
学
会　

一
一
〇　

一
―
一
八
頁

帝
室
博
物
館　

一
九
四
四　
『
正
倉
院
御
物
図
録
』
第
一
五

中
屋
克
彦
（
ほ
か
編
）
二
〇
一
九　
『
小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
』　

石
川
県
教
育
委
員
会

西
谷
眞
治　

一
九
五
九　
「
農
民
の
生
活
」『
世
界
考
古
学
大
系
』
三　

平
凡
社　

五
一
―
六
六
頁

西
谷
眞
治
・
鎌
木
義
昌　

一
九
五
九　
『
金
蔵
山
古
墳
』
倉
敷
考
古
館
研
究
報
告
第
一
冊　

倉
敷

考
古
館

野
島　

永　

二
〇
〇
九　
『
初
期
国
家
形
成
過
程
の
鉄
器
文
化
』　

雄
山
閣

朴
天
秀　

一
九
九
五　
「
渡
来
系
文
物
か
ら
み
た
伽
耶
と
倭
に
お
け
る
政
治
的
変
動
」『
待
兼
山
論

叢
』
第
二
九
号　

大
阪
大
学
文
学
部　

五
三
―
八
四
頁
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橋
口
達
也
（
編
）
一
九
七
九　
『
池
の
上
墳
墓
群
』
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
集　

甘
木

市
教
育
委
員
会

橋
口
達
也
（
編
）
一
九
八
二　
『
古
寺
墳
墓
群
』
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
集　

甘
木

市
教
育
委
員
会

橋
口
達
也
（
編
）
一
九
八
三　
『
古
寺
墳
墓
群
Ⅱ
』
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
五
集　

甘

木
市
教
育
委
員
会

橋
口
達
也
（
編
）
一
九
八
九　
『
新
原
・
奴
山
古
墳
群
』
津
屋
崎
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
集　

津
屋
崎
町
教
育
委
員
会

原
秀
三
郎
（
編
）
一
九
九
五
『
遠
江　

堂
山
古
墳
』　

磐
田
市
教
育
委
員
会

樋
上　

昇
・
田
中　

謙
・
鶴
来
航
介　

二
○
一
八　
「
木
製
品
か
ら
み
た
金
属
製
工
具
の
使
用
」『
鉄

器
招
来
』
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
開
館
二
○
周
年
記
念
講
座
当
日
資
料　

三
七
―
四
六

頁
平
井
洸
史　

二
〇
二
一　
「
古
墳
時
代
鉄
製
工
具
の
様
式
的
展
開
」『
古
代
吉
備
』
第
三
二
集　

古

代
吉
備
研
究
会　

四
六
―
六
六
頁

古
瀬
清
秀　

一
九
七
四　
「
古
墳
時
代
鉄
製
工
具
の
研
究
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
六
〇
巻
二
号　

日

本
考
古
学
会　

三
一
―
五
六
頁

古
瀬
清
秀　

一
九
七
七　
「
古
墳
出
土
の
鉇
の
形
態
的
変
遷
と
そ
の
役
割
」『
考
古
論
集
』
慶
祝
松

崎
寿
和
先
生
六
十
三
歳
論
文
集　

松
崎
寿
和
先
生
退
官
記
念
事
業
会　

二
五
七
―
二
七
〇
頁

古
瀬
清
秀　

一
九
九
一　
「
農
工
具
」『
古
墳
時
代
の
研
究
』
第
八
巻　

古
墳
Ⅱ　

副
葬
品　

雄
山

閣
出
版　

七
一
―
九
一
頁

松
本
正
信
・
加
藤
史
郎　

一
九
七
三
『
宮
山
古
墳
第
二
次
発
掘
調
査
概
報
』
姫
路
市
文
化
財
調
査

報
告
Ⅳ　

姫
路
市
教
育
委
員
会

三
木
文
雄
・
村
井
嵓
雄
一
九
五
七　
『
那
須
八
幡
塚
』　

小
川
町
古
代
文
化
研
究
会

森
田
喜
久
男　

二
〇
〇
九　
『
日
本
古
代
の
王
権
と
山
野
河
海
』　

吉
川
弘
文
館

門
田
誠
一
（
編
）
二
〇
〇
一　
『
園
部
岸
ヶ
前
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
』　

佛
教
大
学
校
地
調
査

委
員
会

山
口
譲
治
・
吉
留
秀
敏
・
渡
辺
芳
郎
（
編
） 

一
九
八
九 

『
老
司
古
墳
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
第
二
〇
九
集　

福
岡
市
教
育
委
員
会

山
田
昌
久　

二
〇
一
二　
「
木
工
技
術
と
森
林
利
用
」 『
木
の
考
古
学 

出
土
木
製
品
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
』　

海
青
社　

三
二
八
―
三
三
六
頁

図
面
出
典
（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
て
記
載
し
た
も
の
以
外
）　

第
３
図　

１
～
３
、５
～
６
、９
～
16　
（
橋
口
編
一
九
八
九
）
を
実
見
の
う
え
一
部
改
変　

／
４
・

７
～
８　

筆
者
実
測
（
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）

第
６
図　

１
・
９　

筆
者
実
測
（
福
津
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）
／
２
～
８
、
10
～
13　
（
池
ノ
上

編
二
〇
〇
一
）
を
実
見
の
う
え
一
部
改
変　

第
８
図　

１　

加
賀
市
教
育
委
員
会 

一
九
七
九
『
分
校
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
／
２　

杉
本　

宏

（
編
）
一
九
九
一
『
宇
治
二
子
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
宇
治
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
冊　

宇
治
市
教
育
委
員
会
／
３　

北
野
耕
平
一
九
六
四 

「
富
田
林
真
名
井
古
墳
」『
河
内
に
お
け
る
古

墳
の
調
査
』
大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
研
究
報
告
第
一
冊　

大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究

室
／
４　

鎌
木
義
昌 

一
九
六
二「
古
墳
時
代
」『
岡
山
市
史
』古
代
篇　

岡
山
市
役
所
／
５　
（
末

永
・
島
田
・
森 

一
九
五
四
）
／
６　

鎌
木
義
昌
（
編
）
一
九
六
五
『
随
庵
古
墳
』　

総
社
市
教

育
委
員
会
／
７　
（
三
木
・
村
井 

一
九
五
七
）

第
９
図　

１　

上
田
宏
範
・
北
野
耕
平
・
伊
逹
宗
泰
・
森　

浩
一 

一
九
六
二
『
大
和
二
塚
古
墳
』

奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
一
冊　

奈
良
県
教
育
委
員
会
／
２　

小
野
山
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節
・
本
村
豪
章
一
九
八
〇
「
上
毛
野
・
伊
勢
崎
市
恵
下
古
墳
出
土
の
ガ
ラ
ス
玉
と
須
恵
器
と
馬
具
」

『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
五
七　

東
京
国
立
博
物
館　

四
―
三
一
頁
／
３　

筆
者
実
測
（
松
山
市

考
古
館
所
蔵
）

第
10
図　

１
・
６
・
７　

吉
澤　

悟
・
川
畑　

純
・
初
村
武
寛
（
編
）
二
〇
一
四
『
五
條
猫
塚
古

墳
の
研
究　

報
告
編
』　

奈
良
国
立
博
物
館
／
２　
（
近
藤
一
九
九
一
）
／
３　

加
古
川
市
教
育

委
員
会
（
編
）
一
九
九
七　
『
行
者
塚
古
墳
発
掘
調
査
概
報
』
加
古
川
市
文
化
財
調
査
報
告
書

一
五　

加
古
川
市
教
育
委
員
会
／
４　

田
井
知
二 

一
九
九
七
『
千
原
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
７
』
千

葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
第
二
九
五
集　

千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
／
５　

多
賀
茂
治 

二
〇
一
三
「
ず
え
が
谷
古
墳
群
の
調
査
」『
三
釈
迦
山
北
麓
遺
跡
群
』
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報

告
第
四
五
三
冊
／
８　
（
北
野
一
九
六
四
）

第
11
図　

１　

毛
利
哲
久
（
編
）
二
〇
〇
〇
『
小
正
西
古
墳
』
穂
波
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一

二
集　

穂
波
町
教
育
委
員
会　

２
～
11
渡
辺　

誠
（
編
）
一
九
九
七　
『
考
古
資
料
ソ
フ
テ
ッ

ク
ス
写
真
集
』
第
六
集　

名
古
屋
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
／
12
～
13
梅
原
末
治
・
小
林
行

雄 

一
九
四
一「
園
田
村
大
塚
山
古
墳
と
そ
の
遺
物
」『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』

第
一
五
輯　

兵
庫
県　

／
14
伊
達
宗
泰
（
ほ
か
）
一
九
七
二　
『
烏
土
塚
古
墳
』
奈
良
県
史
跡

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
七
冊　

奈
良
県
教
育
委
員
会

第
13
図　

１
・
４
・
７
・
９
、
14
～
16
、
21　
（
橋
口
編
一
九
八
二
）

２
・
３
、
10
～
13
、
23
～
24　
（
橋
口
編
一
九
八
三
）

５
～
６
、
８
、
17
～
19
、
22
、
25
～
27　
（
橋
口
編
一
九
七
九
）
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瀬
戸
内
航
路
の
神
々
と
倭
王
権
　

｜

住
吉
・
大
山
積
・
宗
像

｜

森
田
　
克
行

一
　
古
代
の
瀬
戸
内
航
路

瀬
戸
内
は
日
本
最
大
の
内
海
で
、
七
〇
〇
以
上
の
島
が
浮
か
ぶ
多
島
海
で
も
あ
る
。

先
史
時
代
で
は
、
九
州
に
伝
わ
っ
た
稲
作
文
化
の
東
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
が
、
ま
ず
も
っ
て
特
筆
さ
れ
る
し
、
と
り
わ
け
邪
馬
台
国
の
時
代
を
含
め
た
古
墳
時

代
以
降
は
、
倭
の
王
権
の
枢
要
地
で
あ
る
畿
内
地
域
と
九
州
と
の
往
還
航
路
と
し
て
、

交
易
に
加
え
て
軍
事
、
外
交
の
道
筋
と
し
て
の
位
置
付
け
が
大
き
い
。
し
か
も
、
そ
の

先
に
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
へ
通
じ
る
渡
航
海
路
が
直
結
し
て
い
る
の
が
、
瀬
戸
内
航

路
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
瀬
戸
内
海
」
の
呼
称
は
明
治
時
代
以
来
の
こ
と
で
、
内
実
は
瀬
戸
の
内

海
で
あ
る
。
一
般
用
語
と
し
て
の
「
瀬
戸
」
は
相
対
し
た
陸
地
が
迫
る
海
峡
の
意
で
、

「
内
海
」
は
海
峡
に
よ
っ
て
外
洋
と
繋
が
っ
て
い
る
海
域
を
さ
す
。「
瀬
戸
内
海
」
と
は

ま
さ
に
言
い
得
て
妙
で
あ
る
が
、
古
代
に
瀬
戸
内
全
体
を
汎
称
し
た
用
語
は
寡
聞
に
し

て
知
ら
な
い
。『
万
葉
集
』

（
１
）

巻
六
に
［
天
平
三
（
七
三
一
）
年
］
冬
十
二
月
、
大
宰

帥
大
伴
（
旅
人
）
卿
の
京
に
上
る
時
に
、（
児
島
）
娘
子
の
作
る
歌
の
一
首
0
9
6
6 

（『
国
歌
大
観
』
整
理
番
号
、
以
下
同
様
）
と
し
て
、

倭
道
は
　
雲
隠
り
た
り
　
し
か
れ
ど
も
　
我
が
振
る
袖
を
　
無
禮
し
と
思
ふ
な

と
、
大
納
言
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
帰
京
す
る
大
伴
卿
の
和
う
る
歌
0
9
6
7
の

倭
道
の
　
吉
備
の
児
島
を
　
過
ぎ
て
行
か
ば
　
筑
紫
の
児
島
　
思
ほ
え
む
か
も

の
二
首
一
対
が
あ
り
、
ま
た
巻
十
二
に
は
相
聞
歌　

別
れ
を
悲
し
ぶ
る
歌
3
2
0
6

と
し
て

筑
紫
道
の 

荒
礒
の
玉
藻
　
刈
る
と
か
も
　
君
が
久
し
く
　
待
て
ど
来
ま
さ
ぬ

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
意
は
い
ま
措
く
と
し
て
、
当
時
の
瀬
戸
内
航
路
の
こ
と
を
、

さ
き
の
二
首
は
倭
に
向
か
う
海
路
と
の
見
立
て
で
「
倭
道
」
と
詠
み
、
あ
と
の
一
首
は

筑
紫
か
ら
の
海
路
と
の
認
識
で
「
筑
紫
道
」
と
詠
ん
で
い
る
の
が
興
味
深
い
。
思
う
に
、

古
代
の
瀬
戸
内
航
路
全
体
を
俯
瞰
し
た
名
称
は
、
殊
更
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
　
倭
王
権
の
拠
点
港
、
難
波
津
の
生
成
（
軍
事
、
外
交
、
交
易
）

（
一
）
古
代
の
大
河
内
と
摂
津
の
枠
組

律
令
時
代
の
摂
河
泉
の
版
図
に
つ
い
て
、
も
と
も
と
は
大
河
内
地
域
と
し
て
あ
っ
た

も
の
が
分
割
さ
れ
て
、
結
果
的
に
三
か
国
に
な
っ
た
と
の
考
え
は
早
く
か
ら
あ
る
。
就

中
、
和
泉
が
霊
亀
二
（
七
一
六
）
年
の
和
泉
監
の
設
置
（『
続
日
本
紀
』）
を
契
機
に
国

に
格
上
げ
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
さ
き
だ
つ
摂
津
地
域
の
分
割
は
、
本
来
、
凡
河
内
氏

が
奉
斎
し
て
い
た
と
さ
れ
る
式
内
河
内
国
魂
神
社
が
摂
津
の
領
域
で
あ
る
菟
原
郡（
現
、

神
戸
市
）
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
類
推
し
得
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
丹
後
国
で
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軸
と
し
た
交
易
、
外
交
、
軍
事
の
要
と
な
る
大
規
模
な
津
は
設
営
で
き
な
か
っ
た
。
盆

地
内
に
扇
の
よ
う
に
広
が
る
大
和
川
の
水
系
は
、
そ
の
流
末
が
大
阪
平
野
に
通
じ
る
も

の
の
、
亀
瀬
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
途
の
淵
や
瀬
が
多
く
舟
運
に
は
適
し
て
い
な

か
っ
た

（
３
）

。
そ
れ
は
後
世
も
同
じ
で
、
律
令
期
の
大
和
川
水
系
に
は
公
的
に
管
理
さ
れ

た
河
津
が
一
切
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

一
方
、
低
丘
陵
の
平
城
（
奈
良
）
山
を
北
に
越
え
た
と
こ
ろ
に
流
れ
る
木
津
川
は
、

や
が
て
宇
治
川
、
桂
川
と
合
流
し
、
淀
川
と
な
っ
て
大
阪
湾
に
至
る
。
泉
津
（
木
津
）

か
ら
淀
川
河
口
ま
で
瀬
は
な
く
、
律
令
期
の
河
港
が
泉
津
か
ら
山
崎
津
を
経
て
難
波
津

ま
で
八
か
所

（
４
）

あ
り
、
水
運
の
盛
ん
な
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
古
墳
時
代

に
目
を
向
け
れ
ば
、
平
城
山
の
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
こ
の
流
域
に
分

布
す
る
上
人
ケ
平
五
号
（
木
津
川
市
）、
鞍
岡
山
三
号
（
精
華
町
）、
久
津
川
車
塚
（
城

陽
市
）、
今
城
塚
（
高
槻
市
）
な
ど
、
前
期
か
ら
後
期
に
い
た
る
諸
古
墳
か
ら
、
円
筒

埴
輪
に
ヘ
ラ
描
き
さ
れ
た
船
絵
資
料
が
頻
出

（
５
）

し
て
い
て
、
畿
内
の
他
地
域
に
は
み

ら
れ
な
い
特
段
の
在
り
様
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
木
津
川
・
淀
川
ル
ー
ト
の
重
要
性
は
、
邪
馬
台
国
や
初
期
倭
王
権
の
時
代

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
椿
井
大
塚
山
（
木
津
川
市
）、
芝
ケ
原
12
号
（
城
陽
市
）、
安
満

宮
山
（
高
槻
市
）、
岡
本
山
（
高
槻
市
）
な
ど
、
幾
多
の
古
式
古
墳
の
展
開
が
そ
の
こ
と

を
自
ず
と
証
明
す
る
。
近
年
で
は
向
日
市
の
五
塚
原
古
墳
が
当
初
期
の
古
墳
と
判
断

（
６
）

さ
れ
、
木
津
川
・
淀
川
筋
の
乙
訓
あ
た
り
か
ら
派
生
す
る
陸
路
で
亀
岡
盆
地
、
福
知
山
、

そ
し
て
丹
後
半
島
へ
抜
け
る
丹
波
ル
ー
ト
（
太
迩
波
路
）
の
起
点
と
し
て
の
位
置
を
占

め
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（
７
）

。
こ
の
二
つ
の
ル
ー
ト
の
目
的
地
は
、
ど
ち
ら
も

朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
だ
が
、
外
海
の
日
本
海
沿
岸
を
進
む
丹
波
ル
ー
ト
に
対
し
、
瀬

あ
っ
た
京
丹
後
市
峰
山
町
に
丹
波
の
地
名
が
い
ま
に
残
る
の
と
同
様
、
早
く
に
創
建
さ

れ
た
社
寺
や
旧
地
名
が
の
ち
の
分
国
、
分
郡
の
あ
お
り
を
喰
っ
た
遺
称
で
、
あ
り
が
ち

な
こ
と
だ
。
お
そ
ら
く
大
河
内
か
ら
倭
王
権
の
直
轄
港
を
管
理
す
る
た
め
の
行
政
区
、

す
な
わ
ち
「（
国
家
的
な
）
津
を
押
さ
え
る
」
た
め
の
摂
津
の
範
囲
が
切
り
取
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。
制
度
的
な
分
割
時
期
は
明
確
で
な
い
も
の
の
、『
記
紀
』

（
２
）

に
明
示
さ
れ

る
墨
之
江
津
や
難
波
津
の
成
立
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
５
世
紀
段
階
で
王

権
の
梃
入
れ
に
よ
る
実
質
的
な
差
配
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
神
功
紀
の
住
吉
の
大
津
を
先
駆
け
と
し
て
、
応
神
紀
の
大
隅
宮
、
武

庫
水
門
、
仁
徳
紀
の
高
津
宮
、
難
波
堀
江
（

≒

墨
之
江
津
）、
淀
川
左
岸
の
茨
田
堤
（
淀

川
両
岸
部
は
実
質
的
に
摂
津
領
域
と
認
識
）
の
伝
承
が
あ
り
、
そ
の
後
で
は
継
体
紀
の

淀
川
左
岸
の
樟
葉
宮（
同
様
に
摂
津
領
域
）、淀
川
右
岸
の
藍
野
陵
の
造
営
な
ど
が
あ
る
。

と
り
わ
け
淀
川
河
口
部
を
中
心
と
す
る
南
摂
の
領
域
に
は
、
二
つ
の
王
宮
と
と
も
に
住

吉
の
大
津
、
墨
之
江
津
、
難
波
堀
江
が
含
ま
れ
る
点
が
重
要
だ
。
通
常
、
国
境
の
線
引

き
は
分
水
嶺
を
は
じ
め
、
大
河
や
海
峡
、
岬
な
ど
、
自
然
地
形
に
依
拠
し
た
境
界
を
設

定
す
る
の
が
基
本
。
摂
津
で
は
、
北
摂
、
西
摂
の
北
辺
ラ
イ
ン
は
そ
の
例
に
漏
れ
な
い

が
、
南
摂
だ
け
は
そ
の
基
本
を
逸
脱
し
た
人
為
的
な
線
引
き
に
よ
る
領
域
設
定
（
上
町

台
地
北
半
部
の
切
り
取
り
と
摂
津
へ
の
組
み
入
れ
）
が
画
策
さ
れ
て
い
て
、
外
交
や
軍

事
面
で
不
可
欠
な
港
津
を
直
轄
し
よ
う
と
す
る
倭
王
権
の
思
惑
が
う
か
が
え
る
。
の
ち

の
律
令
期
の
摂
津
職
の
設
置
も
同
様
で
、
ま
さ
に
政
策
的
な
措
置
だ
っ
た
。

（
二
）
淀
川
河
口
＝
瀬
戸
内
海
東
端
に
あ
っ
た
倭
王
権
の
外
港

倭
王
権
は
奈
良
盆
地
の
東
南
部
を
拠
点
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
地
域
に
は
水
運
を
基
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戸
内
に
直
接
つ
な
が
る
淀
川
ル
ー
ト
が
倭
王
権
の
主
要
路
に
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な

い
。

（
三
）『
住
吉
大
社
神
代
記
』
の
長
柄
船
瀬
と
『
延
喜
式
』
の
「
遣
唐
使
時
奉
幣
」
祝
詞

の
那
我
良
船
居

さ
て
主
要
路
の
淀
川
ル
ー
ト
が
は
じ
め
て
海
域
に
接
す
る
河
口
部
に
、
外
航
船
が
係

留
さ
れ
る
に
足
る
規
模
の
港
津
が
設
営
さ
れ
た
こ
と
は
、
論
を
待
た
な
い
。
筆
者
は
か

ね
て
よ
り
、
奈
良
盆
地
は
倭
王
権
の
奥
座
敷
、
淀
川
河
口
の
港
津
が
表
玄
関
で
、
こ
の

両
方
が
相
ま
っ
て
こ
そ
の
倭
王
権
の
本
体
、
と
捉
え
て
い
る

（
８
）

。
奈
良
時
代
の
京
職

と
摂
津
職
の
構
図
を
先
取
り
し
た
か
た
ち
だ
。
こ
の
思
考
の
も
と
、
以
前
に
田
中
卓
が

考
定
し
た
『
住
吉
大
社
神
代
記
』（
天
平
三
年
原
撰
、
以
下
、『
神
代
記
』
と
略
す
）
所

収
の
長
柄
船
瀬
の
範
囲

（
９
）

を
、
梶
山
彦
太
郎
ら
が
作
成
し
た
河
内
湖
Ⅰ
・
Ⅱ
の
地
形

図
（
10
）

に
落
と
し
込
み
、
大
規
模
な
天
満
砂
州
の
東
側
一
帯
に
ひ
ろ
が
る
港
津
の
復
元

を
思
い
描
い
た

（
11
）

。
そ
れ
は
長
柄
船
瀬
が
じ
つ
は
墨
之
江
津
（
住
吉
津
）
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
す
る
概
念
図
で
、そ
の
後
の
難
波
津
の
前
段
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

あ
わ
せ
て
住
吉
津
が
現
在
の
住
吉
大
社
の
西
浜
に
あ
っ
た
と
す
る
通
説
を
否
定
す
る
も

の
だ
っ
た
。

今
回
、
概
念
図
の
再
提
示
に
あ
た
り
、
淀
川
デ
ル
タ
の
規
模
を
補
正
し
た
想
定
図

（
12
）

を
援
用
し
つ
つ
、
上
町
台
地
の
北
側
に
延
伸
す
る
天
満
砂
州
に
つ
い
て
は
難
波
の
堀
江

の
開
削
を
事
実
と
す
る
立
場
か
ら
作
成
し
た
。
時
期
別
の
三
枚
の
概
念
図
に
記
入
し
た

住
吉
（
澄
之
江
）、
鞆
淵
、
長
峡
（
長
柄
）、
長
柄
船
瀬
、
住
吉
津
、
難
波
津
、
高
津
宮

な
ど
の
用
語
は
関
連
史
料
に
拠
っ
て
い
る
。
以
下
、
解
説
す
る
。

ま
ず
は
『
神
代
記
』
所
収
の
「
長
柄
船
瀬
本
記
」
で
、
船
瀬
の
範
囲
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち

 

四
至
　
東
限
、
高
瀬
・
大
庭
。
南
限
、
大
江
。
西
限
、
鞆
淵
。
北
限
、
川
堓
。
右

の
船
瀬
の
泊
は
遣
唐
貢
朝
使
の
貢
物
を
積
む
船
舫
の
泊
を
造
ら
む
欲
と
、
天
皇
の
念
行

へ
る
時
に
、大
神
の
調
へ
賜
わ
く『
我
、長
柄
船
瀬
を
造
り
て
進
ら
む
。』と
造
り
□（
奉
）

な
り
。

と
あ
る
。
こ
の
う
ち
高
瀬
、
大
庭
は
守
口
市
、
鞆
淵
（
友
渕
）
は
大
阪
市
都
島
区
に

遺
称
地
名
が
み
ら
れ
、
川
堓
は
長
柄
川
の
川
岸
で
旧
淀
川
筋
、
大
江
は
大
東
市
住
道
か

ら
西
流
す
る
寝
屋
川
と
さ
れ
た
。
お
お
む
ね
妥
当
な
見
解
で
、
実
際
に
川
岸
は
吹
田
市

南
辺
に
そ
の
地
名
が
残
り
、
大
江
に
つ
い
て
は
寝
屋
川
の
下
流
に
も
相
当
す
る
八
軒
家

浜
あ
た
り
の
大
川
筋
を
含
め
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
長
柄
船
瀬
に
つ
い
て
、
田
中
は
『
延
喜
式
』
の
「
遣
唐
使
時
奉
幣
」
祝
詞
の
新

解
釈
を
披
露
し
、
卓
見
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち

皇
御
孫
尊
の
御
命
を
以
て
　
住
吉
に
称
辞
竟
へ
奉
る
皇
神
等
の
前
に
申
し
賜
は
く
　

大
唐
に
使
遣
さ
む
と
為
る
に
　
船
居
無
き
に
依
り
て
　
播
磨
国
よ
り
船
に
乗
る
と
為
て
　

使
は
遣
さ
む
と
所
念
行
す
間
に
　
皇
神
の
命
以
て
　
船
居
は
吾
作
ら
む
と
教
へ
悟
し
給

ひ
き
　
教
へ
悟
し
給
ひ
那
我
良
　
船
居
作
り
給
へ
れ
ば
　
悦
び
嘉
し
み
　
礼
代
の
幣
帛

を
官
位
姓
名
に
捧
げ
持
た
し
め
て
　
進
奉
ら
く
と
申
す

の
傍
線
部
分
の
解
釈
に
つ
い
て
、
本
文
中
の
「
那
我
良
」
を
、
同
じ
く

「
遷

た
た
る
か
み
を
う
つ
し
や
る

却
祟
神
」
祝
詞
な
ど
の
割
書
の
助
詞
「
奈
我
良
」
と
同
様
に
理
解
し
て
き
た
の
は

先
人
の
失
考
で
あ
り
、「
教
へ
悟
し
給
ひ　

那
我
良
船
居
作
り
給
へ
れ
ば
」
と
（
固
有
）

名
詞
と
し
て
判
読
す
べ
し
と
し
た
。
詳
し
く
は
氏
の
論
考
に
譲
る
と
し
て
、
要
点
を
記
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こ
の
う
ち
百
済
郡
は
上
町
台
地
東
南
部
一
帯
と
さ
れ
、
長
屋
王
邸
出
土
の
「
百
済
郡
」

銘
木
簡
の
検
討
な
ど
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
は
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
端
緒
は

天
智
三
（
六
六
四
）
年
の
百
済
善
光
王
の
居
住
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
生
郡
は

上
町
台
地
北
東
部
、
西
成
郡
は
同
じ
く
台
地
北
西
部
に
比
定
さ
れ
、『
続
日
本
紀
』
天

平
六
（
七
三
四
）
年
条
記
載
の
難
波
宮
東
西
二
郡
に
相
当
す
る
。
東
生
と
西
成
の
立
郡

の
経
緯
は
不
詳
だ
が
、
東
西
に
分
郡
す
る
以
前
の
成
郡
（
評
）
が
想
定
さ
れ
る
な
ら
、

ナ
リ
に
つ
い
て
は
、
雄
略
紀
二
十
一
年
条
に
み
ら
れ
る
百
済
の
「
久こ

麻む

那な

利り

（
熊
津
）」

の
類
推
か
ら
、「
津
」
を
指
す
と
の
考
え
も
あ
な
が
ち
否
定
で
き
な
い
。
だ
と
し
た
ら

そ
の
津
は
、
東
生
、
西
成
の
二
郡
の
分
郡
が
大
宝
律
令
施
行
期
で
あ
れ
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
前
期
難
波
宮
造
営
期
で
あ
れ
、
時
期
的
に
も
、
地
理
的
に
も
難
波
津
を
指
す
こ
と
に

な
る
。
た
だ
、い
ま
こ
こ
で
は
広
大
な
住
吉
地
域
（
住
吉
評
）
の
北
部
の
一
画
を
割
き
、

東
生
郡
、
西
成
郡
、
東
部
の
一
画
に
百
済
郡
が
生
起
し
た
と
す
る
事
実
経
過
を
強
く
推

認
し
た
い
。

（
四
）『
記
紀
』
に
み
る
淀
川
河
口
部
の
津

前
述
し
た
住
吉
地
域
の
大
枠
の
も
と
に
、あ
ら
た
め
て
淀
川
河
口
部
の
津
の
変
遷
を
、

記
紀
伝
承
、
と
り
わ
け
書
紀
紀
年
の
記
載
順
に
素
描
し
て
み
た
い
。『
神
功
紀
』
摂
政

元
年
二
月
条
に
、新
羅
を
討
っ
た
皇
后
が
海
路
（
瀬
戸
内
）
よ
り
京
に
向
か
っ
た
と
き
、

麛
坂
王
、
忍
熊
王
（
仲
哀
天
皇
の
御
子
）
が
策
謀
し
一
行
を
待
ち
受
け
た
と
の
反
乱
伝

承
が
あ
る
。
そ
の
際
、二
人
の
王
は
莵
餓
野
に
出
て
勝
否
を
占
う
祈
狩
を
し
た
と
こ
ろ
、

麛
坂
王
が
赤
猪
に
殺
さ
れ
た
た
め
、
軍
を
引
い
て
住
吉
に
屯
っ
た
と
あ
り
、
対
し
て
皇

后
の
船
は
難
波
を
目
指
す
も
叶
わ
ず
、
務
古
水
門
に
還
っ
て
卜
な
い
、
諸
神
を
祀
っ
た

せ
ば
、「
遣
唐
使
時
奉
幣
」
祝
詞
の
那
我
良
船
居
と
『
神
代
記
』
の
長
柄
船
瀬
は
ど
ち

ら
も
淀
川
河
口
部
に
あ
っ
て
、
住
吉
大
神
が
加
護
す
る
同
じ
津
で
あ
っ
て
、
仁
徳
期
に

は
住
吉
津
と
も
難
波
津
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
、
と
し
た
。

考
え
る
に
、『
神
代
記
』
の
四
至
の
地
名
を
冠
し
た
長
柄
船
瀬
や
祝
詞
の
那
我
良
船

居
は
住
吉
大
神
の
神
徳
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
津
で
、
ひ
と
え
に
神
領
内
で
の
取
り
扱

い
、
呼
称
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
倭
王
権
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
長
柄
船
瀬
は
、
よ

り
大
き
な
領
域
で
あ
る
住
吉
地
域
に
所
在
す
る
「
大
津
」
で
あ
り
、
そ
の
公
称
が
記
紀

万
葉
な
ど
に
記
さ
れ
る
「
住
吉
津
」
や
「
難
波
津
」
な
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
住
吉
の
本
源
的
な
領
域
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。住
吉
は『
古
事
記
』や『
万

葉
集
』
に
「
墨
之
江
」
津
や
「
須
美
乃
延
」
な
ど
の
表
記
が
あ
り
、
ス
ミ
ノ
エ
と
訓
み

な
ら
わ
し
て
い
た
。
た
だ
「
墨
之
江
」
の
字
句
で
は
意
味
が
通
じ
ず
、
先
学
が
指
摘
す

る
よ
う
に
本
来
は
澄
ん
だ
入
江
、
す
な
わ
ち
澄
ん
だ
水
が
よ
り
く
る
と
こ
ろ
と
し
て
の

「
澄
之
江
」
が
語
源
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
聖
地
と
し
て
の
響
き
す
ら
あ
る
。
他
方
、

古
代
の
海
浜
地
帯
で
一
定
の
地
形
的
な
条
件
が
備
わ
れ
ば
、
そ
こ
は
澄
之
江
で
あ
り
、

あ
る
意
味
い
た
る
と
こ
ろ
に
候
補
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
淀
川
河
口
部
の
ス
ミ
ノ
エ
が
殊

更
、
諸
史
料
に
頻
出
す
る
の
は
、
そ
の
聖
地
が
倭
王
権
の
重
要
地
だ
っ
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
前
述
の
ご
と
く
長
柄
船
瀬
が
淀
川
河
口
部
に
あ
り
、
そ
れ
が
「
墨
之
江
の

津
（
住
吉
の
津
）」
に
も
、「
難
波
の
津
」
に
も
あ
た
る
な
ら
ば
、
国
家
津
を
包
摂
す
る

本
来
の
住
吉
の
領
域
は
、
淀
川
河
口
部
の
天
満
砂
州
を
含
む
上
町
台
地
の
大
部
分
を
占

め
る
広
大
な
地
域
と
み
ら
れ
、
そ
れ
は
住
吉
郡
の
前
段
と
し
て
の
住
吉
評
に
も
擬
せ
ら

れ
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

令
制
下
で
は
、
南
摂
は
住
吉
郡
、
東
生
郡
、
西
成
郡
、
百
済
郡
の
四
郡
か
ら
な
る
。
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と
あ
る
。
そ
し
て

亦
表
筒
男
・
中
筒
男
・
底
筒
男
、
三
の
神
、
誨
へ
ま
つ
り
て
曰
は
く
「
吾
が
和
魂
を

ば
大
津
の
渟
中
倉
の
長
峡
に
居
さ
し
む
べ
し
。
便
ち
因
り
て
往
来
ふ
船
を
看
さ
む
」
と

の
た
ま
う
。

と
し
て
、
是
に
神
の
教
の
随
に
鎮
ま
り
、
海
を
渡
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
。
そ
の

後
、
忍
熊
王
の
軍
が
莵
道
（
宇
治
）
に
退
い
た
と
す
る
。

通
説
で
は
、
長
峡
を
現
・
住
吉
大
社
の
西
浜
と
し
、
し
た
が
っ
て
住
吉
も
い
ま
の
住

吉
大
社
あ
た
り
（

≒

大
阪
市
住
吉
区
）
と
狭
義
に
と
ら
え
て
い
る

（
13
）

。
筆
者
は
本
来

の
住
吉
地
域
に
つ
い
て
、
天
満
砂
州
を
含
む
上
町
台
地
周
辺
一
帯
、
と
広
義
に
と
ら
え

る
立
場
か
ら
、
前
述
の
動
向
を
読
み
解
く
。
ま
ず
、
長
峡
は
刊
本
『
日
本
書
紀
』
の
注

釈
（
14
）

な
ど
に
解
説
す
る
「
長
く
尾
を
ひ
い
た
地
形
」
の
意
味
合
い
か
ら
、
南
北
に
長

く
伸
び
た
天
満
砂
州
と
み
る
の
が
妥
当
で
、
そ
の
形
状
は
ま
さ
に
「
長
柄
」
と
呼
ぶ
に

相
応
し
い
。
さ
き
の
神
功
紀
の
大
津
も
こ
の
砂
州
に
関
わ
る
津
と
み
る
こ
と
が
で
き
、

ま
さ
に
住
吉
大
神（
三
神
）が
誨
へ
ま
つ
る
津
、す
な
わ
ち
長
柄
船
瀬（
＝
住
吉
の
大
津
）

を
指
す
こ
と
に
な
る
（
図
①
）。
ま
た
そ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
淀
川
河
口
部
に

お
け
る
忍
熊
王
と
皇
后
の
一
連
の
軍
事
行
動
が
ビ
ビ
ッ
ド
に
再
現
で
き
る
。
砂
州
上
に

位
置
す
る
莵
餓
野
（
現
、
大
阪
市
北
区
兎
我
野
町
あ
た
り
）
か
ら
住
吉
へ
の
軍
の
移
動

も
、
従
前
の
理
解
で
は
一
〇
km
も
離
れ
た
と
こ
ろ
（
住
吉
大
社
付
近
）
だ
が
、
い
か
に

も
遠
く
、
や
は
り
長
柄
船
瀬
の
一
画
を
占
め
る
上
町
台
地
の
北
端
部
あ
た
り
と
み
る
の

が
自
然
だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
直
後
に
船
で
淀
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
宇
治
に
退
却
す
る
う

え
で
の
地
の
利
を
得
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
皇
后
が
、
当
初
、
難
波
（
上

町
台
地
北
辺
部
）
を
目
指
し
た
こ
と
も
、
忍
熊
王
軍
が
長
柄
船
瀬
を
擁
す
る
台
地
北
端

部
に
屯
っ
て
い
て
こ
そ
整
合
性
が
と
れ
、
そ
の
後
、
務
古
水
門
に
泊
っ
た
の
も
、
天
満

砂
州
や
台
地
北
端
部
が
指
呼
の
間
に
捉
え
得
る
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
上
町
台
地
北
部
周

辺
の
「
住
吉
の
大
津
」
は
、
引
き
続
く
応
神
紀
二
十
二
年
条
の
、
難
波
の
大
隅
宮
に
居

し
ま
す
時
に
、
吉
備
に
向
か
う
兄
媛
が
発
舟
し
た
「
大
津
」
と
同
じ
で
あ
る
。

つ
い
で
仁
徳
紀
十
一
年
十
月
条
に
、

（
高
津
） 

宮
の
北
の
郊
原
を
掘
り
て
、南
の
水（
大
和
川
）を
引
き
て
西
の
海（
大
阪
湾
）

に
入
る
。
因
り
て
其
の
水
を
号
け
て
堀
江
と
曰
う
。
又
将
に
北
の
河
（
淀
川
）
の
澇
を

防
か
む
と
し
て
、
茨
田
堤
を
築
く
。

と
あ
る
。
仁
徳
記
の
難
波
堀
江
の
開
削
、
茨
田
堤
の
築
造
と
同
義
で
、
さ
ら
に
は
茨
田

三
宅
の
設
営
な
ど
を
加
え
た
一
連
の
土
木
建
設
事
業
が
、
田
中
や
筆
者
が
説
く
「
墨
之

江
津
」
の
整
備
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
難
波
堀
江
の
開
削
を
軸
と
す
る
新
生
住

吉
津
で
、
図
②
が
そ
の
想
定
図
で
あ
る
。
仁
徳
紀
三
十
年
九
月
条
に
、
紀
伊
に
御
綱
葉

を
採
り
に
行
っ
た
磐
姫
が
船
で
難
波
の
済
に
帰
り
つ
い
た
際
、
天
皇
が
八
田
皇
女
を
召

し
た
と
聞
き
、
恨
ん
で
大
津
に
泊
ら
ず
、（
淀
川
を
）
泝
江
り
て
、
山
背
よ
り
倭
に
向
っ

た
と
あ
る
。
こ
の
大
津
は
「
墨
之
江
津
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
同
内
容
の
記
事
を
載
せ
た

仁
徳
記
に
は
御
綱
柏
に
か
ら
め
た
「
御
津
前
（
崎
）」
の
表
記
が
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
御
船
を
引
き
避
き
て
、
堀
江
に
泝
り
、
川
の
隨
に
山
代
に
上
り
幸
で
ま
し
き
。

と
の
記
事
は
、
難
波
堀
江
開
削
直
後
の
場
景
を
示
し
て
余
り
あ
る
。
す
な
わ
ち
仁
徳

三
十
年
紀
に
い
う
「
難
波
の
済
」
は
、
津
の
重
要
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
た
難
波

堀
江
の
姿
そ
の
も
の
を
さ
し
、
そ
こ
に
は
桟
橋
、
取
り
付
け
道
路
、
管
理
棟
、
倉
な

ど
の
付
属
建
物
が
整
備
さ
れ
た
埠
頭

（
15
）

の
存
在
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
仁
徳

六
十
二
年
紀
に
は
遠
江
の
大
井
川
よ
り
流
れ
出
た
大
木
で
作
っ
た
船
を
難
波
津
に
廻
漕
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緯
に
つ
い
て
は
、
前
段
に
、
河
口
部
で
の
氾
濫
、
長
雨
期
の
水
位
上
昇
に
よ
る
被
害
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
い
つ
に
淀
川
、大
和
川
に
よ
る
土
砂
の
堆
積
が
進
み
、

津
の
機
能
が
阻
害
さ
れ
る
ほ
ど
の
状
況
に
陥
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。さ
き
の『
神

代
記
』
の
「
荷
前
二
処
・
御
帛
浜
等
の
本
縁
」
項
の
御
帛
浜
に
つ
い
て
、

一
処
。
三
国
川
尻
よ
り
吾
妻
川
尻
に
至
る
難
破
（
波
）
浦

と
あ
り
、
そ
の
浜
は

昔
、
気
長
帯
姫
皇
后
の
寄
さ
し
奉
る
と
こ
ろ
な
り
。
爰
に
三
韓
の
国
の
朝
貢
は
、
こ

の
川
よ
り
運
び
進
る
。
而
る
に
此
の
川
に
漂
没
れ
、
仍
り
て
、
制
あ
り
、
運
漕
ば
ず
。

吾
君
（
妻
）
川
よ
り
運
漕
ぶ
。
茲
に
因
り
て
御
帛
浜
と
な
す
。（
略
）

と
説
明
す
る
。
田
中
卓
に
よ
れ
ば
、
三
国
川
は
い
ま
の
神
崎
川
で
、
吾
君
（
妻
）
川
は

長
柄
川
も
し
く
は
中
津
川
を
指
す
と
い
う
。
要
点
を
記
せ
ば
、
神
功
皇
后
の
時
代
、
三

韓
の
朝
貢
は
も
と
三
国
川
を
利
用
し
て
い
た
が
、沈
没
事
故
の
た
め
通
行
不
能
と
な
り
、

そ
の
後
、
吾
君
（
妻
）
川
経
由
で
大
津
に
至
る
と
い
う
も
の
で
、
図
①
に
示
し
た
御
帛

浜
（
大
阪
市
西
淀
川
区
の
御
幣
島
は
遺
称
か
）
は
数
あ
る
埠
頭
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
住
吉
の
大
津
へ
の
進
入
路
（
航
路
）
変
更
も
ま
た
、
淀
川

河
口
部
の
デ
ル
タ
の
発
達
や
土
砂
堆
積
に
よ
る
潮
口
の
閉
塞
化
に
よ
っ
て
余
儀
な
く
さ

れ
た
対
症
療
法
に
す
ぎ
ず
、
倭
王
権
に
と
っ
て
は
、
大
津
の
機
能
維
持
へ
の
抜
本
的
な

解
決
策
と
し
て
の
堀
江
の
開
削
が
、
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
図
②
に
は
、
堀
江
の
す
ぐ
南
側
に
法
円
坂
倉
庫
群
を
記
載
し
た
。
こ
の
倉
庫
群

は
一
九
八
七
年
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
十
六
棟
以
上
の
大
型
倉
庫
（
平
均
床
面
積

九
〇
㎡
）
が
二
列
に
な
っ
て
、
堀
江
の
流
路
に
並
行
す
る
か
た
ち
で
東
西
方
向
に
整
然

と
設
け
ら
れ
て
い
た
。
住
吉
津
に
か
か
る
倭
王
権
の
拠
点
的
な
ク
ラ
と
の
評
価
は
過
た

し
た
記
事
が
あ
る
。
こ
の
難
波
津
は
、
後
世
の
固
有
名
詞
の
「
難
波
津
」
で
は
な
く
、

仁
賢
六
年
紀
に
あ
る
難
波
の
御
津
と
同
様
に
、
あ
く
ま
で
も
難
波
に
あ
っ
た
津
と
解
す

べ
き
で
、
難
波
の
地
に
堀
江
を
開
削
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
言
い
様
と
考
え
る
。

そ
の
一
方
で
雄
略
十
四
年
紀
に
は
、
身
狭
村
主
靑
ら
が
呉
の
漢
織
・
呉
織
、
衣
縫
の

兄
媛
・
弟
媛
ら
を
伴
っ
て
住
吉
津
に
泊
る
、
と
の
記
事
が
あ
る
。
多
く
の
研
究
者
は
直

後
の
是
の
月
条
の

呉
の
客
の
道
を
為
り
て
、
磯
齒
津
路
に
通
す
。
呉
坂
と
名
く
。

と
の
記
述
を
絡
め
て
、
こ
の
住
吉
津
こ
そ
、
住
吉
大
社
の
西
浜
に
あ
っ
た
港
津
と
み
て

い
る
。
筆
者
は
「
墨
之
江
津
」
は
、
繰
り
返
し
言
う
よ
う
に
、
淀
川
河
口
部
に
あ
っ
た

倭
王
権
直
轄
の
「
住
吉
の
大
津
（
長
柄
船
瀬
）」
を
再
整
備
し
た
と
考
え
て
お
り
、
住

吉
大
社
西
浜
に
住
吉
津
は
存
在
し
な
い
立
場
で
あ
る
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
是
の
月
条

を
吟
味
す
る
と
、
唯
々
、
呉
の
来
朝
者
の
た
め
に
（
上
町
台
地
南
部
に
あ
る
）
磯
齒
津

路
に
通
じ
る
道
を
つ
く
り
、
呉
坂
と
名
付
け
た
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
、
か
な
ら
ず

し
も
住
吉
津
が
磯
齒
津
路
の
近
く
に
あ
っ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
記
事
に
つ
い

て
は
、「
淀
川
河
口
部
（
換
言
す
れ
ば
台
地
北
端
部
一
帯
）
に
あ
っ
た
住
吉
津
か
ら
台

地
南
部
の
磯
齒
津
路
に
至
る
呉
坂
を
造
っ
た
」
と
も
解
せ
よ
う
。
や
は
り
、
倭
王
権
の

国
際
外
交
に
か
か
る
国
家
津
が
上
町
台
地
の
二
か
所
に
あ
る
の
は
不
自
然
で
、
埠
頭
並

び
に
外
交
諸
施
設
を
含
め
た
港
湾
の
整
備
と
管
理
が
大
規
模
に
集
約
さ
れ
て
い
て
こ
そ

の
御
津
、
大
津
（
住
吉
津
）
で
あ
る
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
は
ま
た
上
述
の
よ
う
に
淀
川
・

木
津
川
を
経
て
水
運
で
大
和
に
通
じ
る
難
波
に
つ
く
ら
れ
た
津
で
あ
り
、
難
波
の
御
津

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
て
、
上
記
し
た
仁
徳
十
一
年
紀
の
堀
江
の
開
削
、
茨
田
堤
の
築
造
に
至
る
経
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ず
、
最
近
の
研
究

（
16
）

で
は
、
倉
庫
群
の
造
営
時
期
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
、
五
世
紀
の

第
二
四
半
期
か
ら
第
三
四
半
期
に
絞
り
こ
ま
れ
る
と
い
う
。
注
目
す
る
の
は
、
規
模
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
度
の
建
て
替
え
も
な
く
、
取
り
壊
す
よ
う
に
廃
絶
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
住
吉
津
の
評
価
に
も
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
り
、後
に
触
れ
る
。

図
③
は
継
体
・
欽
明
期
の
淀
川
河
口
部
で
、
地
形
図
と
し
て
は
図
②
と
基
本
的
に
変

わ
ら
な
い
。
図
中
、
難
波
館
は
継
体
六
年
紀
の
任
那
四
縣
の
百
済
へ
の
割
譲
の
件
で
登

場
す
る
迎
賓
館
、
難
波
大
郡
は
欽
明
二
十
二
年
紀
に
百
済
と
新
羅
の
使
節
を
次
序
し
た

と
す
る
施
設
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
設
置
場
所
に
つ
い
て
の
明
記
は
な
い
が
、
難
波
津
の

中
枢
に
あ
っ
た
外
交
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
堀
江
の
南
岸
に
想
定
し
た
。
時
期
が
降
る

に
し
た
が
い
、
難
波
津
の
諸
施
設
が
充
実
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
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施
設
が
、
第
二
群
は
「
ス
ミ
ノ
エ
の
＋
［
不
特

定
の
場
所
、
地
形
、
事
物
、
催
事
］」
で 

普
通

名
詞
に
よ
る
対
象
地
、
対
象
物
が
、
第
三
群
は

「
ス
ミ
ノ
エ
の
＋
［
人
名
、
人
物
］」
で
人
名
や

対
象
人
物
が
、
第
四
群
は
「
ス
ミ
ノ
エ
の
＋

［
神
名
］」
で
対
象
神
が
、そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
る
。

表
1
は
こ
の
四
つ
の
分
類
に
基
づ
き
、
具
体
の

文
言
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
注
目
す
る
事
例
は
第
一
群
の
う
ち

港
湾
施
設
の
「
御
津
」
と
第
四
群
の
神
名
で
あ

る
「
我
が
大
御
神
」
を
詠
み
込
ん
だ
巻
十
九
の

『
天
平
五
（
七
三
三
）
年　

入
唐
使
に
贈
る
歌
』

4
2
4
5
で
、

そ
ら
み
つ
　
大
和
の
国
　
あ
を
に
よ
し
　
平

城
の
都
ゆ
　
お
し
て
る
　
難
波
に
下
り
　
住
吉

の
　
御
津
に
船
乗
り
　
直
渡
り
　
日
の
入
る

国
に
　
遣
は
さ
る
　
我
が
背
の
君
を
　
か
け
ま

く
の
　
ゆ
ゆ
し
畏
き
　
住
吉
の
　
我
が
大
御
神
　

船
の
舳
に
　
領
き
い
ま
し
　
船
艫
に
　
み
立
た

し
ま
し
て
　
さ
し
寄
ら
む
　
礒
の
崎
々
　
漕
ぎ

泊
て
む
　
泊
泊
に
　
荒
き
風
　
波
に
遭
わ
せ
ず
　

平
け
く
　
率
て
帰
り
ま
せ
　
も
と
の
朝
廷
に

（
五
）『
万
葉
集
』
に
み
え
る
住
吉
と
住
吉
津

こ
れ
ま
で
淀
川
河
口
部
の
天
満
砂
州
の
東
辺
一
帯
に
造
営
さ
れ
て
い
た
港
津
に
つ
い

て
、『
神
代
記
』
の
「
長
柄
船
瀬
本
記
」
と
「
荷
前
二
処
・
御
帛
浜
等
の
本
縁
」、『
延
喜
式
』

の
「
遣
唐
使
時
奉
幣
」
祝
詞
、
さ
ら
に
は
『
記
紀
』
の
神
功
期
か
ら
欽
明
期
の
叙
述
を

時
系
列
で
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
住
吉
大
神
の
神
徳
に
よ
り
神
領
内
に
設
け
ら
れ
て

い
た
と
す
る
長
柄
船
瀬
（
＝
那
我
良
船
居
）
は
、
本
来
的
に
は
倭
王
権
の
直
轄
港
で
あ

り
、「
住
吉
の
大
津
」
か
ら
「
墨
之
江
津
（
住
吉
津
）」
や
「
難
波
津
」
に
至
る
一
貫
し

た
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
、
発
展
し
て
き
た
、
と
読
み
解
い
た
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
淀

川
デ
ル
タ
の
発
達
に
伴
い
港
湾
機
能
の
低
下
に
対
処
し
た
仁
徳
紀
十
一
年
の
堀
江
の
開

削
は
国
際
港
と
し
て
飛
躍
す
る
う
え
で
大
き
な
画
期
だ
っ
た
。

い
ま
前
記
し
た
「
住
吉
の
大
津
」
か
ら
「
難
波
津
」
へ
の
一
貫
性
を
さ
ら
に
検
証
す

べ
く
万
葉
集
を
繙
き
、
住
吉
津
の
所
在
地
に
迫
っ
て
み
る
。
管
見
で
は
、
直
截
に
ス
ミ

ノ
エ
の
文
言
を
詠
み
こ
ん
だ
歌
は
、
短
歌
、
長
歌
、
旋
頭
歌
な
ど
三
十
九
首
四
十
一
例

に
の
ぼ
る
。
西
本
願
寺
本
を
底
本
と
す
る
岩
波
版
「
万
葉
集
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）」

に
よ
れ
ば
、
表
記
は
五
種
で
、
住
吉
二
十
八
首
二
十
八
例
、
墨
吉
九
首
十
例
、
淸
吉
一

首
一
例
、
須
美
乃
延
一
首
一
例
、
須
美
乃
江
一
首
一
例
で
あ
る
。
都
合
四
十
首
で
一
首

多
く
な
る
の
は
長
歌
4
2
4
5
に
一
例
ず
つ
の
住
吉
と
墨
吉
が
共
存
し
、
ダ
ブ
ル
カ

ウ
ン
ト
し
た
こ
と
に
よ
る
。
用
例
的
に
は「
ス
ミ
ノ
エ
の
」が
三
十
八
首
二
十
三
例
、「
ス

ミ
ノ
エ
に
」
が
三
首
三
例
で
、
お
よ
そ
二
つ
の
型
に
ま
と
ま
る
。

ま
ず
は
大
半
を
占
め
る
「
ス
ミ
ノ
エ
の
」
型
で
、
表
記
は
「
ス
ミ
ノ
エ
の
＋
名
詞
」

と
な
る
。
第
一
群
は
「
ス
ミ
ノ
エ
の
＋
［
特
定
の
地
名
、施
設
］」
で
具
体
的
な
対
象
地
、

第一群　　　12 例 13 首
スミノエの［地名、施設］

浅香の浦（0121）、得名津（0283）、野木（0295）、粉浜（0997）、名兒の浜辺（1153）
遠里小野（1156、3791）、波豆麻（1273）、出見の浜（1274）、浅沢小野（1361）
敷津の浦（3076）、岸野（3801）、御津（4245）

第二群　　　6 例 20 首
スミグノエの［地形、情景］

岸（0932、1002、1144、1146、1147、1148、1150、1159、1740、2244、
2735、3197）、浜（0394、0931、2797、4457）、沖つ白波（1158）、小田（1275）
里（1886）、小集樂（3808）

第三群　　　2 例 2 首
スミノエの［人名、人物］ 弟日娘（0065）、津守（2646）

第四群　　　3 例 3 首
スミノエの［神名］ 現人神（1020 ＋ 1021）、吾が大御神（4245）、吾が須賣神（4408）

表 1 万葉集にみる「スミノエの [ 名詞 ]」型の用語一覧　(4 桁数字は国歌大観整理番号 )
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と
あ
る
。
詠
み
人
不
詳
な
が
ら
、
天
平
五
（
七
三
三
）
年
の
年
紀
か
ら
、
多
治
比
広
成

ら
が
乗
り
込
む
遣
唐
使
節
団
の
派
遣

（
17
）

に
際
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
解
る
。
歌
意
を

要
約
す
れ
ば
、「
平
城
か
ら
難
波
に
下
り
、
住
吉
の
御
津
で
船
に
乗
り
、
唐
に
遣
わ
さ

れ
る
夫
（
な
い
し
恋
人
）
を 

住
吉
の
大
御
神
の
ご
加
護
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
苦

難
を
の
り
こ
え
て
無
事
に
帰
還
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
と
な
る
。
こ
の
「
住

吉
の
御
津
」
に
つ
い
て
も
、
識
者
の
多
く
は
住
吉
大
社
の
西
浜
に
あ
っ
た
と
す
る
が
、

天
平
五
年
の
遣
使
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
淀
川
河
口
部
で
埠
頭
を
備
え
た
国
際
港
・
難

波
津
を
指
す
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
大
和
か
ら

平
城
山
を
北
に
越
え
、
木
津
か
ら
船
で
木
津
川
、
淀
川
を
経
由
し
て
き
た
事
実
が
「
平

城
か
ら
難
波
に
下
」
る
、
と
の
表
現
と
整
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
奈
良
時
代
に
あ
っ
て

も
、
難
波
津
を
住
吉
の
御
津
と
呼
称
し
て
い
る
状
況
は
、
住
吉
神
が
加
護
す
る
神
港
の

長
柄
船
瀬
（
＝
那
我
良
船
居
） 

を
、倭
王
権
が
「
住
吉
の
大
津
」、「
住
吉
津
」、「
難
波
津
」

と
一
途
に
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
前
述
し
た
麛
坂
王
ら
の
反
乱
伝
承

の
舞
台
も
、
邪
馬
台
国
時
代
以
来
の
大
和
か
ら
木
津
川
・
淀
川
筋
を
下
り
き
た
と
こ
ろ

の
河
口
部
で
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
天
満
砂
州
の
莵
餓
野
の
東
浜
を
含
む
「
住
吉

の
大
津
」
の
確
保
が
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
や
は
り
ス
ミ
ノ
エ
の
故
地
は
天
満

砂
州
を
含
む
上
町
台
地
一
帯
の
広
大
な
領
域
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
第
一
群
の
残
り
十
一
例
は
、
特
定
の
地
名
を
詠
み
込
ん
で
い
て
、
浅
香
、
得
名

津
、
粉
浜
、
遠
里
小
野
、
敷
津
は
、
い
ず
れ
も
住
吉
大
社
の
近
傍
地
と
さ
れ
、
岸
野
は
、

竹
取
翁
の
説
話
に
か
か
る
長
歌
3
7
9
1
に
対
応
す
る
短
歌
の
一
つ
に
あ
り
、
遠
里

小
野
を
指
す
と
い
う
。
た
し
か
に
得
名
津
を
詠
っ
た
高
市
連
黒
人
の
歌
0
2
8
3
は 

墨
吉
の
　
得
名
津
に
立
ち
て
　
見
渡
せ
ば
　
武
庫
の
泊
ゆ
　
出
づ
る
船
人

と
あ
り
、
墨
吉
に
所
在
す
る
得
名
津
で
の
情
景
が
う
か
が
え
る
も
の
で
、
実
際
に
榎
津

（
得
名
津
）
の
所
在
地
か
ら
し
て
も
、
こ
の
ス
ミ
ノ
エ
は
狭
義
の
そ
れ
を
指
す
可
能
性

は
高
い
。
た
だ
歌
3
0
7
6
の

住
吉
の
　
敷
津
の
浦
の
　
名
告
藻
の
　
名
は
告
り
て
し
を
　
逢
は
な
く
も
あ
や
し

の
敷
津
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
住
吉
区
の
ほ
か
に
、
浪
速
区
に
も
敷
津
が
あ
り
、
敷
津

松
之
宮
が
鎮
座
す
る
な
ど
有
力
な
候
補
地
と
な
る
。
も
し
浪
速
区
で
あ
れ
ば
狭
義
の
ス

ミ
ノ
エ
か
ら
は
外
れ
、
歌
の
住
吉
は
広
義
の
ス
ミ
ノ
エ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
ほ
か
の
野
木
、
名
兒
、
波
豆
麻
、
出
見
、
浅
沢
小
野
は
、
地
名
が
明
示
さ
れ
る

も
の
の
、
場
所
が
特
定
で
き
な
い
。
波
豆
麻
は
勝
間
（
大
阪
市
西
成
区
）
と
も
、
波
止

場
の
意
味
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、

住
吉
の
　
波
豆
麻
の
君
が
　
馬
乗
衣
　
さ
ひ
づ
ら
ふ
　
漢
女
を
据
ゑ
て
　
縫
へ
る
衣

ぞ
（
旋
頭
歌
1
2
7
3
）

の
歌
意
「
―
―
の
馬
乗
衣
は
お
し
ゃ
べ
り
の
漢
女
を
置
い
て
縫
っ
た
衣
」
か
ら
も
、
波

止
場
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
波
豆
麻
が
勝
間
な
ら
、
こ
の
歌
の
「
住
吉
」
も
広
義
の

ス
ミ
ノ
エ
を
指
す
も
の
と
な
る
。
す
ぐ
さ
ま
証
明
は
で
き
な
い
が
、
そ
も
そ
も
「
ス
ミ

ノ
エ
の
＋
［
地
名
］」
の
場
合
、［
地
名
］
に
か
か
る
ス
ミ
ノ
エ
は
郡
名
な
ど
、
よ
り
大

き
な
地
域
名
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
榎
津
な
ど
の
郷
名
や
［
地
名
］
が
包
摂
さ
れ
る
の

は
必
然
な
こ
と
で
あ
る
。
第
一
群
で
野
木
な
ど
場
所
が
特
定
で
き
な
い
他
の
事
例
に
つ

い
て
も
、
広
義
の
ス
ミ
ノ
エ
だ
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
第
二
群
を
み
る
と
、
二
十
首
中
、「
岸
」
が
十
二
首
、「
浜
」
が

四
首
、「
沖
つ
白
波
」
が
一
首
で
、「
ス
ミ
ノ
エ
の
」
海
岸
や
水
辺
の
情
景
を
詠
う
も
の

が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
し
て
注
釈
書
の
大
半
は
、
大
阪
市
住
吉
区
あ
た
り
の
、
狭
義
の
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命
・
表
筒
男
命
の
三
神
を
統
べ
た
住
吉
大
神
の
名
辞
と
し
て
昇
華
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
少
数
例
の
「
ス
ミ
ノ
エ
に
」
型
に
つ
い
て
、
歌
の
要
所
の
み
抜
き
書
き
し
て

み
る
。
恋
歌
1
1
4
9
の
「
住
吉
に　

行
く
と
ふ
道
に
（
略
）」
と
長
歌
1
7
4
0

の
摂
津
の
浦
島
伝
説
に
か
か
る
「（
略
）
墨
吉
に　

帰
り
来
り
て
（
略
）」
は
、
前
者
が

行
く
所
と
し
て
の
住
吉
、
後
者
が
帰
る
所
と
し
て
の
墨
吉
で
、
と
も
に
目
的
場
所
を
示

す
。
た
だ
「
ス
ミ
ノ
エ
の
」
型
の
第
一
、
第
二
群
と
違
っ
て
、
下
位
に
く
る
地
名
や
場

所
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
「
住
吉
、
墨
吉
」
が
広
義
、
狭
義
の
い
ず
れ
を

指
す
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
あ
と
歌
4
2
4
3
の「
住
吉
に　

斎
く
祝
が（
略
）」は
、

「
住
吉
神
に
仕
え
る
神
職
」
の
意
で
、「
ス
ミ
ノ
エ
の
」
型
の
第
四
群
と
同
様
、
住
吉
神

を
指
す
事
例
で
あ
る
。 

以
上
、
住
吉
津
の
追
究
の
一
環
と
し
て
、
万
葉
歌
の
な
か
の
ス
ミ
ノ
エ
の
意
味
合
い

を
探
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
長
歌
4
2
4
5
の
「
住
吉
の
御
津
」
の
用
例
を
広
義

の
ス
ミ
ノ
エ
を
指
す
確
実
な
事
例
と
し
て
認
識
す
る
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
狭
義
の
ス
ミ

ノ
エ
と
さ
れ
て
き
た
も
の
の
な
か
に
は
、
多
分
に
広
義
の
ス
ミ
ノ
エ
が
含
ま
れ
る
と
み

て
過
た
な
い
。

今
回
、
ス
ミ
ノ
エ
を
詠
み
込
ん
だ
万
葉
歌
三
十
九
首
を
通
覧
し
た
結
果
、「
住
吉
の

御
津
」
の
表
記
は
さ
き
の
4
2
4
5
の
一
首
の
み
で
、
そ
れ
は
難
波
津
を
指
す
も
の

だ
っ
た
。
か
つ
て
住
吉
大
社
の
西
浜
に
住
吉
津
が
あ
っ
た
と
す
る
歌
や
住
吉
津
を
懐
か

し
む
歌
は
指
摘
で
き
ず
、
ま
た
万
葉
歌
人
自
身
が
眼
前
の
住
吉
津
の
情
景
を
詠
ん
だ
歌

が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
驚
き
だ
っ
た
。
や
は
り
、「
住
吉
の
御
津
」
は
、
淀
川
河
口
部

に
展
開
し
て
い
た
国
家
津
と
み
る
ほ
か
は
な
く
、
そ
れ
が
難
波
津
と
汎
称
さ
れ
、
万
葉

歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
に
は
そ
の
公
称
が
定
着
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
天
平
勝
宝

ス
ミ
ノ
エ
と
し
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
古
墳
時
代
か
ら
古
代

に
か
け
て
上
町
台
地
は
西
側
が
大
阪
湾
、
東
側
が
河
内
湖
で
、
北
側
は
五
世
紀
以
降
に

は
倭
王
権
の
基
幹
港
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
い
う
な
れ
ば
、陸
続
す
る
南
側
を
除
い
て
、

水
域
に
囲
ま
れ
て
い
た
広
大
な
地
域
で
あ
り
、な
ぜ
に
場
所
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い「
ス

ミ
ノ
エ
の
［
岸
］」、「
ス
ミ
ノ
エ
の
［
浜
］」
が
住
吉
区
に
集
中
的
に
比
定
さ
れ
る
の
か
、

不
自
然
で
、
合
点
が
い
か
な
い
。
多
分
に
、
住
吉
大
社
の
西
浜
に
住
吉
津
が
あ
っ
た
と

の
予
断
が
作
用
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
延
長
線
上
で
、
万
葉
歌
に
詠
わ
れ
た
「
ス
ミ

ノ
エ
」を
広
義
に
捉
え
る
視
点
が
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
無
論
、

狭
義
の
住
吉
大
社
の
西
浜
の
ラ
グ
ー
ン
に
得
名
津
（
榎
津
）
の
よ
う
な
舟
泊
り
の
存
在

ま
で
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、『
記
紀
』
や
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
記
さ
れ
る

よ
う
な
倭
王
権
の
基
幹
を
担
う
ほ
ど
の
大
規
模
な
港
津
は
な
か
っ
た
と
推
断
す
る
。

つ
ぎ
に
第
三
群
で
注
意
を
惹
く
の
は
、
歌
2
6
4
6
の
「
津
守
」
で
、

住
吉
の
　
津
守
網
引
の
　
泛
子
の
緒
の
　
浮
れ
か
行
か
む
　
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず

と
あ
る
。
歌
意
は
「
住
吉
に
あ
る
津
（
港
）
の
番
人
が
す
る
網
引
の
ウ
キ
（
泛
子
）
の

緒
の
よ
う
に
、
浮
い
て
漂
っ
て
い
こ
う
か
。
恋
に
苦
し
ん
で
い
ず
に
。」
で
、
筆
者
の

理
解
で
は
、
広
義
の
ス
ミ
ノ
エ
に
あ
る
津
（
港
）
の
番
人
の
所
作
を
な
ぞ
っ
た
恋
歌
と

な
る
。
こ
の
歌
の
津
が
何
処
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
よ
し
ん
ば
住
吉
津
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
長
歌
4
2
4
5
の
「
住
吉
の
御
津
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

第
四
群
は
ス
ミ
ノ
エ
が
神
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
三
首
と
も
表
現
の
仕
方
が
違
う

が
、い
ず
れ
も
ス
ミ
ノ
エ
と
神
名
が
あ
わ
さ
っ
て
住
吉
大
神
の
こ
と
を
指
す
。
た
だ
し
、

第
一
、
第
二
群
に
示
し
た
ご
と
く
、
そ
の
根
源
を
糺
せ
ば
、
広
義
の
ス
ミ
ノ
エ
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
い
つ
し
か
『
神
代
紀
』
第
五
段
一
書
六
に
み
え
る
底
筒
男
命
・
中
筒
男
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二
（
七
五
〇
）
年
二
月
の
百
首
を
超
え
る
「
筑
紫
に
遣
わ
さ
る
る
諸
国
の
防
人
の
歌
」

シ
リ
ー
ズ
の
な
か
に
は
、
大
伴
家
持
の
長
歌
4
3
6
0
の

（
略
）
四
方
の
國
よ
り
　
獻
る
　
貢
の
船
は
　
堀
江
よ
り
　
水
脈
引
き
し
つ
つ
　
朝

凪
ぎ
に
　
楫
引
き
泝
り
　
夕
潮
に
　
棹
さ
し
下
る
（
略
）

が
あ
り
、
ま
た
歌
4
3
6
3
や
4
3
3
0
の

難
波
津
に
　
御
船
下
す
ゑ
　
八
十
楫
貫
き
　
今
は
漕
ぎ
ぬ
と
　
妹
に
告
げ
こ
そ

難
波
津
に
　
装
ひ
装
ひ
て
　
今
日
の
日
や
　
出
で
て
罷
ら
む
　
見
る
母
な
し
に

な
ど
、
難
波
津
の
場
景
、
さ
ら
に
は
防
人
な
ど
当
事
者
の
心
情
を
詠
っ
た
事
例
は
ふ
ん

だ
ん
に
あ
る
。

ち
な
み
に
住
吉
大
社
西
浜
で
の
住
吉
津
不
存
在
の
傍
証
と
し
て
、
大
伴
の
御
津
の
万

葉
歌
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
文
武
天
皇
時
代
の
一
連
の
歌
に
、

大
伴
の
　
高
師
の
浜
の
　
松
が
根
を
　
枕
き
寝
れ
ど
　
家
し
偲
は
ゆ
　
置
始
東
人

0
0
6
6

大
伴
の
　
御
津
の
浜
に
あ
る
　
忘
れ
貝
　
家
な
る
妹
を
　
忘
れ
て
思
へ
や
　
身
人
部

王
0
0
6
8

が
二
首
あ
り
、
ま
た
詠
み
人
不
詳
の

大
伴
の
　
三
津
の
浜
辺
を
　
う
ち
曝
し
　
寄
せ
来
る
波
の
　
ゆ
く
へ
知
ら
ず
も

1
1
5
1

が
あ
る
。
高
師
浜
は
高
石
市
に
遺
称
地
が
あ
り
、
や
は
り
そ
こ
に
現
実
に
津
（
船
泊

り
）
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
さ
き
の
高
市
黒
人
の
歌
0
2
8
3
の
得
名
津
（
榎
津
） 

や
歌

3
0
7
6
の
敷
津
と
同
様
に
、
歌
に
も
詠
ま
れ
よ
う
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
ま
し
て

や
国
家
津
で
あ
る
住
吉
津
の
埠
頭
は
大
伴
津
な
ど
の
諸
津
に
く
ら
べ
て
格
段
に
規
模
が

大
き
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
き
の
難
波
津
の
歌
の
よ
う
に
具
体
の
場
景
を
詠
っ

た
も
の
、
あ
る
い
は
公
津
ゆ
え
の
情
感
を
吐
露
し
た
歌
な
ど
が
み
ら
れ
な
い
以
上
、
い

よ
い
よ
住
吉
大
社
西
浜
説
は
怪
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
六
）
住
吉
津
、
難
波
津
の
管
理
豪
族

住
吉
津
と
い
え
ば
、
住
吉
大
社
の
宮
司
を
歴
代
に
わ
た
っ
て
務
め
て
き
た
津
守
氏
が

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
が
、
実
際
に
は
、
倭
王
権
主
導
の
も
と
に
、
阿
曇
、
難
波
吉
士
、

三
宅
忌
寸
な
ど
、
海
人
や
海
運
、
施
設
管
理
に
か
か
る
多
く
の
豪
族
が
得
意
な
分
野
で

活
躍
し
、
複
合
的
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
豪
族
は
さ
ま
ざ
ま
に
論
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
住
吉
津
、
難
波
津
に
か
か
る

主
要
豪
族
と
し
て
、
阿
曇
氏
と
津
守
氏
を
と
り
あ
げ
る
。

ⅰ
） 

阿
曇
氏

『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
五
段
一
書
第
六
第
四
段
に
黄
泉
国
か
ら
還
っ
た
伊
弉
諾
神

が
筑
紫
の
日
向
の
川
の
落
ち
口
の
檍
原
で
一
連
の
禊
除
い
の
記
事
が
あ
り
、
八
十
枉
津

日
神
ら
三
神
の
誕
生
に
続
い
て
、

又
海
の
底
に
沈
き
濯
ぐ
。
因
り
て
生
め
る
神
を
、
號
づ
け
て
底
津
少
童
命
と
曰
す
。

次
に
底
筒
男
命
。
又
潮
の
中
に
潛
き
濯
ぐ
。
因
り
て
生
め
る
神
を
、
號
け
て
中
津
少
童

命
と
曰
す
。
次
に
中
筒
男
命
。
又
潮
の
上
に
浮
き
濯
ぐ
、
因
り
て
生
め
る
神
を
、
號
け

て
表
津
少
童
命
と
曰
す
。
次
に
表
筒
男
命
。
凡
て
九
の
神
有
す
。
其
の
底
筒
男
命
・
中

筒
男
命
・
表
筒
男
命
は
、
是
卽
ち
住
吉
大
神
な
り
。
底
津
少
童
命
・
中
津
少
童
命
・
表

津
少
童
命
は
、
是
阿
曇
連
等
が
所
祭
る
神
な
り
。

と
あ
り
、
阿
曇
連
等
が
祀
る
底
津
少
童
命
以
下
の
三
神
と
住
吉
大
神
で
あ
る
底
筒
男
命
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阿
曇
目
と
曰
ふ
。

を
あ
げ
よ
う
。
と
も
に
住
吉
仲
皇
子
の
反
乱
に
阿
曇
連
浜
子
が
加
担
し
た
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
罪
が
死
に
相
当
す
る
も
、
免
じ
て
墨
刑
に
処
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も

と
よ
り
伝
承
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
阿
曇
連
が
淡
路
の
野
嶋
の
海
人
で
あ
っ

た
と
す
る
内
容
は
、
前
掲
の
、
阿
曇
連
大
浜
が
海
人
の
統
率
者
に
な
っ
た
記
事
と
整
合

性
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
阿
曇
連
の
根
拠
地
に
つ
い
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
。
そ
も
そ

も
阿
曇
氏
の
本
貫
地
は
淡
路
や
摂
津
と
み
る
見
方
が
有
力
で
、
孝
徳
朝
に
降
る
が
、
阿

曇
連
百
足
等
が
居
た
と
さ
れ
る
難
波
浦
上
（
阿
曇
江
の
遺
称
地
）
の
地
名
が
『
播
磨
風

土
記
』
に
も
み
え
る
。
ほ
か
に
筑
前
国
糟
屋
郡
阿
曇
郷
も
顧
慮
さ
れ
る
が
、
筑
前
国
風

土
記
の
当
該
部
分
は
『
神
功
紀
』
の
新
羅
征
討
記
事
の
反
映
が
色
濃
く
、
本
拠
と
は
な

り
え
な
い
と
い
う
。

『
履
中
元
年
紀
』
の
阿
曇
連
浜
子
の
記
事
に
関
し
て
、
阿
曇
目
の
謂
れ
に
注
目
す
る
。

ま
さ
に
墨
刑
と
し
て
黥
面
に
処
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
実
際
を
知
る
考
古
資
料
に
黥
面

人
物
埴
輪
が
あ
る
。
伊
藤
純
の
分
類
案

（
19
）

に
、
顔
の
髭
部
分
の
刻
線
は
除
外
し
、
黥

面
箇
所
を
よ
り
限
定
的
に
捉
え
る
筆
者
の
見
解

（
20
）

を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
は
鼻
か
ら

両
頬
に
か
け
て
と
額
に
刻
む
資
料
が
圧
倒
的
に
多
い
。
な
か
で
も
畿
内
及
び
そ
の
周
辺

地
域
に
あ
る
け
っ
し
て
大
規
模
で
な
い
古
墳
か
ら
の
出
土
が
目
立
ち
、
時
期
的
に
は
五

世
紀
の
後
半
に
盛
行
し
、
一
部
六
世
紀
前
半
ま
で
の
こ
る
。
い
ま
黥
面
人
物
埴
輪
に
つ

い
て
は
こ
れ
以
上
に
掘
り
下
げ
な
い
が
、
記
紀
に
は
阿
曇
目
以
外
に
も
、
罰
と
し
て
刻

む
事
例
が
あ
る
ほ
か
、
猪
飼
部
や
馬
飼
部
が
習
俗
と
し
て
刻
ん
で
い
た
事
例
な
ど
が
み

ら
れ
る

（
21
）

。
た
だ
、
こ
こ
で
は
五
世
紀
に
お
け
る
阿
曇
氏
の
畿
内
地
域
、
ひ
い
て
は

淀
川
河
口
部
で
の
活
動
実
績
に
対
し
、
六
世
紀
以
降
の
凋
落
ぶ
り
が
阿
曇
目
伝
承
に
暗

以
下
の
三
神
が
同
根
の
セ
ッ
ト
と
し
て
、
き
わ
め
て
親
縁
性
が
高
い
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
た
だ
し
阿
曇
連
が
祀
る
三
神
は
ワ
タ
ツ
ミ
の
神
で
あ
る
の
に
対
し
、
住
吉
大
神
の

三
神
は
海
中
で
の
深
浅
と
筒
男
の
組
み
合
わ
せ
で
、筒
は
「
つ
（
津
）」
と
助
詞
の
「
つ
」

を
意
味
し
、「
筒
男
命
」
は
「
津
の
男
神
」

（
18
）

だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
少
童
命
の
三
神

は
明
確
な
海
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
一
方
で
、
筒
男
命
は
単
に
津
に
関
わ
る
神
、
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
ど
ち
ら
も
海
運
や
港
津
に
か
か
わ
る
神
と
し
て
の
立
ち
位
置
は
か
わ

ら
な
い
も
の
の
、
筆
者
は
少
童
命
三
神
の
方
に
、
よ
り
根
源
的
な
意
味
合
い
を
感
じ
る
。

こ
こ
で
は
阿
曇
連
が
祀
る
少
童
命
三
神
が
住
吉
大
神
と
通
底
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、長
柄
船
瀬
ひ
い
て
は
「
住
吉
の
大
津
」
と
の
関
連
性
を
強
く
示
唆
し
て
お
き
た
い
。

つ
い
で
注
目
す
る
の
は
、『
応
神
三
年
紀
』
の

処
処
の
海
人
、
訕さ
ば

哤め

き
て
命
に
従
は
ず
。（
略
）
則
ち
阿
曇
連
の
祖
大
浜
宿
禰
を
遣

し
て
、
其
の
訕
哤
を
平
ぐ
。
因
り
て
海
人
の
宰
と
す

で
、
阿
曇
連
大
浜
が
海
人
の
統
率
者
と
な
っ
た
記
事
で
あ
る
。
年
代
も
含
め
、
事
実
か

ど
う
か
は
措
く
と
し
て
、さ
き
の
少
童
命
三
神
を
奉
斎
す
る
状
況
と
勘
案
す
る
こ
と
で
、

阿
曇
連
の
職
掌
が
海
運
や
港
津
の
管
理
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
く
う
か
が
わ
れ
る
。
関

連
す
る
記
事
と
し
て
、『
履
中
即
位
前
紀
』
を
抜
き
書
き
し
た

淡
路
の
野
嶋
の
海
人
な
り
。
阿
曇
連
浜
子
、（
略
）［
住
吉
］
仲
皇
子
の
為
に
太
子
を

追
は
し
む

と
、
直
続
す
る
『
履
中
元
年
紀
』
の

阿
雲
連
浜
子
を
召
し
て
、
詔
し
て
曰
は
く
、「
汝
、
仲
皇
子
と
共
に
逆
ふ
る
こ
と
を

謀
り
て
、
国
家
を
傾
む
と
す
。
罪
、
死
に
当
れ
り
。
然
る
に
大
き
な
る
恩
を
垂
れ
た
ま

ひ
て
、死
を
免
し
て
墨
に
科
す
」
と
の
た
ま
ひ
て
、即
日
に
黥
む
。
此
に
因
り
て
、時
人
、
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示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
そ
れ
は
住
吉
津
の
管
理
運
営
の
主
体
を
担
っ
て
い
た
立

場
か
ら
の
撤
退
を
意
味
し
、
こ
こ
に
先
述
し
た
法
円
坂
倉
庫
群
の
廃
絶
時
期
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
も
と
も
と
倉
庫
群
は
阿
曇
氏
が
所
管
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ⅱ
） 

津
守
氏

津
守
氏
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
港
津
管
理
者
と
し
て
の
負
名
氏
で
あ
り
、
住
吉
津
や

難
波
津
の
管
理
者
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
適
っ
た
字
義
は
な
い
。
そ
の
分
布
も
大
阪
湾
岸

の
住
吉
郡
、
西
成
郡
、
菟
原
郡
、
武
庫
郡
津
門
郷
の
ほ
か
、
全
国
各
地
の
港
津
地
域
を

中
心
に
み
ら
れ
る

（
22
）

。

『
神
功
紀
』
摂
政
前
紀
（
仲
哀
天
皇
九
年
十
二
月
）
の
新
羅
征
討
後
に
、
住
吉
三
神

の
荒
魂
を
穴
門
山
田
邑
に
祀
れ
と
の
託
宣
に
つ
づ
い
て
、

時
に
穴
門
直
の
祖
践
立
・
津
守
連
の
祖
田
裳
見
宿
禰
、
皇
后
に
啓
し
て
曰
さ
く
、「
神

の
居
し
ま
さ
欲
し
く
し
た
ま
ふ
地
を
ば
、
必
ず
奉
る
べ
し
」
と
ま
う
す
。

の
記
事
が
み
え
、
津
守
氏
の
氏
祖
と
し
て
の
田
裳
見
宿
禰
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
事
自

体
は
前
述
し
た
『
神
功
紀
』
摂
政
元
年
二
月
条
の
、
住
吉
三
神
の
和
魂
の
鎮
ま
る
地
を

大
津
の
渟
中
倉
の
長
峡
と
す
る
託
宣
に
つ
な
が
る
わ
け
だ
が
、
津
守
氏
が
一
族
と
し
て

顕
在
化
す
る
の
は
、
こ
の
氏
祖
伝
承
を
除
け
ば
、
欽
明
紀
の
任
那
復
興
関
連
記
事
に
、

天
皇
の
使
い
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
津
守
連
（
己
麻
奴
跪
、『
百
済
本
記
』
に
も
）

以
降
で
、
そ
れ
も
け
っ
し
て
雄
族
と
し
て
の
位
置
付
け
で
は
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
津
守
氏
と
住
吉
神
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、『
神
代
記
』
に
住
吉
神

の
子
神
の
一
つ
に
津
守
安
必
登
神
が
あ
り
、
こ
の
神
は
『
延
喜
式
』
神
名
帳
の
住
吉
郡

に
あ
る
大
海
神
社
に
注
記
さ
れ
て
い
る
津
守
氏
（
安
）
人
神
の
こ
と
で
、
津
守
氏
が
奉

斎
す
る
海
神
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
住
吉
津
を
護
る
海
神
と
し
て
、
さ
き
の

阿
曇
氏
が
祀
る
少
童
三
神
が
住
吉
大
神
と
明
確
に
対
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
神

代
記
』
の
津
守
安
必
登
神
は
阿
曇
氏
の
海
神
に
と
っ
て
代
わ
る
か
た
ち
で
大
海
神
社
に

架
上
さ
れ
た
感
が
否
め
な
い
。
同
じ
く
『
神
代
記
』
所
載
の
手
槎
足
尼
（
田
裳
見
宿
禰
）

が
己
が
家
舎
地
等
を
以
て
、
大
神
に
寄
さ
し
奉
ら
む

と
し
て
、住
吉
大
神
の
鎮
座
地
を
提
供
し
た
と
す
る
伝
承
と
も
通
底
す
る
よ
う
で
あ
る
。

津
守
氏
の
住
吉
神
奉
斎
に
つ
い
て
、
古
市
晃
は
神
功
皇
后
伝
承
の
成
立
期
の
上
限
か

ら
六
世
紀
以
降
と
認
識
す
る
な
か
で
、
息
長
氏
ら
と
結
び
つ
い
た
津
守
氏
が
「
継
体
の

倭
王
権
中
枢
へ
の
進
出
に
と
も
な
っ
て
興
隆
し
た
」
と
み
て
い
る
。
お
よ
そ
五
世
紀
代

に
住
吉
津
を
差
配
す
る
豪
族
と
し
て
海
人
集
団
の
阿
曇
氏
を
充
て
る
筆
者
に
と
っ
て
も

首
肯
し
う
る
、
妥
当
な
見
解

（
23
）

と
み
る
。
い
ま
五
～
六
世
紀
の
住
吉
津
な
い
し
難
波

津
の
主
担
豪
族
の
変
移
を
阿
曇
氏
か
ら
津
守
氏
の
交
代
劇
と
し
て
俯
瞰
す
る
と
、
雄
略

期
か
ら
継
体
朝
に
か
け
て
大
型
倉
庫
群
の
廃
絶
や
難
波
館
の
建
設
な
ど
の
再
整
備
を
含

む
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
の
ち
に
再
考
し
た
い
。

三
　
瀬
戸
内
の
中
継
港
・
鞆
と
大
山
積
神
の
遷
座

（
一
）
瀬
戸
内
航
路
の
難
所
・
芸
予
諸
島

数
あ
る
古
代
瀬
戸
内
の
中
継
港
の
な
か
で
、
鞆
の
浦
は
随
一
の
港
津
と
し
て
夙
に
知

ら
れ
て
い
る
。
鞆
が
「
汐
待
の
港
」
と
呼
ば
れ
る
由
縁
は
、
東
端
の
紀
伊
水
道
と
西
端

の
豊
後
水
道
か
ら
の
潮
の
満
ち
引
き
の
際
、
中
間
地
点
に
あ
た
る
鞆
付
近
が
潮
の
境
目

に
な
る
こ
と
か
ら
、
潮
流
を
上
手
く
用
い
れ
ば
、
瀬
戸
内
航
路
の
東
西
通
行
に
と
っ
て
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大
山
積
大
神
を
祀
る
大
山
祇
神
社
は
、
芸
予
諸
島
の
直
中
に
浮
か
ぶ
大
三
島
に
鎮
座

し
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
瀬
戸
内
の

沿
岸
航
路
に
展
開
す
る
港
津
の
近
傍
に
は
、
し
ば
し
ば
大
形
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
大
三
島
に
は
さ
し
た
る
古
墳
は
み
ら
れ
ず

（
25
）

、
ま
た
地
元
の
海
人
ら
が

近
隣
海
域
で
の
安
全
航
海
を
期
し
た
祀
り
の
痕
跡
、
い
わ
ゆ
る
祭
祀
遺
跡
も
顕
著
で

な
い

（
26
）

。
換
言
す
れ
ば
、
有
力
な
豪
族
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
、
地
元
に
頼
ら
な
い
、

あ
る
い
は
関
わ
ら
な
い
か
た
ち
で
、
国
家
神
で
あ
る
大
山
積
神
を
唐
突
に
祀
る
こ
と
に

な
り
、
そ
こ
に
は
倭
王
権
の
一
方
的
、
直
接
的
な
関
与
が
読
み
取
れ
る
。
大
山
祇
神
社

の
社
伝
に
い
う
小
千
命
の
勧
請
譚
は
措
く
と
し
て
、
ま
ず
は
『
釈
日
本
紀
』
巻
七
、『
伊

予
国
風
土
記
』（
逸
文
）
の
「
御
嶋
」
項
に
つ
い
て
、
逸
文
ゆ
え
の
揺
ら
ぎ
も
押
さ
え

つ
つ
み
て
み
る
。
い
わ
く
、

乎
知
の
郡
。
御
嶋
。
坐
す
神
の
御
名
は
大
山
積
の
神
、
一
名
は
和
多
志
の
大
神
な
り
。

是
の
神
は
、
難
波
の
高
津
の
宮
に
御
宇
し
め
し
し
天
皇
の
御
世
に
顕
れ
ま
し
き
。
此
神
、

百
済
の
國
よ
り
渡
り
来
ま
し
て
、 

津
の
國
の
御
嶋
に
坐
し
き
。
御
嶋
と
謂
う
は
津
の
國

の
御
嶋
の
名
な
り
。

と
あ
り
、
大
意
は
「
乎
知
郡
の
御
嶋
に
鎮
座
す
る
大
山
積
神
は
、
仁
徳
天
皇
の
御
世
に

現
れ
た
。
こ
の
神
、も
と
は
百
済
か
ら
渡
っ
て
来
て
摂
津
国
の
御
嶋
に
遷
座
し
て
い
た
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
和
多
志
の
大
神
」、「
津
の
国
の
御
嶋
」、「
百
済
」

な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
さ
ら
に
読
み
解
い
て
み
よ
う
。

大
山
積
神
は『
記
』で
は
、伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
と
の
間
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、

『
紀
』
で
は
、伊
弉
諾
神
が
火
の
神
、軻
遇
突
智
を
斬
っ
た
際
に
生
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。

し
か
る
に
「
御
嶋
」
項
で
は
本
来
、
山
神
で
あ
る
大
山
積
神
が
和
多
志
大
神
と
も
称
さ

甚
だ
都
合
の
良
い
港
だ
っ
た
か
ら
だ
。
古
来
、
畿
内
と
大
宰
府
の
往
還
を
は
じ
め
と
し

て
、
多
く
の
官
人
が
鞆
に
停
泊
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
『
万
葉
集
』
巻
三
に
は
大
伴
旅

人
が
天
平
二
（
七
三
〇
）
年
の
大
宰
府
か
ら
の
帰
任
時
、
鞆
の
浦
に
て
亡
き
妻
を
偲
ん

で
詠
ん
だ
歌
が
三
首
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
首
0
4
4
6
が
、

我
妹
子
が
　
見
し
鞆
の
浦
の
　
む
ろ
の
木
は
　
常
世
に
あ
れ
ど
　
見
し
人
そ
な
き

で
あ
る
。
冒
頭
の
児
島
娘
子
を
偲
ん
で
応
え
た
歌
0
9
6
7
と
裏
腹
な
感
じ
が
し
な

い
で
も
な
い
が
、
旅
人
の
多
感
な
一
面
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
瀬
戸
内
航
路
に
つ
い
て
、
第
一
の
難
所
は
な
ん
と
い
っ
て
も
芸
予
諸
島

で
あ
り
、
そ
の
島
合
い
を
大
型
船
で
無
事
に
通
過
す
る
に
は
、
動
力
船
の
現
在
で
も
難

儀
な
操
船
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
。
鞆
の
浦
は
芸
予
諸
島
の
北
東
部
に
あ
た
り
、
そ
こ

か
ら
西
に
向
か
う
船
の
多
く
は
陸
地
に
沿
っ
て
尾
道
水
道
を
抜
け
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
一
方
、
芸
予
諸
島
の
南
端
に
は
来
島
海
峡
が
あ
り
、
四
国
の
北
岸
伝
い
の
ル
ー
ト

を
利
用
す
る
船
が
通
行
し
た
。
お
よ
そ
古
墳
時
代
の
瀬
戸
内
航
路
の
北
岸
航
路
（
北

路
）
と
南
岸
航
路
（
南
路
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
研
究
者
が
沿
岸
の

古
墳
分
布
を
手
掛
か
り
に
復
元
し
て
い
る
。
早
く
に
間
壁
忠
彦
は
瀬
戸
内
全
域
を
見
通

す
な
か
で
、
各
地
の
大
型
古
墳
を
総
覧
し
、
北
路
と
南
路
を
追
究
、
成
果
を
あ
げ
て
い

る
（
24
）

。
芸
予
諸
島
部
の
北
路
で
は
、
備
後
松
永
湾
を
見
下
ろ
す
大
元
山
古
墳
、
黒
崎

山
古
墳
、
南
路
で
は
伊
予
今
治
に
相
の
谷
一
・
二
号
墳
の
築
造
が
み
ら
れ
、
そ
こ
に
は

倭
王
権
の
承
認
の
も
と
に
地
元
豪
族
が
ル
ー
ト
の
安
全
確
保
に
一
役
買
っ
て
い
る
様
子

が
読
み
取
れ
る
。

（
二
） 

大
山
積
神
の
大
三
島
へ
の
遷
座
伝
承
の
背
景
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れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
れ
は
山
神
に
わ
ざ
わ
ざ
海
神
を
併
任
さ
せ
て
い
る

わ
け
で
、
こ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
は
、
御
嶋
（
大
三
島
）
へ
の
遷
座
の
本
来
の
目
的
が
海

の
安
全
航
海
を
期
し
て
い
た
と
読
み
取
れ
る
。
ま
た
仁
徳
天
皇
の
時
代
、
倭
王
権
が
奉

斎
す
る
海
神
の
首
座
は
、
住
吉
津
や
難
波
津
を
加
護
す
る
住
吉
大
神
で
あ
り
、
ど
う
し

て
大
山
積
神
に
海
神
の
役
割
を
付
与
し
て
ま
で
遷
座
さ
せ
て
い
る
の
か
、
解
せ
な
い
。

和
銅
六
（
七
一
三
）
年
に
官
命
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
た
風
土
記
編
纂
事
業
は
、
国
毎

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
お
よ
そ
数
年
～
二
十
数
年
を
か
け
て
完
成
を
み
た
。
こ

れ
に
先
立
つ
国
書
の
『
古
事
記
』
は
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
、『
日
本
書
紀
』
は
養
老

四
（
七
二
〇
）
年
に
完
成
し
て
お
り
、
両
書
に
は
高
津
宮
に
居
た
仁
徳
天
皇
の
事
績
、

と
り
わ
け
住
吉
津
整
備
に
か
か
わ
る
一
連
の
土
木
工
事
が
は
な
ば
な
し
く
記
述
さ
れ
、

倭
王
権
の
瀬
戸
内
海
運
の
基
点
が
確
立
し
て
い
く
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。思
う
に
、

『
伊
予
国
風
土
記
』
の
撰
述
、
な
か
で
も
瀬
戸
内
航
路
の
安
全
航
海
に
か
か
わ
る
御
島

や
大
山
積
神
の
記
述
に
あ
た
っ
て
、
仁
徳
記
な
ど
に
肖
る
か
た
ち
で
架
上
、
あ
る
い
は

逸
文
と
し
て
収
録
す
る
際
に
加
除
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
と
き
、
こ
の
大
山
積
神
の
遷
座
伝
承
は
い
っ
た
い
い
つ
の
時
期
を
想
定
す

る
の
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、「
津
の
国
の
御
島
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
す

な
わ
ち
淀
川
右
岸
地
域
、
律
令
時
代
の
摂
津
国
の
北
東
部
に
あ
る
島
上
郡
と
島
下
郡
が

該
当
す
る
。
こ
の
両
郡
は
大
宝
令
施
行
時
の
分
郡
直
後
は
そ
れ
ぞ
れ
三
島
上
郡
と
三
島

下
郡
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
も
と
は
飛
鳥
時
代
の
三
島
評
を
母
胎
と
す
る
。
古
墳
時

代
、こ
の
三
島
地
域
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
最
も
大
き
な
事
績
を
残
し
た
の
は
継
体
天
皇
で
、

そ
の
御
陵
が
藍
野
（
富
田
台
地
）
の
中
心
部
に
築
造
さ
れ
た
今
城
塚
古
墳
で
あ
る
こ
と

は
定
説
に
な
っ
て
い
る
。『
伊
予
国
風
土
記
』逸
文
で
は
摂
津
の
三
島
を
御
島
と
美（
敬
）

称
を
冠
し
て
表
記
し
て
い
る
が
、「
御
」
の
文
言
は
万
葉
集
な
ど
に
み
ら
れ
る
御
熊
野
、

御
吉
野
な
ど
と
同
じ
く
、
倭
王
権
の
拠
点
、
祭
祀
、
軍
事
な
ど
の
重
要
地
を
指
す
の
が

し
ば
し
ば
で
あ
る
。津
の
国
の
御
島
は
継
体
天
皇
の
事
績
を
反
映
し
て
い
れ
ば
こ
そ
の
、

呼
称
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
か
つ
て
御
嶋
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
地
域
名
を
、
飛
鳥
時

代
以
降
、
三
島
と
表
記
し
た
み
る
方
が
、
適
切
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）「
磐
井
の
乱
」
時
の
大
輸
送
船
団
の
派
遣
と
大
山
積
神
の
奉
斎

前
項
で
、
大
山
積
神
の
御
嶋
（
大
三
島
）
へ
の
遷
座
が
継
体
期
の
伝
承
を
下
敷
き
と

し
て
記
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
芸
予
諸
島
中

心
部
で
の
海
神
鎮
座
の
背
景
を
探
っ
た
と
き
、
す
ぐ
さ
ま
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
継
体

二
十
一
年
の
南
加
羅
・
㖨
己
呑
の
回
復
を
期
し
て
任
那
に
向
け
た
六
万
の
倭
王
権
軍
の

派
兵
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
同
二
十
三
年
に
磐
井
の
乱
が
勃
発
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
六
万
が
実
数
か
ど
う
か
は
俄
か
に
判
断
で
き
な
い
が
、
古
代

史
上
、
最
大
の
派
遣
規
模
だ
っ
た
、
と
の
認
識
は
書
紀
編
者
の
共
有
す
る
思
い
だ
っ
た

の
は
間
違
い
な
い
。

以
前
に
、
今
城
塚
古
墳
の
幾
多
の
円
筒
埴
輪
か
ら
大
量
に
み
つ
か
っ
た
二
本
マ
ス
ト

の
停
泊
船
の
船
絵
資
料
と
欽
明
紀
十
五
（
五
五
四
）
年
条
の
百
済
へ
の
派
遣
船
団
の
規

模
「
助
軍
數
一
千
･
馬
一
百
匹
･
船
四
十
隻
」
の
分
析
か
ら
、
倭
王
権
直
属
の
輸
送

船
の
規
模
を
少
な
く
と
も
水
主
を
含
め
て
五
〇
～
六
〇
人
が
乗
り
込
め
る
手
漕
ぎ
併
用

の
帆
船
と
考
定
、
一
隻
あ
た
り
の
積
載
量
は
装
備
な
ど
も
含
め
、
一
〇
t
級
と
復
元

し
た

（
27
）

。
司
令
官
の
近
江
毛
野
臣
は
、
厖
大
な
兵
員
を
輸
送
す
る
た
め
大
船
団
を
編

成
し
、
一
路
、
瀬
戸
内
を
九
州
に
む
け
て
進
発
さ
せ
る
わ
け
だ
が
、
従
前
の
北
路
と
南
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こ
れ
ま
で
『
伊
予
国
風
土
記
』
の
「
御
嶋
」
項
の
大
山
積
神
の
遷
座
に
つ
い
て
、
継

体
期
の
磐
井
の
乱
に
先
立
つ
大
船
団
の
瀬
戸
内
航
行
、
と
り
わ
け
芸
予
諸
島
の
乗
り

切
り
の
安
全
を
期
し
た
と
推
定
し
て
き
た
。
そ
こ
で
い
ま
ひ
と
つ
「
御
嶋
」
項
で
注

意
す
る
の
は
、
大
山
積
神
が
百
済
国
か
ら
渡
り
来
て
、
摂
津
の
御
島
（
三
島
） 

に
坐
し

た
、
と
の
件
で
あ
る
。
唐
突
に
百
済
出
自
譚
が
で
て
く
る
あ
た
り
、
こ
の
大
山
積
神
に

瀬
戸
内
航
路
の
安
全
を
期
す
だ
け
で
な
く
、
百
済
方
面
へ
の
無
事
の
渡
海
を
願
っ
て
い

る
よ
う
に
も
み
え
る
。
か
の
隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
の
銘
文
に
あ
る
、
癸
未
年
を

五
〇
三
年
、
斯
麻
を
武
寧
王
と
し
、
男
弟
王
を
継
体
と
す
る
私
見

（
30
）

は
、
両
者
の
蜜

月
を
顕
示
し
た
資
料
と
の
判
断
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
書
紀
に
よ
る
と
継
体
は
百

済
へ
の
軍
事
支
援
も
し
ば
し
ば
で
、
一
方
の
磐
井
は
新
羅
の
唆
し
の
も
と
に
王
権
軍
と

敵
対
し
た
と
す
る
構
図
が
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
や
は
り
『
伊
予
国

風
土
記
』
の
「
御
嶋
」
項
に
記
さ
れ
た
、
百
済
か
ら
摂
津
御
嶋
（
三
島
）
を
経
て
、
最

終
的
に
大
三
島
へ
遷
座
し
た
と
す
る
大
山
積
神
の
遷
移
譚
は
、
継
体
期
の
軍
事
、
外
交

事
績
に
沿
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

四
　
倭
王
権
と
宗
像
神
祭
祀

（
一
）
倭
王
権
と
宗
像
神

北
九
州
東
北
部
の
一
画
、
宗
像
と
そ
の
周
辺
地
域
は
、
古
代
、
宗
像
氏
が
盤
踞
し
、

響
灘
西
部
か
ら
玄
界
灘
を
領
域
と
す
る
海
人
族
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
奥
津
城
と
し

て
は
四
世
紀
後
半
の
東
郷
高
塚
古
墳
を
は
じ
め
、
上
高
宮
古
墳
、
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
の

系
列
、
前
方
後
円
墳
五
基
・
円
墳
三
十
五
基
・
方
墳
一
基
か
ら
な
る
新
原
・
奴
山
古
墳

路
の
沿
岸
航
行
に
く
わ
え
て
、
芸
予
諸
島
の
中
心
部
を
一
気
に
突
っ
切
る
航
路
も
選
択

さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
芸
予
諸
島
の
中
央
部
に
あ
っ
て
北
路
と
南
路
を
見
据
え
ら
れ
る

大
三
島
へ
、
あ
た
か
も
落
下
傘
の
よ
う
に
舞
い
降
り
た
と
も
い
え
る
大
山
積
神
の
遷
座

譚
は
、
ま
さ
に
倭
王
権
の
大
船
団
の
安
全
通
行
の
祈
願
に
端
を
発
す
る
ゆ
え
の
伝
承

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
遷
座
当
初
に
地
元
豪
族
の
関
与
が
う
か
が
え
な
い
の
も
納
得
が
い

く
。さ

て
継
体
期
の
大
船
団
編
成
に
つ
い
て
、
い
ま
ひ
と
つ
、
催
馬
楽
『
難
波
海
』
を
と

り
あ
げ
よ
う
。

難
波
海 

難
波
海 

漕
ぎ
も
て
の
ぼ
る 

小
舟
大
舟 

筑
紫
津
ま
で
に 

い
ま
少
い
の
ぼ
れ 

山
崎
ま
で
に

が
そ
れ
で
、
淀
川
河
口
部
の
難
波
海
か
ら
川
を
漕
ぎ
の
ぼ
る
大
小
の
舟
が
筑
紫
津
に
、

さ
ら
に
遡
れ
ば
山
崎
に
い
た
る
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
る
。
歌
自
体
は
平
安
時
代
の

作
だ
が
、
古
代
の
淀
川
筋
に
筑
紫
の
名
を
冠
し
た
河
津
の
あ
っ
た
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い

て
、
大
変
興
味
深
い

（
28
）

。
し
か
も
、
こ
の
筑
紫
津
は
山
崎
の
少
し
下
流
に
あ
っ
た
と

い
う
か
ら
、
淀
川
縁
の
梶
（
楫
）
原
か
ら
前
島
、
三
島
江
（
い
ず
れ
も
高
槻
市
）
あ
た

り
の
浜
が
ふ
さ
わ
し
い
。
い
ま
催
馬
楽
の
筑
紫
津
そ
の
も
の
を
直
截
に
継
体
期
ま
で
ひ

き
あ
げ
て
は
考
え
な
い
に
し
て
も
、
淀
川
中
流
域
に
九
州
と
往
還
す
る
船
が
停
泊
し
て

い
た
河
港
が
あ
っ
た
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
端
緒
を
継
体
期
に
倭
王
権
が

仕
掛
け
た
「
磐
井
戦
争
」
に
対
処
す
る
淀
川
筋
の
河
津
整
備
の
一
環
だ
っ
た
と
推
定
し
、

仁
徳
紀
に
記
さ
れ
た
茨
田
堤
や
堀
江
の
開
削
に
次
ぐ
、「
継
体
大
王
に
よ
る
淀
川
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
と
呼
ん
で
い
る

（
29
）

。
そ
れ
は
大
規
模
と
は
い
え
、
河
口
部
の
難
波
津
だ

け
で
は
大
船
団
の
編
成
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
み
る
。

62



群
（
五
～
六
世
紀
）、
さ
ら
に
は
長
大
な
横
穴
式
石
室
を
も
つ
宮
地
嶽
古
墳
（
七
世
紀
）

な
ど
、
宗
像
・
津
屋
崎
地
域
に
系
譜
を
違
え
つ
つ
も
、
連
綿
と
造
営
さ
れ
た
諸
古
墳
が

あ
げ
ら
れ
る
。
宗
像
氏
が
奉
斎
す
る
宗
像
三
女
神
（
田
心
姫
神
、
湍
津
姫
神
、
市
杵
島

姫
神
）
は
、
記
紀
神
話
に
お
い
て
、
天
照
大
神
と
素
戔
嗚
尊
の
誓
約
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
と
さ
れ
、現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
沖
津
宮
（
沖
ノ
島
）、中
津
宮
（
筑
前
大
島
）、辺
津
宮
（
田

島
）
に
鎮
ま
っ
て
い
る
。

古
代
以
来
の
宗
像
信
仰
に
さ
さ
え
ら
れ
た
対
外
交
流
の
歴
史
は
、
三
女
神
の
出
生
譚

に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
倭
王
権
と
の
密
接
な
関
わ
り
の
な
か
で
立
ち
上
が
っ
て
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
雄
略
紀
』
九
年
二
月
条
に

凡
河
内
香
賜
と
采
女
を
遣
わ
し
て
、
胸
方
神
を
祠
ら
し
め
た
ま
う
。
香
賜
、
既
に
壇

所
に
至
り
て
將
に
事
行
は
む
と
す
る
に
及
り
て
、
其
の
采
女
を
姧
す
。
天
皇
、
聞
し
め

し
て
曰
く
、「
神
を
祠
り
て
福
を
祈
る
こ
と
は
、
慎
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
」
と
の
た
ま
ふ
。

乃
ち
難
波
日
鷹
吉
士
を
遣
し
て
誅
さ
し
め
た
ま
ふ
。
時
に
香
賜
、
退
り
逃
げ
亡
せ
て
在

ら
ず
。
天
皇
、
復
弓
削
連
豊
穂
を
遣
し
て
、
普
く
國
郡
縣
に
求
め
て
、
遂
に
三
嶋
郡
の

藍
原
に
し
て
、
執
ら
へ
て
斬
り
つ
。

と
あ
り
、
凡
河
内
香
賜
の
凶
行
を
罰
す
る
か
た
ち
な
が
ら
、
倭
王
権
が
宗
像
神
を
こ
と

さ
ら
祀
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
物
語
的
に
は
、
悪
役
の
香
賜
が
（
摂
津

の
）
三
島
の
藍
原
で
捕
ら
え
ら
れ
て
斬
殺
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
雄
略
期
に
あ
ら

わ
れ
る
藍
原
は
の
ち
の
継
体
期
に
築
造
さ
れ
た
大
王
墓
、
す
な
わ
ち
三
島
藍
野
陵
が
造

営
さ
れ
た
低
位
段
丘
の
富
田
台
地
一
帯
を
指
す
。
筆
者
は
こ
の
台
地
西
半
部
の
一
画
こ

そ
、
安
閑
元
年
紀
に
記
さ
れ
た
三
島
県
主
飯
粒
が
献
上
し
た
と
さ
れ
る
竹
村
（
生
）
屯

倉
の
所
在
地
と
考
え
て
い
る

（
31
）

。
こ
こ
で
も
香
賜
の
同
族
で
あ
る
凡
河
内
味
張
が
良

田
献
上
を
拒
否
し
た
悪
役
と
し
て
登
場
し
、
畏
ま
っ
た
す
え
に
春
秋
に
五
百
人
の
钁
丁

を
差
し
出
し
た
と
す
る
伝
承
地
が
西
五
百
住
、
東
五
百
住
と
い
う
地
名
と
し
て
い
ま
も

台
地
上
に
遺
存
す
る
。
話
が
い
さ
さ
か
宗
像
神
か
ら
逸
れ
た
が
、
香
賜
と
味
張
と
い
う

凡
河
内
氏
の
役
柄
を
通
し
て
、
宗
像
と
畿
内
地
域
、
と
く
に
摂
津
三
島
と
の
つ
な
が
り

が
強
調
、
暗
喩
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
き
の
『
雄
略
紀
』
九
年
二
月
条
に
引
き
続
く
同
年
三
月
条
に
、

天
皇
、
親
ら
新
羅
を
伐
た
む
と
欲
す
。
神
、
天
皇
に
戒
め
て
曰
は
く
、「
な
往
し
そ
」

と
の
た
ま
う

と
あ
る
。
こ
の
神
は
『
日
本
書
紀
通
証
』
に
よ
る
と
胸
方
神
と
さ
れ
、
天
皇
自
身
が
新

羅
へ
出
陣
す
る
の
を
宗
像
神
が
諫
め
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
き
の
二
月
条
以
上
に
、

倭
王
権
と
の
濃
密
な
関
係
が
示
唆
さ
れ
て
い
て
、
宗
像
で
の
神
ま
つ
り
が
玄
界
灘
か
ら

朝
鮮
半
島
南
東
部
へ
の
渡
海
、
さ
ら
に
は
中
国
に
い
た
る
航
路
の
安
全
に
か
か
る
国
家

的
な
祭
祀
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
解
明
進
む
宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀

宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
か
ら
同

四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
い
た
る
三
次
の
沖
ノ
島
の
学
術
調
査

（
32
）

の
成
果
が
随
一
で
、

ほ
か
に
も
七
世
紀
後
半
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
大
島
の
御
嶽
山
、
辺
津
宮
背
後
の
宗
像

山
の
下
高
宮
の
祭
祀
遺
跡
、
さ
ら
に
は
前
記
し
た
宗
像
・
津
屋
崎
地
域
の
諸
古
墳
の
一

連
の
調
査
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
沖
ノ
島
祭
祀
に
つ
い
て
は
岩
上
祭
祀（
四

世
紀
後
半
～
五
世
紀
中
頃
）、
岩
陰
祭
祀
（
五
世
紀
後
半
～
七
世
紀
）、
半
岩
陰
・
半
露

天
祭
祀
（
七
世
紀
後
半
）、
露
天
祭
祀
（
八
・
九
世
紀
）
の
四
段
階
の
変
遷
が
的
確
に
捉
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州
地
方
と
朝
鮮
半
島
南
部
と
の
往
来
は
壱
岐
・
対
馬
を
経
由
す
る
航
路
が
メ
イ
ン
ル
ー

ト
で
、
人
の
み
な
ら
ず
、
物
資
も
情
報
も
行
き
来
し
、
外
交
、
軍
事
の
主
要
路
だ
っ
た
。

小
稿
に
か
か
る
神
功
皇
后
に
よ
る
住
吉
三
神
加
護
の
朝
鮮
出
兵
も
対
馬
（
和
珥
津
）
を

経
由
し
て
い
る
。
時
と
し
て
倭
王
権
は
、
壱
岐
・
対
馬
ル
ー
ト
を
活
用
す
る
の
だ
が
、

宗
像
地
域
の
掌
握
と
宗
像
神
へ
の
排
他
的
と
も
み
ら
れ
る
拘
り
よ
う
と
、
ど
の
よ
う
な

折
り
合
い
が
つ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

察
す
る
に
、
筆
者
は
実
際
の
制
海
権
と
緩
や
か
な
統
治
権
の
違
い
と
認
識
す
る
。
す

な
わ
ち
宗
像
は
倭
王
権
と
蜜
月
な
宗
像
氏
が
継
続
的
に
治
め
、
王
権
側
に
立
脚
す
る

宗
像
三
神
が
海
の
安
全
航
海
を
司
る
と
い
う
、
い
わ
ば
直
轄
地
の
よ
う
な
地
域
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
沖
ノ
島
を
含
む
玄
界
灘
東
部
は
宗
像
氏
と
と
も
に
倭
王
権

が
制
海
権
を
握
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
玄
界
灘
西
部
の
諸
津

は
い
ま
だ
地
元
豪
族
の
管
轄
下
に
あ
り
、
そ
の
差
配
は
倭
王
権
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
幾
多
の
朝
鮮
出
兵
は
あ
く
ま
で
も
倭
国
（
時
の
政
権
）
の
軍
事

行
動
と
し
て
、
盟
主
で
あ
る
倭
王
権
の
主
導
に
よ
り
各
地
の
豪
族
が
動
員
徴
発
さ
れ
、

従
軍
す
る
態
勢
ゆ
え
の
壱
岐
・
対
馬
ル
ー
ト
に
よ
る
派
兵
で
あ
っ
て
、
倭
王
権
は
こ
の

ル
ー
ト
の
直
接
的
な
制
海
権
は
十
分
に
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
制
海
権
の
な
い
と
こ
ろ
に
港
湾
管
理
や
安
全
航
海
を
直
接
的
に

担
う
海
神
の
祭
祀
権
は
発
生
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
九
州
島
で
の
倭
王
権
の

こ
う
し
た
状
況
（
倭
王
権
の
橋
頭
堡
が
宗
像
地
域
周
辺
）
が
一
変
す
る
出
来
事
が
、
継

体
期
の
磐
井
の
乱
だ
っ
た
。

え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
に
は
古
代
以
来
の
宗
像
信
仰
に
さ
さ
え
ら
れ
た

対
外
交
流
の
歴
史
が
評
価
さ
れ
、「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
と
し

て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
の
登
録
に
む
け
た
取
り
組
み
や
登
録
後
の
保
存
活
用

の
な
か
で
、
宗
像
・
沖
ノ
島
祭
祀
の
研
究
は
一
層
深
化
し
、
個
別
の
論
究
も
数
多
く
み

ら
れ
る

（
33
）

。

（
三
）
宗
像
神
と
倭
王
権
の
制
海
権

さ
て
小
稿
で
の
宗
像
神
に
対
す
る
視
点
は
、
倭
王
権
か
ら
み
た
在
り
方
で
あ
る
。
前

述
の
よ
う
に
、
記
紀
神
話
や
伝
承
で
は
倭
王
権
の
関
わ
り
が
明
ら
か
で
あ
り
、
考
古
学

的
に
も
首
肯
で
き
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
沖
ノ
島
の
岩
上
祭
祀
場
で
あ
る
十
七
号
遺

跡
に
奉
献
さ
れ
た
銅
鏡
二
十
一
面
の
う
ち
、
三
角
縁
神
獣
鏡
が
三
面
あ
り
、
そ
の
一
面

が
倭
王
権
の
祭
祀
具
と
し
て
折
り
紙
の
つ
く
仿
製
唐
草
文
帯
三
神
三
獣
鏡
（
十
八
号
鏡
、

四
世
紀
後
半
、
大
阪
・
紫
金
山
古
墳
出
土
鏡
と
同
型
鏡
）

（
34
）

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
古

相
の
祭
祀
遺
物
の
内
容
を
み
る
か
ぎ
り
、
宗
像
祭
祀
は
紛
れ
も
な
く
倭
王
権
の
関
与
の

も
と
に
は
じ
ま
っ
た
の
は
疑
い
な
い
。
こ
の
時
期
、
倭
王
権
は
大
和
を
中
心
に
大
き
な

政
治
勢
力
と
な
り
列
島
各
地
に
進
出
、
北
九
州
に
あ
っ
て
は
宗
像
氏
を
取
り
込
み
、
玄

界
灘
東
部
を
望
む
宗
像
地
域
を
橋
頭
堡
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
へ
の
独
自
の
足
掛
か
り
を

持
つ
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
宗
像
地
域
で
海
神
を

祀
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
倭
王
権
に
か
か
る
祭
祀
物
を
沖

ノ
島
に
奉
献
す
る
ス
タ
イ
ル
は
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
白
石
太
一
郎

（
35
）

ら
多
く
の
先
学
が
説
く
よ
う
に
、
弥
生
時
代
以
来
、
北
九
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五
　
継
体
期
に
お
け

る
倭
王
権
の
九
州
進

出
こ
れ
ま
で
瀬
戸
内
航
路

の
住
吉
三
神
・
大
山
積
神
、

そ
し
て
玄
界
灘
東
部
の
宗

像
三
女
神
に
つ
い
て
、
関

連
事
象
と
と
も
に
、
思
う

と
こ
ろ
を
記
し
て
き
た
。

本
項
で
は
継
体
期
に
焦
点

を
あ
て
、
あ
ら
た
め
て
倭

王
権
の
九
州
進
出
の
動
静

を
う
か
が
っ
て
み
た
い
と

思
う
。

（
一
）
住
吉
三
神
と
そ
の
港

津
（
表
2
上
段
）

倭
王
権
膝
下
の
大
津
は
、

『
記
紀
』
と
『
万
葉
集
』
の

検
討
の
結
果
、
渟
中
倉
長

峡
の
大
津
で
あ
れ
、
住
吉
津
、
難
波
津
で
あ
れ
、
淀
川
の
河
口
部
に
あ
っ
た
と
の
結
論

を
得
た
。
そ
れ
は
ま
た
同
じ
河
口
津
で
、住
吉
の
神
領
内
の
呼
称
で
あ
っ
た
『
神
代
記
』

の
長
柄
船
瀬
も「
遣
唐
使
時
奉
幣
」祝
詞
の
那
我
良
船
居
も
同
然
で
あ
る
。
お
よ
そ『
記

紀
』
と
の
対
応
で
は
、
長
峡
の
大
津
が
神
功
・
応
神
期
、
住
吉
（
墨
之
江
）
津
が
仁
徳

な
い
し
履
中
（
即
位
前
紀
）
期
、
難
波
津
が
雄
略
期
あ
た
り
を
端
緒
に
継
体
期
以
降
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
各
項
目
の
う
ち
、
津
の
所
在
地
が
基
本
的
に
変
わ
ら
ず
継
承

さ
れ
て
い
る
の
は
、
淀
川
河
口
部
の
天
満
砂
州
に
遮
ら
れ
た
ラ
グ
ー
ン
の
主
要
沿
岸
部

が
、
大
規
模
な
河
津
を
整
備
す
る
の
に
最
適
な
場
所
だ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ま
た
津
の
設
置
主
体
で
あ
る
倭
王
権
が
不
変
な
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

管
理
運
営
氏
族
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
架
上
さ
れ
た
田
裳
見
宿
禰
の
津
守
氏
始
祖
伝

承
は
い
ま
措
く
と
し
て
、
安
曇
氏
か
ら
津
守
氏
へ
の
交
替
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は

豪
族
の
盛
衰
が
背
景
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
両
者
を
相
対
化
し
た
と
き
、
安
曇
氏
に
特
徴

的
に
み
ら
れ
る
鯨
面
（
顔
へ
の
イ
レ
ズ
ミ
）
に
注
目
す
る
。
安
曇
氏
は
も
と
も
と
大
阪

湾
周
辺
に
割
拠
し
て
い
た
海
人
の
集
団
で
、『
記
紀
』
に
は
野
蛮
な
習
俗
と
し
て
し
ば

し
ば
鯨
面
を
施
し
て
い
た
、
と
あ
る
。
倭
王
権
は
、
か
れ
ら
の
得
意
な
航
海
技
術
や
港

湾
管
理
を
頼
ん
で
、
住
吉
津
の
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
王
権
自
身
に

鯨
面
を
忌
避
す
る
姿
勢
―
刑
罰
と
し
て
採
用
し
て
い
る
―
が
あ
り
、
本
質
的
に
は
権
力

に
服
わ
な
い
集
団
と
み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
結
果
的
に
は
、
住
吉
仲
皇
子
反
乱
に

連
座
す
る
か
た
ち
で
、五
世
紀
の
後
半
に
は
失
脚
し
た
と
み
ら
れ
る
。
構
図
と
し
て
は
、

航
海
技
術
に
長
け
た
荒
く
れ
集
団
の
安
曇
氏
は
、
軍
事
行
動
や
埠
頭
や
倉
庫
な
ど
で
の

荷
役
作
業
に
は
向
い
て
い
る
が
、
国
家
津
が
受
け
持
つ
い
ま
一
つ
の
側
面
で
あ
る
外
交

面
で
は
、
館
に
お
け
る
賓
客
の
接
待
等
、
時
々
の
政
権
の
意
向
を
慮
っ
た
言
動
は
適
わ

安全航海の神々 津の名称や
所在地等

管理運営氏族
（奉斎神） 地形環境や地名の推定等 関連遺跡・遺構等

（史料の王宮等施設） 所　載　史　料

住吉三神 
（住吉大神）

渟中倉長峡に大津
（墨之江津の前身）

田裳見宿禰
[津守氏祖伝承]

上町台地北側の天満砂堆
押熊王の撤退経路（菟餓野→
住吉→山背・宇治）
（難波浦、御帛浜、三国川）

（大隅宮、武庫水門）
神功・応神紀

住吉大社神代記
（長柄船瀬本記）

墨之江津の整備
長柄船瀬、
那我良船居
難波津の端緒
住吉津の再編

阿曇氏
（綿津見三神）

上町台地周辺一帯が住吉（評）堀
江に北面して住吉津
台地北端部の一画が本来の難波
住吉仲皇子反乱、安曇氏退潮

法円坂倉庫群設営
（高津宮、墨之江津、
難波堀江、茨田堤）法
円坂倉庫群撤収

仁徳記、仁徳紀
神代記（同上）
祝詞（遣唐使時奉
幣）
履中即位前紀

難波津（御津・大津） 津守氏（安人神）[大海神社]
新生難波津
（＋淀川中流域に筑紫津）

港湾施設整備
（難波館・難波大郡等）

（雄略紀）
継体・欽明紀

大山積神 芸予諸島の大三島
不存在
伊予・越智氏の
関与は7世紀以
降

鷲ケ頭山など三山
[沿岸部に尾道水道、来島海峡]

大三島に古墳、
祭祀遺跡未確認

記（神代上巻）
紀（神代上第五段）
伊予国風土記逸文

宗像三女神
（宗像大神）

道中の沖津、中津、
辺津

宗像氏（三女
神）
祭政一致

沖ノ島、大島、田島
沖ノ島・御嶽山・
下高宮・各祭祀遺跡、
津屋崎古墳群

記（神代上巻）
紀（神代上第六段）
雄略紀

表２ 倭王権差配の瀬戸内航路の主要津とその神々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2023年1月作成）
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（
二
）
大
山
積
神
と
そ
の
港
津
（
表
2
中
段
）

芸
予
諸
島
に
あ
る
大
三
島
へ
の
大
山
積
神
の
遷
座
譚（『
伊
予
国
風
土
記
』逸
文
の「
御

嶋
」
項
）
が
い
か
に
唐
突
で
、
し
か
も
地
元
豪
族
が
関
与
し
な
い
か
た
ち
だ
っ
た
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
し
て
「
御
嶋
」
に
記
さ
れ
た
内
容
を
分
析
し
た
結
果
、
も
と
は

継
体
期
の
事
績
、
そ
れ
も
「
磐
井
の
乱
」
の
際
の
大
軍
派
兵
の
安
全
航
海
を
期
し
た
大

山
積
神
の
降
臨
伝
承
だ
っ
た
と
推
論
し
た
。
実
際
に
こ
れ
ほ
ど
の
輸
送
船
団
を
派
遣
す

る
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
北
路
、
南
路
の
沿
岸
航
行
だ
け
で
は
お
ぼ
つ
か
な
く
、
難
所
で

あ
る
芸
予
諸
島
の
中
央
突
破
を
図
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
強
行

軍
で
あ
り
、
そ
の
証
左
に
船
団
が
停
泊
す
る
大
規
模
な
港
津
が
整
備
さ
れ
た
形
跡
も
な

く
、
当
然
に
管
理
運
営
氏
族
も
指
摘
で
き
な
い
。
山
の
守
り
神
で
あ
る
大
山
積
神
が
海

神
の
役
目
を
付
与
さ
れ
て
鎮
座
す
る
と
い
う
対
症
療
法
的
な
様
態
も
頷
け
る
。

（
三
） 

宗
像
三
女
神
と
そ
の
港
津
（
表
2
下
段
）

宗
像
三
女
神
の
奉
斎
は
倭
王
権
の
主
導
の
も
と
に
地
元
の
豪
族
（
宗
像
氏
）
が
執
行

し
て
い
た
。
沖
ノ
島
で
は
「
磐
井
の
乱
」
の
前
後
は
い
わ
ゆ
る
岩
陰
祭
祀
が
継
続
中
で
、

祭
祀
自
体
の
内
容
に
劇
的
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
な
お
こ
の
時
期
の
宗
像
地
域
で
の

港
津
に
つ
い
て
は
、
田
島
（
辺
津
宮
）
の
東
の
旧
入
海
が
第
一
の
候
補
で
、
規
模
な
ど

は
今
後
の
汀
線
の
復
元
研
究
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
い
ま
一
つ
の
候

補
と
し
て
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
が
展
開
す
る
台
地
西
側
の
旧
入
海
を
挙
げ
た
い
と
思

う
。
こ
の
入
海
は
大
規
模
（
奥
行
約
六
km
、
最
大
幅
約
一
・
五
km
）
で
、
か
つ
大
峰
山

を
基
軸
と
す
る
渡
半
島
を
形
成
す
る
砂
州
に
よ
っ
て
外
海
か
ら
守
ら
れ
、
古
代
の
港
津

と
し
て
の
条
件
と
し
て
は
よ
り
相
応
し
く
思
わ
れ
、「
磐
井
の
乱
」
時
の
倭
王
権
の
輸

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
点
、
難
波
津
に
あ
っ
た
負
名
氏
の
津
守
氏
は
い
か
に
も
国
家
津
の
管
理
集
団
と

し
て
相
応
し
い
官
僚
的
一
族
で
、
外
交
館
で
の
賓
客
の
応
対
に
も
長
け
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。無
論
、『
記
紀
』に
も
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
と
の
記
述
は
な
い
。前
述
し
た
よ
う
に
、

基
本
的
に
六
世
紀
に
な
っ
て
台
頭
し
て
く
る
新
興
集
団
で
あ
り
、
継
体
政
権
の
時
期
と

重
な
る
点
が
、
眼
目
の
倭
王
権
の
九
州
進
出
と
絡
ん
で
興
味
深
い
。　

『
継
体
紀
』
で
は
、
二
十
一
（
五
二
七
）
年
に
近
江
毛
野
臣
は
「
六
万
」
の
兵
を
率

い
て
任
那
に
向
け
て
進
発
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
実
行
に
は
畿
内
地
域
で
の
大
規
模
な

兵
団
と
輸
送
船
団
の
編
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
だ
が
実
際
に
は
、
継
体
政
権
は
朝
鮮
半

島
へ
の
通
交
や
外
交
権
益
の
占
有
の
た
め
に
九
州
で
の
覇
権
獲
得
を
狙
っ
て
い
た
の
で

あ
り
、
当
面
の
課
題
と
し
て
は
筑
紫
の
大
豪
族
で
あ
る
磐
井
の
討
伐
で
あ
っ
た
。
継
体

は
そ
の
た
め
に
周
到
な
計
画
を
立
て
て
準
備
を
進
め
た
と
い
う
の
が
筆
者
の
思
考

（
36
）

で
あ
る
。
樟
葉
で
即
位
し
、
そ
の
後
、
筒
城
、
弟
国
へ
と
王
宮
が
変
転
し
た
の
は
、
木

津
川
・
淀
川
筋
に
つ
ぎ
つ
ぎ
に
拠
点
を
整
備
し
た
た
め
で
、
そ
の
間
に
そ
れ
こ
そ
王
権

の
威
信
を
か
け
て
津
守
氏
や
造
船
技
術
に
熟
達
し
た
船
木
連

（
37
）

な
ど
を
重
用
し
て
の

大
形
輸
送
船
の
建
造
蓄
積
と
新
生
難
波
津
の
整
備
、
さ
ら
に
は
淀
川
中
流
域
で
の
筑
紫

津
（
38
）

な
ど
の
整
備
に
注
力
し
た
の
だ
ろ
う
。
継
体
は
即
位
後
二
十
年
を
経
て
磐
余
玉

穂
宮
へ
移
り
大
和
入
り
を
果
た
す
の
だ
が
、
そ
の
翌
年
に
大
軍
派
兵
を
実
現
さ
せ
た
こ

と
に
な
り
、
多
大
な
年
月
を
積
み
重
ね
た
周
到
な
準
備
が
功
を
奏
し
た
と
い
え
る
。
ま

た
当
初
の
朝
鮮
半
島
へ
の
大
軍
派
兵
が
建
前
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
磐
井
の
乱
後
に
近
江

毛
野
臣
が
渡
海
し
た
際
に
大
軍
を
率
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
あ
き
ら
か
で
、
派

兵
は
端
か
ら
北
部
九
州
の
制
圧
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。　
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送
船
団
の
停
泊
も
、
一
定
、
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
「
磐
井
の
乱
」
の
情
勢
だ
が
、『
継
体
紀
』
で
は
「
御
井
」
で
の
激
し
い
戦
い

の
末
に
、
磐
井
は
斬
殺
さ
れ
た
と
し
、『
筑
後
風
土
記
』
逸
文
で
は
豊
前
国
の
上
膳
県

に
逃
亡
し
た
と
す
る
。
筑
後
川
沿
い
の
御
井
の
地
は
磐
井
の
墓
と
さ
れ
る
岩
戸
山
古
墳

に
ほ
ど
近
い
磐
井
一
族
の
本
拠
地
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
倭
王
権
軍
が
進
入
し
た
か
ら
に

は
、
王
権
の
輸
送
船
団
が
有
明
海
か
ら
筑
後
川
を
遡
っ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

る
。
顛
末
の
詳
細
は
別
稿

（
39
）

に
譲
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
状
況
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
磐

井
が
筑
後
川
上
流
の
豊
前
の
山
中
へ
の
逃
亡
譚
の
真
実
味
が
増
す
。「
岩
戸
山
歴
史
文

化
交
流
館
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
石
人
、
石
馬
の
ほ
と
ん
ど
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
割
れ
て

い
る
有
様
を
見
る
に
つ
け
、『
風
土
記
』
の
「
古
老
」
が
語
っ
た
士

も
の
の
ふに

よ
る
打
ち
毀
し

の
信
憑
性
も
高
ま
る
と
い
う
も
の
だ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
乱
自
体
は
倭
王
権
側
の
勝
利
で
決
着
す
る
の
だ
が
、
乱
直
後
に
は

糟
屋
屯
倉
が
設
置
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
安
閑
二
年
に
は
穂
波
な
ど
八
か
所
の
屯
倉
を

筑
紫
、
豊
、
火
の
国
に
設
置
し
た
と
あ
る
。
ま
さ
に
磐
井
な
ど
北
部
九
州
の
豪
族
た
ち

の
支
配
地
に
楔
を
打
ち
込
ん
だ
格
好
だ
。
と
り
わ
け
重
視
す
る
の
は
、「
往
来
（
外
交
）

の
関
門
」
で
あ
る
筑
紫
の
那
津
の
口
に
官
家
を
設
け
、
各
地
の
籾
を
運
ば
せ
集
積
し
た

と
す
る
宣
化
元
年
の
記
事
で
あ
る
。那
珂
川
河
口
部
で
の
那
津
の
整
備
は
ま
さ
に
壱
岐
・

対
馬
ル
ー
ト
、
ひ
い
て
は
九
州
で
の
制
海
権
を
倭
王
権
が
掌
握
し
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

考
古
学
的
に
は
、
朝
鮮
半
島
南
西
部
の
栄
山
江
流
域
で
九
州
の
豪
族
が
独
自
に
築
造

し
て
い
た
前
方
後
円
墳
が
一
斉
に
頓
挫
す
る
状
況

（
40
）

が
あ
り
、
こ
れ
な
ど
は
倭
王
権

の
意
向
に
沿
っ
た
新
た
な
外
交
関
係
が
構
築
さ
れ
、
九
州
の
豪
族
へ
の
様
々
な
規
制
が

お
こ
な
わ
れ
た
結
果
と
み
る
。
と
く
に
注
目
す
る
の
は
、
熊
本
宇
土
産
の
馬
門
石
（
阿

蘇
溶
結
凝
灰
岩
）
製
石
棺
で
、
磐
井
の
乱
以
前
の
舟
形
石
棺
（
岡
山
県
築
山
古
墳
、
奈

良
県
野
神
古
墳
、
大
阪
府
長
持
山
古
墳
な
ど
）
は
蓋
、
身
と
も
重
量
は
一
ｔ
前
後
で
あ

る
の
に
対
し
、
乱
後
に
製
作
さ
れ
た
家
形
石
棺
（
今
城
塚
古
墳
の
ほ
か
に
も
滋
賀
県
甲

山
古
墳
、円
山
古
墳
な
ど
）
は
身
だ
け
で
約
四
ｔ
と
格
段
に
跳
ね
上
が
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
石
棺
の
輸
送
に
あ
た
っ
て
は
、
前
者
の
舟
形
石
棺
で
は
準
構
造
船
で
の
対
応

で
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
後
者
の
大
形
の
家
形
石
棺
に
つ
い
て
は
や
は
り
積
載
量
一
〇

ｔ
級
の
輸
送
船
が
必
要
で
あ
る
。
磐
井
の
乱
を
制
し
た
倭
王
権
が
九
州
（
全
域
）
の
制

海
権
を
獲
得
し
、
王
権
直
属
の
大
形
船
を
用
い
て
搬
送
し
た
の
だ
ろ
う
。
逆
に
磐
井
の

乱
の
以
前
は
大
形
の
石
棺
を
製
作
し
て
も
、
地
元
で
は
そ
れ
を
運
搬
す
る
術
が
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
意
味
合
い
で
の
今
城
塚
古
墳
の
馬
門
石
製
家
形
石
棺
は
継

体
に
と
っ
て
記
念
碑
的
な
意
義
が
あ
り
、
彼
の
亡
骸
が
そ
の
棺
に
納
め
ら
れ
た
可
能
性

は
高
い
。

話
が
い
さ
さ
か
磐
井
の
乱
に
そ
れ
た
が
、
倭
王
権
に
よ
る
九
州
の
制
海
権
の
獲
得
後

も
、
沖
ノ
島
祭
祀
は
お
こ
な
わ
れ
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
を
経
て
九
世
紀
末
ま
で
継
続
す

る
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
七
世
紀
後
半
ま
で
に
は
大
島
の
御
嶽
山
や
本
土
の
下
高
宮
で
の

祭
祀
が
は
じ
ま
っ
て
い
て
、
都
合
三
か
所
で
の
宗
像
祭
祀
の
形
態
、
す
な
わ
ち
『
記
紀
』

に
記
さ
れ
た
宗
像
三
女
神
に
よ
る
祭
祀
の
か
た
ち
が
明
確
に
な
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
、
磐
井
の
乱
後
も
、
倭
王
権
や
そ
の
後
の
律
令
政
府
が
引
き
続
き
安
全
航
海
を

祈
る
沖
ノ
島
や
宗
像
の
祭
祀
を
重
視
し
て
い
る
あ
ら
わ
れ
と
受
け
取
ら
れ
よ
う
。
宮
地

嶽
古
墳
の
造
営
や
大
海
人
皇
子
と
宗
形
徳
善
の
娘
・
尼
子
娘
の
間
に
う
ま
れ
た
高
市
皇

子
の
活
躍
は
宗
像
一
族
が
な
お
も
揺
る
が
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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な
お
本
稿
は
世
界
遺
産
登
録
五
周
年
記
念
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺

跡
群
公
開
講
座
の
講
演
内
容
を
補
足
し
成
稿
し
た
も
の
で
、
説
明
的
な
文
章
が
多
い
の

は
そ
れ
故
で
あ
る
。

（
今
城
塚
古
代
歴
史
館
前
特
別
館
長
）

註（
1
）
高
木
市
之
助
ほ
か　

一
九
五
九　
『
萬
葉
集
二
』
日
本
古
典
文
学
大
系
5
岩
波
書
店
（
以

下
、
引
用
す
る
万
葉
歌
と
そ
の
校
注
は
同
シ
リ
ー
ズ
の
一
～
四
［
一
九
五
七
～
一
九
六
二
］

に
拠
っ
て
い
る
。）

（
2
）
日
本
書
紀
の
記
事
と
校
注
は
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
二
三
〇
～
二
三
四
の
『
日
本
書
紀
（
全

５
冊
）』（
坂
本
太
郎
ほ
か
校
注
）［
二
〇
〇
三
］、同
じ
く
古
事
記
は
同
シ
リ
ー
ズ
二
四
の『
古

事
記
』（
倉
野
憲
司
校
注
）
に
拠
っ
て
い
る
。

（
3
）
森
田
克
行　

二
〇
〇
六　
「
三
島
古
墳
群
の
成
立
―
古
代
淀
川
水
運
の
一
断
章
―
」『
三

島
古
墳
群
の
成
立
―
初
期
ヤ
マ
ト
政
権
と
淀
川
―
』
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館

（
4
）
松
原
広
宣　

一
九
八
五　
「
第
一
編
第
二
章　

難
波
津
と
瀬
戸
内
支
配
」『
日
本
古
代
水

上
交
通
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

（
5
）
森
田
克
行　

二
〇
一
一
「
第
５
章　

継
体
大
王
と
今
城
塚
古
墳　

4
淀
川
の
筑
紫
津
」『
よ

み
が
え
る
大
王
墓　

今
城
塚
古
墳
』  

シ
リ
ー
ズ
遺
跡
を
学
ぶ　

〇
七
七　

新
泉
社

（
6
）
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
九
『
五
塚
原
古
墳
後
円
部
墳
頂
―
第
10
次
調
査

成
果
―
』
令
和
元
年
調
査
研
究
成
果
展
解
説
シ
ー
ト

（
7
）
今
城
塚
古
代
歴
史
館　

二
〇
一
八　
『
古
代
の
日
本
海
文
化
―
太
邇
波
の
古
墳
時
代
―
』

春
季
特
別
展
図
録

宗
像
地
域
の
三
女
神
に
対
す
る
信
仰
は
現
在
ま
で
も
引
き
継
が
れ
る
わ
け
だ
が
、
沖

ノ
島
祭
祀
に
関
し
て
は
九
世
紀
末
で
一
旦
停
止
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
遣
唐

使
の
廃
止
が
引
き
金
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
そ
の
こ
と
に
定
見
を
持
た

な
い
が
、
政
治
・
外
交
情
勢
の
変
化
、
航
海
技
術
の
進
歩
、
外
洋
船
の
発
達
、
外
航
ル
ー

ト
の
変
更
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

六
　
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
倭
王
権
が
差
配
し
た
国
家
津
に
か
か
る
海
神
と
港
湾
管
理
豪
族
の
動
静
を

み
て
き
た
。倭
王
権
の
思
惑
の
も
と
に
、住
吉
大
神
は
直
轄
港
で
あ
る
住
吉
津（
難
波
津
）

の
安
全
管
理
に
か
か
わ
り
、
大
山
積
神
は
瀬
戸
内
最
大
の
難
所
で
あ
る
芸
予
諸
島
の
大

三
島
に
唐
突
に
降
臨
し
て
王
権
軍
の
安
全
航
行
を
期
し
、
宗
像
大
神
は
沖
ノ
島
祭
祀
に

象
徴
さ
れ
る
玄
界
灘
東
部
の
安
全
航
海
を
司
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
三
者
三
様
の
神
祀

り
の
在
り
方
が
興
味
深
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
こ
と
と
連
動
し
て
港
湾
管
理
豪
族
の
在
り

方
も
異
な
り
、
倭
王
権
の
膝
下
の
住
吉
津
で
は
海
人
族
の
安
曇
氏
か
ら
官
僚
然
と
し
た

負
名
氏
の
津
守
氏
へ
の
交
代
劇
が
あ
り
、
宗
像
で
は
、
田
島
の
旧
入
海
の
津
や
渡
半
島

の
旧
入
海
を
大
形
津
と
し
て
想
定
す
る
な
か
で
、宗
像
氏
が
終
始
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
大
三
島
で
は
さ
し
た
る
津
は
指
摘
で
き
ず
、
な
お
か
つ
地
元
豪
族
が
関

与
し
た
形
跡
も
な
く
、
安
全
航
海
の
神
祀
り
の
場
と
し
て
は
、
異
様
な
か
た
ち
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
小
稿
の
後
半
で
は
倭
王
権
の
制
海
権
と
い
う
視
点
か
ら
の
歴
史

事
象
、
と
り
わ
け
継
体
政
権
の
九
州
進
出
を
軸
に
辿
っ
て
み
た
。
大
方
の
叱
正
を
願
う

も
の
で
あ
る
。
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（
8
）
註
3
文
献
及
び
森
田
克
行　

二
〇
一
一
『
三
島
と
古
代
淀
川
水
運
Ⅰ
』
高
槻
市
立
今
城

塚
古
代
歴
史
館
な
ど

（
9
）
田
中
卓　

二
〇
〇
八
「
祝
詞
「
遣
唐
使
時
奉
幣
」
に
つ
い
て
、
古
来
の
誤
解
を
正
し
、

難
波
津
の
位
置
と
成
立
時
期
を
確
定
す
る
」『
遣
隋
使
・
遣
唐
使
と
住
吉
津
』
住
吉
大
社

編　

東
方
出
版

（
10
）
梶
山
彦
太
郎
・
市
原
実　

一
九
八
六　
『
大
阪
平
野
の
お
い
た
ち
』
青
木
書
店

（
11
）
註
8
の
森
田
克
行 

二
〇
一
一　

文
献
に
同
じ
。

（
12
）
趙
哲
済
・
松
田
順
一
郎　

二
〇
〇
三
「
河
内
平
野
の
古
地
理
図
」『
大
阪
1
0
0
万
年

前
の
自
然
と
く
ら
し
』
日
本
第
四
紀
学
会 
大
阪
大
会
実
行
委
員
会

（
13
）
現
在
、
住
吉
区
に
長
峡
町
が
あ
る
が
、
明
治
十
五
年
に
安
立
町
新
田
を
改
称
し
た
あ
ら

た
な
町
名
。

（
14
）
註
2
文
献
の
う
ち
、「
神
功
皇
后
摂
政
元
年
紀
」
の
長
峡
の
注
釈
部
分
。

（
15
）
数
少
な
い
埠
頭
の
遺
跡
と
し
て
韓
国
官
洞
里
遺
跡
が
あ
り
、
桟
橋
、
護
岸
施
設
、
取
り

付
け
道
路
、
大
形
建
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
港
津
の
実
際
が
う
か
が
え
る
数
少

な
い
遺
跡
で
、
か
つ
て
の
住
吉
津
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

蘇
培
慶
［
訳
・
武
末
純
一
］ 

二
〇
〇
七　
「
韓
国
・
金
海
市
官
洞
里
遺
跡
の
古
代
桟
橋
」『
大

王
の
棺
を
運
ぶ
実
験
航
海
』
石
棺
文
化
研
究
会

（
16
）
積
山
洋　

二
〇
二
〇
「
法
円
坂
倉
庫
群
の
再
検
討
」『
共
同
研
究
成
果
調
査
報
告
』
14
大

阪
歴
史
博
物
館

（
17
）
上
田
雄　

二
〇
〇
八
「
遣
唐
使
の
船
と
そ
の
航
海
」
註
9
文
献
に
所
収
。

（
18
）
青
木
紀
元　

一
九
七
〇
「
第
一
編　

第
二
章　

第
三
節　

土
地
の
神
」『
日
本
神
話
の
基

礎
的
研
究
』
風
間
書
房

（
19
）
伊
藤
純　

一
九
八
四
「
古
代
日
本
に
お
け
る
黥
面
系
譜
試
論
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
〇
四

（
20
）
森
田
克
行　

二
〇
一
五
「
塚
原
Ｄ
１
号
墳
の
黥
面
人
物
埴
輪
―
ヒ
ゲ
と
イ
レ
ズ
ミ
の
統

合
表
現
―
」『
高
槻
市
文
化
財
年
報
』　

平
成
25
年
度　

高
槻
市
教
育
委
員
会

（
21
）
設
楽
博
己　

二
〇
一
一
「
入
れ
墨
か
ら
み
た
邪
馬
台
国
の
位
置
」『
東
京
大
学
文
学
部
次

世
代
人
文
学
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
24
』、
設
楽
博
己　

二
〇
二
〇　
「
人
物
埴
輪
の
顔

の
線
刻
は
イ
レ
ズ
ミ
か
」『
顔
の
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館

（
22
）
ほ
か
で
は
越
前
国
敦
賀
郡
、隠
岐
国
知
夫
郡
由
良
郷
、豊
前
国
宇
佐
郡
、同
国
仲
津
郡
丁
里
、

豊
後
国
大
分
郡
、
遠
江
国
浜
名
郡
新
居
郷
、
伊
豆
国
田
方
郡
久
寝
郷
坂
本
里
な
ど
が
あ
る
。

古
市
晃
二
〇
一
九
「
第
Ⅱ
部　

第
二
章
住
吉
信
仰
の
古
層
」『
国
家
形
成
期
の
王
宮
と
地

域
社
会
』
塙
書
房

（
23
）
註
22
文
献
に
同
じ
。

（
24
）
間
壁
忠
彦　

一
九
七
〇
「
沿
岸
古
墳
と
海
上
の
道
」『
古
代
の
日
本
』
4
中
国
・
四
国　

角
川
書
店

（
25
）
大
三
島
の
近
隣
島
嶼
に
範
囲
を
広
げ
て
も
、
岡
村
島
の
正
月
鼻
古
墳
（
箱
式
石
棺
群
、

五
世
紀
）、
因
島
の
王
子
塚
（
径
七
ｍ
、
積
石
塚
、
五
世
紀
）、
伯
方
島
の
岩
ケ
峯
古
墳
（
径

十
三
ｍ
、
横
穴
式
石
室
、
六
世
紀
後
半
）、
大
島
の
藤
崎
古
墳
（
横
穴
式
石
室
、
六
世
紀
）

な
ど
の
小
古
墳
が
単
発
的
に
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

（
26
）
妹
尾
周
三　

二
〇
二
二　
「
古
代
瀬
戸
内
の
神
々
と
祭
祀
」、「
討
論
」『
宗
像
・
沖
ノ
島

と
関
連
遺
産
群
特
別
研
究
事
業　

第
3
回
国
際
検
討
会
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
航
海
と
宗
像
・

沖
ノ
島
」』
報
告
書
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会

（
27
）
森
田
克
行　

二
〇
一
六
「
水
運
王
継
体
と
「
磐
井
の
乱
」」『
継
体
大
王
と
筑
紫
君
磐
井
』

高
槻
市
立
今
城
塚
古
代
歴
史
館
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（
28
）
森
田
克
行　

二
〇
〇
七
「
今
城
塚
古
墳
と
筑
紫
津
」
註
15
文
献
に
同
じ
。

（
29
）
王
宮
が
樟
葉
、
筒
城
、
弟
国
と
順
次
遷
移
し
た
と
す
る
伝
承
は
、
淀
川
・
木
津
川
筋
の

整
備
遂
行
の
た
め
の
陣
頭
指
揮
の
軌
跡
と
も
読
み
取
れ
る
。
註
5
文
献
に
同
じ
。

（
30
）
註
5
文
献
の
「
第
５
章　

4
継
体
大
王
と
「
癸
未
年
」
銘
鏡
」。

（
31
）
森
田
克
行　

二
〇
一
七
「
藍
原
の
開
発
と
ヤ
マ
ト
王
権
」『
太
田
茶
臼
山
古
墳
の
時
代
』

高
槻
市
立
今
城
塚
古
代
歴
史
館

（
32
）
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
編　

一
九
五
八
『
沖
ノ
島
・
宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
』
吉

川
弘
文
館

宗
像
大
社
復
興
期
成
会
編　

一
九
六
一
『
続
沖
ノ
島
・
宗
像
神
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
』

吉
川
弘
文
館

第
三
次
沖
ノ
島
学
術
調
査
隊　

一
九
七
九　
『
宗
像
沖
ノ
島
』
宗
像
大
社

（
33
）
具
体
に
は
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議
と
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会
に
よ
る
『
研
究
報
告
』、『
沖
ノ
島
研
究
』、『
特

別
研
究
事
業　

国
際
検
討
会
』
な
ど

（
34
）
註
32
の
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
編　

一
九
六
一　

文
献
の
「
第
二
章　

十
七
号
遺
跡
」

（
35
）
白
石
太
一
郎　

二
〇
一
一　
「
ヤ
マ
ト
王
権
と
沖
ノ
島
祭
祀
」『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
跡
群
」
研
究
報
告
Ⅰ
』「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
跡
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

（
36
）
註
27
文
献
に
同
じ
。

（
37
）
先
述
の
2
の
（
6
）
の
ⅰ
）
安
曇
氏
の
項
で
、
住
吉
仲
皇
子
の
反
乱
を
契
機
に
安
曇
氏

の
凋
落
を
記
し
た
が
、
期
を
一
に
し
て
、
大
阪
湾
岸
を
支
配
し
て
い
た
葛
城
集
団
も
ま
た

五
世
紀
後
半
代
に
誅
滅
さ
れ
た
、
と
古
市
晃
は
考
え
て
い
る
。
国
家
津
の
管
理
豪
族
の
交

替
劇
に
厚
み
が
加
わ
る
事
象
で
あ
る
。
た
だ
葛
城
氏
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
船
木
連
に

つ
い
て
は
、
木
材
供
給
や
造
船
に
か
か
わ
る
専
門
集
団
だ
け
に
、
そ
の
後
の
難
波
津
の
発

展
を
見
通
し
た
場
合
、
葛
城
氏
や
安
曇
氏
と
命
運
を
と
も
に
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
註

22
文
献
の
「
第
二
部　

第
二
章　

第
三
節　

葛
城
集
団
と
住
吉
地
域
」。

（
38
）
淀
川
中
流
域
に
想
定
さ
れ
る
筑
紫
津
に
流
れ
込
む
芥
川
の
西
岸
に
津
之
江
の
集
落
が
あ

り
、
筑
紫
津
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
も
と
は
牛
頭
天
王
社
で
、
明
治
時
代
の
神
仏
分
離

令
で
筑
紫
津
神
社
に
変
わ
る
が
、
牛
頭
天
王
社
の
前
身
社
は
追
究
で
き
て
い
な
い
。
津
之

江
に
は
弥
生
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
い
た
る
津
之
江
南
遺
跡
が
あ
り
、
地
域
名
と
相
俟
っ

て
、
古
来
、
淀
川
に
通
じ
る
三
島
の
交
易
要
地
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
津
之
江
の
上
流
約

一
・
五
km
の
芥
川
西
岸
の
郡
家
地
域
に
は
式
内
阿
久
刀
神
社
が
鎮
座
し
、
住
吉
三
神
を
祀

る
。
域
内
に
は
嶋
上
郡
衙
跡
を
中
心
に
弥
生
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
郡
家
川
西
遺
跡
が
広

が
り
、
西
端
に
は
真
の
継
体
陵
の
今
城
塚
古
墳
が
所
在
、
神
社
と
の
距
離
は
約
九
〇
〇
ｍ

で
あ
る
。
芥
川
筋
に
水
運
の
神
が
息
づ
い
て
い
る
事
実
は
重
要
で
、
筑
紫
津
と
の
関
連
が

考
え
ら
れ
る
。
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館　

二
〇
一
六　
『
津
之
江
』
第
34
回
企
画
展　

シ
リ
ー
ズ
高
槻
の
村
と
町

（
39
）
註
27
文
献
に
同
じ
。

（
40
）
柳
沢
一
男　

二
〇
一
四　
『
筑
紫
君
磐
井
と
磐
井
の
乱　

岩
戸
山
古
墳
』
シ
リ
ー
ズ
遺
跡

を
学
ぶ
〇
九
四
新
泉
社
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沖
ノ
島
の
自
然
と
祭
祀
遺
跡

岡
　
崇

は
じ
め
に

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
が
世
界
遺
産
登
録
五
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
海
の
道
む
な
か
た
館
で
は
「
祈
り
の
原
風
景
―
沖
ノ
島
の
豊
か

な
自
然
展
―
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
企
画
展
は
信
仰
の
原
点
で
あ
る
自
然
を
テ
ー
マ

に
、戦
前
戦
後
に
実
施
さ
れ
た
沖
ノ
島
の
自
然
に
関
す
る
調
査
報
告
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

二
〇
二
二
年
五
月
末
と
六
月
上
旬
に
実
施
し
た
福
岡
県
希
少
生
物
沖
ノ
島
調
査
で
得
ら

れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
現
在
の
地
質
や
植
物
、
動
物
（
哺
乳
類
・
爬
虫
類
・
鳥
類
・
陸

生
貝
類
・
昆
虫
類
）
を
紹
介
し
た
。

本
稿
で
は
、
沖
ノ
島
研
究
の
第
一
巻
で
「
沖
ノ
島
の
自
然
」
を
寄
稿
し
て
以
来
、
こ

れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
沖
ノ
島
の
自
然
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
、
沖
ノ
島
で
の
祭

祀
の
場
と
な
っ
た
巨
岩
と
植
物
に
つ
い
て
再
考
す
る
。

一
　
昭
和
十
年
代
の
沖
ノ
島
の
地
名

「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
Ⅰ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
「
宗
像
の
島
々
：

小
呂
島
、
沖
ノ
島
、
大
島
の
歴
史
と
地
誌
」pp.

⑤

－27

（157

）
服
部
英
雄
氏
の
な

か
で
ユ
ス
谷
や
山
路
川
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
と
さ
れ
た
が
、
一
九
三
五
年
に
発
刊

さ
れ
た
第
一
巻
第
六
号
福
岡
博
物
学
雑
誌
に
は
、著
者
の
竹
内
亮
（
た
け
う
ち
ま
こ
と
）

氏
に
よ
る
原
図
で
あ
る
「
沖
の
島
の
地
形
見
取
り
図
」
の
な
か
に
そ
れ
ら
の
地
名
と
位

置
が
記
さ
れ
て
い
た
。

ユ
ス
谷
の
ユ
ス
は
イ
ス
ノ
キ
の
方
言
で
あ
る
と
書
か
れ
、
白
岳
の
北
側
に
延
び
る
谷

に
イ
ス
ノ
キ
が
数
多
く
生
育
し
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
山
路
川
は
オ
タ
カ
に
流
れ
出
る
谷
の
名
称
の
よ
う
で
、
実
際
に
は

水
量
な
ど
は
な
く
ワ
ジ
川
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
谷
と
オ
タ
カ
の
付
け
根
に
は

今
も
二
つ
の
井
戸
が
あ
り
、
こ
れ
を
当
時
は
御
神
水
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
神

宝
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
植
物
標
本
の
な
か
に
あ
っ
た
一
九
六
二
年
に
採
集
の
ミ
ド
リ

ハ
コ
ベ
の
ラ
ベ
ル
に
は
、採
取
地
点
の
表
記
に
ビ
ッ
ク
リ
坂
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
と
き
ビ
ッ
ク
リ
坂
が
ど
こ
な
の
か
不
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
原
図
に
よ
っ
て
、
今

の
南
側
に
面
し
た
管
理
道
の
急
な
坂
道
を
指
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

二
　
新
種
の
発
見
と
絶
滅

沖
ノ
島
か
ら
過
去
の
調
査
で
新
種
と
し
て
登
録
さ
れ
、
学
名
に
沖
ノ
島
を
冠
す
る
三

種
を
紹
介
す
る
。

71



第二図　新「沖の島の地形見取り図」の地名

第一図　沖の島の地形見取り図（第一巻第六号福岡博物学雑誌1935より貼付）
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オ
キ
ノ
シ
マ
コ
ジ
ネ
ズ
ミ
→
後
に
オ
キ
ノ
シ
マ
ジ
ネ
ズ
ミ
と
改
名

（Crocidura suavealens okinoshim
ae (K

ur.4 U
chida)

）

名
称
か
ら
ネ
ズ
ミ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
モ
グ
ラ
に
近
い
仲

間
で
あ
る
。
だ
が
、
モ
グ
ラ
の
よ
う
に
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
地
中
で
過
ご
す
と
い
う
こ

と
は
な
く
、
草
原
地
帯
の
叢
の
な
か
を
は
い
回
っ
て
生
息
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

数
多
く
生
息
し
て
い
た
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
代
に
は
、
現
地
調
査
に
よ
っ
て
オ

ス
一
匹
が
捕
獲
さ
れ
、
こ
の
と
き
オ
キ
ノ
シ
マ
コ
ジ
ネ
ズ
ミ
と
い
う
名
で
タ
イ
プ
標
本
と

し
て
九
州
大
学
に
保
管
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
に
三
体
の
メ
ス

の
死
体
が
捕
獲
さ
れ
顎
な
ど
の
特
徴
か
ら
ジ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
現
在
は
オ
キ
ノ
シ
マ
ジ
ネ
ズ
ミ
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
以
降
沖
ノ
島
で
は
本
種
の

報
告
や
確
認
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今

年
六
月
の
ほ
乳
類
調
査
で
も
生
息
し
て

い
そ
う
な
大
麻
畑
に
数
多
く
の
仕
掛
け

を
施
し
た
が
全
く
捕
獲
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
死
体
す
ら
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
絶
滅
し
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ

プ
標
本
は
九
州
大
学
移
転
に
伴
っ
て
標

本
の
存
在
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

た
が
、
ほ
乳
類
担
当
の
渡
部
登
氏
の
協

力
で
、
約
七
十
年
ぶ
り
に
九
州
大
学
の

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
冷
蔵
庫
の
な
か
で

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

残
念
な
が
ら
今
は
生
き
て
い
る
姿
を
現
地
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
、

D
N
A
鑑
定
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
沖
ノ
島
に
い
た
単
な
る
ジ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間

な
の
か
オ
キ
ノ
シ
マ
ジ
ネ
ズ
ミ
と
し
て
の
固
有
の
亜
種
な
の
か
判
別
で
き
る
日
も
近
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

オ
オ
ユ
リ
ワ
サ
ビ
（Eutrem

a okinosim
ense (T

aken)

）

沖
ノ
島
が
ホ
ロ
タ
イ
プ
と
し
て
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
ご
ろ
に
新
種
記
載
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
当
時
の
オ
オ
ユ
リ
ワ
サ
ビ
の
生
育
地
に
つ
い
て
は
「
渓
谷
の
湿
地
に
生

じ
大
麻
畑
、
御
神
水
、
ユ
ス
谷
な
ど
に
未
ら
る
。
大
麻
畑
に
は
樹
陰
に
稍
大
成
る
群
落

を
成
せ
り
。
特
産
な
り
。」
と
記
さ
れ
、
湿
っ
た
谷
地
に
か
な
り
の
数
の
株
が
生
育
し

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
一
九
六
四
年
の
報
告
に
は
、「
大
麻
畑
一
ヶ
所
に
群
生
し
て

い
る
。
御
神
水
、
ユ
ス
谷
少
。」

と
記
さ
れ
、
戦
後
も
ま
だ
生
育

が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
福
岡
県
希
少
野
生
生
物
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
二
〇
一
一
で

は
つ
い
に
絶
滅
と
な
り
今
で
は

沖
ノ
島
で
の
生
育
が
確
認
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本

で
は
、
沖
ノ
島
で
の
発
見
後
、

徳
島
県
や
福
島
県
、
北
海
道
か

ら
も
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

写真一　オキノシマジネズミの標本（九州大学所蔵）

写真二　オオユリワサビの標本（宗像大社神宝館所蔵）

73



な
っ
て
い
る
杉
も
幹
の
大
き
さ
か
ら
約
三
〇
〇
年
前
に
植
樹
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
社
殿
が
建
立
さ
れ
た
際
に
植
樹
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
ウ
メ
（
献
木
一
九
三
五
社
殿
裏
一
九
六
四
）
や
ス
モ

モ
（
献
木
一
九
三
五
）、
ビ
ワ
（
沖
津
宮
社
殿
付
近
林
下
に
点
在
。
移
植
原
木
よ
り
繁

茂
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
一
九
三
五
）、
ミ
カ
ン
（
献
木
一
九
三
五
）、
ザ
ボ
ン
（
献
木

一
九
三
五
社
殿
裏
献
木
一
九
六
四
）
な
ど
の
果
物
類
が
社
殿
周
辺
に
生
育
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
沖
ノ
島
に
自
生
し
な
い
上
記
の
果
物
類
が
い
つ
ご
ろ
献

木
と
し
て
移
植
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
島
に
食
料
と
し
て
果
実
の
な
る
樹
木

を
植
え
た
い
と
い
う
心
理
は
、
神
様
に
も
捧
げ
る
と
い
う
意
味
も
含
め
人
の
行
為
と
し

て
む
し
ろ
自
然
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ミ
カ
ン
の
原
型
と
さ
れ
る
タ
チ

バ
ナ
も
（
喬
木
林
中
に
点
在
し
稀
な
り
一
九
三
五
社
殿
付
近
林
中
少
一
九
六
四
）
生
育

し
て
い
た
と
の
報
告
も
あ
り
、
青
柳
種
信
『
瀛
津
島
防
人
日
記
』
の
「
家
に
有
り
橘
樹

を
も
て
ま
い
り
て
御
前
に
植
え
る
。」
が
生
育
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
戦
前
に
渡
島
し
た
も
の
が
植
樹
し
、
次
に
渡
島
し
た
も
の
が

実
っ
た
果
実
を
口
に
で
き
る
よ
う
代
々
植
樹
し
て
き
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
そ
の
必
要
性
も
な
く
な
り
、
沖
ノ
島
の
自
然
環
境
に
も
適
応
で

き
ず
絶
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
群
と
植
物

視
覚
的
に
圧
倒
さ
れ
る
巨
岩
群
と
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
植
物
群
、
聴
覚
的
に
心
地
の

良
い
風
の
音
、
波
の
音
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
嗅
覚
的
に
陸
地
を
感
じ
さ
せ
る
シ
マ
モ
ク

オ
キ
ノ
シ
マ
ツ
チ
ゾ
ウ
ム
シ
（T

rachyhilus okinoshim
anus M

orim
oto

）

昆
虫
で
は
沖
ノ
島
唯
一
の
固
有
種
で
、
二
〇
一
五
年
に
新
種
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

ツ
チ
ゾ
ウ
ム
シ
属
と
し
て
は
大
型
で
体
長
五
～
五
・
五
㎜
、
緑
と
銅
色
の
鱗
片
を
持
つ

個
体
が
あ
る
。
沖
ノ
島
に
今
も
生
息
す
る
唯
一
の
新
種
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
沖
ノ
島
に
生
息
す
る
パ
ラ
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
ヨ
ツ
ボ
シ
ハ
ナ
コ
ブ

ヒ
メ
ゾ
ウ
ム
シ
（
体
長
三
～
四
㎜
）
や
ハ
マ
ベ
ヒ
メ
テ
ン
ト
ウ
（
体
長
二
㎜
）
が
知
ら

れ
て
い
る
。

三
　
原
始
林
の
な
か
の
植
樹

「
沖
の
島
原
始
林
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
現
在
も
「
一
木
一
草

一
石
た
り
と
も
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
禁
忌
に
よ
っ
て
手
厚
く
保
護
さ
れ

て
い
る
が
、
逆
に
本
土
か
ら
植
林
さ
れ
た
樹
木
も
多
く
、
現
在
の
沖
津
宮
の
ご
神
木
と

写真三　オキノシマツチゾウムシの標本（城戸
克弥氏提供）
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セ
イ
の
花
の
さ
わ
や
か
な
香
り
や
オ
オ
ミ

ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
独
得
な
香
り
、
こ
れ
ら
を

総
合
的
に
感
じ
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
沖
ノ

島
に
神
の
存
在
を
意
識
す
る
感
覚
が
生
ま

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
が
基
盤
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
る

磐
座
神
籬
が
沖
ノ
島
祭
祀
の
場
と
し
て
成

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
）
祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
群

沖
ノ
島
の
巨
岩
群
は
、
白
色
凝
灰
岩
と

呼
ば
れ
る
火
山
由
来
の
岩
石
で
あ
る
。
沖

ノ
島
そ
の
も
の
を
構
成
す
る
岩
石
は
、
南

西
隅
の
一
部
に
露
出
す
る
対
州
層
群
と
呼

ば
れ
る
頁
岩
と
砂
岩
の
互
層
で
構
成
さ
れ

る
堆
積
岩
が
基
底
層
と
な
り
、
そ
の
頁
岩

を
巻
き
込
ん
で
堆
積
し
た
凝
灰
岩
と
さ
ら

に
島
本
体
の
大
部
分
を
占
め
る
白
色
凝
灰

岩
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
沖
ノ
島

祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
は
白
色
凝
灰
岩
が
節
理

に
そ
っ
て
割
れ
、
沖
ノ
島
の
母
体
か
ら
剝

れ
落
ち
た
も
の
が
再
度
、
転
石
と
し
て
地

面
に
留
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
沖
ノ
島
の
全
体
的
な
地
形
を
見
て
も
島
の
北
側
は
、
比

較
的
緩
傾
斜
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
側
は
急
傾
斜
と
な
っ
て
い
て
、
安
定
勾
配
と
な
る

標
高
九
〇
ｍ
よ
り
下
方
の
谷
地
に
巨
岩
の
転
石
が
認
め
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
場
所
は
、

黄
金
谷
を
は
じ
め
兵
舎
跡
付
近
な
ど
島
の
南
側
に
点
在
す
る
が
、
祭
祀
の
場
と
し
て
使

わ
れ
た
巨
岩
は
沖
津
宮
社
殿
の
前
を
南
北
に
走
る
小
規
模
な
谷
地
形
に
沿
っ
て
点
在
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巨
岩
転
石
群
の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

黄
金
谷
は
沖
ノ
島
の
中
で
も
広
く
深
い
谷
で
あ
り
、
巨
岩
群
は
祭
祀
遺
跡
周
辺
よ
り

も
個
々
の
岩
の
規
模
が
大
き
く
数
も
多
い
こ
と
か
ら
人
が
一
度
入
り
込
む
と
方
向
感
覚

を
失
い
危
険
で
あ
る
。
沖
ノ
島
の
最
高
峰
で
あ
る
一
ノ
岳
は
直
接
望
む
こ
と
は
で
き
る

が
、
全
体
的
に
は
直
接
海
を
望
め
る
場
所
は
少
な
い
。
ま
た
、
オ
オ
タ
ニ
ワ
タ
リ
の
群

生
地
も
あ
り
、
常
に
湿
度
が
高
く
風
通
し
の
あ
ま
り
よ
く
な
い
環
境
で
あ
る
。

兵
舎
跡
周
辺
の
巨
岩
群
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
周
辺
の
巨
岩
群
と
似
た
規
模
で
、
主

に
沖
ノ
島
の
西
側
崖
面
か
ら
剝
れ
落
ち
た
も
の
で
あ
る
。
転
石
の
場
所
か
ら
は
、
直
接

一
ノ
岳
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、海（
南
側
か
ら
南
西
側
）を
望
む
こ
と
は
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
考
え
る
と
一
ノ
岳
を
望
む
こ
と
が
で
き
、海
（
南
側
か
ら
南
東
側
）

も
望
む
こ
と
が
で
き
る
好
条
件
に
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
群
が
位
置
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

（
二
）
祭
祀
遺
跡
を
取
り
巻
く
植
物
群

沖
ノ
島
に
お
い
て
生
育
し
て
い
た
植
生
が
古
代
か
ら
現
在
に
か
け
て
全
く
同
じ
種
類

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
指
定
名
称
に
も
な
っ
て
い
る
「
沖
の
島
原
始
林
」

を
代
表
す
る
タ
ブ
ノ
キ
や
シ
マ
モ
ク
セ
イ
、
マ
サ
キ
、
ム
サ
シ
ア
ブ
ミ
な
ど
大
き
く
変

写真四、五　沖ノ島祭祀遺跡から見た一ノ岳と海域（九州本土側）
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な
植
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

高
木
層
で
は
、
タ
ブ
ノ
キ
を
筆
頭
に
シ
マ
モ
ク
セ
イ
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
、
ク
ワ
ノ
ハ
エ

ノ
キ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
上
位
を
占
め
る
。
中
木
層
は
、
マ
サ
キ
、
ア
オ
キ
、
ヒ
ゼ
ン
マ

ユ
ミ
、
ヤ
ツ
デ
な
ど
が
主
に
生
育
し
、
低
草
類
で
は
、
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ノ
シ
ラ
ン
、
オ
オ

ナ
ル
コ
ユ
リ
、
ム
サ
シ
ア
ブ
ミ
、
ヒ
ゲ
ス
ゲ
な
ど
、
蔓
性
植
物
で
は
フ
ウ
ト
ウ
カ
ズ
ラ

が
岩
を
覆
い
、
シ
ダ
植
物
で
は
オ
オ
タ
ニ
ワ
タ
リ
を
筆
頭
に
オ
ニ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
オ
リ

ヅ
ル
シ
ダ
な
ど
が
祭
祀
遺
跡
を
演
出
し
て
い
る
。

五
　
自
然
調
査
の
今
後
の
展
望

古
く
は
正
平
年
中
行
事
の
な
か
で
「
瀛
よ
り
竹
を
従
え
り
」
と
あ
る
よ
う
に
十
四
世

紀
代
に
は
、
沖
ノ
島
に
竹
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、『
瀛
津
島
防
人
日
記
』
で
は
、
ビ
ロ

ウ
の
存
在
や
金
色
の
海
鼠
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。

大
正
十
五
年
に
「
沖
の
島
原
始
林
」
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
は
、
動
植
物
の
調
査
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
な
か
で
も
昆
虫
類
や
陸
生
貝
類
で

は
、
同
種
と
い
え
ど
も
対
馬
産
と
九
州
本
土
産
と
で
は
特
徴
が
異
な
る
事
か
ら
そ
の
中

間
に
位
置
す
る
沖
ノ
島
で
は
ど
う
な
の
か
と
い
っ
た
具
合
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
か

ら
注
目
を
浴
び
調
査
報
告
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

禁
忌
に
よ
っ
て
一
般
の
人
々
の
上
陸
を
制
限
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
と

は
い
え
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
オ
オ
ユ
リ
ワ
サ
ビ
や
オ
キ
ノ
シ
マ
ジ
ネ
ズ
ミ
の
絶
滅

（
こ
の
ほ
か
に
も
ヒ
ゴ
タ
イ
、
コ
バ
ノ
イ
ラ
ク
サ
、
ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン
、
ツ
メ
レ
ン
ゲ

も
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
）、小
屋
島
で
は
一
九
八
七
年
以
降
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
に
よ
っ

化
す
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
と
な
る
と
現

在
目
に
す
る
沖
ノ
島
祭
祀

遺
跡
の
巨
岩
群
と
植
物

群
が
一
体
と
な
っ
た
情
景

は
、
古
代
か
ら
現
在
ま
で

さ
ほ
ど
大
き
く
変
化
し
て

い
な
い
こ
と
に
な
る
。
沖

ノ
島
全
体
を
み
る
と
残
念

な
が
ら
、
戦
前
戦
中
の
軍

道
や
砲
台
、
弾
薬
庫
、
兵

舎
な
ど
軍
事
施
設
の
整
備

が
大
き
な
影
響
を
受
け
、

所
々
伐
採
も
お
こ
な
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
沖
津

宮
社
殿
周
辺
は
軍
で
あ
っ

て
も
手
を
付
け
な
い
と
い

う
宗
像
神
社
と
の
約
束
が

守
ら
れ
今
も
原
生
状
態
が

維
持
さ
れ
て
い
る
。

沖
津
宮
社
殿
周
辺
の
祭

祀
遺
跡
内
は
、
ど
の
よ
う

写真六　沖ノ島祭祀遺跡と植生（一例）
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て
希
少
種
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
、
ヒ
メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
が
激
減
し
貴
重
な
繁
殖

地
が
脅
か
さ
れ
、生
息
数
は
未
だ
戻
っ
て
い
な
い
。最
近
で
は
沖
ノ
島
の
特
徴
で
も
あ
っ

た
巨
大
化
し
て
い
た
ム
サ
シ
ア
ブ
ミ
や
ナ
ン
ゴ
ク
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
の
葉
の
小
型
化
や
タ

ブ
ノ
キ
の
枯
損
率
の
高
さ
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

世
界
遺
産
の
価
値
を
保
存
す
る
こ
と
は
祭
祀
遺
跡
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
合
わ
せ
自
然

環
境
の
変
化
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
観
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
沖
ノ
島
の
基
礎
資
料

と
な
る
デ
ー
タ
は
比
較
的
整
っ
て
い
る
方
で
は
あ
る
が
、
今
回
動
植
物
の
一
覧
表
を
整

理
す
る
中
で
昆
虫
類
で
は
、
ハ
チ
目
や
バ
ッ
タ
目
、
ト
ン
ボ
目
な
ど
の
種
類
が
ほ
と
ん

ど
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
キ
ノ
コ
類
や
菌
類
の
調
査
に
お
い
て
は
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ

る
。
ま
た
、
島
か
ら
持
ち
出
し
て
分
析
を
す
る
こ
と
も
禁
忌
に
よ
っ
て
不
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
島
内
で
の
調
査
手
法
や
保
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宗
像
市
世
界
遺
産
課
）

参
考
文
献

一　

植
物

本
田
正
次
・
吉
川
需
・
品
田
穣　

文
化
庁
文
化
財
保
護
部　

一
九
七
一　
「
天
然
記
念
物
辞
典
」　

第
一
法
規
出
版
株
式
会
社

竹
内
亮　

一
九
三
五　
「
沖
の
島
産
維
管
束
植
物
目
録
」『
福
岡
県
博
物
学
雑
誌
』　

第
一
巻　
　

第
六
号

福
岡
県
高
等
学
校
生
物
部
会　

一
九
六
四　
「
沖
の
島
の
種
子
植
物
」『
生
物
福
岡
』
第
四
号　
　

※
植
物
に
つ
い
て
は
福
岡
県
保
健
環
境
研
究
所
須
田
隆
一
氏
の
ご
教
授
に
よ
る
。

二　

動
物

（
ア
）
ほ
乳
類

黒
木
茂
・
林
宏
・
吉
田
博
一　

一
九
六
六　
「
沖
の
島
の
ほ
乳
類
に
つ
い
て
」　
『
沖
の
島

生
物
総
合
調
査
報
告　

Ⅶ
．
沖
の
島
の
陸
生
脊
椎
動
物
』　

生
物
福
岡　

第
六
号

※
オ
キ
ノ
シ
マ
ジ
ネ
ズ
ミ
に
つ
い
て
は
、
渡
部
登
先
生
は
じ
め
九
州
大
学
岩
森
巨
樹
氏
、
金
子

た
か
ね
氏
の
協
力
で
標
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ウ
モ
リ
類
な
ど
ほ
乳
類
全
般
に

つ
い
て
は
衣
笠
淳
氏
の
協
力
を
得
た
。

（
イ
）
爬
虫
類

黒
木
茂
・
林
宏
・
吉
田
博
一　

一
九
六
六　
「
沖
の
島
の
ト
カ
ゲ
に
つ
い
て
」　
『
沖
の
島

生
物
総
合
調
査
報
告　

Ⅶ
．
沖
の
島
の
陸
生
脊
椎
動
物　

生
物
福
岡
』
第
六
号

※
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
に
つ
い
て
は
北
九
州
市
立
自
然
史
歴
史
博
物
館
江
頭
幸
士
郎
氏
よ
り
ご
教
授

い
た
だ
い
た
。

（
ウ
）
鳥
類

黒
木
茂
・
林
宏
・
吉
田
博
一　

一
九
六
六　
「
鳥
類
の
生
態
観
察
」『
沖
の
島
生
物
総
合
調

査
報
告　

Ⅶ
．
沖
の
島
の
陸
生
脊
椎
動
物　

生
物
福
岡
』
第
六
号　

黒	
	

環
境
省
自
然
環
境
局　

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー　

二
〇
二
一　
『
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

一
〇
〇
〇　

小
島
嶼
（
海
鳥
）
調
査
報
告
書
』

※
沖
ノ
島
の
鳥
類
一
覧
や
写
真
に
つ
い
て
は
九
州
環
境
管
理
協
会
岡
部
海
都
氏
の
実
績
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
、
ヒ
メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
に

つ
い
て
は
北
九
州
市
立
自
然
史
歴
史
博
物
館
中
原
亨
氏
か
ら
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。

（
エ
）
陸
生
貝
類
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山
本
愛
三
・
魚
住
賢
司
・
林
敏
雄　

一
九
七
七　
「
筑
前
・
沖
ノ
島
の
陸
生
貝
類　

壱
岐

の
生
物
―
対
馬
と
の
対
比
―
」
長
崎
県
生
物
学
会

※
沖
ノ
島
の
陸
生
貝
類
の
種
数
は
、
宮
崎
晋
介
氏
、
石
橋
猛
氏
の
実
績
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。　

（
オ
）
昆
虫
類

福
田
浩
・
志
賀
正
和
・
大
熊
千
代
子　

一
九
六
七　
『
沖
ノ
島
生
物
総
合
調
査
報
告
Ⅷ 

沖

ノ
島
の
陸
産
脊
椎
動
物
』
.
p
p
.
5
3
―
61

城
戸
克
弥　

二
〇
〇
七　
「
福
岡
県
宗
像
の
甲
虫
相
」　
『K

O
RA

SA
N

A

』
通
巻
75
号
別

冊　

久
留
米
昆
蟲
研
究
會　

城
戸
克
弥・江
頭
修
志　

二
〇
一八　
「
福
岡
県
沖
ノ
島
産
甲
虫
類
の
追
補
」『K

O
RA

SA
N

A

』

通
巻
八
十
八
号
別
冊　

久
留
米
昆
蟲
研
究
會

矢
田
脩　

二
〇
一
九『
昆
虫
と
自
然　

特
集
/
世
界
遺
産「
宗
像
・
沖
ノ
島
」の
昆
虫
た
ち
』

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

※
甲
虫
目
は
城
戸
克
弥
氏
が
網
羅
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
チ
ョ
ウ
目
チ
ョ
ウ
類
は
西

田
迪
雄
氏
、
鈴
木
光
氏
、
田
中
隆
義
氏
、
蛾
類
は
佐
々
木
公
隆
氏
か
ら
ご
教
授
い
た
だ
き
、

写
真
撮
影
で
は
加
藤
陽
一
氏
、
大
山
憲
男
氏
の
協
力
を
得
た
。

（
カ
）
全
体
共
通

福
岡
県　

二
〇
一
一
『
福
岡
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク　

福
岡
県
の
希
少
野
生
生
物
』　　

福
岡
県　

二
〇
一
四
『
福
岡
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク　

福
岡
県
の
希
少
野
生
生
物
』　　

宗
像
市
自
然
環
境
調
査
研
究
会　

二
〇
〇
七
『
宗
像
市
自
然
環
境
調
査
結
果
報
告
書
』（
目

名
、
科
名
はW

ikipedia

を
参
照
）

宗
像
市
自
然
環
境
調
査
研
究
会　

二
〇
一
七
『
宗
像
市
自
然
環
境
調
査
結
果
報
告
書
』　

（
目
名
、
科
名
はW

ikipedia

を
参
照
）
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宗
像
大
社
所
蔵
「
河
野
家
文
書
」
の
紹
介

津
江
　
聡
実

宗
像
大
社
所
蔵
「
河
野
家
文
書
」
は
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
、
佐
藤
千
里
氏
よ

り
宗
像
大
社
へ
奉
納
さ
れ
た
。
総
点
数
は
四
十
三
点
（
史
料
番
号
十
二
番
は
欠
番
）
で

あ
る
。
奉
納
時
の
目
録
に
は
「
宗
像
神
社
旧
文
書
河
野
家
分
」、「
河
野
家
所
蔵
文
書

（
宗
像
神
社
古
文
書
そ
の
二
）」と
い
う
史
料
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
史
料
名
か
ら
は
、

宗
像
神
社
の
所
蔵
す
る
古
記
録
類
の
中
で
河
野
家
が
関
わ
っ
た
も
の
を
河
野
家
所
蔵
文

書
と
区
分
し
、
二
甲
斐
河
野
家
（
越
智
家
）
当
家
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
経
緯

が
う
か
が
え
る
。
寄
贈
者
の
父
・
佐
藤
市
五
郎
氏
は
大
正
、
昭
和
期
に
中
津
宮
と
沖
津

宮
の
現
地
管
理
に
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
か
ら
後
に
息
子
で
あ
る
千
里
氏
か
ら
宗

像
大
社
へ
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

河
野
家
は
中
世
以
降
大
島
に
居
住
し
た
神
職
の
一
族
で
、
沖
津
宮
に
勤
仕
し
た
一
族

を
一
甲
斐
河
野
家
、
中
津
宮
に
勤
仕
し
た
一
族
を
二
甲
斐
河
野
家
と
い
う
。「
応
安
神

事
次
第
」
中
に
「
甲
斐
近
弘
」
と
い
う
神
職
の
名
前
が
見
え
、
こ
の
人
物
か
ら
後
に
一

甲
斐
家
、
二
甲
斐
家
と
い
う
両
家
に
分
か
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
他
に

関
連
史
料
も
な
く
判
然
と
し
な
い
。
史
料
に
「
一
甲
斐
」
と
さ
れ
る
人
物
は
、
古
く
は

天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
成
立
の
「
宗
像
宮
御
庁
着
座
次
第
」
に
見
え
る
「
一
甲
斐

河
野
助
五
郎
安
通
」、「
二
甲
斐
」
は
天
文
二
十
二
（
一
五
五
三
）
年
の
「
同
宮
（
大
島

第
二
宮
）
年
中
御
供
ノ
次
第
」
に
見
え
る
「
二
ノ
甲
斐
河
野
吉
通
」
で
あ
る
。
以
上
に

挙
げ
た
史
料
は
す
べ
て
『
宗
像
大
社
文
書
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
両
家
に
関
し

て
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
は
『
宗
像
神
社
史
』
下
巻
（
以
下
『
神
社
史
』
と
表
記
）
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

「
河
野
家
文
書
」
に
含
ま
れ
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
が
書
冊
で
、
史
料
に
は
原
本
の
上

に
一
枚
紙
の
表
紙
が
つ
け
ら
れ
、
そ
こ
に
史
料
名
と
号
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

目
録
は
、
基
本
的
に
こ
の
史
料
名
と
号
数
に
従
い
作
成
し
た
。
こ
の
号
数
は
宗
像
大
社

に
奉
納
さ
れ
る
以
前
に
各
史
料
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
い
つ
頃
つ
け
ら
れ
た
も
の
か

は
分
か
ら
な
い
。
表
紙
の
筆
跡
は
複
数
確
認
で
き
、
ま
た
表
紙
は
ほ
と
ん
ど
が
無
地
の

紙
を
用
い
て
い
る
が
、
一
部
に
昭
和
期
の
印
刷
物
の
裏
紙
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
定
期

的
に
表
紙
の
付
け
替
え
な
ど
の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
表
紙
に

書
か
れ
た
史
料
名
は
、
元
の
史
料
に
表
題
が
あ
れ
ば
基
本
的
に
そ
の
通
り
に
書
か
れ
て

お
り
、
無
い
も
の
に
は
「
諸
記
録
」
な
ど
と
仮
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現
在
欠
番

と
な
っ
て
い
る
史
料
番
号
十
二
番
の
史
料
は
、
奉
納
時
に
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
。

史
料
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
も
の
が
中
心
で
、口
上
覚
や
日
記
類
、

祈
祷
の
記
録
な
ど
の
古
記
録
が
主
に
な
る
。
沖
津
宮
や
中
津
宮
に
関
す
る
記
録
は
も
ち

ろ
ん
、
福
岡
藩
歴
代
藩
主
の
奉
納
の
記
録
や
、
天
気
快
晴
や
市
中
疫
病
退
散
の
祈
祷
の

記
録
な
ど
も
含
ま
れ
、
当
時
の
一
甲
斐
河
野
家
、
二
甲
斐
河
野
家
の
活
動
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
二
甲
斐
河
野
家
の
社
職
相
続
問
題
か
ら
は
、
両
家
の
関
係
も
う
か
が

え
る
。
調
査
中
、
興
味
を
ひ
か
れ
た
点
で
あ
る
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
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「
河
野
家
文
書
」
は
一
部
『
宗
像
神
社
史
』
に
も
参
照
、
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
寄

贈
当
時
に
作
成
さ
れ
た
目
録
は
公
開
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
当
史
料

が
十
分
に
研
究
に
活
用
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
当
史
料
は
近
世
後
期
か
ら
近
代

に
か
け
て
の
沖
津
宮
と
中
津
宮
、
そ
し
て
そ
こ
に
奉
仕
す
る
一
甲
斐
河
野
家
、
二
甲
斐

河
野
家
の
活
動
を
記
し
た
史
料
で
あ
り
、
関
連
研
究
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考

え
、
今
回
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
奉
納
当
時
の
目
録
は
各
史
料
名
の
み
を
記
し
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
古
記
録
類
の
中
に
納
め
ら
れ
た
各
文
書
類
に
も
枝
番
号
を
付

け
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に
史
料
の
内
容
が
目
に
触
れ
る
よ
う
に
作
成
し
た
。
今
後
の
研

究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
宗
像
大
社
神
宝
館
学
芸
員
）

二
甲
斐
河
野
家
の
通
頼
は
は
じ
め
斎
と
い
い
、
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
十
二
月

二
十
日
に
生
ま
れ
、
同
十
一
年
に
中
津
宮
の
社
職
を
継
い
だ
（『
神
社
史
』
五
三
一
頁
。

た
だ
し
、
史
料
目
録
B
17

－

1
に
は
相
続
当
時
斎
は
「
六
歳
」
と
見
え
る
）。
幼
年
の

斎
の
相
続
に
は
寺
社
奉
行
も
難
色
を
示
し
、
他
の
親
族
を
推
薦
す
る
よ
う
求
め
た
が
、

交
渉
に
当
た
っ
た
河
野
遠
江
頭
は
、
沖
津
宮
・
中
津
宮
は
「
他
家
よ
り
相
務
め
申
す
儀
、

相
成
り
難
き
御
社
格
」（
B
17

－

1
）
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
二
甲
斐
河
野
家
の
斎

以
外
に
相
続
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
は
い
な
い
と
し
て
、
数
回
に
渡
り
相
続
の
許
可
を
願

い
出
て
い
る
。
斎
の
相
続
は
、
し
ば
ら
く
重
要
な
神
事
は
遠
江
頭
が
勤
め
る
こ
と
を
条

件
に
し
て
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
遠
江
頭
は
、
祖
父
は
一
甲
斐
河
野
通
秀
、
叔
父
は
二
甲

斐
河
野
通
房
（
斎
の
父
、
通
秀
の
次
男
）
と
「
河
野
家
文
書
」
中
の
史
料
に
見
え
る
。

つ
ま
り
遠
江
頭
は
、
通
秀
の
長
男
・
通
照
の
子
で
あ
る
一
甲
斐
河
野
通
次
で
あ
ろ
う
。

通
照
は
幼
少
の
頃
か
ら
通
秀
の
兄
・
通
時
の
養
子
と
な
っ
て
お
り
、
通
時
か
ら
沖
津
宮

の
社
職
を
相
続
し
た
（
宗
像
大
社
所
蔵
「
家
記
録
」）。
通
次
は
通
照
か
ら
社
職
を
継
い

で
い
る
。

こ
の
通
次
も
、
斎
の
父
・
通
房
が
存
命
の
頃
は
通
房
と
二
人
で
様
々
な
神
事
の
斎
行

に
勤
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
前
例
に
則
り
、
二
甲
斐
河
野
家
の
斎
の
社
職
相
続
の
際

も
、
一
甲
斐
河
野
家
の
通
次
が
補
佐
役
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
甲
斐
河
野
家

と
二
甲
斐
河
野
家
は
共
に
沖
津
宮
、
中
津
宮
に
奉
仕
す
る
特
別
な
社
家
と
自
任
し
、
相

互
に
補
助
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
簡
単
に
史
料
の
一
部
の
内
容
に
触
れ
た
が
、
今
回
は
あ
く
ま
で
目
録
の
形
で

史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
詳
細
な
検
討
は
他
の
大
社
所
蔵
河
野
家

関
係
史
料
と
相
互
に
参
照
し
な
が
ら
の
検
討
が
望
ま
し
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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史料番号 題 年 西暦 月 日 作成者（差出人） 宛名 内容 形態
法量（縦×
横、cm）

紙数 備考

B1 口上之覚 罫紙綴 24.7×17.7 19

B1-1 口上之覚 （明治5?）申 1872 2月 河野通信 庶務課
大島漁民の澳嶋での漁に関する出願
書について。

罫紙綴 2

B1-2 〔罫紙綴〕 罫紙綴 12

B1-2-1 奉願口上之覚 (慶応元年丑) 1865 (9月）
沖ノ島での漁に関する沖ノ島掛り大宮
司への初穂料について。

罫紙綴
「大島浦漁人共より願
書之写、総抜書」

B1-2-2 証札 慶応元年丑 1865 9月
神吉㐂三兵衞、井
手勘兵衛

河野伊豆守（通信）
大島漁民に対し沖ノ嶋での漁事心得を
発したことの証明書。

罫紙綴

B1-2-3 別紙之写 慶応元年丑 1865 9月 㐂三兵衞、勘兵衛
大島浦庄屋、船頭、
漁人中

沖ノ島漁事心得。 罫紙綴

B1-3 奉願上口上之覚 明治5年申 1872 2月
大島浦漁人総代佐
藤平五郎ほか

大島漁民への沖ノ島漁に関する初穂
の負担増についての訴え。

罫紙綴 5
端「大島浦漁民共より
願書之写」

B2
神祇殿門并左右之塀修
理願出候控書

寅 3月 河野信濃頭（通貫） 神祇殿門と左右の塀の修理について。 竪帳 24.8×15.7 9 別紙表紙「口上之覚」。

B3 口上の覚 綴 25.6×15.7 22

B3-1 （書状） 7月 14日 河野伊豆守（通信）
小笠原新・奥山小十
郎

祈祷執行に関する初穂料について。 継紙 1

B3-2 〔竪帳〕 竪帳 10

B3-2-1 口上之覚 文化14年丑 1817 12月 20日 河野遠江頭（通次）
井手勘七・小南甚三
郎・宮本吉之丞

御遷居（沖嶋御嶽宮か）の頼銀百十疋
の請取について等。

竪帳

B3-2-2 口上之覚 4月 河野遠江頭（通次）
井手勘七・小南甚三
郎

河野齋服忌により沖津宮、中津宮の社
役代を立てていたが、復帰することに
ついて。

竪帳 折紙の写。

B3-2-3 口上之覚 （文化8カ）未 1811 9月
河野若狭之進（通
秀）

皆田藤七郎・郡九郎
右衛門

御上継目の御礼（藩主交代時の儀式）
について

竪帳

B3-2-4 口上之覚 （文化8カ）未 1811 9月 河野遠江頭（通次）
皆田藤七郎・郡九郎
右衛門

御上継目のお祓守の献上について。 竪帳
「遠江頭」署名の横に
「年若ニ付河野若狭進
代判」

B3-2-5 口上之覚 （文化8カ）未 1811 9月
河野若狭之進（通
秀）

皆田藤七郎・郡九郎
右衛門

御上継目の御礼のため出福すべきも、
正五九月大島沖津宮遙拝所での御祈
祷のため行くことができないことについ
て。

竪帳

B3-2-6 口上之覚 （文化8カ）未 1811 9月 河野遠江頭（通次）
皆田藤七郎・郡九郎
右衛門

遠江頭不快につき、出福できないこと
について。

竪帳
「遠江頭」署名の横に
「年若ニ付河野若狭進
代判」

B3-2-7 口上之覚 （文化8カ）未 1811 9月 河野遠江頭（通次）
皆田藤七郎・郡九郎
右衛門

御殿替りの御祈祷の為の御金蔵から
の銀子の支出について。

竪帳
「遠江頭」署名の横に
「年若ニ付河野若狭進
代判」

B3-2-8 奉願口上之覚 （文化8カ）未 1811 5月 河野遠江頭（通次）
皆田藤七郎・郡九郎
右衛門

沖ノ島の波戸口の石垣などに大風波
で損害が出たため、修理について願い
上げるもの。正三位・荒船の末社も雁
木坂（階段）の通路が被災し、修繕を嘆
願。

竪帳
「遠江頭」署名の横に
「年若ニ付河野若狭進
代判」

B3-2-9 指出之事 文化8年未 1811 6月 河野遠江頭（通次）
皆田藤七郎・郡九郎
右衛門

五月から八月にかけての修理の申請
（沖ノ島波戸口・地行石垣・正三位荒船
末社雁木坂・御本社鳥居迄雁木坂・御
本社渡殿座板・大島沖津宮遙拝所石
垣）。当年は御普請付藤田茂作が渡海
して波戸口のみ修理。

竪帳
「遠江頭」署名の横に
「年若ニ付河野若狭進
代判」

B3-2-10 口上之覚横折 文化13年子 1816 正月 河野遠江頭（通次）
井手勘七・小南甚三
郎

祖父河野若狭之進の喪に服する河野
遠江頭と河野齋のため、今村和泉に社
役代を申しつけることについて。

竪帳

B3-2-11 （証拠） 文化13年子 1816 正月 河野遠江頭（通次）
木村左内・井戸清左
衛門

沖津宮での御殿替りの御祈祷と大島
沖津宮御遥拝所でのお務めに対する
入切銀のための証拠。

竪帳
「遠江頭」署名の横に
「忌中につき今村和泉
代判」

B3-2-12 口上之覚 文化13年 1816 2月 河野遠江頭（通次）
井手勘七・小南甚三
郎

河野斎の宗旨改めについて。 竪帳

B3-2-13 （例文）
大島中津宮御普請についての遷座料
銀の受け取り証書の案文（文例）。

竪帳

B3-3 口上之覚 （明治3年）午 1870 4月 河野通徳・河野通信 司祭局主事様
御奉幣祭の再興にあたり、神祇官へ古
例について報告するもの。三社格とし
て取り扱うように要請。

竪帳 7

B3-4 口上之覚
（明治4年?）
未

1871 2月 社寺御掛

お宮のために自分たちで支出している
内容についての報告（遥拝所・岩津丸・
神祇殿・玉垣・切石・遥拝所付の御供
屋・沖ノ島の御番人并びに御■（呼ヵ）
之用心木屋）。岩津丸という神祭のた
めの船の修理については、五ヶ年毎に
宗像の浦々で作り替えていたが、藩
（上）から造替してもらったこともあっ
た。

竪帳 4

B4 口上之覚 竪帳 25.6×18.7 79
B4-1 （竪帳） 竪帳 55
B4-1-1 （内容目録） B4-1の冒頭に記された内容目録。 竪帳

B4-1-2 （証拠） 寛政9年 1797 正月 河野右門（通照）
大嶋沖津宮遥拝所での御殿替りの御
祈祷に対する入切銀の受け取り証拠。

竪帳

B4-1-3 （証拠） 寛政8年辰 1796 9月 河野右門（通照） 同上。 竪帳

B4-1-4 口上之覚 寛政8年辰 1796 2月 河野右門（通照） 森六蔵、四宮甚大夫
延享4年(1747）からの正五九月の沖津
宮での祈祷について、武運長久・国家
安全のお守りを願っていることを報告。

竪帳
「右門」署名の横に「年
若ニ付河野若狭進代
判」。

B4-1-5 奉願口上之覚 寛政7年卯 1795 11月 河野右門（通照） 森六蔵、四宮甚大夫
出福の際の宿継ぎ人馬について。御
神具を持ち運ぶことも想定。

竪帳
「右門」署名の横に「年
若ニ付河野若狭進代
判」。

B4-1-6 河野勝馬家格覚書
大宮司を号しないなど、四つの禁止事
項について。

竪帳

B4-1-7 奉願口上之覚 寅 2月 5日 河野若狭進（通秀） 寺社奉行名留■

沖津宮へ御寄付の品ならびに御神具
を納めるために渡海する船の用意を願
う。寄附の品々と神具を積む「いさば
船」一艘と、お備えの御魚を釣るため
の漁船を一艘。

竪帳

B4-1-8 奉御伺口上之覚 丑 3月 河野若狭進（通秀）
沖津宮へ国中から神納する御供米20
俵について、福岡からの穀留めの例外
とすることについて。

竪帳

B4-1-9 奉御伺口上之覚 卯 11月 河野右門（通照） 森六蔵、四宮甚大夫
代替わり後のお札守りを差し上げるこ
とについて。

竪帳
「右門」に「年若ニ付河
野若狭進代判」

B4-1-10 （書状） 寛政4年子 1792 12月 河野右門（通照）
三好甚左衛門、森半
兵衛

沖津宮御末社正三位社荒船宮の御普
請に伴う遷座のための船の用意を依
頼するもの。

竪帳
「右門」に「年若ニ付河
野若狭進代判」

B4-1-11 奉願口上之覚 とら 5月 河野右門（通照）
森半兵衛、宮川次郎
左衛門

中津宮社人河野勝馬のための拝借銀
について。

竪帳
「右門」に「年若ニ付河
野若狭進代判」

宗像大社所蔵「河野家文書」目録
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B4-1-12 （控） 寛政6年寅 1794 2月
後見河野若狭進（通
秀）、河野右門（通
照）、河野勝馬

宗像郡江口浜の沖津宮御遥拝所の御
用お手宛道具の控。「於神湊江中津
宮」も同じ。

竪帳

B4-1-13 口上之覚 寛政8年辰 1796 5月 河野若狭進（通秀） 四宮甚大夫、森六蔵
沖島番宅の船拝借について、高額の
ため拝借が叶わない旨の報告。

竪帳

B4-1-14 （証拠） 寛政6年寅 1794 6月 河野右門（通照）
森惣左衛門、大森善
左衛門

拝借の金小判十三両などの請け取り
証拠。

竪帳
「右門」に「年若ニ付河
野若狭進代判」

B4-1-15 （証拠） 寛政8年辰 1796 12月 河野右門（通照）
堤草左衛門、平野忠
次郎

沖津宮遙拝所の門松の受け渡しにつ
いての証拠二通。

竪帳

B4-1-16 （証拠） 寛政8年辰 1796
11月
9月

河野右門（通照）
森六蔵、居鈴兵左衛
門

沖津宮御供薪について、当年九月から
来年五月までの分の請け取りについて
の証拠。

竪帳
宛名、「四宮甚大夫
殿」、「木山安平殿」を消
す。

B4-1-17 （証拠） 寛政8年辰 1796 11月 河野右門（通照） 「但御勘定名当之」

寛政八年分沖津宮社領所替え、ならび
に河野右衛門丞知行・宗像郡吉留村
の物成米、大豆の請け取りについての
証拠。

竪帳

B4-1-18 （証拠） 寛政8年辰 1796 11月 河野右門（通照）
「御勘定奉行当名吉
留村ニ同シ」

寛政八年分沖津宮社領所替え、ならび
に河野右衛門丞知行・宗像郡武丸村
の物成米、大豆の請け取りについての
証拠。

竪帳

B4-1-19 （証拠） 寛政8年辰 1796 11月 河野右門（通照）
当年九月より来年八月までの沖津宮
下社人へ下米について、御代官米を
もって請け取りの証拠。

竪帳

B4-1-20 （証拠） 寛政8年辰 1796 11月 河野勝馬
大嶋中津宮寄附米につき、当年分の
半分を御代官米より請け取りの証拠。

竪帳
「河野勝馬」に「年若ニ
付若狭之進代判」

B4-1-21 （証拠） 寛政8年辰 1796 11月 河野勝馬
当年分の大嶋中津宮の御祭礼新米に
ついて、御代官米をもって請け取りの
証拠。

竪帳
「河野勝馬」に「年若ニ
付若狭之進代判」

B4-1-22 （証拠） 寛政8年辰 1796 11月 河野勝馬
当年九月から来年八月までの大嶋御
嶽宮の寄附米について、御代官米を
もって請け取りの証拠。

竪帳
「河野勝馬」に「年若ニ
付若狭之進代判」

B4-1-23 （証拠） 寛政8年辰 1796 11月 河野勝馬
当年九月から来年八月までの大嶋御
嶽宮の御祭礼新米について、御代官
米をもって請け取りの証拠。

竪帳
「河野勝馬」に「年若ニ
付若狭之進代判」

B4-1-24 （書状） 寛政8年辰 1796 12月 河野右門（通照）
■井仁左衛門、富永
群左衛門

当年十一月朔日の米の請け取りにつ
いて、改めて受け取り証拠五枚を確認
する。

竪帳

B4-1-25 指出之事 寛政8年辰 1796 9月 河野右門（通照） 森六蔵、四宮甚太夫 触書の内容について把握した旨。 竪帳

B4-1-26 差出之事 寛政11年 1799 正月 河野長門守（通照） 森六蔵、木山甚平
配下に九十歳・百歳の人物はいない旨
の届け出。

竪帳

B4-1-27 口上之覚
辰（寛政8
年ヵ）

1796 9月 16日 河野右門（通照） 森六蔵、四宮甚太夫
十二月六日、中津宮への太刀の奉納
について。

竪帳

B4-1-28 御触状通書
御触書の大嶋支配社家中の受け取り
についてなどの覚え書き。

竪帳

B4-1-29 口上之覚 己 11月 河野右門（通照） 森六蔵、四宮甚太夫
眼病治癒につき、河野が社役に復帰す
る旨。

竪帳

B4-1-30 （証拠） 寛政4年 1792 9月 河野右門（通照）
（奉行奥次、但蔵奉行
名当殿書之）

沖津宮末社正三位宮・荒船宮の上下
御遷座につき新米受け取りの証拠。

竪帳

B4-1-31 口上之覚
午（寛政10
年）

1798 5月 河野長門守（通照）  
上京のため代理に任せていた沖津宮
社役について、四日に帰国のため復帰
する旨。

竪帳

B4-1-32 束帯附指之事 寛政10年 1798 9月 13日 河野長門守（通照） 束帯の着方について。図あり。 竪帳

B4-1-33 （覚書）
金子十九両二歩を吉田に納めた旨覚
書。

竪帳

B4-1-34 （覚書） 吉田、本所での御見について。 竪帳

B4-1-35 （覚書）
九月十三日の上京と儀式についての
覚書。

竪帳

B4-1-36 口上之覚 午 11月 河野長門守（通照）
来年頭の御祝儀のため、御館へ向かう
旨。

竪帳

B4-1-37 （覚書） （寛政8年） 1796
河野若狭進（通
秀）、河野右門（通
照）

信濃守（通時）後の後見人について。 竪帳
「寛政八年辰ノ年ニ相
改ル」

B4-1-38 口上之覚 未 3月 河野長門守（通照）  神明寺の大嶋への御遷座について。 竪帳

B4-1-39 （覚書）
神明寺遷座について必要な品を書き
上げ、経緯を記す。

竪帳

B4-1-40 （覚書） 午 9月 9日 河野長門守（通照）
九月の祈祷等に必要な品を書き上げ
る。

竪帳

B4-1-41 口上之覚 午 正月 河野右門（通照）
官位のため上京の間若狭進に沖津宮
の留守を任せる予定だったが、眼病の
ため今村清記を代理とする。

竪帳

B4-1-42 口上之覚 午 正月 河野右門（通照）
二月上旬の上京の許可のため、吉田
御家老への添触を願う。

竪帳

B4-1-43 口上之覚 午 正月 河野右門（通照） 森六蔵

二月の上京で定める官位について、上
京前にあらかじめ和泉守・長門守・豊
前守・因幡守・安芸守の中から鬮で候
補を決めることについての伺い。

竪帳

B4-1-44 （書状） 11月 朔日 奉行所 右門（河野通照） 御寝所の沖津宮御守について。 竪帳
B4-1-45 （書状） 11月 朔日 御寝所の沖津宮御守について。 竪帳

B4-1-46 （書状） 巳 3月 河野長門守（通照） 御寝所の御守の取り扱いについて。 竪帳

B4-1-47 （書状） 寛政11年 1799 8月 19日 御守の引取について。 竪帳

B4-1-48 口上之覚 巳 12月 河野右門（通照）
上京のため拝借した銀子の返済につ
いて。

竪帳

B4-1-49 口上之覚 辰 5月 河野右門（通照） 森六蔵、四宮甚大夫
河野若狭進出福の際、人足三人と伝
馬一匹を渡すよう仰せ付けのこと。

竪帳

B4-1-50 口上之覚 巳 2月 15日 河野右門（通照）
臨時の呼び出しによる出福のため、人
足三人と伝馬一匹を渡すよう仰せ付け
のこと。

竪帳

B4-1-51 （証拠） 寛政11年未 1799 8月 河野長門守（通照）
臨時の呼び出しによる出福のため、人
足三人と伝馬一匹を渡すよう仰せ付け
の証拠。

竪帳

B4-1-52 奉願口上之覚 寅 5月 河野若狭進（通秀）
森六蔵、宮川孫右衛
門

旅宿が大破し不便のため、借宅のため
の援助を求める。要求は後に差し返し
になり、経緯の確認ため記録するとあ
る。

竪帳

B4-1-53 奉願口上之覚 寛政9年巳 1797 4月 河野右門（通照） 森六蔵、四宮甚太夫
河野右門の沖津宮社務職相続の際、
官位を得るための上京の資金につい
て拝借を願い出る。

竪帳

B4-1-54 （借状） 寛政9年巳 1797 4月 河野右門（通照） （奉行衆当）
上京のため願い出た銀子の借状控
え。

竪帳

B4-1-55 （借状）
上京のため願い出た銀子の請取額の
控え。

竪帳
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B4-1-56 （証拠） 寛政9年巳 1797 11月 （金奉行名当）
上京のため願い出た銀子の返済につ
いての証拠。

竪帳

B4-1-57 （請取状） 寛政9年巳 1797 5月 河野右門（通照）
森忠右門、大森善右
門

上京の際の借銀請取のこと。 竪帳

B4-1-58 覚 巳（寛政9年） 1797 8月
河野信濃守の上京の際、博多津中、
惣郡中、宗像郡中より出された銀子の
覚え。

竪帳

B4-1-59 （書状） 10月 28日
暑中見舞い。木山安平からの書状の
控えと、返信の控え。

竪帳

B4-1-60
沖津宮御備諸品入用之
覚

12月 河野長門守（通照） 横江九大夫
諸品控え。河野長門守の不調のため
例年十二月下旬の渡海が叶わず、名
代に正月の作業を依頼する。

竪帳

B4-1-61 （書状） 申 正月
支配社人中に九十歳、百歳の者がい
ないことを報告。

竪帳

B4-1-62 奉願口上之覚 申 8月
殿様へ旅中安全の御守をさしあげるこ
とについての伺い。

竪帳

B4-1-63 （口上覚） 寛政11年申 1799 8月 17日 殿様御寝所の御札守について。 竪帳
文書全体が上から「×」
で消してある。（寛政11
年は未年）

B4-1-64 （覚書）
八月十八日の臨時人足について役所
へ願い出る。

竪帳

B4-1-65 （覚書） 寛政12年申 1800 10月 6日
沖津宮御札御守について、御居間より
返納され、沖津宮御神前に納める。

竪帳

B4-1-66 口上之覚
申（寛政12
年）

1800 6月 河野長門守（通照） 沖津宮五社の末社の営繕について。 竪帳

B4-1-67 （証拠） 寛政12年申 1800 6月 河野長門守（通照）
四宮左衛門、今田権
平、小河織記、永井
修

沖津宮五社の末社の営繕につき、遷
座のため受け取った新米の証拠。

竪帳

B4-1-68 （口上覚） 寛政12年申 1800 6月 　 河野長門守（通照）
森六蔵殿、木山安平
殿

沖津宮五社の末社について、遷座の
執行のため沖嶋へ渡海する船・漁船を
書き出し、渡航の許可を願う。

竪帳

B4-1-69 （口上覚） 寛政12年申 1800 6月 　 河野長門守（通照） （寺社奉行）
沖津宮五社の末社について、遷座の
執行のため沖嶋へ渡海する船・漁船を
書き出し、渡航の許可を願う。

竪帳

B4-1-70 （口上覚） 申 1800 8月 河野長門守（通照） 森六蔵 お清め（祈祷）のことについての相談。 竪帳

B4-1-71 （覚書） 寛政年間 　
寛政十一年の事柄についての覚え書
き。下部破損。

竪帳

B4-2 〔竪帳〕 竪帳 24

B4-2-1
安政六年未五月寺社奉
行より左之御書付被相
渡控

安政6年未 1859 5月 　
麦作のため天気快晴の祈祷を箱崎・宰
府・宝満・雷山・田嶋・沖嶋・桜井の七
社に命じる。

竪帳

B4-2-2 奉行衆より御用札写 （安政6年） 1859 6月 晦日 濱兵大夫 河野伊豆守（通信）
祈祷のため銀三枚等の費用を神納す
る。

竪帳

B4-2-3 御書付写 （安政6年） 1859 6月 町奉行

昨年の病気流行を受け、今年も四民安
全のための祈祷を箱崎、宰府、宝満、
雷山、田嶋、沖嶋、桜井の七社に命じ
る。

竪帳

B4-2-4 右返書 （安政6年） 1859 7月 2日 河野伊豆守（通信） 濱兵大夫
前号への返書。祈祷は三日に開白、五
日に結願の予定。費用についても了解
した旨。

竪帳

B4-2-5
右御祈祷にて御代参御
神日限奉行衆より申来
之写

（安政6年） 1859 7月 5日 濱兵大夫 河野伊豆守（通信）
祈祷へ代参する小姓について神社へ
連絡する。

竪帳

B4-2-6 奉行衆より御用札写 （安政6年） 1859 7月 5日 濱兵大夫 河野伊豆守（通信）
祈祷のため銀子五枚を渡し、御供物は
急いで用意し、納めることを連絡する。

竪帳

B4-2-7 御達所書付写 （安政6年） 1859 町奉行
長浜に急病流行のため、祈祷を箱崎、
宰府、沖嶋の三社に命じる。

竪帳

B4-2-8 覚書写 （安政6年） 1859

中老諸士、足軽、家来などの人数を書
き出し、一人につき御札守一枚と御洗
米一包を記す。また「御小屋」百二十八
軒の門口などに張り付けるための札守
は一件につき一枚。

竪帳

B4-2-9 返書写 （安政6年） 1859 7月 7日 河野伊豆守（通信） 濱兵大夫
五日の御用札への返書。祈祷は七日
より二夜三日執行。また祈祷費用の受
取等を報告する。

竪帳

B4-2-10
右御祈祷結願之所御祈
祷物送り共とて申添状
控

（安政6年） 1859 7月 9日 河野（伊豆守・通信） 濱（兵大夫）
三日間の祈祷で差し出しの品を報告す
る。B4-2-8「覚書写」の記録内容と一
致。

竪帳

B4-2-11 御札仕立方 （安政6年） 1859
「大札」「切札」等に用いる紙の種類や
切り方、札の書き方について。

竪帳

B4-2-12 奉行衆より御用札写 （安政6年） 1859 7月 10日 家中 河野（伊豆守・通信）
七月に行った祈祷について、費用や供
物の用意、代参者についての連絡。

竪帳

B4-2-13 御書付控 （安政6年） 1859 7月
（11
日）

町奉行、惣郡奉行、
浦奉行

悪病流行のため、田嶋、大嶋、沖嶋を
含む十五社に祈祷を命じる。

竪帳

B4-2-14 返書写 （安政6年） 1859 7月 13日 河野（伊豆守・通信） 団－－(■十郎）
十一日の御用札への返書。十五社の
祈祷は二十一日より執行の予定を報
告。

竪帳

B4-2-15
右御祈祷にて開白に但
状控

（安政6年） 1859 7月 21日 河野（伊豆守・通信） 団－－（■十郎）
十五社の祈祷は二十一日開白、二十
七日結願の予定を了解する。

竪帳

B4-2-16 御用札写 （安政6年） 1859 7月 28日 団■十郎
河野（伊豆守・通信）、
河野

十五社の御祈祷について、代参は二
十八日に小姓・山田新三郎が勤めるこ
とを連絡。

竪帳

B4-2-17 右返書 （安政6年） 1859 7月 2０日 遠久 団－－（■十郎）
小姓・山田新三郎の代参について了
解。二十八日には新三郎へお祓い、御
守、御供えの献上が行われる。

竪帳

B4-2-18 寺社役所より書翰之写 （安政6年） 1859 7月 12日 寺社役所 河野伊豆守（通信） 祈祷の件について、出福の要請。 竪帳

B4-2-19 右返書控 （安政6年） 1859 7月 14日 河野（伊豆守・通信） 寺社御役所
祈祷の件について、祈祷は二十一日よ
り開白予定と連絡、出福の了解。

竪帳

B4-2-20
急病御祈祷追々被仰付
候御祈祷頼銀請取之儀
申来之写

（安政6年） 1859 7月 20日 団■十郎 河野（伊豆守・通信） 急病祈祷の費用を渡す。 竪帳

B4-2-21 右返書控 （安政6年） 1859 7月 23日 河野（伊豆守・通信） 団－－（■十郎） 急病祈祷の依頼への返書。 竪帳

B4-2-22
当市中御祈祷之儀に付
役所掛合来之写

（安政6年） 1859 7月 23日 寺社役所 河野（伊豆守・通信）
市中急病退散の祈祷のため出福を要
請。

竪帳

B4-2-23 右返書控 （安政6年） 1859 7月 24日 河野（伊豆守・通信） 寺社御役所
市中急病退散の祈祷について了解。ま
だ出福はせず。

竪帳

B4-2-24
当市中御祈祷之儀に付
奉行衆掛合書之控

（安政6年） 1859
再度急病流行のため、早く出福するよ
う求める。後欠。

竪帳 後欠
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B5 諸記録 　
雑多に史料が一括される。他史料から
脱落した頁等を一括保存したものか。

綴 25.8×17.9 25.5

「奉納歌三首」（近代？）
の一紙あり。紙が新し
く、B5から脱落したなど
の形跡はないため、関
連は不明。

B5-1 〔竪帳一部〕 竪帳 4
B5-1-1 神秘記録目録 祭礼等に関する項目の目録。 竪帳

B5-1-2
御祭礼度々献供并万事
心得方之事

沖嶋の祭礼の準備や供物の扱いにつ
いての心得。

竪帳 後欠ヵ

B5-2 〔竪帳一部〕 竪帳 1

B5-2-1
右御祓に御守御供添
御代参え引渡候事

覚書。家老中より祈祷の依頼。結願の
証に塩川㐂兵衞の名札を届ける。

竪帳

B5-2-2
御祈祷物同人え引渡候
事

覚書。御祈祷御供の引き渡し控。 竪帳

B5-3 （書状控） 10月 「姓名」 庶務御懸
第一宮、第二宮、第三宮と末社の神饌
についての報告。

罫紙 1

B5-4 〔竪帳一部〕 竪帳 6

B5-4-1 目録
石灯籠、金灯籠の一対について、神鬮
により石灯籠の奉納が決まる。

竪帳
目録の前に一文あり。
前欠ヵ。

B5-4-2 「三月」目録 3月 神鬮にて「子灯明」が望まれる。 竪帳

B5-4-3 「三月」（記録） 3月

奉納の石灯籠の建立場所と経緯につ
いての覚書。但書に十二、三才頃に実
父から聞いた話として経緯が記録され
る。

竪帳 後欠。

B5-4-4 「三月」（口上覚） 3月 沖津宮祭礼の執行について報告。 竪帳 前欠ヵ。
B5-4-5 覚 「一　銀預」。 竪帳 冒頭のみの写し。

B5-5 「祭典略」写

従五位下藤原朝臣
宣隆　撰
正四位下賀茂縣主
経春　閲

「祭典略」の写し。一部のみ。 罫紙綴 5 錯簡あり。

B5-6 〔竪帳一部〕 竪帳 5

B5-6-1 （覚書） 午 9月
沖津宮神官河野通
信

位階、造営に関する先例、家系や社人
についてなど、宗像社に関する事柄の
覚書。

竪帳

B5-6-2 （覚書） 人数など、雑多に書き留める。 竪帳
B5-7 〔竪帳一部〕 竪帳 3.5

B5-7-1 口上覚 9月
河野若狭之進（通
秀）

濱兵大夫、鈴木古十
郎

沖津宮での祈祷の御奉物について。 竪帳

B5-7-2
当市中御祈祷ニつ奉行
衆より掛合写并町方更
持手附より書付写

9月 朔日 鈴木古十郎 河野若狭之進（通秀） 市中祈祷のため出福を求める。 竪帳

B5-7-3
当処返書急刻付と■送
出に相成候て町方更持
手附より差出候書付写

博多での祈祷について。 竪帳 後欠

B6 各書状控 　 竪帳 25.1×18.7 43

B6-1 木山平助書状 5月 朔日 木山平助 河野遠江守（通次） （本文欠） 竪帳
前欠ヵ。日付、宛名の部
分のみ。

B6-2 河野遠江守書状 5月 6日 河野遠江守（通次）
木山平助、三好市大
夫

沖津宮、中津宮への代参について承
知する。

竪帳

B6-3 河野遠江守書状控 5月 6日 河野遠江守（通次） 河野出雲守（通正）
河野出雲守へ、代参の件について通
達する。

竪帳

B6-4 口上覚 5月 河野遠江守（通次）
木山平助、三好市大
夫様

沖津宮神祇殿の御供等について。 竪帳

B6-5 書状控 5月 6日 河野遠江守（通次）
木山平助様、三好市
大夫

B6-4の添状。上記再度願い出る。 竪帳

B6-6 書状写 5月 10日
蔓市太夫、山崎民
八郎、都筑源一郎

河野遠江守（通次）
御構御用聞からの書状写し。大宮への
書状について。

竪帳

B6-7 大宮中の一対左之記 B6-6の書状の図。 竪帳
B6-8 大宮への返書 返書の図。 竪帳

B6-9 御構御用聞への返書控 5月 11日 河野遠江守（通次）
都筑源一郎、山崎民
八郎、蔓市太夫

返書差し出しの旨を報告。 竪帳

B6-10
御米拝借之儀御記置有
之候にて拝借申出候書
状控

5月 11日 河野遠江守（通次）
木山平助、三好市大
夫

米の拝借について。 竪帳

B6-11

新御官御祭礼に付可致
書之処沖嶋渡海日和海
中にて下社家之者指出
旨御構御用聞へ懸合ニ
及書状控

5月 13日 河野遠江守（通次）
都筑源一郎、山崎民
八郎、蔓市太夫

新御宮御祭礼につき沖嶋へ渡海の天
候待ちの最中である旨を報告。

竪帳

B6-12
五月十三日宗旨方役所
より人高之儀懸合来候
書状写

5月 13日 宗旨方役所 大嶋大宮司 社内人数目録の差し出しを求める。 竪帳

B6-13 右返書控 5月 19日 河野遠江守（通次）
久野喜平、前田源八
郎

B6-12への返書。人数二十人とその内
訳を記す。

竪帳

B6-14 五月十七日御触状写 5月 17日
三好市太夫、木山
平助

河野遠江守（通次） 盗難に遭った際の対応について。 竪帳

B6-15

御殿代り於御遙拝所御
祈祷執行相務之儀にて
当五月廿八日例之通致
執行之旨申出候控

5月 29日 河野遠江守(通次）
木山平助、三好市太
夫

沖津宮遙拝所での祈祷執行の報告。 竪帳

B6-16 五月廿五日御触之写 5月 25日 紙の拝借についての触書。 竪帳

B6-17

家来別之儀兼て申出置
之処、五月廿八日寺社
奉行より懸合来候書状
写

5月 28日
三好市大夫、木山
平助

河野遠江守（通次） 沖津宮神祇殿の御供について。 竪帳

B6-18
寺社奉行より被相達候
西役除御触書状之写

百姓の「面役」免除の条件について。 竪帳

B6-19 右返書控 6月 3日 河野遠江守（通次）
木山平助、三好市太
夫

B6-17への返書。沖津宮神祇殿の御供
について。

竪帳

B6-20
寺社方付直記頭殿野崎
勇七江下社家之養子一
件之儀覚書ヲ以伺合控

6月 3日 河野遠江守（通次） 野崎勇七
下社家養子の社役相続等の取り扱い
についての伺い。

竪帳

B6-21 添状控 6月 3日 河野遠江守（通次） 野崎勇七 B6-20の添状。 竪帳

B6-22 右返書写 6月 13日 野崎勇七 河野遠江守（通次）
B6-20への返書。別紙覚書の通りにと
指示する。

竪帳

B6-23
宗旨帳曲之儀に付寺社
奉行衆より懸合写

6月 朔日
三好市大夫、木山
平助

河野遠江守（通次）
宗旨帳面を早々に役所へ差し出すよう
に指示。

竪帳

B6-24
子六月七日別衆御触之
写

子 6月 3日
三好市大夫、木山
平助

河野遠江守（通次）
「若様」ご逝去につき普請や鳴物の停
止を命じる。

竪帳

B6-25
右披見之上早々役等被
可差返ス

6月 5日
三好市大夫、木山
平助

河野遠江守（通次）
B6-24の触があり引揚のため、金銭は
二十日までに銀倉へ差し出すこと等。

竪帳

B6-26 掛合一件之控 6月 6日 河野遠江守（通次） 河野出雲守（通正） 金毘羅社の新造について。 竪帳

B6-27
六月朔日寺社奉行より
指出之書状同四月相達
返書控

6月 5日 河野遠江守（通次）
木山平助、三好市大
夫

六月朔日に寺社奉行に宛てた宗旨帳
面の修正を行う旨報告する。

竪帳
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B6-28 奉行被申出之書状控 6月 13日 河野遠江守（通次）
久野喜平、前田源八
郎

先日提出した宗旨帳面の家内人数に
ついて、厄介の伯母一人の記載を忘
れたため修正の許可を求める。

竪帳

B6-29
寺社方へ増減帳指出候
に付書状控

6月 10日 河野遠江守（通次）
木山平助、三好市大
夫

寺社方へ人数の増減表を提出した旨
報告する。

竪帳

B6-30
子六月河野出雲守横折
を以東之出嶋魚被頼社
建書翰写

（本文欠） 竪帳 校文のみ。後欠。

B7 鈴屋翁略年譜 文政9丙戌年 1826 9月 29日
鈴屋翁略年譜の写。本文は序、世系、
略年譜、後書を修めるが、後書は後
欠。

竪帳 23.7×16.8 14

B8
天気快晴麦作豊熟御祈
祷の一件

河野遠江守通次
天保八年に執行された祈祷関連の書
状写し、経緯の覚をまとめる。

竪帳 25.6×18.0 32

表紙「天保八酉年三月
於遥拝所天気快晴順気
麦作豊熟致候様御郡奉
行中頼ニ依而御祈祷執
行之一件幷後年再建之
節心得覚書」「遠江守藤
原通次記」

B8-1

今般於遙拝所天気快晴
順気麦作豊熟致候様御
郡奉行中より頼に依て
天保八酉年三月廿五日
より同廿七日迄二夜三
日之間御祈祷執行之一
件

（天保8年） 1837 3月 20日 伊丹九郎左衛門 河野遠江守（通次）
沖津宮遙拝所での天気快晴、麦作豊
熟の祈祷を依頼する。

竪帳

B8-2
右返書に候て宮継を以
差越候控

（天保8年） 1837 3月 22日 河野遠江守（通次） 伊丹九郎左衛門 祈祷依頼の経緯と承諾の旨。 竪帳

B8-3 （書翰写） （天保8年） 1837 3月 22日
木村市助、山田新
三郎、平野権九郎、
頭山伝、平野茂平

河野遠江守（通次）

郡奉行から宗像社へ祈祷の速やかな
執行を依頼する。必要経費と初穂料三
両を吉村久八、冨永久米次郎を使者と
して渡す。

竪帳

B8-4 （記録） （天保8年） 1837 3月 23日 河野遠江守（通次）

祈祷について神鬮により日程、費用、
供物を決定したこと等を記す。祈祷に
必要な諸品の目録、参詣した宗像郡内
の庄屋の名前を含む。

竪帳

B8-5 （口演控） （天保8年） 1837
（3
月）

河野遠江守（通次）
吉村久八、冨永久米
太郎

渡海の苦労を労り、祈祷の札守と鯛一
匹をさしあげること。

竪帳

B8-6 （書状控） （天保8年） 1837 3月 28日 河野遠江守（通次） 花田源八
沖津宮御祈祷の札守と鯛二匹を用意
するよう銘じる。

竪帳

B8-7 （書状控） （天保8年） 1837 3月 28日 河野遠江守（通次） 惣代庄屋衆中
沖津宮御祈祷の札守と鯛二匹を用意
するよう命じる。

竪帳

B8-8 （書状控） （天保8年） 1837 3月 28日 河野遠江守（通次）
平野茂平、頭山伝、
平野権九郎、山田新
三郎、木村市助

三月二十八日の経過と、二十五日から
の祈祷の終了を報告する。

竪帳

B8-9

翌廿九日御札守御洗米
致出来候にて左之両人
え当テ田嶋村大庄屋所
之送出候事

（天保8年） 1837 3月 29日 河野遠江守（通次）
吉村久八、富永久米
次郎

二十九日に御札守、御洗米を吉村、冨
永両人へさしあげる。

竪帳

B8-10
田嶋村大庄屋え送り出
候文面

（天保8年） 1837 3月 29日 河野遠江守（通次） 田嶌大庄屋花田源八
祈祷の御札守一箱を郡役所へ差し出
すよう命じる、

竪帳

B8-11 （上包文面） （天保8年） 1837
（3
月）

河野遠江守（通次）
両粕屋・宗像御郡役
所

祈祷の御札守、御洗米など五通を箱に
入れ、上包上書して納める。その文
面。

竪帳

B8-12 （案文写） （天保8年） 1837
（3
月）

河野遠江守（通次）

両粕屋・宗像御郡役
所、両粕屋・宗像・遠
賀・鞍手村々庄屋衆
中

追啓。今回の祈祷に際して糟屋郡・宗
像郡・遠賀郡・鞍手郡の各庄屋に宛て
た沖津宮神祇殿鳥居、左右門の修理、
再建を求めるための書状の案文五通。

竪帳
案文の署名に「沖津宮
大宮司」とつくものあり。

B9 沖津宮御宝箸御神具帳 文化7年 1810 9月 河野遠江頭（通次）
四宮甚大夫、皆田藤
七

福岡藩歴代藩主（黒田忠之、光之、綱
政、継高、治之）からの奉納品の控え。

竪帳 24.8×18.6 7

B10 禁裏御束帯具其他 禁裏における衣装に関する資料。 竪帳 23.3×18.4 23

B11
御譲位事・御即位事・御
禊行幸事

故実書（一、御譲位事。二、御即位事。
三、御禊行幸事。四、大嘗会事。）。
「右此事者後成恩寺殿所作也」

竪帳 27.3×19.4 35

B12 （欠番） － × ×

B13 御構一之御宮記録 安政4年 1857
一開通俊（河野通
俊）

安政四年の御宮、御社地替の御祭礼
についての記録。

竪帳 24.9×16.4 51

B14
嘉永二年酉十月書上控
沖津宮記録

嘉永2年酉 1849 10月 竪帳 25.5×16.7 15

B14-1
嘉永二年酉十月書上控
沖津宮記録

嘉永2年酉 1849 10月
文化二年丑五月に執行された祈祷の
願文等、古来よりの藩からの奉納品を
記録。

竪帳 7

B14-2
嘉永二年酉十月書上控
沖津宮御奉納物控

嘉永2年酉 1849 10月
福岡藩歴代藩主（黒田忠之、光之、継
政、治之、斎清（長順）、斎溥）からの
奉納品の控え。

竪帳 8

B15
沖津宮中津宮両社末社
員数神璽目録

天明3年卯 1783 3月 河野信濃守（通時） 沖津宮、中津宮末社の目録。 竪帳 25.6×18.0 6

B16
中臣祓盬土伝（シホツタ
ヘ）

紫陽　大里士言写
享保3年（1718）谷重遠（泰山）著の神
道書の写し。

竪帳 26.7×19.2 14
巻末の朱印を切り取っ
た跡がある。

B17 口上之覚 竪帳 25.7×18.5 8

B17-1 奉願口上之覚 文化11年戌 1814 正月 河野遠江頭（通次） 奉行名当
二甲斐河野斎（通頼）の社職相続を願
い出る。斎は幼年のため、遠江頭が補
佐を務める。

竪帳

B17-2 口上之覚 戌 1814 正月 河野遠江頭（通次）
皆田藤七郎、小南甚
三郎

二甲斐河野斎（通頼）の社職相続につ
いての陳情。

竪帳

B17-3 口上之覚 戌 1814 2月
（河野）遠江頭（通
次）

奉行名当
沖津宮御祈祷御札の配札により神納
の米について、大島への移送のため船
の出航の許可を請う。

竪帳

B17-4 （口上覚） 戌 1814 2月
（河野）遠江頭（通
次）

当奉行名当 殿替り御祈祷の頼銀について。 竪帳

B17-5 口上之覚 戌 1814 3月 河野遠江頭（通次）
皆田藤七郎、小南甚
三郎

斎（二甲斐河野通頼）の社職相続の嘆
願。

竪帳

B17-6 （覚書） 文化11年戌 1814 3月 15日 河野遠江頭（通次）
二甲斐河野斎（通頼）の社職相続につ
いて、皆田宅にて口頭で了承を得る。
その覚書。

竪帳

B17-7 奉願口上之覚 文化10年酉 1813 6月 河野遠江頭（通次）
皆田藤七郎、小南甚
三郎

河野遠江頭の後見を退き、以後は主に
遠江頭、重要な神事は安芸頭へ申しつ
けるよう願う。

竪帳

署名は「河野遠江頭」だ
が、内容から河野若狭
進（通秀）のものと思わ
れる。

B17-8 口上之覚 文化10年酉 1813 12月 河野遠江頭（通次）
皆田藤七郎、小南甚
三郎

河野安芸頭（通房）急病により、当月五
日死去。安芸頭は遠江頭の叔父にあ
たるため、忌中社役は下社人の今村
和泉に任せる旨を伝える。

竪帳
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B17-9 口上覚 戌 1814 3月 河野遠江頭（通次） 奉行名当書
当月五日、忌み明けたのめ社役に復
帰することを報告。

竪帳

B17-10 （控） 戌 1814 4月
遠江頭出福の際に請取の銀につい
て。

竪帳

B18 中津宮記録
中津宮本社、末社の書き出し。表題に
はないが沖津宮の本社、末社と神具の
奉納記録、由緒を収録。

竪帳 26.4×18.6 10 別紙表紙「中津宮」

B19 沖津宮社記
沖津宮由来、御島古跡、御供、沖津宮
本社末社社号并関数書差上供目録
写、沖津宮御祭礼月の項目別に記録。

竪帳 25.0×17.5 15
表紙「沖津宮社記／沖
津宮大宮司」。一部書
状の裏紙を使用。

B20
奉幣例調書(右例取調
書）

奉幣祭典再興のための調書。 竪帳 25.4×16.3 3

B21 神祇官御布告誌 罫紙綴 25.0×17.4 19
「伊藤所蔵ノ本書ヲ写之
越智所蔵」とあり。

B21-1 神祇官御布告誌控 全国の官幣大社名、規則等の控え。 罫紙綴 16

B21-2 官幣国幣社新嘗祭式
官幣国幣社新嘗祭についての諸事控
え。

罫紙綴 3

B22
沖津宮仮殿遷座祭事務
分担表・調度品調書・祭
典所役表

河野 竪帳 24.0×16.7 5.5 印刷物に見える。

B22-1 沖津宮仮遷座祭分担表
沖津宮仮殿遷座祭の分担表。各係と
仕事内容、担当者名の記録。

竪帳 1

B22-2
沖宮仮遷座祭調度品調
書

沖津宮仮殿遷座祭の調度品調書。神
饌品、祭具、関係者への記念品等祭
典に関する用品の記録。

竪帳 1

B22-3 沖津宮仮遷座日程表
沖津宮仮殿遷座日程表。十月二十五
日、二十六日の時間割を細かく記す。

竪帳 1

B22-4 御仮殿遷座祭式次第 沖津宮仮殿遷座の祭式次第。 竪帳 1
B22-5 祭典所役（表） 斎主など担当者名の記録。 竪帳 0.5

B23
中津宮御寄附米内譯書
同神職姓名秩禄簿
同神饌色目盛立器械図

河野通徳 綴 27.5×20.0 18

B23-1 中津宮御寄付米内訳書
（明治3年ヵ）
庚午

1870 10月 何日 神官 河野通徳 用度司 中津宮寄付米についての報告書。 綴 2

B23-2
中津宮御寄付米并神職
姓名秩禄簿

明治3年庚午 1870 10月 神官 河野通徳 用度司
中津宮寄付米の記録と、神職姓名、下
社人、巫女等の情況についての報告
書。

綴 3

B23-3
神饌色目盛立并器械寸
尺之図面

（明治3年ヵ）
庚午

1870 10月 神官 河野通徳 用度司
大晦日、元日、節句等の神饌について
の図面。

綴 13

B24 文化十三子年諸記録 文化13子年 1816 一甲斐 竪帳 24.4×18.0 37
表紙に「本帳ニうつし済
一甲斐」とあり。途中以
降頁が破損、後欠。

B24-1 （記録）
文化十二年二月から同十四年秋まで
の沖嶋関連の修繕・普請についての箇
条書き。

竪帳

B24-2 口上覚 文化14年 1817 10月 河野遠江頭（通次）
井手勘七、小南甚三
郎、宮本吉之丞

御詠歌、石灯籠、白木御号の奉納につ
いて、鬮にて白木御号の奉納が決ま
る。

竪帳

B24-10本文によれば黒
田斎清は文化15年4月
に中津宮・沖津宮の両
社へ御号を納めてい
る。

B24-3 口上覚 文化15年 1818 正月 河野遠江頭（通次）
井手勘七、小南甚三
郎、宮本吉之丞

白木御号の掛場所を沖津宮御内陣と
して、寸法を測り鬮にて場所を決める
ため来月渡海する旨を報告。

竪帳

B24-4 口上覚 文化15年 1818 2月 河野遠江頭(通次）
井手勘七、小南甚三
郎、宮本吉之丞

沖ノ島へ渡海し、白木御号の掛場所を
改める。鬮にて御内陣正面にすると決
まる。御内陣正面の寸法は鯨尺七尺。

竪帳

B24-5
四月三日小南甚三郎殿
より急直飛札に候右之
通り申来

4月 2日 小南甚三郎 河野遠江頭（通次）
大島中津宮への御号奉納につき、神
前左右のどちらかに掛ける予定を勝手
に正面と変更したことについて尋ねる。

竪帳

B24-6 （返書案文） 4月 3日 河野遠江頭（通次） （小南甚三郎）
B24-5への返答。予定は承知してお
り、委細は口上書にて報告する旨。

竪帳

B24-7 口上覚 4月 3日 河野遠江頭（通次）
「奉行衆三人の各当
て」（井手勘七、小南
甚三郎、宮本吉之丞）

大島中津宮への御号奉納について、
御号の掛け場所を変更した理由を述べ
る。当初予定の場所は狭く、正面なら
一丈七尺で適していると判断した旨。

竪帳

B24-8 奉願口上之覚 文化15年子 1818 3月 河野斎（通頼） 寺社御役所
宗像郡田嶋村が担うべき大島中津宮
への御社料を滞納している旨を訴え
る。

竪帳

B24-9 （控） 文化15年 1818 １月 （河野遠江頭・通次）
松平越前守ご依頼の沖津宮御供十五
包を役所へ差し出した旨と、その上書
の控。

竪帳

B24-10 覚
黒田斎清による沖津宮、中津宮への
白木御号奉納の経緯と、奉納品の目
録覚。

竪帳

B24-11 請取申事 4月 河野遠江頭（通次） 寺社御役所 松平越前守からの初穂の受取書。 竪帳

B24-12 口上之覚 6月 13日 河野遠江頭（通次）
井手勘七、小南甚三
郎

白木御号について、当月朔日に沖嶋に
渡海し、同八日祭礼を済ませ神前正面
に懸けた旨を報告。

竪帳

B24-13 （添状） 6月 13日 河野遠江頭（通次） 「両奉行名当」
B24-12の添状。白木御号奉納の完了
を報告。

竪帳

B24-14 口上之覚 10月 河野遠江頭（通次） 「三奉行衆当」
十月分御供の延着について、経緯等
の報告。

竪帳

B24-15 口上之覚
閏8
月

河野遠江頭（通次）
井手勘七、小南甚三
郎

神明宮へ勤仕につき、河野遠江頭か、
遠江頭の都合がつかない時は下社人
が勤めるとの報告。

竪帳

B24-16 口上之覚
閏8
月

河野遠江頭（通次）
井手勘七、小南甚三
郎

毎月の神明宮での祈祷につき、出福
の間の人足と馬の用意を願い出る。

竪帳

B24-17 口上之覚 卯 2月 河野遠江頭（通次）
井手勘七、小南甚三
郎、宮本吉之丞

御前様御奉納の神鏡について、寸法
は六寸が良いと鬮できまったことを報
告する。

竪帳

B24-18 口上之覚 11月 深田遠江頭
井手勘七、小南甚三
郎、宮本吉之丞

河野斎が田嶋村の中津宮への寄附米
が近年納められていないことを訴え出
た件に関する返答。

竪帳

B24-19 奉願口上之覚 深田遠□□（江頭）

宗像三宮に勤仕する社家の由緒を書
き、黒田光之の判物や配当目録等を
添えて、河野斎家の社領高三石を頂
戴すべきことを訴える。

竪帳 末尾以下頁破損

B25 宗像家系図写
第一清氏から七十九代氏貞までの系
図の写し。

竪帳 26.1×18.5 6 破損激しく一部欠落。

B26 神饌献備に関する記録
庚午（明治3
年）

1870 10月 綴 27.8×19.8 26
一部に上下逆の頁や白
紙の頁あり。
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B26-1 沖津宮下行米内訳書
沖津島四月十一日大祭に関し、下行
米の内分を報告する。

綴 6

B26-2 大祭献備之品々図
沖津島四月十一日大祭の神饌の図
面。

綴 6

B26-3
神饌色目盛立并器械之
図面大略

正月や節句の神饌の盛付けの図面。 綴 14

B27 沖津宮御事略 享保14年 1729 5月 貝原常春 沖津宮（奥津宮）事略。 竪帳 26.9×19.6 24 「社宝」

B28 宗像三前大神御鎮座記 （慶應4年） 1868

『古事記』『筑前国続風土記』『宗像三
社縁起』『沖津宮御事略』（B27）等、古
代から近世までの文献から宗像三神
についての項目を引用しまとめた記
録。

竪帳 27.3×19.7 21

本文頭注に引用史料の
年代と「慶應四年」まで
の隔たりを記す。慶應4
年に書かれたものか。

B29 掟書 明治3年 1870 12日 河野通信 沖ノ島に関する掟書。 竪帳 25.0×18.2 13
B30 伺書  綴 27.3×19.3 15
B30-1 〔罫紙綴〕 罫紙綴 7
B30-1-1 奉伺覚 宗像神社に関する諸事の伺い覚。 罫紙綴
B30-1-2 祭典式之中 神事、祭典に関する諸事の覚書。 罫紙綴

B30-2 仮名中津宮書上
大嶋中津宮に関して、由緒や末社、奉
納品等を記録する。

竪帳 8

B31 御寄付書上帳 文化5年辰 1808 8月 河野遠江頭 竪帳 27.6×20.7 7

B31-1 御寄付書上帳 文化5年辰 1808 8月 河野遠江頭
沖津宮社領六拾六石六斗五升五合の
内訳、祈祷料等の銀子、米の寄附を記
す。

竪帳 4
「河野遠江頭」の署名の
横に「年若ニ付河野若
狭進代判」、黒印あり。

B31-2 御寄付書上 文化5年辰 1808 8月
河野安芸頭、河野
遠江頭

高屋久右衛門、皆田
藤七郎

大嶋中津宮、大嶋御嶽宮への米、銀
子の寄附を報告する。

竪帳 3
「河野遠江頭」の署名の
横に「年若ニ付河野若
狭進代判」、黒印あり。

B32 沖津宮狛犬寄附帳 嘉永2年酉 1849 5月
発起大島御加子代
半次郎、同浦庄屋
重平、世話人

河野信濃頭（ただし×
で消す）

大嶋加子代半次郎、同浦庄屋重平な
ど、沖津宮への狛犬寄附を志し、その
費用のため寄附を願う。

竪帳 24.5×17.9 10
佐藤市五郎氏のメモ書
つき

B33 大嶋宮御宝箸御神具帳

福岡藩歴代藩主（忠之、綱政）からの
中津宮への神具等の奉納品の記録。
天明六年午八月の目録の写。末尾に
役所から河野遠江頭宛の書状の一部
が写される。

竪帳 24.6×16.5 7
表紙「大嶋宮御宝箸御
神具帳／大宮司手元
控」

B34

明治九年調査ノ分 筑前
国宗像郡村々社寺境内
外反別区分調帳 絵図面
共大島村

明治9年 1876
明治九年の荒船神社、厳島神社、貴
布祢神社、御岳神社の社地調査表。
図面有り。

綴 24.9×16.6 5

表紙「中津宮保存（重
要）社地調査表（荒船
宮・木船宮・御嶽宮）
大島村」

B35 河野清麿遺伝 罫紙綴 27.4×20.1 65

B35-1 社掌人名届（控） 明治29年 1896 12月 15日
河野幸作、船越時
治郎、中村清三

福岡県知事男爵岩村
高俊

宗像郡大島村の各神社を挙げ、神社
社掌について本村須賀神社社掌河野
清麿の兼務の認可を求める。

罫紙綴 4

B35-2 社掌設置人数認可願 明治29年 1896 12月 15日
河野幸作、船越時
治郎、中村清三

福岡県知事男爵岩村
高俊

宗像郡大島村の各神社を挙げ、神社
社掌について信徒惣代の協議の結果
須賀神社社掌河野清麿に兼務を以来
することになったので、その認可を求め
る。

罫紙綴 2

B35-3 河野清丸遺書祝詞集 大正12年 1923 12月 各祭礼の祝詞の記録。 罫紙綴 27

B35-4 改籍願（控書） 明治16年 1883 9月 21日 河野清丸 福岡県令岸良俊介
河野清丸、平民から士族への改籍を
願い出る。

罫紙綴 2

B35-5 改籍願草案 明治16年 1883 9月 河野清丸 福岡県令岸良俊介 前項（「改籍願」）の草案。 罫紙綴 2

B35-6 尊属之親実家え復籍願
河野清丸、河野満
津、越智正人、河野
通夫、毛利猶三郎

河野清丸等、継母ますの実家への復
籍を願い出る。

罫紙綴 2

B35-7 （神官等戸籍）

宗像郡大島浦の沖津島宗像社神官河
野通信親族、博多大濱新丁の沖津島
宗像社下官今村重成親族、福岡奥町
武内の沖津島宗像社下官永田儀行一
族の年齢、氏神等の情報を記す。

罫紙綴 18

B35-8
宗像神社祭典年中行事
稿

月ごとに宗像神社で行う祭典、その神
饌等を書き記す。

罫紙綴 8

B36 諸記録 綴 25.2×19.1 8 外題「三十六号　雑録」

B36-1 相対勧化（裏粕屋） 河野伊豆守（通信）
裏粕屋郡での相対勧化の許可。来午
三月限り。

一紙 1

B36-2 相対勧化（表粕屋） 河野伊豆守（通信）
表粕屋郡での相対勧化の許可。来午
三月限り。

一紙 1

B36-3 相対勧化（宗像） 河野伊豆守（通信）
宗像郡での相対勧化の許可。来午三
月限り。

一紙 1

B36-4 相対勧化（遠賀） 河野伊豆守（通信）
遠賀郡での相対勧化の許可。来午三
月限り。

一紙 1

B36-5 相対勧化（嘉麻） 河野伊豆守（通信）
嘉麻郡での相対勧化の許可。来午三
月限り。

一紙 1

B36-6 相対勧化（穂波） 河野伊豆守（通信）
穂波郡での相対勧化の許可。来午三
月限り。

一紙 1

B36-7 （断簡）
藩知事からの社領現米高や、社中の
職名、古来よりの官位、家系（後欠）に
ついての諸記録。

断簡 1
一枚紙。B5-11（覚書）と
項目名は同じだが書か
れた内容は異なる。

B36-8 瀛津宮下行米内訳書
朝廷や藩知事からの祈祷の依頼に応
じて増減する下行米等の員数を書き記
す。

断簡 1
一枚紙。途中で写しを
やめている。

B37

中津宮御鎮座御神号之
事
摂社御岳宮御鎮座御神
号之事／末社之御社号
幷御合殿御神号之事／
外ニ邑中造営之小社神
社号之事幷右宮社尺寸
之事

綴 24.5×18.2 19

B37-1

中津宮御鎮座御神号之
事
摂社御岳宮御鎮座御神
号之事／末社之御社号
幷御合殿御神号之事／
外ニ邑中造営之小社神
社号之事幷右宮社尺寸
之事

中津宮、同摂社、同末社の社号や祭
神、社殿の寸法等を記す。

竪帳 15

B37-2 記
大島村内の各神社社殿、遙拝所等の
寸法、営繕の有無を記す。

罫紙綴 4

B38 葬祭に関する記録 綴 28.0×20.8 58

B38-1 葬祭略式
正二位大教正近衛
忠房・従五位大教正
千家尊福（「致定」）

葬儀に関する記録。絵図あり。 竪帳 19

B38-2 庶人葬儀式 明治7年戌 1874 11月 二甲斐越智 葬儀に関する記録の写。絵図あり。 竪帳 13
「二ノ甲斐」「越智蔵書」
の朱印あり。
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B38-3 （記録） 服暇についての記録。 竪帳 19 頁破損有り。後欠ヵ。

B38-4 大宮司系図 元禄8年乙亥 1695 2月 21日
「三十　中納言氏実」から「中納言氏
貞」までの系図。

竪帳 7 前欠ヵ。

B39

天保十亥年二月両粕屋
宗像三郡より頼ニ依而
ニ夜三日之間於遥拝所
五穀成就天気続宜麦作
為豊熟御祈祷致執行其
後為寸志一七日之間致
執行候一件覚書

天保10亥年 1839 2月
遠江守藤原通次(河
野通次）

竪帳 25.6×18.2 18

B39-1 覚 （天保10年） 1839

天保十年二月十一日から十三日まで
の祈祷について、両粕屋郡、宗像三郡
からの依頼により執り行うこと。またそ
の費用と、各村庄屋等関係役人の名
前の覚え書き。

竪帳

B39-2 書状 （天保10年） 1839 2月 28日 河野遠江守（通次） 頭山伝

祈祷中神鬮をうかがい、結果が思わし
くなかったためさらに遙拝所にて七日
間の祈祷を行う。祈祷の供物、配布の
札守等の数量を記した覚を添えて報告
する。

竪帳

B39-3 書状 （天保10年） 1839 3月 9日

神屋宅左衛門、山
田新三郎、頭山伝、
村上弥左衛門、平
野茂平

河野遠江守（通次）
B39-2への返書。祈祷の執行と追加の
祈祷への礼状と、改めて金千五百疋を
神納すること。

竪帳

B39-4 書状 （天保10年） 1839 3月 25日 河野遠江守（通次）

平野茂平、村上弥左
衛門、頭山傳、山田
新三郎、神屋七左衛
門

B39-3への返書。追加の祈祷は当初予
定になく、社の判断で行ったため、金千
五百疋の初穂の請け取りを辞退。

竪帳

B39-5 書状 （天保10年） 1839 4月 19日 頭山傳 河野遠江守（通次）
麦作が順調だったのは祈祷の利益で
あるとして、改めて初穂金子千五百の
神納を願い出る。

竪帳

B39-6 書状 （天保10年） 1839 5月 9日 河野遠江守（通次） 頭山傳
B39-5への返書。金子千五百疋は返却
せず、神納すると返答。

竪帳

B40 明治二年諸御用日記 明治2年己巳 1869 正月 吉日
一開通信（河野通
信）

明治二年の社務記録。 竪帳 24.4×18.2 20
表紙「明治二年己巳正
月吉日／諸御用日記／
一開通信誌」。

B41 明治三年諸御用日記 明治3年 1870 正月
斎殿主人（河野通
信）

明治三年の社務記録。 竪帳 25.2×18.2 39

表紙「明治三年諸御用
日記／庚午正月改斎殿
主人」、裏表紙「■■／
■処　江上澄」

B42 出崎御届 罫紙綴 24.6×16.7 13

B42-1 出崎御届 明治7年 1874 9月 30日
宗像神社権宮司兼
権大講義　江上澄

福岡県参事山根秀介
当社主典兼少講義今村積海の長崎出
張費についての届け出。

罫紙綴 1

B42-2 （書状） 明治7年 1874 8月 24日
牧聞神社宮司兼大
講義　井上祐文、他
３名

三瀦県筑後国高良神
社、福岡県筑前国香
椎宮、宗像神社、大
宰府神社　正権宮司

宣教のため各社有志に長崎への出張
を呼び掛ける。

罫紙綴 4

B42-3
今般於崎陽表五大学区
官国幣社神官中会議條
目

明治7年 1874 10月

宇佐神宮大宮司兼
権少教正到津公誼
代理少宮司兼大講
義　杉岡真蔭、他19
名

長崎での会合により会議所条約の次
第を決定する。

罫紙綴 4

「宗像神社権宮司兼権
大講義江上澄代理主典
兼少講義　今村積海」
の署名あり。

B42-4 会議所ノ方法概略
会議所運営についての取り決め、事務
章程。

罫紙綴 2.5

B42-5
出崎旅費日当各社ノ適
宜と雖も預かり合儀計等
ノ条目

長崎出張費用についての細則。 罫紙綴 1.5

B43 慶応四年諸御用日記 慶應4年 1868 正月 吉日
斎殿通信（河野通
信）

慶応四年の御用日記。 竪帳 25.3×18.4 29

B44 祝詞集 祝詞文案を集めたもの。 綴 25.6×16.8 12

B44-1 寸誌止雨祝詞
縣林大宮司内人／
少輔繁三郎大三輪
姓尾形義洌

祝詞。 綴 4

B44-2 （祝詞） 祝詞。 罫紙綴 1
B44-3 初宮諸祝詞 祝詞。 罫紙綴 2
B44-4 （祝詞） 明治17年 1884 明治十七年末の大祭に関する祝詞。 断簡 1 断簡か。一頁。

B44-5 （祝詞）
「御大祭奉仕」に関する。文中に権宮
司江藤澄隆の名前が見える。

罫紙綴 3

B44-6 毎月十五日祭祝詞 中津宮に関する。後欠。 断簡 1
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「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
に
関
わ
る
調
査
研
究
事
業

《
調
査
研
究
事
業
》

は
じ
め
に

世
界
遺
産
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
に
関
わ
る
調
査
研
究
は
、

福
岡
県
・
宗
像
市
・
福
津
市
・
宗
像
大
社
か
ら
な
る
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
世
界
的
に
大
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
も
沈
静
化
し
、
漸
く
人
流
が
戻
る
と
と
も
に
、
対
面
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
調
査

な
ど
も
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
よ
う
に
慌
た
だ
し
く
過

ぎ
去
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
以
下
、
各
調
査
研
究
の
概
要
を
以
下
に
報
告
す
る
。

一
　
特
別
調
査
研
究
事
業

世
界
遺
産
委
員
会
登
録
時
の
勧
告
に
も
と
づ
き
、
本
遺
産
群
に
関
わ
る
古
代
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
航
海
や
交
流
、
祭
祀
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
二
〇
一
八
年
よ
り
進
め
て

き
た
。
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
二
〇
二
一
年
度
に
か
け
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
今
年
度
は
、　

よ
う
や
く
沈
静
し
た
こ

と
も
あ
り
、
対
面
で
行
う
調
査
や
会
議
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
お
け
る
航
海
・
交
流
・
信
仰
に
関
わ
る
文
化
遺
産

や
博
物
館
等
の
視
察
と
し
て
能
登
半
島
と
対
馬
を
訪
れ
た
。

ま
た
今
年
度
は
本
事
業
の
最
終
年
度
と
し
て
、
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
航
海
や
交

流
、
海
洋
信
仰
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
視
察
お
よ
び
三
度
の
国
際
検
討
会
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
宗
像
・
沖
ノ
島
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
各
委
託
研
究
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
的
見
地
か
ら
報
告
文
を
作
成
し
た
。

総
括
検
討
会
で
は
、
各
委
託
研
究
者
が
提
出
し
た
報
告
文
に
基
づ
き
報
告
を
行
い
、

そ
れ
を
元
に
航
海
・
交
流
、
祭
祀
・
信
仰
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
討
論
を
行
い
現
時

点
で
の
到
達
点
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
。

成
果
報
告
会
は
本
事
業
の
成
果
を
一
般
向
け
に
公
開
す
る
も
の
で
、
各
報
告
者
が
講

演
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
総
括
す
る
形
で
の
討
論
が
行
わ
れ
た
。

各
委
託
研
究
者
の
報
告
文
を
含
む
本
事
業
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
今
年
度

末
に
刊
行
予
定
で
あ
る
。

視
察
一　

石
川
県
能
登
地
方　

令
和
四
年
八
月
一
〇
日
か
ら
一
二
日

二
〇
二
二
年
度
調
査
概
要
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八
月
一
〇
日　

羽
咋
市
歴
史
資
料
館
、シ
ャ
コ
デ
廃
寺
、寺
家
遺
跡
、　

気
多
大
社
、

滝
大
塚
古
墳
、
福
浦
港

八
月
一
一
日　

舳
倉
島
、
真
脇
遺
跡
縄
文
館
、
穴
水
大
宮
、
重
蔵
神
社

八
月
一
二
日　

白
山
神
社
、
岩
倉
寺
・
石
倉
比
古
神
社
、
上
時
国
家
、
禄
剛
崎
、

須
須
神
社
、
見
附
島

参
加
者
：

佐
藤
信
（
専
門
家
会
議
副
委
員
長
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
歴
史
学
）　

秋
道
智
彌
（
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
）

笹
生
衛
（
國
學
院
大
学
教
授
、
考
古
学
（
祭
祀
・
神
道
））

田
中
史
生
（
早
稲
田
大
学
教
授
、
歴
史
学
（
交
流
））

禹
在
柄
（
韓
国
・
忠
南
大
学
校
教
授
、
考
古
学
（
交
流
））

王
海
燕
（
中
国
浙
江
大
学
教
授
、
歴
史
学
（
交
流
））

岡
寺
未
幾
（
福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室
）

大
高
広
和
（
九
州
国
立
博
物
館
）

池
ノ
上
宏
（
福
津
市
文
化
財
課
）

福
嶋
真
貴
子
（
宗
像
大
社
文
化
局
）

視
察
二　

長
崎
県
対
馬
市　

令
和
四
年
一
一
月
四
日
か
ら
六
日
。

当
初
、
令
和
四
年
三
月
の
予
定
が
コ
ロ
ナ
に
よ
り
延
期
。
九
月
に
予
定
し

て
い
た
が
台
風
に
よ
り
中
止
、
再
調
整
の
上
、
十
一
月
の
実
施
と
な
っ
た
。

一
一
月
四
日　

⼩
船
越
・
西
漕
手
、
⼩
船
越
・
阿
⿇
氐
留
神
社
、
梅
林
寺
、
烏
帽

子
岳
展
望
所
、
仁
位
・
和
多
都
美
神
社
、
千
尋
藻
・
六
御
前
神
社
、

佐
賀
・
円
通
寺
、
佐
賀
・
和
多
都
美
神
社
（
宗
像
八
幡
宮
）、
胡

籙
御
子
神
社
、
大
増
・
宗
像
神
社

一
一
月
五
日　

豊
・
那
祖
師
神
社
、
千
俵
蒔
山
展
望
台
、
佐
護
・
天
神
多
久
頭
魂

神
社
、
佐
護
・
神
御
魂
神
社
、
⽊
坂
・
海
神
神
社
、
⿊
瀬
・
⿊
瀬

観
⾳
堂
、
鶏
知
（
け
ち
）・
根
曽
古
墳
群
、
対
馬
博
物
館
、
厳
原
・

八
幡
宮
神
社

一
一
月
六
日　

⾖
酘
・
多
久
頭
魂
神
社
、
浅
藻
・
天
道
法
師
塔
（
表
八
丁
角
）、

天
道
法
師
祠
（
裏
八
丁
角
）、
⼩
茂
田
浜
、
⼩
茂
田
・
⽮
立
山
古
墳
、

曲
集
落
、
鶏
知
・
住
吉
神
社

参
加
者
：
溝
口
孝
司
（
専
門
家
会
議
委
員
、
九
州
大
学
教
授
、
考
古
学
）
・
秋
道

智
彌
・
田
中
史
生
・
禹
在
柄
・
岡
寺
未
幾
・
大
高
広
和

総
括
検
討
会　

令
和
四
年
一
二
月
一
七
・
一
八
日
（
土
・
日
）

場
所
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福
岡
市
内
）

報
告
一　

秋
道
智
彌

「
先
史
・
古
代
の
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界

－

航
海
と
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
み
た
世
界
遺
産
モ
デ
ル

－

」

報
告
二　

禹
在
柄

「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
と
竹
幕
洞
祭
祀
遺
跡
か
ら
み
た
倭
国
と
百
済
と
の
交
流
」

報
告
三　

笹
生 

衛

「
宗
像
・
沖
ノ
島
に
み
る
祭
祀
の
意
味
と
中
世
へ
の
変
容
」

報
告
四　

田
中
史
生
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「「
秦
氏
本
系
帳
」
と
宗
像
の
神
」

事
務
局
報
告　

岡
寺
未
幾
・
岡
崇
・
池
ノ
上
宏

「
登
録
後
五
年
間
の
調
査
研
究
成
果
に
つ
い
て
」

討
論議　

長　

：
佐
藤
信
・
溝
口
孝
司

討
論
参
加
者
：
王
海
燕

：
岡
田
保
良
（
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
長
）

：
鈴
⽊
地
平
（
文
化
庁
文
化
資
源
活
用
課
文
化
遺
産
国
際
協
力
室
）

成
果
報
告
会　

令
和
五
年
三
月
一
二
日
（
日
）

場
所
：
九
州
国
立
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル

報
告
一　

秋
道
智
彌

「
航
海
と
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
み
た
世
界
遺
産
モ
デ
ル
」

報
告
二　

禹
在
柄

「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
と
竹
幕
洞
祭
祀
遺
跡
か
ら
み
た
倭
国
と
百
済
と
の
交
流
」

報
告
三　

高
田
貫
太

「
古
墳
時
代
の
日
朝
交
渉
に
お
け
る
海
の
道
―
朝
鮮
半
島
南
・
西
海
岸
地

域
の　

倭
系
資
料
の
分
析
を
中
心
に
―
」

報
告
四　

田
中
史
生

「
秦
氏
と
宗
像
の
神
―
「
秦
氏
本
系
帳
」
を
手
が
か
り
と
し
て
ー
」

報
告
五 

笹
生
衛

「
宗
像
・
沖
ノ
島
に
お
け
る
祭
祀
の
意
味
と
中
世
へ
の
変
容
―
人
間
の
認

知
機
能
と
環
境
変
化
の
視
点
か
ら
―
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
沖
ノ
島
研
究
の
新
地
平
―
五
年
間
の
研
究
を
振
り
返
っ
て
」

議　
　
　

長
：
佐
藤
信
（
司
会
）・
溝
口
孝
司

パ
ネ
リ
ス
ト
：
岡
田
保
良
・
鈴
⽊
地
平

（
福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室　

岡
寺
未
幾
）

二
　
宗
像
大
社
に
か
か
る
調
査
研
究

（
一
）
考
古
資
料

考
古
資
料
の
調
査
・
整
理
作
業
は
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
宗
像
大
社
・
宗
像
市
文
化

財
課
を
中
心
と
し
て
、
福
岡
県
文
化
財
保
護
課
、
同
世
界
遺
産
室
、
同
九
州
歴
史
資
料

館
、
宗
像
市
世
界
遺
産
課
で
行
っ
て
い
る
。

ア
．
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
の
奉
献
品
の
保
存
管
理

宗
像
大
社
の
所
蔵
す
る
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
は
、
宗
像
市
沖
ノ
島
で
四
世
紀
後
半
か

ら
九
世
紀
に
か
け
て
行
わ
れ
た
国
家
的
祭
祀
の
奉
献
品
で
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）

年
か
ら
四
六
（
一
九
七
一
）
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
三
次
の
学
術
調
査
の
出
土
品
と

島
内
で
不
時
発
見
さ
れ
辺
津
宮
へ
移
さ
れ
保
管
さ
れ
て
き
た
伝
世
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら

約
八
万
点
を
数
え
る
国
宝
は
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
） 

年
の
指
定
か
ら
六
〇
年
以
上

経
過
し
、
近
年
、
保
存
管
理
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
本
国
宝
を
後
世
へ
確
実
に
継
承
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
保
存
管
理
お
よ
び
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活
用
等
の
基
本
指
針
を
定
め
る
た
め
、
所
有
者
で
あ
る
宗
像
大
社
が
事
業
主
体
と
な
り

令
和
四
年
度
か
ら
二
ケ
年
で
国
宝
福
岡
県
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
出
土
品
な
ら
び

に
国
宝
伝
福
岡
県
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
祀
遺
跡
出
土
品（
以
下「
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
」）

保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
年
度
は
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
保
存
活
用

計
画
策
定
委
員
会
及
び
、
宗
像
大
社
・
福
岡
県
九
州
歴
史
資
料
館
・
宗
像
市
で
構
成
さ

れ
る
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
保
存
活
用
計
画
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、

月
一
回
程
度
の
ワ
ー
キ
ン
グ
及
び
三
回
の
委
員
会
を
開
催
、
さ
ら
に
出
土
品
や
施
設
環

境
に
関
す
る
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
策
定
委
員
会
委
員
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
計
画
の
章

構
成
は
全
一
三
章
と
し
、
八
章
ま
で
の
作
成
と
審
議
を
終
え
た
。
な
お
、
現
段
階
の
章

構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章　

計
画
策
定
の
経
緯
と
目
的

第
二
章　

指
定
に
至
る
経
緯
と
基
本
的
情
報

第
三
章　

本
質
的
価
値
と
新
た
な
価
値
評
価
の
視
点

第
四
章　

現
状
と
課
題

第
五
章　

大
綱
と
基
本
方
針

第
六
章　

調
査
研
究

第
七
章　

保
存
・
管
理

第
八
章　

活
用

第
九
章　

防
火
・
防
犯

第
一
〇
章　

施
設
整
備

第
一
一
章　

運
営
・
体
制

第
一
二
章　

施
策
の
実
施
計
画
の
策
定
と
実
施

第
一
三
章　

経
過
観
察

（
宗
像
市
文
化
財
課
・
白
⽊
英
敏
）

イ
．
国
宝
管
理
台
帳

二
〇
一
八
年
度
以
降
、
宗
像
大
社
、
福
岡
県
、
宗
像
市
と
一
体
で
国
宝
管
理
台
帳
の

作
業
を
進
め
て
い
る
。
国
宝
沖
ノ
島
出
土
品
の
管
理
は
、
こ
れ
ま
で
紙
台
帳
で
管
理
さ

れ
て
き
た
が
、
二
〇
二
〇
年
以
降
、
国
宝
管
理
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
進
め
て
き

た
。
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブM

U
N

A
K

A
T

A
 A

RCH
IV

ES

に
管
理
者
の
み
閲
覧

可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
て
き
た
が
、
個
別
デ
ー
タ
の
入
力
・
確
認
作
業
を
お

こ
な
っ
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
基
本
台
帳
・
土
器
台
帳
・
貸
出
履
歴
・
保
存
処
理
履
歴

か
ら
な
り
、
基
本
台
帳
・
土
器
台
帳
が
管
理
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

基
本
台
帳
は
、
国
宝
の
管
理
番
号
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
現
時
点
で
管
理
番
号
か
ら

分
割
可
能
な
個
別
デ
ー
タ
を
登
録
。
管
理
番
号
に
基
づ
く
紙
台
帳
は
五
〇
四
頁
で
あ
っ

た
が
、
登
録
さ
れ
た
個
別
デ
ー
タ
は
七
七
六
四
点
と
な
る
。

土
器
台
帳
は
土
器
詳
細
遺
物
台
帳
掲
載
の
デ
ー
タ
を
格
納
す
る
も
の
で
あ
る
。
土
器

に
つ
い
て
は
、
国
宝
の
う
ち
管
理
番
号
を
持
た
な
い
も
の
や
、
国
宝
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
も
の
も
あ
り
、
別
途
台
帳
を
作
成
し
て
い
る
。
土
器
台
帳
に
つ
い
て
は
、
第
一
・

二
次
調
査
に
か
か
る
も
の
一
三
四
三
点
、
第
三
次
調
査
に
か
か
る
も
の
二
二
二
八
点
、

計
三
五
七
一
点
の
登
録
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
現
時
点
で
登
録
可
能
な
貸
出
履
歴
・
保
存
処
理
履
歴
に
つ
い
て
も
入
力
作
業

を
行
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
寺
未
幾
）
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ウ
．
土
器
詳
細
遺
物
台
帳
の
作
成

二
〇
一
七
年
度
よ
り
報
告
書
に
基
づ
く
土
器
詳
細
遺
物
台
帳
の
作
成
作
業
を
九
州
大

学
考
古
学
研
究
室
と
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
の
作
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
時
期
を
避
け
な
が
ら
、
二
〇
二
二
年
五
月
一
三
日
か
ら
二
〇
二
三
年
三
月
下
旬

ま
で
に
計
一
四
回
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
調
査
報
告
書
と
照
合
で
き
な
か
っ
た
土
器
・
土

製
品
資
料
約
二
五
〇
点
の
う
ち
、
昨
年
度
未
着
手
だ
っ
た
約
六
〇
点
に
つ
い
て
、
台
帳

化
作
業
な
ら
び
に
作
成
台
帳
の
内
容
見
直
し
を
行
っ
た
。
二
〇
二
三
年
三
月
、
関
係
者

で
協
議
し
、
今
年
度
作
業
の
進
捗
と
来
年
度
の
作
業
内
容
を
確
認
し
た
。

（
宗
像
大
社
文
化
局　

福
嶋
真
貴
子
）

エ
．
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
関
連
す
る
写
真
・
図
面
資
料

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
関
連
写
真
の
整
理
作
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
分
の
ス
ラ
イ
ド

フ
ィ
ル
ム
及
び
焼
付
け
写
真
整
理
登
録
作
業
を
二
〇
二
二
年
二
月
八
日
の
通
算
一
三
四

回
目
に
第
一
九
九
冊
か
ら
着
手
し
、
三
月
二
三
日
の
通
算
一
四
〇
回
目
に
第
二
〇
三
冊

の
途
中
ま
で
行
っ
た
。
内
容
は
第
三
次
調
査
の
現
地
調
査
状
況
や
報
告
書
作
成
の
た
め

の
中
国
大
陸
現
地
調
査
、
沖
ノ
島
の
自
然
と
植
物
で
あ
る
。

当
該
年
度
は
四
月
六
日
の
通
算
一
四
一
回
目
に
第
二
〇
三
冊
の
第
三
次
調
査
の
現
地

調
査
状
況
の
登
録
作
業
に
着
手
し
、
八
月
九
日
の
通
算
一
五
二
回
、
第
二
〇
五
冊
ま
で

の
作
業
を
終
了
し
た
。
内
容
は
第
三
次
調
査
の
現
地
調
査
及
び
報
告
書
作
成
に
伴
う
関

連
調
査
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
宗
像
大
社
蔵
鏡
・
馬
具
の
焼
付
写
真
を
第
三
一
〇
冊

か
ら
三
一
五
冊
と
し
て
整
理
登
録
し
た
。
下
半
期
は
本
作
業
を
中
断
し
た
。

（
宗
像
市
文
化
財
課　

原
俊
一
）

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
学
術
調
査
に
か
か
る
写
真
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、

二
〇
二
〇
年
か
ら
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、
な
お
膨
大
な
量
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後

作
業
を
進
め
る
上
で
管
理
を
容
易
に
す
る
た
め
主
要
な
写
真
ア
ル
バ
ム
八
九
冊
を
ス

キ
ャ
ン
、
P
D
F
作
成
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
一
部
、
特
に
祭
祀
遺
構
に
関
係
の
あ

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
画
像
の
切
り
抜
き
作
業
を
行
っ
た
。

　

図
面
に
関
し
て
は
、
神
宝
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
調
査
報
告

図
」
の
青
焼
き
図
面
の
ス
キ
ャ
ン
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
に

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
委
託
を
受
け
株
式
会
社
ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
開
発
研
究
所
が

作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
展
示
さ
れ
て
い
る
実
物
大
の
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
模

型
制
作
の
た
め
、
測
量
お
よ
び
植
生
調
査
を
行
な
っ
た
際
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。

（
岡
寺
未
幾
）

（
二
）
文
献
資
料

二
〇
一
七
年
度
か
ら
継
続
し
て
「
宗
像
清
文
氏
奉
納
文
書
」
の
う
ち
書
簡
・
公
文
書

な
ど
の
一
紙
も
の
の
目
録
作
成
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
一
年
度

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
ほ
と
ん
ど
作
業
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
年
度
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
拡
大
や
関
係
者
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合

に
よ
り
な
か
な
か
作
業
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、一
一
月
か
ら
作
業
を
再
開
し
た（
年

度
内
計
四
度
実
施
予
定
）。
作
業
は
新
修
宗
像
市
史
編
集
作
業
も
兼
ね
て
、
宗
像
大
社

文
化
局
に
加
え
、
九
州
国
立
博
物
館
（
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
）、
九

州
歴
史
資
料
館
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
。
来
年
度
も
継
続
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。
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（
九
州
国
立
博
物
館　

大
高
広
和
）

（
三
）
経
過
観
察

ア
．「
宗
像
神
社
境
内
」
全
体
に
関
す
る
調
査

宗
像
大
社
沖
津
宮
で
あ
る
沖
ノ
島
、
⼩
屋
島
、
御
門
柱
、
天
狗
岩
の
構
成
資
産
に
つ

い
て
は
、
周
辺
海
域
を
含
め
た
釣
人
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
一
一
回
（
一
月
九

日
、
二
月
一
一
日
、
三
月
一
二
日
、
四
月
一
七
日
、
五
月
三
日
、
七
月
二
日
、
八
月

二
八
日
、
九
月
二
七
日
、
一
〇
月
一
五
日
、
一
一
月
一
九
日
、
一
二
月
一
〇
日
）
実
施

し
た
。
そ
の
内
、
一
〇
月
一
五
日
に
は
各
祭
祀
遺
跡
の
詳
細
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
。

ま
た
、中
津
宮
で
は
、一
一
月
一
九
日
に
祭
祀
遺
跡
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ

た
。
辺
津
宮
で
は
、
一
〇
月
四
日
に
宗
像
市
市
民
の
会
と
共
に
資
産
の
見
回
り
活
動
を

実
施
、
一
一
月
二
四
日
に
は
祭
祀
遺
跡
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。
現
地
調

査
関
係
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

宗
像
市
世
界
遺
産
課　

合
島
賢
二
・
岡
崇
・
池
田
拓
・
髙
村
光
司
郎
・
鎌
田
隆
徳

福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室　

正
田
実
知
彦

イ
．
宗
像
大
社
沖
津
宮
の
調
査

昨
年
に
引
き
続
き
、
9
号
遺
跡
及
び
10
号
遺
跡
に
お
け
る
遺
物
の
出
土
状
況
に
つ
い

て
、
重
点
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た

金
銅
製
品
は
１
点
に
留
ま
っ
た
も
の
の
、
昨
年
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
た
遺
物
を
再
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
は
遺
跡
内
に
お
け
る
オ
オ
ミ

ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
営
巣
活
動
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
遺
跡
内
を
通
過
す
る
オ
オ
ミ
ズ
ナ

ギ
ド
リ
は
例
年
ど
お
り
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
一
〇
号
東
側
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
金
銅
製
品
の
破
損
や
遺
物
の
移
動
が
認
め

ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
台
風
の
通
過
や
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
移
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。

遺
跡
全
体
を
通
じ
て
、
台
風
通
過
に
よ
る
⼩
枝
の
折
損
や
落
葉
に
よ
っ
て
、
地
面
が

覆
わ
れ
、
遺
物
の
出
土
状
況
が
分
か
り
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
⼩
屋
島
・
御
門
柱
・
天
狗
岩
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

ウ
．
宗
像
大
社
中
津
宮
の
調
査

御
嶽
山
祭
祀
遺
跡
で
は
、
昨
年
と
同
様
、
御
嶽
神
社
南
側
の
斜
面
に
お
い
て
、
須
恵

器
片
や
土
師
器
片
の
散
布
を
確
認
し
た
。
そ
の
他
、大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

エ
．
宗
像
大
社
辺
津
宮
の
調
査

下
高
宮
祭
祀
遺
跡
で
は
、
昨
年
と
同
様
、
高
宮
祭
場
周
辺
の
四
ヶ
所
か
ら
、
須
恵
器

片
や
土
師
器
片
の
散
布
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

オ
．
そ
の
他
の
調
査 

・
台
風
に
よ
る
影
響

二
年
連
続
通
過
し
た
台
風
の
影
響
で
、
や
や
衰
弱
し
て
い
た
タ
ブ
ノ
キ
等
の
多
く
が

枯
損
し
、そ
の
影
響
で
祭
祀
遺
跡
内
は
徐
々
に
明
る
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
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今
後
は
遺
跡
内
に
も
下
草
が
繁
茂
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
沖
の
島
漁
港
に
お
い
て
は
、
西
側
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
溜
ま
っ
て
い
た
漂
着
ご

み
が
今
回
の
台
風
に
よ
る
高
波
に
よ
っ
て
海
洋
に
放
出
さ
れ
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
沖
の
島
漁
港
東
側
の
の
り
面
裾
部
が
高
波
に
よ
っ
て
削
ら
れ
、
そ
の
土
砂
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の
空
洞
部
に
堆
積
し
つ
つ
あ
る
。

・
沖
ノ
島
視
認
調
査

大
島
の
北
側
砲
台
跡
近
く
に
あ
る
ト
イ
レ
の
壁
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
か
ら
、
約
五
〇
㎞

沖
に
浮
か
ぶ
沖
ノ
島
の
視
認
調
査
を
ほ
ぼ
毎
日
、
午
前
午
後
と
実
施
し
て
い
る
。

例
年
通
り
三
月
か
ら
七
月
ま
で
は
、
Ｐ
Ｍ
2
・
5
等
に
よ
る
霞
な
ど
で
見
え
な
い
日

も
多
か
っ
た
が
、
八
月
以
降
見
え
る
日
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
十
月
と
十
二
月
は

く
っ
き
り
見
え
る
日
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宗
像
市
世
界
遺
産
課　

岡
崇
・

福
岡
県
九
州
国
立
博
物
館
・
世
界
遺
産
室　

正
田
実
知
彦
）

三
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
調
査

三
四
号
墳
は
、
六
世
紀
中
頃
～
後
半
に
築
造
さ
れ
た
円
墳
で
、
現
存
す
る
墳
丘
の
直

径
は
約
十
九
ｍ
、
高
さ
は
約
六
ｍ
で
あ
る
。
墳
丘
周
囲
は
開
墾
に
よ
り
平
坦
に
削
平
さ

れ
て
い
る
。
墳
丘
中
央
部
に
は
幅
三
ｍ
長
さ
六
ｍ
程
度
の
陥
没
が
あ
り
、
石
室
の
南
壁

天
井
石
付
近
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
築
造
当

時
の
規
模
や
周
溝
の
有
無
等
は
不
明
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
度
、
墳
丘
西
側
崩
落
面
の

図一　2022年沖ノ島視認調査結果
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写真一　三四号墳調査状況

写真二　三四号墳石室内部の状況
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調
査
を
行
い
、
墳
丘
盛
土
と
墓
道
を
確
認
し
た
。
二
〇
二
二
年
度
は
古
墳
の
規
模
・
形

状
を
確
認
す
る
た
め
、
墳
丘
周
囲
の
ト
レ
ン
チ
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
で
は
周
溝
が
確

認
さ
れ
た
（
写
真
一
）。
周
溝
か
ら
は
須
恵
器
と
土
師
器
の
破
片
が
出
土
し
た
。
須
恵

器
は
甕
が
出
土
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
性
格
不
明
の
遺
構
よ
り
土
師
器
の
集
中
的
な
出
土

が
見
ら
れ
、
坏
、
高
坏
等
が
出
土
し
た
。
土
器
の
年
代
は
六
世
紀
中
頃
を
示
す
。
ま
た
、

墳
頂
部
の
盗
掘
坑
に
関
し
て
腐
植
土
と
崩
落
土
砂
の
除
去
を
行
っ
た
。
崩
落
土
砂
か
ら

は
須
恵
器
と
土
師
器
の
破
片
が
出
土
し
た
。
石
材
が
抜
か
れ
開
口
し
た
右
側
壁
上
部

か
ら
石
室
の
保
存
状
態
を
確
認
し
た
。
一
九
七
七
年
に
報
告
さ
れ
て
い
た
と
お
り
、
石

棚
を
そ
な
え
る
横
穴
式
石
室
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
写
真
二
）。
三
四
号
墳
で
は

二
〇
二
三
年
度
に
調
査
及
び
保
存
修
理
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
二
基
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
一
五
号
墳
と
一
九
号
墳
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
八
年
度
の
確
認
調
査
に
よ
っ
て
一
基
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
度
に
追
加
で
ト
レ
ン
チ
調
査
を
実
施
し
た
。
前
方
部
角
部
の

周
溝
と
考
え
ら
れ
る
溝
状
遺
構
を
検
出
し
た
。
二
〇
二
一
年
調
査
で
は
、
一
五
号
墳
と

一
九
号
墳
の
境
付
近
に
お
い
て
ト
レ
ン
チ
調
査
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
一
九
号
墳
の
墳

頂
部
陥
没
に
つ
い
て
、
腐
植
土
及
び
流
入
土
砂
を
除
去
す
る
調
査
を
行
う
。
一
九
号
墳

の
調
査
は
令
和
五
年
三
月
に
調
査
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
の
結
果
発
見
さ
れ
た
古
墳
状
の
地
形
に
つ
い
て
確

認
調
査
を
実
施
す
る
。
古
墳
分
布
確
認
調
査
は
令
和
五
年
度
に
継
続
し
て
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
津
市
文
化
財
課　

永
島
聡
士
）

四
　
そ
の
他

（
一
）
宗
像
市
管
内
遺
跡
調
査

光
岡
六
助
遺
跡
・
上
高
宮
古
墳
の
遺
物
整
理
作
業
及
び
浜
宮
貝
塚
の
報
告
書
刊
行
を

行
っ
た
。
光
岡
六
助
遺
跡
は
古
墳
時
代
前
期
末
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
、

今
年
度
は
接
合
・
復
元
作
業
及
び
遺
物
実
測
・
ト
レ
ー
ス
図
作
成
を
行
っ
た
。
上
高
宮

古
墳
は
、
宗
像
大
社
辺
津
宮
境
内
に
所
在
す
る
直
径
23
ｍ
前
後
の
円
墳
で
、
長
方
板
革

綴
短
甲
、
蕨
手
刀
子
、
鏡
な
ど
約
3
0
0
点
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
今
年
度
は
、
遺

物
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
及
び
甲
冑
に
つ
い
て
は
九
州
国
立
博
物
館
で
X
写
真
撮
影
し
、
接

合
作
業
を
実
施
し
た
。
浜
宮
貝
塚
は
、
五
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
営
ま
れ
た

海
浜
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
に
か
け
て
3
次
に
わ
た
る

調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
『
浜
宮
貝
塚
Ⅱ
』（
註
）
を
刊
行
し
た
。

（
註
）
豊
崎
晃
史
編
2
0
2
3
『
浜
宮
貝
塚
Ⅱ
』
宗
像
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
83
集

（
白
⽊
英
敏
）

（
二
）
新
修
宗
像
市
史
編
纂
事
業

今
年
度
は
本
編
五
巻
目
（
全
六
巻
）『
祈
り
と
ま
つ
り
』
の
編
さ
ん
を
実
施
し
た
。

内
容
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
に
代
表
さ
れ
る
原
始
・
古
代
の
祈
り
と
ま
つ
り
か
ら
現
代
に
残

る
山
笠
・
宮
座
な
ど
の
伝
統
行
事
、
宗
像
大
社
を
は
じ
め
多
彩
な
宗
教
建
築
、
宗
教
美

術
な
ど
、
宗
像
の
祈
り
と
ま
つ
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
最
新
の
調
査
・
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
白
⽊
英
敏
）
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（
三
）
福
津
市
管
内
遺
跡
調
査

今
年
度
は
三
件
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
概
要
は
、
宮
司
浜
ノ

久
保
遺
跡
第
二
地
点
（
古
墳
～
近
世
・
集
落
）、
津
屋
崎
塩
田
遺
跡
第
四
地
点
（
近
世
～

近
代
・
生
産
）、
在
自
西
ノ
後
遺
跡
第
六
次
（
古
代
末
か
ら
近
世
初
頭
・
集
落
）
で
あ
る
。

（
福
津
市
文
化
財
課　

松
永
通
明
）

（
四
）
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
わ
る
調
査

二
〇
一
九
年
度
年
よ
り
本
遺
産
群
に
関
わ
る
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
化
お
よ
び
そ
の
公

開
を
推
進
す
る
事
業
を
継
続
し
て
い
る
。

今
年
度
は
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
学
術
調
査
関
係
者
の
聞
き
取
り
を
全
六
回
行
っ
て
い

る
。
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
次
年
度
以
降
の
沖
ノ
島
研
究
で
報
告
予
定
で
あ
る
。

第
一
回　

⼩
田
富
士
雄
氏
（
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
聞
取
調
査

日 

時
：
令
和
四
年
六
月
七
日
（
火
）
場
所
：
九
州
歴
史
資
料
館

第
二
回　

⼩
田
氏
・
松
本 

肇
氏 （
元
宗
像
大
社
文
化
財
管
理
局
）
聞
取
調
査

日
時
：
令
和
四
年
六
月
一
六
日
（
⽊
） 

場
所
：
九
州
歴
史
資
料
館

第
三
回　

松
本
氏
聞
取
調
査

日
時
：
令
和
四
年
一
〇
月
一
八
日
（
火
） 

場
所
：
海
の
道
む
な
か
た
館

第
四
回　

⼩
田
氏
聞
取
調
査　

日　

時
：
令
和
四
年
一
一
月
一
〇
日 

場
所
：
⼩
田
氏
自
宅

第
五
回　

⼩
田
氏
聞
取
調
査　

日　

時
：
令
和
四
年
一
一
月
一
六
日 

場
所
：
九
州
国
立
博
物
館

第
六
回　

佐
田　

茂
氏
（
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
）
聞
取
調
査

日　

時
：
令
和
四
年
一
一
月
一
〇
日 

場
所
：
宗
像
大
社
神
宝
館

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト　

M
U

N
A

K
A

T
A

 A
RCH

IV
ES

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
の
作

業
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
関
連
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

は
、
宗
像
大
社
に
関
わ
る
調
査
研
究
（
一
）
考
古
資
料
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
古
文

書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、
宗
像
大
社
文
書
は
第
四
巻
の
文
字
デ
ー
タ
作
成
を
行
な

い
、
公
開
に
向
け
て
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
映
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
宗

像
大
社
所
蔵
の
映
像
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
た
。

ま
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
多
言
語
対
応
を
進
め
る
た
め
、
宗
像
地
域
の
文
化
財
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
掲
載
デ
ー
タ
の
翻
訳
を
実
施
し
た
。
今
後
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
全
体
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
五
）
公
開
講
座
に
つ
い
て

本
遺
産
群
の
価
値
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
遺
産
へ
の
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
調
査
研
究
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
令
和
元
年
（
2
0
1
9
）
度
か
ら

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
公
開
講
座
を
行
な
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
（
2
0
1
9
）
度
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年
（
2
0
1
0

－

2
0
1
2
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
探
る
た
め
の
委
託
研
究
の
成

果
に
つ
い
て
行
っ
た
。
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テーマ 講師 会場 開催日

第１回 「沖ノ島祭祀遺跡の調査と成果」 ⼩⽥ 富⼠雄 海の道むなかた館 令和元年7⽉15⽇（祝）

第２回 「宗像・沖ノ島祭祀の実像－古代の祭式からみた沖ノ島祭祀遺跡－」 笹⽣ 衛 海の道むなかた館 令和元年7⽉15⽇（祝）

「古代宗像の渡来⼈」 ⻲⽥ 修⼀

「⽂献史料から⾒た古代豪族宗像⽒の交流」 森 公章

「沖ノ島祭祀の成⽴前史」 武末 純⼀

「沖ノ島出⼟銅⽭と⻘銅器祭祀」 柳⽥ 康雄

「五世紀における⽯製祭具と沖ノ島の⽯材」 篠原 祐⼀

「⽂献からみた古代王権・国家のカミマツリと神への捧げ物」 ⻄宮 秀紀

「⽇本⺠俗学（伝承分析学・traditionology︓the study of traditions）
からみる沖ノ島」

新⾕ 尚紀

「古代神祇祭祀制度の中の宗像社」 加瀬 直弥

「ヤマト王権と沖ノ島祭祀」 ⽩⽯ 太⼀郎

「宗像地域における古墳時代⾸⻑の対外交渉と沖ノ島祭祀」 重藤 輝⾏

「神道史上における沖ノ島の祭祀」 椙⼭ 林継

「国家形成から⾒た沖ノ島」
ウェルナー・シュタインハウ

ス

「宗像の島々︓⼩呂島、沖ノ島、⼤島の歴史と地誌」 服部 英雄

「宗像⼤社の無形⺠俗⽂化財」 森 弘⼦

神話と建築にみる宗像信仰 ⻲井輝⼀郎

「近世宗像郡の寺社建築と宗像社」 ⼭野 善郎

第１回 「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の世界遺産としての価値 ⻄⾕ 正 オンラインのみ 令和２年7⽉23 ⽇（⼟）

第２回 沈没船から読み解く造船技術と航海 佐々⽊ 蘭貞 オンラインのみ 令和２年９⽉19 ⽇（⼟）

第３回 近世宗像郡の寺社建築と宗像社 ― 建築が伝える記憶 ― ⼭野 善郎 オンラインのみ 令和２年10⽉17⽇（⼟）

第４回 中世宗像における宗像三⼥神信仰 河窪  奈津⼦ オンラインのみ 令和２年11⽉14 ⽇（⼟）

第５回 世界から⾒た沖ノ島 ― 祭祀、政治、交易の物語の創造 ― サイモン・ケイナー オンラインのみ 令和２年12⽉19 ⽇（⼟）

第６回 ⽵幕洞祭祀遺跡と沖ノ島祭祀遺跡 禹 在 柄 オンラインのみ 令和3年1⽉16 ⽇（⼟）

第７回 世界遺産の保存管理 ― ⽂化、⾃然、⼈々を中⼼としたアプローチ ― ガミニ・ウィジェスリヤ オンラインのみ 令和3年2⽉20⽇（⼟）

第８回 世界遺産の景観を守る ― 宗像・福津の⾵景 ― 仲間 浩⼀ オンラインのみ 令和3年3⽉20 ⽇（⼟）

第１回 「海の古墳」としての新原・奴⼭古墳群 ⿂津 知克 カメリアホール 令和３年 ７⽉２２⽇（⽊・祝）

第２回 「沖ノ島の奈良三彩」 ⾼橋 照彦 オンラインのみ 令和３年 ８⽉２１⽇（⼟）

第３回 「沖ノ島の鏡」 岩本 崇 オンラインのみ 令和３年 ９⽉１８⽇（⼟）

第４回 「沖ノ島の⾺具を復原する」 桃﨑 祐輔 海の道むなかた館 令和３年１０⽉２３（⼟）

第５回 「沖ノ島の⽟、滑⽯製品を中⼼に」 清喜 裕⼆ 海の道むなかた館 令和３年１１⽉２０⽇（⼟）

第６回 「沖ノ島の紡織具」 東村 純⼦ 海の道むなかた館 令和３年１２⽉１８⽇（⼟）
第７回 「宗像・沖ノ島の武器と武装」 ⿑藤 ⼤輔 海の道むなかた館 令和４年 １⽉１４⽇（⾦）

第８回 「沖ノ島のガラス」
中井 泉、福嶋 真貴⼦、四
⾓ 隆⼆、阿部 善也、加藤
千⾥、村串 まどか

オンラインのみ 令和４年 ２⽉２３⽇（⽔・祝）

第１回 「瀬⼾内航路の神々と倭王権 ―住吉・⼤⼭祇・宗像―」 森⽥ 克⾏ カメリアホール 令和4年7⽉16⽇（⼟）

第２回 「壱岐・対⾺の海洋信仰と祭祀」 堀江 潔 海の道むなかた館 令和4年9⽉10⽇（⼟）

第３回 「古代北陸の航海・境界に関わる祭祀遺跡―寺家遺跡を中⼼に―」 中野 知幸 海の道むなかた館 令和4年10⽉15⽇（⼟）

第４回 「古代瀬⼾内海の島々と祭祀遺跡」 妹尾 周三 海の道むなかた館 令和4年11⽉19⽇（⼟）

第５回 「⽇本の神々と海から考える宗像信仰の意義」 ファビオ・ランベッリ オンラインのみ オンラインのみ

「⽇本近世の航海信仰からみた古代の持衰」 ⼭内 晋次

「南⽅世界の造船・航海術と信仰」  後藤 明

令和2年3⽉14⽇（⼟）コロナにより中⽌

カメリア・ホール

第８回 令和2年1⽉18⽇（⼟）海の道むなかた館

第９回 令和2年2⽉15⽇（⼟）海の道むなかた館

アクロス福岡 令和５年2⽉18⽇（⼟）

第３回 令和元年9⽉7⽇(⼟)カメリア・ホール

第４回 令和元年9⽉21⽇（⼟）海の道むなかた館

第５回 令和元年10⽉26⽇（⼟）海の道むなかた館

第６回 令和元年11⽉16⽇（⼟）海の道むなかた館

第７回 令和元年12⽉7⽇（⼟）

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

第６回

第１０回

表１　世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群公開講座

（令和元（2019）年度から令和四（2022）年度）

※過去の公開講座はすべて MUNAKATA ARCHIVES・YouTube で動画を公開しており、下記より閲覧可能。

https://www.munakata-archives.asia/ https://youtube.com/@okinoshimaheritage5116
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令
和
二
年
（
2
0
2
0
）
度
は
、
本
遺
産
群
の
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
、
国
際
的

な
価
値
と
保
存
管
理
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
。

令
和
三
年
度
（
2
0
2
1
）
度
は
「
沖
ノ
島
祭
祀
と
人
の
関
わ
り
」
と
い
う
観
点
か

ら
「
古
墳
群
」
や
「
奉
献
品
」
の
考
古
遺
跡
に
焦
点
を
あ
て
講
座
を
行
な
っ
た
。
特
に
、

奉
献
品
に
つ
い
て
の
報
告
で
は
、
い
く
つ
も
の
最
新
の
知
見
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
講
座

で
は
事
前
に
講
師
が
実
際
に
展
示
さ
れ
て
い
る
奉
献
品
を
前
に
、
そ
の
み
ど
こ
ろ
を
解

説
す
る
「
解
説
動
画
」
の
制
作
を
行
っ
た
。

令
和
四
年
度
（
2
0
2
2
）
は
、
特
別
研
究
事
業
と
連
携
し
て
「
海
と
人
々
の
関
わ

り
」
を
テ
ー
マ
に
海
の
信
仰
に
関
わ
る
遺
産
に
つ
い
て
国
内
外
の
事
例
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
令
和
元
年
度
第
10
回
の
講
座
は
中

止
と
な
り
、
令
和
二
年
度
は
録
画
配
信
に
特
化
し
た
形
で
行
っ
た
。
令
和
三
年
度
は
感

染
状
況
を
み
な
が
ら
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
令
和
四
年
度
は
全
て
対
面
で
の
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

全
て
の
講
座
に
つ
い
て
は
録
画
をM

U
N

A
K

A
T

A
 A

RCH
IV

ES 

、
本
遺
産
群
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。（

岡
寺
未
幾
）
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宗像大社辺津宮境内「高宮出土として伝世する品」
が提起する問題について

清喜　裕二

はじめに
本稿では、宗像大社辺津宮境内の「高宮出土として伝世する品」のうち石製模造品を取

り上げ、その資料が提起する問題について論じる。沖ノ島をはじめとする宗像周辺の遺跡
からは、多種多様な石製模造品の出土が知られているが、沖ノ島祭祀の実態を解明する上
で、他の遺物とともに石製模造品がひとつの要素になることは確かであろう。その中でも、
本稿では起点として１点の資料に注目して、そこから派生する問題について考察を進めた
い。

１．伝高宮出土品について
（１）検討の経緯
起点となる資料は、本誌第４号で福嶋真貴子氏が「高宮出土として伝世する品」（以下、

伝高宮出土品）のうち滑石製不明品として報告されたものである（福嶋報告第２図- ４　
第１図１）（１）。偶然別の資料の調査で宗像大社宝物館に伺った折、同氏より不明品とし
て報告した滑石製品が何であろうかとの質問をいただいた。以下に述べるように、筆者は
一見してその形態が岐阜県大垣市遊塚古墳から出土した鉇形の石製模造品（以下鉇形と表
記）の一部分によく似ているとの印象をもった。つまり、鉇形の一部と推定できるのでは
ないかと考えたのである。しかし同時に、全形が不明であることや調整その他の特徴、分
布上の問題など外形上の類似だけでは早計に結論を下せないとも感じた。そこで、まずは
推定どおりの資料として位置づけが可能であるかを検討していきたい。
（２）伝高宮出土品の特徴
福嶋報告によれば、獣形状を呈する欠損のない完形品、もしくは刃部を欠く刀子などの

柄部の可能性を挙げており、筆者の考えは後者に沿うものである。鉇形の一部と述べたが、
当然全形を表しているものではなく、後述するとおり、具体的には柄尻部分に相当すると
考えられる。報告によると長さ5.85㎝、最大幅2.8㎝、最大厚1.57㎝を測る。広い範囲に茶
褐色の付着物が見られ、１ヶ所の穿孔がある。付着物により表面の状態は不明瞭だが、側
面では明瞭な削り痕が見られ、上端面には細かい擦痕が残る。形態上の細かい点について
は、既出の鉇形との比較において示していきたいが、ここであらかじめ確認しておくこと
は以下の２点である。断面に顕著であるが一部丸みを帯びた面もありつつ、全体としては
角ばっており、作りとしては粗雑である点が、まず挙げられる。また、ところどころ石材
表面の剥離もみられる。もう１点としては、明瞭な欠損部が確認できない点である。欠損
しているのであれば、第１図１に図示した上端面に欠損の痕跡が残ると考えられるが、観
察しても現状で明瞭な痕跡は認められない。欠損箇所を相当入念に研磨したと考えない限
り、福嶋報告にもあるようにほぼ「欠損のない完形品」のように見えるのである。この点
が伝高宮出土品の最大の問題点である。

／（1） 120



２　鉄製鉇について
鉇形を含む農工具形の石製模造品は個別の形態や組合せなど、鉄製農工具を写し取った

と考えられ、そこには石製品として製作されるにあたって新たに付与された性格があると
思われるが、基本的には鉄製品に与えられていた性格を基盤にしていたと考えられる。こ
こでは、鉇形の検討の素地として、鉄製鉇についてごく簡単に整理しておきたい。
（１）研究抄史
鉄製農工具については、弥生時代のうちに基本的な構成が生まれ、機能分化も果たしな

がら古墳時代に引き継がれていくことが指摘されている。鉄製鉇は、考古学の側から弥生
時代における道具の鉄器化の問題と絡み、岡崎敬（２）、岡村秀典（３）、野島永（４）らの研究
があり、古墳出土品について三木文雄の一連の検討（５）をはじめ、古瀬清秀の研究で大き
く前進した（６）。また、田中謙が現段階での理解をわかりやすく整理しており、鉄製鉇の
全体像が把握できる（７）。

また、建築に関わる側面からは大工道具としての視点で鉇の位置づけがおこなわれてき
た。鉇形は古代の特に出土品としての鉄製鉇について鉄部の錆や木質の腐朽による情報の
欠落を補う位置づけで紹介されることがあった（８）。村松貞次郎（９）や吉川金次（10）成田
寿一郎（11）らの研究を経て、渡邉晶の研究では古墳時代以前の鉇は大工道具（建築工具）
としては含めないことが明確化される（12）。
（２）用途
このような研究の進展状況の中、本稿で扱う鉇形の製作対象となった鉄製鉇は古墳時代

前期後半～中期初頭に属するもので、その刃部の大きさなどから、およそ建築材のような
大型材の表面を調整するには非効率である点、実際の建築材に鉇の調整痕と思しき跡が見
出しがたい点などから、用途としては建築工具としてではなく、木工具として位置づけら
れている。

一方、それ以外の工具類は木工具としても建築工具としても使用できるものであること
に注意しておきたい。ひとつの形態で様々な道具としての使用法があったことは既に指摘
されているとおりである。実際に弥生時代から大型建物は存在しており、仮屋も多くあっ
たと思われる。鉇にしても、古代以降の鉇のような使用法に限定しなければ、使用方法の
あり方は木工具としてであっても、建築工程のある部分での使用というように少し幅広く
考えることも可能であろう。

３　鉇形について

（１）鉇形の諸要素
伝高宮出土品の検討の前段階として、鉇形の各種事項について確認しておきたい。主な

項目については表１にまとめた。また、必要に応じて鉄製鉇との比較にも触れていきたい。
魚津知克は、鉄製農工具と「農工具形石製祭器」の対応関係、石製化における器種選択

の問題、副葬のあり方における比較検討などを行う中で、鉇形の特徴を示し、茎が長い「長
茎形」、刃部幅が茎幅より広い「Ⅱ類」を形象しているとする（13）。筆者も同様に考えてお
り、以下に挙げる鉇形に関する特徴も魚津の指摘と重なるところがある。
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表１　鉇形一覧表
番号 出土地域 出土地 墳形 現存長 刃部長 茎 線刻 穿孔 柄元の削り 欠損 石材
1 中国（岡山県） 岡山県内 ─ 9㎝ 1.5㎝※ 長茎 × × 〇 なし 滑石
2 近畿（奈良県） 富雄丸山古墳 円墳 12.5㎝ 1.7㎝ 長茎 〇茎 × 〇 なし 滑石
3 近畿（奈良県） ナガレ山古墳 前方後円墳 9.4㎝※ 1.8㎝※ 長茎 × ─ ─ あり 滑石
4 近畿（三重県） 石山古墳 前方後円墳 15.8㎝ 3.2㎝ 長茎 〇茎 〇 ─ なし 滑石
5 東海（岐阜県） 遊塚古墳 前方後円墳 15㎝ 3.2㎝ 長茎 〇柄巻 〇 〇 なし 滑石
6 関東（群馬県）群馬県藤岡市神田 ─ 13㎝ 2.1㎝※ 長茎 × 〇 〇 なし 滑石
7 関東（群馬県） 上野 ─ 10.6㎝ 2.2㎝ 長茎 × × 〇 なし 滑石
8 関東（茨城県） 茨城県内 ─ 13.4㎝ 2.5㎝※ 長茎 × 〇 × なし 滑石
9 関東（茨城県） 鏡塚古墳 前方後円墳 14.5㎝ 2.8㎝ 長茎 × 〇 〇 なし 滑石

凡例：・現存長の※は欠損が大きく全長の把握に影響を及ぼすもの
　　　・刃部長の※は先端の欠損により本来の刃部長より短いもの
　　　・刃部長は先端から柄元までを計測
　　　・茎の表記は魚津論文〔註（13）文献〕による
　　　・─は欠損ほかの理由で確認できていないもの
　　　・欠損は意図的である可能性があるもの
　　　・石材は、慣用的に用いられる広義の滑石の意味で用いている

個体数　筆者の管見に触れる限り、９個体を確認している（第１図２～ 10）（14）。
分　布　西から、中国地方に１個体（吉備 1）、近畿地方に３個体（大和 2・伊賀 1）、

東海地方に 1 個体（美濃 1）、関東地方に４個体（毛野 2・常陸 2）、である（第２図）。分
布の議論に堪えるほどの個体数ではないとも言えるが、近畿地方よりも東の地域に集中し
ており、東日本への偏在という形で明確な傾向が認められる。

出土遺跡は明確なものはすべて古墳である。農工具形の石製模造品の多くの出土例から、
出土地が明確でないものも古墳からの出土であったと考えられる。

時　期　これまでにも指摘されてきているように、農工具形の出現当初に存在するが、
短期間のうちにみられなく器種である。おおむね古墳時代前期後半から中期初頭の間に位
置づけられよう。

形態・表現　鉇は構造として鉄器部分（刃部・茎）と木器・骨角器部分（柄）から構成
され、鉇形はそれらが石材で一体的に製作されているが、構造や意匠がわかるような表現
が施されている個体が多い。
【刃部】平面形としては、茎幅より広い刃部を表現したものが多いと考えられ、石山古

墳出土品は茎幅と同じであるタイプの可能性もあるが、石製品でもあり、意図した表現か
どうかは判断が難しいものもある。側面形は先端に向かって上方に伸びる形態を示し、鉄
製鉇に通有の形態といえよう。また、裏すきが明瞭に表現されている個体が多い。刃部長
は最も長い遊塚古墳、石山古墳出土品で 3.2㎝を測る。これは、田中が示すように当該期
の鉄製鉇の刃部長が３㎝程度であるとされていることと矛盾しない。　
【茎】茎の表現は、魚津が示すとおり「長茎式」で占められる。茎尻が柄から突き出て

いる状態を表している遊塚１号墳出土品（第１図６）を除くと、刃部から２本の並行する
線刻を施すことにより、茎部を表現している個体を挙げられる。富雄丸山古墳出土品（第
１図３）、石山古墳出土品（第１図５）があり、それ以外は線刻がないが、柄の表面が平
滑であることから表現が省略されたと考えられる。また、茎尻が柄の中に納まっている状
態が表現されている例が多いが、実際は茎尻が突き出ているものは多いと思われ、石製品
故の省略であると考えられる。
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第１図　鉇形・鉄製鉇実測図（Scale＝1/2）
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【柄】柄はただの持ち手というよりは、刀装具のように一定の意匠をもっているように
もみえる。平面形態としても側面形態としても、刳りを多用した曲線的な形状が特徴的で
ある（第１図８、10 など）。横断面のうち、特に持ち手部分は蒲鉾形を呈するものが多い。
装着方法は基本的に共通していると考えてよいだろう。

また、側面形態については1点新たに気づいたことがある。第３図に挙げた写真は、宮
大工の方が使用されている鉇である（15）。柄元下端部を斜めにカットしている（矢印箇所）。
これは削りの作業を行う際に、柄元の下端部が材に当たってしまうことを避けるためご自
身で削ったものである。刃部の反り具合や刃部のどのあたりを使用するかによって変わっ
てくるため、必ず削るものでもないとのことであったが、鉇形の側面形を観察すると、富
雄丸山古墳出土品をはじめ、少なくとも６個体について同様の形状を確認できる。石製化
の際に加えられた意匠である可能性はあるが、大型化してくる前の古墳時代前期後半から
中期初頭の時期にみられる鉄製鉇の刃部は短いことが指摘されており、使用にあたって柄
元が材に当たることは十分に考えられよう。鉇形が当該期の鉄製鉇をかなり忠実に写し
取っていると考えられると同時に、その鉄製鉇が実用品であった可能性が高いことも示し
ているといえよう。

田中が良好な事例として挙げる中峰２号墳の鉄製鉇（第４図４）（16）と富雄丸山古墳の
鉇形を比較すると（第４図３）、柄部の形状が酷似していることが注目されるほか、茎尻
が鉤状になるものは先の中峰２号墳や金蔵山古墳出土の鉄製鉇（第１図11）と遊塚１号墳
出土の鉇形（第４図２）で共通するなど、過度な誇張や省略はなかったとみてよく、これ
は鉇形と共伴する各器種についても概して当てはまる。鉄製鉇の場合は木製の柄の細かい
形状までの把握が難しいことを考えると、鉇形の個体数は少ないが、鉄製鉇の復元的な所
見を得るにあたって腐朽しにくい石製品の素材的特性が生かされているといえる。

しかし、多くの鉄製鉇がこれらと同様の特徴をもっていたかどうかはわからないところ
が多く、装着方法の違いもあるが、多くは正倉院の工匠具のように単純な棒状の柄で簡素
なものが一般的であったとも考えられる。時期は下るが宮崎県えびの市島内 21 号地下式
横穴墓出土品のように横断面が円形を呈する鹿角製の柄が装着されている例もある。それ
なりの多様性をもっていたと考えられよう。

大きさ　全長は最も大きな石山古墳例が15.8㎝、最も小型品は岡山県内出土例で９㎝で
ある。鉄製鉇の中には鉇形より長いものも多くみられ、田中が挙げる良好な状態で残る中
峰２号墳や板切遺跡出土品は20㎝前後である（17）。短い個体も存在するが、そのような個
体を積極的に写し取ったというよりは、長さに関しては、製作時に準備できる石材の大き
さに左右され鉄製鉇と同サイズの製作に至らない場合が多かったと考えられる。

個体間の共通性　全体として、平面・側面形態、横断面等、共通性が高いことを指摘で
きる。製作にあたって一定の仕様のようなものがあり、それがかなり守られているような
状況が推定される。しかし、特定の場所で製作されたものが展開しているような状況は認
められない。その中でも、遊塚１号墳出土品は特に精巧な作りである。

（２）鉇形との組合せ　

これまでも指摘されているとおり、この鉇形は単独で存在するものではなく、刀子・斧（袋

状、短冊形、板状）・鉇・鑿・鎌など弥生時代から次第に出揃ってきた基本的な鉄製農工
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具の組合せを継承した

古墳時代の鉄製農工具

を反映して石製化した

の中で一器種である。

また、鉄製品としては

短冊形（18） など一部を

除き各器種が存続して

いくが、石製模造品と

しては、刀子形、斧形、

鎌 形 が 存 続 す る 一 方

で、鉇形は早々に姿を

消し、同様の器種とし

て 斧 形（短 冊）、 鑿 形

が挙げられる。このこ

とにより、この三種に

ついては組合せにかな

り有意な関係があった

と推測される。石山古

墳、遊塚古墳、鏡塚古

墳の良好な出土状況を示す事例をみても、一部欠くものもあるが、基本的にこれらは組合

せとして存在していると解してよいだろう。よって、東博所蔵の茨城県内出土品として鉇

形があるが、そのほかに斧形（短冊）や斧形があり、石材の特徴をみても本来の組合せを

反映していると考えられ、群馬県伝藤岡市神田出土品の鉇形と鑿形なども同様であろう。

また鉇形はないが、群馬県前橋市総社町附近出土品（斧形（短冊）、鑿形）や千葉県香取

郡小見川町一ノ分目 1-272 出土品（刀子形、斧形（短冊）、斧形）なども、良好な事例に

類する組合せであった可能性が高い。
この視点でみると、東北歴史博物館所蔵の杉山コレクションの鉇形は、出土地が「上野」

であり、同じく所蔵されている刀子形・斧形と組合せ関係にあると考えられ、さらにその
刀子形・斧形の特徴が群馬県高崎市下佐野長者屋敷古墳のものと同じであることから、同
館所蔵の鉇形と刀子形・斧形は本来同古墳に副葬された石製模造品の一群を構成していた
可能性が高いと考えられる。現在知られる同古墳の石製模造品の器種構成は、刀子形、斧
形、鑿形で鉇形を欠いており、組合せを復元的にみても矛盾はない。

ただし、千葉県多古町多古台№ 8-6 号墳のように、未盗掘資料で緑色凝灰岩製石釧を共
伴することから、築造時期としては上記の古墳などと並行関係にあると考えられるもの
の、石製模造品としては刀子形、斧形、鎌形の組合せのみが確認されている事例や群馬県
高崎市吉井町の片山１号墳も刀子形と斧形の組合せである。必ず鉇形、斧形（短冊）、鑿
形が組合せに加わるわけではないことに注意が必要である。

ここで重要なのは、鉇形だけのカウントにとどまらず、これらの資料も加えていくと、

●
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●
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第２図　鉇形分布図

番号は表１に対応

●：出土地域 ( 古墳 ) が明確な個体

○：県域での出土が確認されている個体
（○印は仮に県域のほぼ中央に配置。
出土した位置を示すものではない。）

★

伝高宮出土品
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　　　　　　　　　　さらに関東地方での事例が増え、偏在の様相がより顕著になるとい
うことである。
（３）伝高宮出土品との比較
ここでは伝高宮出土品と鉇形とを細部まで対比しつつ検討した

い。検討にあたって先にもふれたように、９個体が知られるうちで
遊塚古墳出土資料の特徴に比較的近いと考えられることから、直接
的に比較するとともに、標準的形態として富雄丸山古墳出土資料、
鉄製鉇として中峰２号墳出土資料も配置した（第４図）。対応する
と考えられる細かい部位の範囲を線でつなぎ、アルファベットを
振った。

鉇形の基本形態　鉇形は、第４図に示したように A ～ D もしく
は E で示した４～５の部位で構成されている〔A：刃部、B：柄元、C：
柄、D：柄尻、E：鉄茎端部〕。A と E が鉄器の露出部、B ～ D が素
材としては木質を中心とする柄部分を表現していると考えられる。
柄は部位としては分かれるが一体で製作されているものであろう。

部 位　第４図のとおり、伝高宮出土品は鉇形のうち、D・E に該
当する部分と考えられる。E の部位を確実に表現しているといえる
ものは、不明なものを除くと現状 9 例の中でも遊塚例のみである。

遊塚古墳出土例との比較　鉇形の形態は共通性が高く、特に A ～ C の部位は形態上ほ
とんど差はなく、D の違いや E の有無によって区別され、D の表現も一定のパターンに収
まるものである。その中で、E を確実に表現している点、D・E が複雑かつ精巧な作りを
もつ点で、遊塚例は他の個体と一線を画する特徴をもつといえる。

伝高宮例は、部位 E の存在とその端部形態が、遊塚例にもっとも類似する個体である
といえるため、遊塚例と比較してみる。
【平面】以下の３点が挙げられる。１）D の柄 ( 柄尻 ) を表現したと考えられる部位で

幅が広がる。２）鉄柄（E）端部を鉤状に曲げた表現が類似する。３）鰭飾の表現が明瞭
である
【側面】ケバ線ａ・ｂで示した段差と反対面の平坦面の存在は、鉇形の側面観に特有と

いえる。
【大きさ】各部位では幅・厚みに違いがあるが、D・E を合わせた長さはほぼ同じであり、

全体のサイズ感も鉇形を大きく逸脱したものではない。しかし、鉄茎端部の表現としては
かなり厚く、全体の作りも丁寧さに欠けるなど、基本的に精製品である鉇形としては、現
状知られている個体の中でもっとも大作りの個体といえそうである。
【その他】穿孔の位置もほぼ同じ箇所である。
個体ごとに特徴が異なる部分もあるため、すべて１対１の対応関係とはいかないが、お

おむねきれいな対応関係を示すといえよう。鰭飾と考えられる部分や E が鉤状に屈曲し
ているなど、細かい点も一致している。特に側面からみると、他の９個体ほどきれいな仕
上がりではないが、鉇形の特徴である鉄器部分を装着する側が平坦で、反対面に段差がみ
られる点は表裏を意識して作り分けていることがうかがえる。

➡

第３図　鉇  柄元の削り　
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以上のことから、伝高宮出土品は、木器部分の柄尻と柄から抜き出た鉄器部分の茎であ
ると理解できそうである。しかし、鉇形９個体と比較して、製作上の丁寧さにおいて懸隔
が大きく、形態上もっとも類似すると考えられ、鉇形の中でももっとも精巧といえる遊塚
古墳出土品と対照的である。

なお、鉇形は古墳出土が通有であると考えられるが、本資料については高宮出土という
こと以外詳しいことは知られていない。ただ、上高宮古墳が副葬品に銅鏃が含まれるなど
その様相から古墳時代中期前半とされており、比較的時期も近いことから候補のひとつで
あるとはいえそうである。

ここまでみてきた通り、伝高宮出土品が鉇形の一部であることに矛盾はなさそうである。
しかし、当初から一部だけの造形にとどまると考えるのは、他の資料はすべて全形を表現
していることからも不自然であろう。中井正幸も指摘しているとおり、儀礼に伴う所作
などによる欠損の可能性が指摘されている事例もあり、欠損自体が珍しい訳ではない（19）。
当面のところ、本来は刃部・柄部を含めた全形の資料であったものが欠損して、その部分
を研磨によって平滑にした可能性を考えておきたい。ただし、欠損部はそのままの状態で
あることが多く、鉇形として認定できるかどうかは保留すべき点があることも明記してお
きたい。

４　鉇形をめぐる視点

ここまで、伝高宮出土品がいかなる遺物であるかの検討に紙面を割いてきた。鉇形との
認定に保留すべき点はあるものの、既出資料との比較により一定の見通しは得られた。

ひとまず鉇形と考えた場合に、次に問題となるのは、農工具形が希薄というより現状皆
無の地域において、その存在の可能性があることの意味であろう。それを探るために、本
章では幾つかの視点で考えてみたい。特に鉇形を多く出土している関東地方の様相につい
てみておくことは有効と考えられる。そこから得られた見通しで、改めて宗像や沖ノ島に
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ついて考えてみることに多少なりとも意義が見いだせるのではないだろうか。
（１）鉇形の分布
あらためて、鉇形の分布をみておきたい。関東地方の様相は後述するとして、まず近畿

地方をみると、奈良盆地北部の富雄丸山古墳と西部のナガレ山古墳からの出土である。近
畿地方の中にあって鉇形を含む農工具形の創出にあたって、関係が深いとされる古墳が展
開する地域である。また、石山古墳は東海地方を目前に控えた上野盆地の一角に位置する。
中国地方は吉備である。刀子形が出土する金蔵山古墳などは出土地の候補であるが、特定
することは難しい。現在の岡山平野南側は内海が広がっていたことが知られているが、そ
こからやや西に位置する鞆の浦は、瀬戸内海の東西からの潮の干満の分かれ目であり、海
上交通の要衝といえる。

一方、東に目を向けると、遊塚古墳が近江から伊吹山の南を抜けて濃尾平野が広がりは
じめる地に築かれている。関東地方は出土地が不明の個体もあるが毛野の２点は、いずれ
も現在の高崎市、藤岡市あたりの出土とみられる。信濃から碓氷峠を越えるルートや荒川
低地沿いに北上するルートなどの結節点にあたる。常陸は、１個体は出土地不明であるが、
鏡塚古墳が太平洋を望む那珂川河口域に築かれており、海上・河川交通の要衝として評価
される地から出土している。

以上のことから、鉇形（を含む構成をとる農工具形）は陸上、海上、河川などの各種交
通の要衝、境界域に築かれた古墳から出土していることがわかり、まずはそのような側面
をもつと考えられる。
（２）農工具形の構成
現在の鉄製鉇を含む弥生時代からの鉄製工具の組合せの流れから考えるならば、鉇形は

木工具としての用途を主としつつ、建築の場面を含む、ある程度幅広い機能も想定できる
と考えられる。ここで、鉇形を含む出土例での農工具形の器種を挙げていくと、〔農具〕：
鎌・鋤、〔工具〕：鉇・鑿・斧（手斧含む）・斧（短冊形）・刀子、となる。農具は、魚津が
指摘しているように、鏡塚古墳の鋤を除くと鎌に限られる。手鎌の可能性のある資料もあ
るが、確定は難しいという（20）。これは鉄製農工具の構成を忠実にトレースしている状況
ではなく、工具が主体を占める様相といえ、木工具・建築工具を祭器として石製化したと
考えることができよう。また、木工にしろ建築にしろ工程ごとに必要な器種を揃えている
ような構成と考えることもできる。農具が限られていることとは対照的ともいえよう（21）。
（３）関東地方の様相
境界域と鉇形　分布の様相からは、これまで古墳の立地について語られることの多い交

通の要衝、境界域という側面をまずは指摘できそうである。しかし、交通の要衝や境界域
は日本列島の中に幾つもあり、それだけではなぜ関東地方に分布が偏るのか、農工具形で
あるのか、ということへの説明としては不十分である。これまでにも古墳の副葬品から当
時の「東国」や「アヅマ」の範囲や境界を検討する研究はあるが（22）、古墳時代前期にお
いて前方後円墳は仙台平野まで広がりを見せている（23）。当時の王権が領域としての境界
に強い意識があり、広がりを志向するのであれば、鏡塚古墳築造時期には分布域前端の古
墳に農工具形が副葬されていても不思議ではない。それが、毛野・武蔵・常総と限られた
地域に集中的にみられる状況は、当時の王権が考える領域の広さではなく、そこに集中す
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る特別な意味を持った地域（境界域）であった可能性があろう。
石製模造品と呼ばれる遺物は、ヤマト王権の東国進出という脈絡で理解されることが多

く、その側面はこれまでの研究が示すとおりであるが、拡大や進出の段階を示すという以
外の意味もあるように思われる。

低地と内海　日本列島の多くの地域で海浜部に内海や潟湖が形成され、これが古代の地
域間ネットワークを支えたことは既によく知られていることである。先にみたように関東
平野は列島最大の平野部であるが、「関東造盆地運動」（24）の影響で地盤の沈降により地中
に沈み込む遺跡も多い（25）。よって、特に妻沼低地、加須低地、中川低地と低地部が広が
る武蔵北部から東部では安定した平野が形成されにくく微高地と後背湿地が続く景観が広
く形成されており（26）、古墳時代には、前期から果敢にこの低地部への働きかけがあった
ことが指摘されている（27）。武蔵はこのように、川・沼・湿地帯の織り成す景観が東京湾
に向けて広がっていくとともに、下総台地にも接続していくが、常総地域に入ると「香取
海」や「常総の内海」（以下、「常総の内海」とのみ表記）と呼ばれる内海世界に変わって
いき、当該地域の環境を視野に入れた研究の蓄積も多い（28）。この時、下総と武蔵の間に
は分水界が形成されているが、その標高は低く千葉県関宿付近では 10 ｍ程度で、「人間の
目には到底識別できないような、ほんのわずかな地形的高まり」だという（29）。また、台
地部分でも河川をうまく使うことで、効率的に常総の内海世界に接続していたことが知ら
れる。これは、東京湾と「常総の内海」の間でも同様である（30）。よって、視覚的にも武
蔵の低地部と常総の内海は遮蔽されるような関係ではなく、地形と水をめぐる環境の上で
は一体の地域として捉えなおすことができると考えられる。このようにみると、武蔵の低
地部と「常総の内海」を挟んで西側一帯（内陸側）に毛野、東側一帯（海側）に常総地域
という位置関係で把握できるのではないだろうか。

そこに、鉇形を含む農工具形、鉇形はないが並行すると考えられる農工具形、及び後述
する古墳時代後期の武具形などの分布を重ねてみる（第５図）。粗密はあるものの、低地
と内海をめぐる範囲に多くみられることが確認できよう。

王権の世界観　それでは、なぜ上記の地域に集中するのであろうか。交通の要衝、特に
水上交通に関わる部分については、既にこれまでの研究で明らかにされているとおりであ
る。それ以外の理由が考えられるのか、異なる視点からのアプローチを試みてみたい。

北條芳隆は、太陽・星の運行や山並、火山などの既にある自然環境との関わり、観測な
どを経て、例えば弥生時代から古墳時代の「方位理念」として東西優位があり、「日の出
方位」が重視されてきたことを示した（31）。鉇形を含む農工具形が近畿地方より東方、し
かも関東地方にかなり集中的に分布することに対して、これまで「東国」という「範囲」
が対象として考えられることが多かったように思われるが、器種や構成によってはこれと
は異なる側面、「方位」に基づいた分布の可能性も加えうるのではないかと考えられる。

関東地方を境に北東へ折れ曲がる列島の地形からは、関東以北の地域が、東に太平洋と
面することになるが、東が太平洋に面していることに加えて、国土の表現として、８世紀
には「豊葦原水穂国」（『古事記』）「豊葦原瑞穂国」（『日本書紀』）と呼ばれる、代表的な
景観がある（32）。葦原と水域の広がるこの景観は古墳時代に列島各地で見られたであろう
が、ここまで広大な範囲に広がる場所は他にないであろう。東が太平洋と面し、内陸（西）
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に向かって広がる葦原という二つの条件を備え、さらに、そこに視界を大幅に遮る山塊な
どもない地形的な特徴を加味したとき、ヤマト王権がその一帯に特別な意味を見出した可
能性を考えたい。つまり、後の国土観の表現つながる原初的なイメージをヤマト王権があ
る程度もっており、王権所在地の東において、それに叶う地域として認識したことによる
と考えられないだろうか。また、その海の先には大和王権にとって重要な理念上の世界（仮
にカミの世界とする）が設定されていたかもしれない。

太平洋を望むカミの世界に向けての、毛野から常陸（鹿島）に至る広大な奥行をもつ境
界域が形成されたと考えられないだろうか（33）。

櫛引台地の縁辺部あたり、現在の埼玉県熊谷市付近から東へと広がっていた妻沼低地、
加須低地、中川低地には葦原の広がる湿地帯が多かったと考えられ、その中を沼や河川な
どの水域を利用しつつ、明瞭な内海の広がる常総地域や総武地域（東京湾方面）に入って
いくことは、実際の距離以上にスピード感のある移動が可能であったとも考えられ、王権
からは毛野から常総地域が地域性を越えたある種の一体性をもつという認識を形成したと
考えられる。鉇形などを含む農工具形石製模造品の構成から見た毛野・常総の様相は、こ
の古墳時代前期後半のヤマト王権が考える東方の世界観に支えられたものであったと考え
られる。

そして、そのひとつの表れとして(農)工具形の導入があったのではないかと考えてみた
い。鉄製工具は石材に対しても相当の効力を発揮すると考えられるが、一番の対象は木材
に対してであろう。そこから工具形の性格を考えてみると、木材の伐りだし、木材加工全
般、特に祭具製作や祭祀に関わる機能をもつ建築物造営などに関わる一連の作業に必需品
として使用されることに依拠することで、祭器として石製化した可能性が考えられよう。
分布からみられる（農）工具形の存在の背景として、交通の要衝との関係性に加えて、関
東地方においては王権の世界観とそれに伴う祭祀・儀礼との関わりを推定しておきたい。
そしてそれらは、工具の使用目的でもある各種製品の製作や建築物の造営等に関わるもの
であったのだろう。

しかし、水路のみでは常総地域には到達できないため、王権の世界観とは別に、地形な
どから古墳時代以前に形成されてきた在来の領域があったのではないかと考えられる。こ
れが、石製模造品を個別に検討して見えてくる地域による製作体制の違い（34）や刀子形の
形態のまとまり（35）に反映しているのではないかと考える。

つまり、鉇形などを含む石製模造品には、在来の領域に規定された製作に関わる位相と、
王権の世界観・空間認識を基にした器種構成に関わる位相を見出すことができると言えよ
う。
佐紀古墳群と工具形　佐紀古墳群は馬見古墳群とともにその出土数の多さから農工具形

の創出と展開に関わった人物が被葬者像として考えられることが多い。鉄製農工具という
弥生時代以来の伝統的な副葬品をベースにしつつ石製化いう形で新たに祭器を登場させる
が、鉇形などの欠落など初期の豊かな構成は程なく縮小してしまう。この動向の理解は
簡単ではないが、主導した当初の意義が何らかの理由により早々に失われたと考えられ
る（36）。一方、北條は佐紀古墳群が前後の大型古墳群とは異なる方位理念で築造されるが、
程なく「伝統方位軸への軌道修正」がはかられるとする（37）。この軌道修正の契機が鉇形
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などの欠落に影響を与えたか否かは即断できないが、寺沢知子がこの時期の政権が「脆弱
な体制」であったと指摘しているように、佐紀古墳群造営とも関係する創出に関わった勢
力の動きと連動する可能性も想定しておく必要があろう（38）。

さらに、ここでは工具形の存在意義を考えるために、佐紀古墳群との関係をみておきた
い。先に工具形は鉄製工具の使用目的に関係する行為に伴って行われた儀礼とのつながり
で石製化したと考えたが、一番の対象が木材で、それによって製作、建造されるものとい
うことになる。北條は、佐紀古墳群の造営にあたって当該地域での開発に触れ、方位との
関係も含めた計画的な古墳の配置を指摘し、開発範囲の移動、拡大を「大型前方後円墳
の築造地は開発指向領域と一致する」として、若狭徹の指摘との関係で評価している（39）。
この動向で重要なのは、林野を新たに伐開すると同時に伐り出した木材の利用が行われた
可能性が高いことであろう。そして、これらの一連の事業の具体的な作業工程において鉄
製工具が大いに力を発揮したことは想像に難くない。

加えて、木材の利用と一口に言っても、開発地において伐採された樹種が利用目的に合
致する特徴を持っているとは限らず、日常生活あるいは開発に伴う利用目的に対して必要
な樹種などの様々な需要を満たすために、開発地のみならず別途の森林開発も並行したこ
とが推測される。青柳泰介は、奈良盆地東部山間地域で古墳時代初頭から有用樹種の変化
に伴い、他地域に供給するための木材生産が開始された可能性の高いことを指摘した（40）。
さらに、木材の奈良盆地への搬入ルートとして佐紀古墳群を挟む形で「秋篠越え」と「ウ
ワナベ越え」の２ルートを考え、西側の「秋篠越え」ルートと佐紀古墳群西群の築造と菅
原東遺跡や西隆寺下層遺跡など大規模遺跡との関係を考える。また、築造が東群へ移動す
るに伴い、「ウワナベ越え」の必要性が出てきたことも推測する。佐紀古墳群の造営と現
地の開発が木材生産とも絡みつつ活発に行われた状況が想定されよう。

また、これと同様の状況が毛野においてはかなり具体的に確認されており、その古墳築
造のあり方は「象徴行動」と表現される（41）。古墳の築造のみならず居館の建築、低地の
開発など、木材利用が日常生活を越えたレベルで行われ、製品や資材へと姿を変えていた
ことが考えられる。さらに、この時の最大規模をもつ浅間山古墳の墳形は、佐紀古墳群西
群の佐紀陵山古墳と同じ墳丘規格が採用されているとの指摘も示唆的である。

このような奈良盆地や毛野西部での動向から、木材利用の高まる需要に鉄製工具の必要
性、存在価値がさらに高まっていたことが推測される。このような状況が工具形出現の背
景として考えられよう（42）。また、これらの動きが佐紀古墳群との関係性をもってつなが
ることは工具形の創出とも絡み注目に値すると考えられる。
農工具形以外の様相　これまで伝高宮出土品が鉇形であるという理解を基に記述を進め

てきた。農工具形、特に工具形を中心にみてきたが、宗像・沖ノ島ではまだ確定的とは言
えないため、他の資料から共通点について簡単にみておきたい。

盾形、短甲形については佐久間正明の検討があり、古墳時代後期に至り、宗像・沖ノ島
と毛野・武蔵・常陸という列島の東西で石製模造品について共通化が認められる部分があ
る（43）。それら以外にも、子持勾玉が毛野、常陸は出土数が多く、近年は武蔵地域でも行
田市北大竹遺跡で 45 点が出土するなど集中地帯である。さらに、西日本では宗像・沖ノ
島が含まれる筑前が突出して出土数が多い点も共通点として挙げられよう。さらに、馬形
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などは沖ノ島に先駆けて毛野（長根羽田倉遺跡）、武蔵（西別府祭祀遺跡）で確認されて
おり、古墳時代後期以降は、後の宗像大社、鹿島神宮、香取神宮と神郡の設置など類似し
た経過をたどる（44）。

農工具形の分布の上では、現状の中にそのまま落とし込むとその範囲から大きく外れる
ことになるが、他の石製模造品でみた場合、古墳時代後期に至り宗像・沖ノ島の祭祀と毛
野・武蔵・常陸での祭祀具に共通性が指摘される。伝高宮出土品が鉇形だとすると関東地
方に多く出土する鉇形とそれを含む農工具形の存在から、宗像・沖ノ島が地域の特性とし
て鉇形を導入し得る背景をもつということもいえるのではないかと考えられる。あわせ
て、両地域の共通性が古墳時代前期後半頃までさかのぼる可能性を示すことにもなる。

また、列島の東西という視点では、吉野裕子は古代日本人の「基本世界像」「人間界（日
本の国土）」での東西は「観念的なものとしてではなく、地理的な現実の地点としてある」
として、東に鹿島の地（鹿島神宮）、西に出雲の地（出雲大社）を挙げる（45）。鹿島の地は
本稿で対象とした農工具形が集中的に出土する地域の最東端にあたる。また、出雲は、出
雲大社境内遺跡において、メノウ勾玉や滑石製臼玉が出土し、古墳時代前期から王権との
関わりが考えられる祭祀が行われていた可能性が高いという（46）。一方、常総の内海周辺
での祭祀遺跡については、現在の知見では、祭祀遺物の年代はさかのぼっても５世紀代ま
でということである（47）。現状は少し違いがあるものの、後に重要な位置づけとなる神社
の周辺には顕著な出土遺物が確認されることがあり、重要な土地であるという意識がある
ことで、その後の神社の成立につながっていった可能性が考えられよう。
西と東の境界域　このように西と東の祭祀をめぐる境界域について、両者がそれぞれ接

する境界域の特徴を考えると、西（宗像・沖ノ島）は、朝鮮半島や中国という海を越えた
先にある国家、社会から絶えず情報が入り、緊張感を伴いつつ状況によっては難しい対応
を迫られる不安定で現実的な対外関係を背景とした境界域ということができよう。一方、
東（毛野・武蔵・常総）は理念としてある比較的安定した世界（カミの世界）との境界域
ということができよう。同じ境界域でも異なる対象を前にすることで、あるいは王権の動
向や在地の対応などによっても使用する祭器に違いが出てきて、考古資料の分布としての
現状が見えてきているのかもしれない。それぞれに重層的なものを想定する必要があり、
王権レベルの位相と地域レベルでの位相を読み解いていければ、それぞれの特徴をさらに
見出していけるのではないかと考えられる。

まとめ

本稿は、伝高宮出土品が鉇形であるか否かを判断するために、鉄製鉇や既出の鉇形と比
較検討するところからスタートした。そして、保留すべき点はあるものの、それが認めら
れるとの見通しを得た上で、宗像・沖ノ島の祭祀遺物の中に存在する意味を考えるために、
鉇形を含む農工具形の特徴を検討して、鉇形そのものは木工具としての機能が中心と考え
られるものの、他の工具形は木工や建築など幅広い木材加工具としての機能を考え、これ
らが林野の開発や木材加工全般に必要不可欠、特に祭具製作や祭祀に関わる機能ももつ建
築物造営などに使用されることに依拠した祭器と考えた。さらに、それらが毛野・武蔵・
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常総地域に多くみられることについては、古墳時代における「方位理念」との関係から王
権として東方にカミの世界を設定した可能性を考え、そこに対して地理的、景観的にもっ
ともふさわしい地域として位置づけられたことと、毛野に顕著な地域の開発とそれに伴っ
たであろう祭儀などと関連して集中的に分布している可能性を考えた。これは、出雲大社
境内遺跡での滑石製玉類の出土など、日本列島の中での方位を意識した位置にあり、かつ
後に神郡の設置を伴う神社の存在につながる共通点をもっており、この経過のもとに理解
していく必要があるのではないかと考えられる。その意味で、伝高宮出土品を鉇形と考え
ることに一定の背景を与えるものであり、古墳時代後期に石製模造品で共通点が認められ
る関東地方との関係性が、古墳時代前期後半から中期初頭あたりまでさかのぼる可能性も
示唆する。

鉇形の検討だけで後半に述べたような問題を解決できる訳ではなく、本稿では器種の違
いの意味など考古資料の検証作業は極めて不十分である。この問題点への取り組みを経た
上での当否は今後の検討課題であるが、関係地域の共通性の背景などを意識しつつ宗像・
沖ノ島祭祀の理解につなげていければ、と考えている。引き続き、さらに視野を広げて取
り組んでいきたい。
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桜井市纏向学研究センター
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（39）若狭　徹2002「古墳時代の地域経営─上毛野クルマ地域の3 ～ 5世紀─」『考古学研究』第49巻第2
号　108-127頁　考古学研究会

（40）青柳泰介2009「木材の「原材」生産と流通に関する一考察─奈良県東部山間地域での古墳時代～
中世の事例をもとに─」『木・ひと・文化～出土木器研究会論集～』43-54頁　出土木器
研究会

（41）若狭　徹2018「東国における古墳時代地域経営の諸段階　上毛野地域を中心として」『国立歴史民
俗博物館研究報告』第211集　307-350頁　国立歴史民俗博物館

（42）小林行雄は、「・・（略）・・鉄製農具や・・（略）・・鉄製工具が古墳の副葬品の中に加えられてい
る理由は、実はこれらが古代の祭儀の実施に欠くことのできない土木建築用具として取り扱われた
から・・（略）・・」と述べる。

　　 小林行雄1956「古墳文化　社会生活の向上」『図説　日本文化史大系』１縄文・弥生・古墳時代
220頁　小学館

そのほか、石山古墳出土農工具形石製模造品の写真図版解説に「神霊を祭るには、そのための祭
物がいる。祭場建設は大工道具が象徴し得る」との記載がある。

　　 小林行雄1960「天皇家の伝承」『図説　世界文化史大系』20　日本Ⅰ　196頁　角川書店
また、北山峰生は生産具形の石製製模造品の意義について、「社会の方向性と首長の性格を視野

に入れて、初めて理解できる」と指摘しており、特に古墳時代中期における治水や新田開発などの
推進を求められた首長の役割との関係の中で把握すべきという重要な指摘を行っている。これは、
本稿で考えた内容とも通底するものであり、持ち続けるべき視点であろう。

北山峰生2005「古墳出土の石製模造品」『古墳時代の滑石製品─その生産と消費─』（第54回埋蔵
文化財研究集会発表要旨・資料集）157-180頁　第54回埋蔵文化財研究集会事務局

鉇形など程なく姿を消すような工具形については、日常の定例的な行為に付随する祭儀とは別に、
それまでとは異なる大規模な開発や建築物などの出現などを契機にそれに伴う祭儀用具として、既
に出現していた他の滑石製品（祭器）に加わる形で新たに石製化したと理解することもできようか。
そして、その動向に深く関わった有力者が葬られた古墳に副葬されたと考えられよう。

（43）佐久間正明2017「武具形石製模造品考」『考古学雑誌』第99巻第1号　1-46頁　日本考古学会
（44）笹生　衛2012『日本古代の祭祀考古学』　吉川弘文館
（45）吉野裕子1974「古代日本人における世界像と現世世界像」『日本古代呪術　陰陽五行と日本原始信

仰』7-38頁　大和書房
（46）松尾充晶2019「古墳時代の祭祀と玉─出雲における石製模造品の展開─」『古墳時代の玉類の研究』

（島根県古代文化センター研究論集第21集）　143-158頁　島根県古代文化センター
（47）石川　功2011「霞ヶ浦周辺地域」『季刊　考古学』第115号（特集　低地の考古学）35-37頁　雄山

閣
　　 塩谷　修2011「古代筑波山祭祀への視角─内海をめぐる交流・交通と祭祀の源流─」『東国の地域

考古学』219-242頁　六一書房

表１に挙げた資料の文献・所蔵機関
１　倉敷考古館編1969『古代吉備の鉄』倉敷考古館（所蔵：倉敷考古館）
２　八賀　晋1982『富雄丸山古墳・西宮山古墳出土遺物』京都国立博物館（所蔵：京都国立博物館）
３　泉森　皎1990「河合町ナガレ山古墳の調査」『季刊　明日香風』第36号　飛鳥保存財団
　　河合町教育委員会生涯学習課編1998『ナガレ山古墳：国史跡』河合町（所蔵：河合町教育委員会）
４　京都大学文学部考古学研究室編1993『紫金山古墳と石山古墳』京都大学文学部博物館（所蔵：京

都大学総合博物館）
５　大垣市編2011『大垣市史　考古編』大垣市（所蔵：大垣市歴史民族資料館）
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６　東京国立博物館編1983『東京国立博物館図版目録』古墳遺物篇（関東Ⅱ）東京国立博物館（所蔵：
東京国立博物館）

７　東北歴史博物館編2004『古墳時代関係資料図録　杉山コレクション』東北歴史博物館（所蔵：東北
歴史博物館）

　　金田一京助・杉山寿栄男1943『アイヌ芸術』第３巻（金工・漆器篇）第一青年社
８　東京国立博物館編1980『東京国立博物館図版目録』古墳遺物篇（関東Ⅰ）東京国立博物館（所蔵：

東京国立博物館）
９　大場磐雄・佐野大和1956『常陸鏡塚』國學院大學考古学研究報告第１冊　綜芸舎（所蔵：國學院

大學博物館）

挿図出典
第１図　１：註（１）文献　第２図４を転載
　　　　２：筆者実測・トレース
　　　　３：八賀　晋1982『富雄丸山古墳・西宮山古墳出土遺物』京都国立博物館　第８図１を転載
　　　　４：筆者実測・トレース
　　　　５：京都大学文学部考古学研究室編1993『紫金山古墳と石山古墳』京都大学文学部博物館
　　　　　　39頁図版49の写真をトレース
　　　　６：大垣市編2011『大垣市史　考古編』大垣市　833頁第24図を転載
　　　　７：筆者実測・トレース
　　　　８：筆者実測・トレース
　　　　９：筆者実測・トレース
　　　　10：大場磐雄・佐野大和1956『常陸鏡塚』國學院大學考古学研究報告第１冊　綜芸舎　第18図
　　　　　　を転載
　　　　11：註（10）文献　172頁（ニ）図を転載
第２図　筆者作成
第３図　筆者撮影
第４図　１：註（１）文献　第２図４を転載
　　　　２：大垣市編2011『大垣市史　考古編』大垣市　833頁第24図を転載
　　　　３：八賀　晋1982『富雄丸山古墳・西宮山古墳出土遺物』京都国立博物館　第８図１を転載
　　　　４：註（16）文献　第30図F １を転載
第５図　筆者作成　下図は国土地理院　地理院地図GSIMapsを使用。また、武具形の分布は註（43）文

献を参考にした。
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